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森平遺跡SB07土器（第56図‒409） 左土器の疑似縄文（オオバコ）拡大

森平遺跡SB01土器（第51図‒008） 森平遺跡SB01土器（第51図‒013）

全て縮尺不同



森平遺跡SB09土器（第58図‒249） 森平遺跡SB09土器（第57図‒253）

森平遺跡SK001土器（第67図‒502有東式） 森平遺跡SB11土器（第61図‒474）

全て縮尺不同



はじめに

北に浅間火山、南に八ヶ岳の群峰に抱かれた佐久平は日本の屋根と言われる信州の中

でも、平地の広がる肥沃な穀倉地帯です。古くから碓氷峠、内山峠を介して北関東への

玄関口であると同時に、野辺山を越えて山梨県へ抜ける交通の要衝でもありました。

国内で海から最も離れた地点のある佐久市でも日本海側と太平洋側を結ぶ高速自動

車国道である中部横断自動車道建設が始まり、多くの遺跡が発掘調査されました。特

に平成 23 年 3 月に供用が開始された佐久小諸ジャンクションから佐久南インターチェ

ンジ間は、地域の交通の足として、また上信越自動車道を通して関東・北陸方面から

の観光客の誘致にと、幅広く活用されております。

甲武信ヶ岳を源流とする千曲川と、浅間山麓から流れ下る湯川や濁川は、佐久平の

ほぼ中央で合流し、そのあたりに形成された河岸段丘と付近の台地上には弥生時代の

大集落を含む、多くの遺跡が営まれています。本書に掲載した森平遺跡、寄塚遺跡群、

今井西原遺跡、今井宮の前遺跡もこうした遺跡に含まれます。特に森平遺跡は湯川の

蛇行部に位置する川辺の集落で、弥生時代中期後半の竪穴住居跡とともに佐久平では

極めて珍しい掘立柱建物跡も検出されました。また、赤彩が施された壺・鉢・高杯や

太型蛤刃石斧をはじめとする多くの貴重な遺物が出土し、本地域の弥生時代研究のた

めの新たな素材を多数提供いたしました。

調査内容の詳細を本書でご確認いただくと同時に、今回の調査によって得られた資

料と情報が、今後、多方面で十分に活用されることを願ってやみません。

最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に語るまで、深いご理解とご協力をい

ただきました国土交通省関東地方整備局の方々、長野県教育委員会や佐久市・佐久市教

育委員会、地権者や区長をはじめとする地元住民の皆さま、そして発掘作業や整理作業

に従事協力いただいた、多くの方々に、心から敬意と感謝を表す次第であります。





例言

本書は、長野県佐久市に所在する森
もりだいらいせき

平遺跡、寄
よせづかいせきぐん

塚遺跡群、今
い ま い に し は ら い せ き

井西原遺跡、今
い ま い み や の ま え い せ き

井宮の前遺跡の発掘調査

報告書である。

発掘調査は、中部横断自動車道建設工事に伴う記録保存調査として、一般財団法人長野県文化振興事

業団長野県埋蔵文化財センターが実施した。委託契約等については第 1 章を参照願いたい。

遺跡の概要は、長野県埋蔵文化財センター刊行の『長野県埋蔵文化財センター年報』21 ～ 23 で紹介　

しているが、本書の記述をもって本報告とする。

本書で使用した地図は、国土地理院発行の地形図（1：25,000、1：50,000）、佐久市基本図（1：2,500）

をもとに作成した。

本書で扱っている国土座標は、国土地理院の定める平面直角座標系第Ⅷ系の原点を基準点としている。

座標値は、森平遺跡では世界測地系を、寄塚遺跡群、今井西原遺跡、今井宮の前遺跡では日本測地系

（旧測地系）を用いている。

発掘調査・整理作業にあたっては、以下の機関・諸氏に業務委託もしくはご指導を得た。（敬称略）

測量・空中写真撮影：（株）アンド―（森平遺跡）

　　　　　　　　　　（株）みすず綜合コンサルタント（寄塚遺跡群）

　　　　　　　　　　（株）協同測量社（今井西原遺跡）

　　　　　　　　　　新日本航業（株）（今井宮の前遺跡）

土 　 器 　 実 　 測：大成エンジニアリング（株）

人骨・動物骨鑑定：京都大学名誉教授　茂原信生

　　　　　　　　　　総合研究大学院大学准教授　本郷一美

　　　　　　　　　　獨協医科大学技術職員　櫻井秀雄

石 　 材 　 鑑 　 定：信州大学教授　原山　智

土 器 調 査 指 導：東京大学大学院教授　設楽博己

　　　　　　　　　　長野県考古学会員　小山岳夫

自 然 科 学 分 析：パリノ・サーヴェイ（株）

黒 曜 石 産 地 分 析：沼津高等工業専門学校教授（分析当時）　望月明彦

遺 物 写 真 撮 影：信毎書籍印刷（株）

発掘調査および報告書刊行にあたり、下記の方々・機関にご指導、ご協力をいただいた。お名前を記

して感謝の意を表する。（敬称略）

石川日出志、小泉祐紀、篠原和大、須藤　隆、須藤隆司、堤　隆、寺内隆夫、冨沢一明、萩野谷正宏

馬場伸一郎、原　明芳、佐久市教育委員会、佐久考古学会

長野県遺跡調査指導委員会（戸沢充則、工楽善通、丸山敞一郎、高橋龍三郎）
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長野県文化財保護審議会　史跡・考古資料部会（小野　昭、笹澤　浩、会田　進）

発掘調査・整理作業の担当者等は第 1 章第 2 節に記載した。

本書の執筆分担は下記のとおりであり、調査第 2 課長岡村秀雄が校閲し、調査部長大竹憲昭が総括し

た。ただし、第 1 章から第 3 章は櫻井秀雄（長野県教育委員会文化財・生涯学習課）の草稿をもとに

執筆した。

水澤教子　第 1・2 章、第 4 章第 2 節 1 ～ 6（遺物部分）・第 3 節 1・4・5・第 4 節 2（1）・（2）①・3、

　　　　　第 8 章第 1 節 2・3、第 9 章、その他

岡村秀雄　第 3 章、第 4 章第 2 節 2 ～ 5（遺構部分）、第 6 章（石器部分を除く）

内堀　団　第 4 章第 1 節・第 2 節 1（遺構部分）・第 3 節 3・第 4 節 1・2（2）②・③

谷　和隆　第 4 章第 3 節 2、第 5 章第 2 節（石器部分）、第 6 章第 2 節（石器部分）、第 8 章第 1 節 1

上田典男　第 5 章（石器部分を除く）

柳澤　亮　第 7 章

上田　真　第 8 章第 2 節

本書に添付した DVD には、以下の内容を収録した。

本文 PDF、写真図版 PDF、遺物カラー写真データ、自然科学分析報告書、各挿表データ、掲載遺物

観察表、その他
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凡例

記述・表記の仕方

記録保存の対象となった 4 遺跡別に第 4 章～第 7 章を起こし、遺跡の概要、遺構と遺物、各遺跡の総

括を小結として末尾に記述した。

図・表番号は章ごとに付し、写真図版番号（PL）は 4 遺跡通しで付した。

各章別の付表・付図のすべてと、その他必要とされる遺物の詳細な観察表を DVD に貼付した。遺物

の観察方法は、第 4 章第 3 節 1・2 に記載し、第 5・6・7 章の観察表についてもそれに準ずる。

番号

遺構番号

遺構種ごとに付してある。調査段階で欠番になっているものや整理作業において遺構として認定しな

かったため欠番としたものがある。整理作業段階で新たに遺構番号を付したものもある。

遺物番号

整理段階で付した管理番号である。土器は 3 桁で表示した。石器は頭に S を付し 3 桁で表示した。金

属器は頭に M を、骨は頭に B を、炭化物は頭に C を付して何れも 2 桁で表示した。

なお、整理期間内に遺物の出土遺構や層位を変更・統合した場合、個々の遺物の注記記号は変更せず、

現場段階のままとしている。参照・活用の際はご留意願いたい。

組順

遺構図版

組順は遺構ごととし、遺構番号の昇順に組み、必要に応じて遺物の水平・垂直分布図を加えた。

遺物図版

遺物図版の組順は、土器は出土遺構ごととし、さらに帰属時期が古いと推測されるまとまりごとに並

べている（例：床下・炉・床・ピット・埋土等。ただし複数の層にまたがる場合は、より上位の層に

含めた）。さらにそれぞれのまとまりに土器が複数存在する場合は、壺・甕・鉢・台付鉢・高杯・そ

の他の順とした。遺構外出土の遺物については出土グリッドの解るものと、それが判明せず地区単位

で取り上げたものに分けた。さらにそれぞれを時代順（例：縄文・弥生・土師器）に配した。

石器は器種別に組み、キャプションの 1 段目に管理番号、2 段目左に器種名、2 段目右に石材名、3

段目左に出土遺構名、3 段目右に重量を示した。なお、産地推定を行った黒曜石製石器については、

石材名の右に産地記号を示した。産地群記号の内容については第 8 章第 1 表脚註に示した。

掲載図の表示の仕方

本書に掲載した実測図および遺物写真の縮尺は、原則として下記のとおりである。他についても当該

箇所のスケールの上に記してある。

遺構図

遺構図中の出土遺物は遺物図版に同じである。また遺構図の縮尺は以下のとおりとする。

竪穴住居跡・掘立柱建物跡 1：80　炉跡・土坑・焼土跡 1：40　遺構割付図 1：100、1：200、1：300　 

溝跡 1：200、1：300、1：600
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遺物図

遺物図面は、土器・石器を等倍で実測し、所定の倍率でトレース後、デジタル化して掲載大に縮小し

た後、必要に応じて網かけを行った。遺物別の縮尺は以下のとおりである。

土器・陶磁器（土器拓影・土器破片実測を含む）1：4　土器片加工円板 1：4

太型蛤刃石斧・打製石斧 1：3　扁平片刃石斧 1：2　石鏃等小形石器 2：3　磨石・敲石・砥石等 1：3　

石皿・石臼・石鉢 1：6　軽石製品 1：3　管玉 1：1　　

　　スクリーントーンは下記のとおり使用し、これ以外の場合は、該当箇所で説明している。　

スクリーントーンは下記のとおり使用し、これ以外の場合は、該当箇所で説明している。

（2）

土器・土器片加工円板・土製品観察表

土器・土器片加工円板・土製品観察表（第 4 章第 7・8 表、DVD 貼付）の凡例は、属性表上段の項目

順に以下のとおりである。

出土位置　「床」は推定床、「層位」は推定層位を表す。推定床・推定層位の定義は本文第 4 章第 3 節

1 に記載した。

残存率　「完全実測」は外形を実際に計測したもの。「回転実測」は外形を反転復元したもの。

口径・底径・器高　（　）は一部が破損しているが現在残存している最大長、< > は反転復元した最

大長を現わす。

重量　［　］は同一個体の重量を示す。

赤彩　「赤彩」欄に説明が書かれている個体の図版には赤彩のトーンを添付した。ただし「微」表記

の場合は赤彩が微量であるためトーンは貼らないが、「備考」に詳細説明を行った。

胎土　「分析番号」は、パリノ・サーヴェイ（株）が行った胎土分析の番号。1 類、2 類、3 類の定義

は第 8 章第 1 節 3 に記載し、その他は岩石・鉱物名等を記載した。

写真

遺構写真

遺構の昇順に左右、上下の方向に配列した。遺構の完掘と遺物の拡大写真を入れ、撮影の方向は（　）

で表記した。

遺物写真

遺物写真の縮尺は原則としては遺物図とおおよそ同じだが、任意縮尺にしているものもある。その場

合は個別に記載した。なお、写真図版は土器・石器・金属製品といった種別でまとめて掲載した。写

真図版キャプションの凡例は下記のとおりである。

土器　　「67 － 324」は、第 67 図に掲載されている管理番号 324 の土器を示す。

石器他　「107－SB01－S027」は、第107図に掲載されているSB01出土、管理番号S027の石器を示す。
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（1）

（2）

①　土器　　赤彩

②　石器　　石槌・磨石・石皿・みがき石・砥石の磨面・砥面は断面図に矢印で記載。

須恵器断面 陶磁器断面

炭化物・柱根 焼土 炭・灰の分布地山
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第１章　調査に至る経緯

第１節　事業の概要と保護協議

1．中部横断自動車道の事業計画
　中部横断自動車道は、日本列島の中央部を横断するように静岡県から山梨県を経て長野県を結ぶ国土開

発幹線自動車道である。静岡県静岡市を起点とし、山梨県甲斐市を経由し、中央自動車道と一部重複し、

長野県小諸市に至る、延長約 132km が高速自動車国道として整備される。これにより上信越自動車道を

介して日本海側地域と太平洋側地域が高速自動車道網で結ばれると共に、上信越自動車道・北関東自動車

道と一体となり、東京から放射状に延びる東名・新東名高速道路・中央自動車道・関越自動車道・東北自

動車道・常磐自動車道と接続した「関東大環状連携軸」のネットワークが形成される。

　中部横断自動車道の長野県内分は約 45km で、小諸市の佐久小諸ジャンクション（以下 JCT）で上信

越自動車道と連結する。

　中部横断自動車道の事業経緯や埋蔵文化財の保護・調査などについては第 1 表にまとめた。

　本事業は、昭和 62 年 6 月に高規格幹線道路網として閣議決定され、同年 9 月、静岡県清水市（現静岡市）

～長野県佐久市の間が国土開発幹線自動車道の新規追加路線として決定された。平成 3 年 12 月に長野県

八千穂村（現佐久穂町）～佐久市の約 23km 間が基本計画決定され、平成 8 年 12 月、佐久南インターチェ

ンジ（以下 IC）～佐久小諸 JCT の約 8km 間が上信越自動車道の追加インターとして整備計画決定された。

　整備計画の決定を受け、平成 10 年 4 月、日本道路公団（当時）に対し同区間の施工命令が出され、事

業が本格化した。また、同年 12 月には同区間を含む八千穂村から佐久市間の整備計画が決定された。

　その後、平成 15 年 12 月の国土開発幹線自動車道建設会議（国幹会議）において、新直轄方式に切り替

わる区間の整備計画の変更が審議・議決され、翌 16 年 1 月八千穂 IC（仮称）～佐久小諸 JCT 間は新直

轄方式での整備計画に変更された。新直轄方式の整備計画では国が4分の3、地方が4分の1の負担により、

国土交通省が直轄事業として高速自動車道を整備し、完成後は無料開放される。

　この整備計画の変更により日本道路公団への施工命令は撤回され、平成 18 年度からは国土交通省関東

地方整備局の直轄事業として事業は進められている。平成 23 年 3 月、中部横断自動車道長野県内分とし

ては初めて佐久南 IC ～佐久小諸 JCT 間の供用が開始された。この供用開始に伴い佐久市街地の交通混雑

の緩和などの効果が上がっている。なお、八千穂 IC（仮称）～佐久南 IC 間は埋蔵文化財の調査と並行し

て本体工事も合わせて実施されている。

2．埋蔵文化財の保護協議と調査
　長野県教育委員会（以下　県教委）は平成 3 年の中部横断自動車道八千穂村～佐久市間の基本計画決定

を受け、平成 6 年度から建設予定地内の埋蔵文化財保護のため、予想されるルートの幅 1km 前後を関係

市町村教育委員会（以下　教委）の協力のもと、遺跡の位置確認などの詳細分布調査や遺跡隣接地での試

掘調査等を実施した（県教委 1997･2000･2003･2007）。

　佐久南 IC ～佐久小諸 JCT 間の埋蔵文化財については、平成 11 年日本道路公団と文化庁、日本道路公

団と県教委との保護協議により、記録保存が決定された。これに伴う発掘調査は県教委が日本道路公団か

第１節　事業の概要と保護協議
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第 1 表　佐久小諸 JCT ～佐久南 IC 間　事業と保護協議・調査の経過
年 事業 埋文 調査遺跡 整理遺跡 契約先

S62
（1987）

6.30 高規格幹線道路網として閣議決定
9.1 静岡県清水市（現静岡市）～長野県佐久市 L132km
国土開発幹線自動車道の新規追加予定路線として決定

H3
（1991）

12.20 八千穂村（現佐久穂町）～佐久市 L23km
基本計画決定

H6
（1994）

県教委 中部横断道建設予定地遺跡詳細分布調査
（仮）八千穂 IC ～佐久小諸 JCT

H8
（1996）

12.27 佐久南 IC ～佐久小諸 JCT L8km
整備計画決定＜上信越自動車道の追加 IC として＞

H9
（1997）

2.5 山梨県長坂町（現北杜市）～八千穂村 L38km
基本計画決定

H10
（1998）

4.8 佐久南 IC ～佐久小諸 JCT L8km 施工命令
＜日本道路公団へ＞
12.25 八千穂村～佐久市 L23km
整備計画決定（佐久南 IC ～佐久小諸 JCT 間含む）

県教委 中部横断道建設予定地遺跡詳細分布調査
（仮）八千穂 IC ～佐久小諸 JCT

H11
（1999）

佐久南 IC ～佐久小諸 JCT 埋蔵文化財保護協議
（日本道路公団､ 文化庁､ 県教委）
日本道路公団 : 文化財保護法第 57 条の 3 通知

（東建用管第 462 号 12.13）
文化庁 : 勧告＜記録保存の決定＞（委保第 45 の H12.2.7）

H12
（2000）

県教委 中部横断道建設予定地遺跡詳細分布調査
（仮）八千穂 IC ～佐久南 IC
県教委 試掘調査（野火附遺跡隣接地 遺跡範囲拡大）

H13
（2001）

県教委 中部横断道建設予定地遺跡詳細分布調査
山梨県境～（仮）八千穂 IC
県教委 試掘調査（野火附遺跡隣接地 遺跡範囲拡大）

鎌田原遺跡 （県教委）
日本道路公団
東京建設局

H14
（2002）

県教委 試掘調査（北畑遺跡群隣接地 遺跡範囲拡大） 野火附遺跡
野火付城跡
鎌田原遺跡

（県教委）
日本道路公団
東京建設局

H15
（2003）

12.25 （第 1 回国幹会議）新直轄方式に切り替わる区間
とする整備計画一部変更議案の審議 ･ 議決

県教委 試掘調査（西一里塚遺跡群隣接地 遺跡範囲拡大） 野火附遺跡
北畑遺跡群

（県教委）
日本道路公団
東京建設局

H16
（2004）

1.30 八千穂 IC（仮）～佐久小諸 JCT L23km
整備計画の変更（新直轄方式へ）
＜日本道路公団への施工命令撤回＞

佐久南 IC ～佐久小諸 JCT 埋蔵文化財保護協議
（国土交通省関東地方整備局､ 日本道路公団東京建設局､ 県
教委）
発掘調査における行政手続きについて確認書締結
＜日本道路公団が責を負う＞
4.1 日本道路公団､ 県教委､ 文化振興事業団（埋蔵文化財セ
ンター）で協定書締結
埋文センターと道路公団との契約に変更
県教委 試掘調査（森平遺跡新発見）

中原遺跡群
野火附遺跡
野火付城跡
西一里塚遺跡群
寄塚遺跡群
今井西原遺跡

日本道路公団
東京建設局

H17
（2005）

10.1 日本道路公団民営化基本計画決定
（東日本高速道路株式会社が権利義務を継承）

県教委 試掘調査（濁り遺跡隣接地 久保田遺跡新発見） 西一里塚遺跡群
森平遺跡

日本道路公団
東京建設局

（東日本高速道株
式会社）

H18
（2006）

国土交通省関東地方整備局による直接事業化 国土交通省 : 文化財保護法第 94 条の通知＜佐久南 IC ～佐久
小諸 JCT 間含む＞（長国調第 14 号 4.5）
県教委 : 勧告＜記録保存＞（18 教文第 18-33 号 6.8）
国土交通省 ･ 県教委 ･ 文化振興事業団 3 者協定締結（4.18）
H18 年度より国土交通省関東地方整備局との契約に変更
県教委（仮）八千穂 IC ～佐久南 IC 現況確認 ･ 現地踏査

和田原遺跡群
西近津遺跡群
周防畑遺跡群
濁り遺跡
久保田遺跡
西一里塚遺跡群
森平遺跡
今井宮の前遺跡

国土交通省
関東地方整備局

H19
（2007）

佐久南 IC 以南の調査着手 近津遺跡群
西近津遺跡群
周防畑遺跡群
濁り遺跡
今井宮の前遺跡
北畑遺跡群

国土交通省
関東地方整備局

H20
（2008）

近津遺跡群
西近津遺跡群

国土交通省
関東地方整備局

H21
（2009）

佐久南 IC ～佐久小諸 JCT 本格整理作業開始 鎌田原遺跡
近津遺跡群
周防畑遺跡群

西近津遺跡群
西一里塚遺跡群他

国土交通省
関東地方整備局

H22
（2010）

近津遺跡群他
西近津遺跡群
西一里塚遺跡群他

国土交通省
関東地方整備局

H23
（2011）

3.26 佐久小諸 JCT ～佐久南 IC 間 供用開始 近津遺跡群他
西近津遺跡群
西一里塚遺跡群他
周防畑遺跡群

国土交通省
関東地方整備局

H24
（2012）

近津遺跡群他
西近津遺跡群
周防畑遺跡群
森平遺跡他

国土交通省
関東地方整備局

H25
（2013）

西近津遺跡群
周防畑遺跡群
森平遺跡他

国土交通省
関東地方整備局

第１章　調査に至る経緯
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第 1 図　中部横断自動車道　路線図と遺跡
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第 2 表　佐久小諸 JCT ～佐久南 IC 間　調査経過
遺跡名 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

中原遺跡群 JCT ～小諸御影料
金所間､ 東日本高速道
路（株）報告書刊行済

野火附遺跡

野火付城跡

鎌田原遺跡

『中部横断道 1』刊行済近津遺跡群

和田原遺跡群

西近津遺跡群

周防畑遺跡群 『中部横断道 3』

濁り遺跡

『中部横断道 4』刊行済久保田遺跡

西一里塚遺跡群

森平遺跡

『中部横断道 5』本報告
寄塚遺跡群

今井西原遺跡

今井宮の前遺跡

北畑遺跡群

発掘 整理

ら委託を受け、（一財）長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センター（以下　埋文センター）に再委

託して実施することとなり、平成 13 年度から発掘調査が開始された。

　平成 16 年、整備計画の変更に伴い国土交通省関東地方整備局・日本道路公団・県教委の三者による保

護協議がもたれ、発掘調査における行政手続は日本道路公団が責を負うことが確認された。これを受けて、

日本道路公団・県教委・埋文センターの三者により、中部横断自動車道（佐久小諸 JCT ～佐久南 IC）建

設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査に関する協定書が締結され、同年度から日本道路公団と埋文センターが

契約を結ぶことに変更された。平成 17 年 10 月、日本道路公団の民営化により、権利義務は東日本高速道

路株式会社に引き継がれた。

　平成 18 年 4 月、中部横断自動車道建設事業を国土交通省関東地方整備局が直轄で実施することに伴い、

佐久小諸 JCT ～八千穂 IC（仮称）間の埋蔵文化財について文化財保護法第 94 条の通知が提出され、県

教委により記録保存が決定された。合わせて、国土交通省関東地方整備局・県教委・埋文センターとで中

部横断自動車道（佐久JCT～八千穂IC）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施に関する協定書が結ばれ、

当年度から国土交通省関東地方整備局と埋文センターが契約を結ぶこととなった。　

　中部横断自動車道佐久小諸 JCT ～佐久南 IC 間約 8km では、16 遺跡が調査対象とされた（第 1 図）。

調査は平成 13 年度の鎌田原遺跡から着手され、随時用地取得の終了した遺跡や工事工程が急がれる遺跡

から調査が進められた。毎年数遺跡の調査を実施し、同区間の調査は平成 21 年度に全て終了した。

　整理作業は平成 21 年度から着手し、濁り遺跡・久保田遺跡・西一里塚遺跡群の 3 遺跡については平成

23 年度、鎌田原遺跡・近津遺跡群・和田原遺跡群については平成 24 年度に報告書を刊行している（第 2 表）。

　なお、佐久小諸 JCT ～小諸御影料金所間は東日本高速道路株式会社の事業区間とされ、この間に所在

する中原遺跡群・野火附遺跡・野火付城跡の 3 遺跡については同会社事業として整理作業を行い、報告書

を刊行している（埋文センター 2009）。

　また、佐久南 IC ～八千穂 IC（仮称）間に所在する遺跡については平成 19 年度から調査を着手している。

第１章　調査に至る経緯
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第 3 表　文化財保護法手続き

第 4 表　調査体制

発掘届 県教委指示 発見届 文化財認定

文書番号 日付 文書番号 日付 発見届 日付 文書番号 日付

森平遺跡（H17） 17 長埋第 12 － 19 号 H17.8.12 17 教文第 4 － 18 号 H17.9.28 17 長埋第 13 － 14 号 H17.12.27 17 教文第 6 － 118 号 H17.12.27

森平遺跡（H18） 17 長埋第 12 － 28 号 H18.3.20 18 教文第 4 － 9 号 H18.4.6 18 長埋第 2 － 1 号 H18.6.26 18 教文第 6 － 36 号 H18.7.13

寄塚遺跡群（H16） 16 長埋第 58 号 H16.7.16 16 教文第 4 － 17 号 H16.8.12 16 長埋第 123 － 2 号 H16.12.21 16 教文第 6 － 115 号 H17.1.17

今井西原遺跡（H16） 16 長埋第 12 号 H16.4.1 16 教文第 4 － 10 号 H16.4.9 16 長埋第 123 － 1 号 H16.12.21 16 教文第 6 － 114 号 H17.1.17

今井宮の前遺跡（H18） 17 長埋第 12 － 29 号 H18.3.22 18 教文第 4 － 10 号 H18.4.6 18 長埋第 2 － 2 号 H18.6.28 18 教文第 6 － 37 号 H18.7.13

今井宮の前遺跡（H19） 18 長埋第 1 － 27 号 H19.3.15 18 教文第 4 － 38 号 H19.3.26 19 長埋第 9 － 1 号 H19.5.18 19 教文第 6 － 29 号 H19.6.4

H16 H17 H18 H19 H21 H22 H23 H24 H25

所長 小沢将夫 仁科松男 仁科松男 仁科松男 仁科松男 窪田久雄 窪田久雄 窪田久雄 窪田久雄

副所長 藤岡俊文 根岸誠司 根岸誠司 根岸誠司 阿部精一 阿部精一 阿部精一 会津敏男 会津敏男

管理部長補佐 上原　貞 上原　貞 佐藤国昭 佐藤国昭

管理課長 窪田秀樹 窪田秀樹 村山清治

管理係長 山崎勇治 山崎勇治 窪田秀樹 窪田秀樹 西澤宏明

調査部長 市澤英利 市澤英利 市澤英利 平林　彰 平林　彰 大竹憲昭 大竹憲昭 大竹憲昭 大竹憲昭

担当課長 廣瀬昭弘 廣瀬昭弘 上田典男 寺内隆夫 大竹憲昭 上田典男 岡村秀雄 岡村秀雄 岡村秀雄

担当調査研究員
（担当遺跡）

寺内隆夫
戸矢崎通明
中野亮一　
（寄塚・
今井西原）

寺内隆夫   　
櫻井秀雄　　　　　
（森平）

寺内隆夫　  
寺澤政俊
（森平）　　　　　
白沢勝彦　  
柳澤　亮

（今井宮の前）

櫻井秀雄
（今井宮の前）

櫻井秀雄
（森平）

櫻井秀雄
（森平）

上田　真　　
（森平・寄塚・

今井西原・
今井宮の前）

櫻井秀雄　
伊藤友久 
綿田弘実

（森平・寄塚・
今井西原・
今井宮の前）

内堀　団　
谷　和隆　
水澤教子

（森平・寄塚・
今井西原・
今井宮の前）

※平成 19 年度以降は整理作業、平成 25 年度の執筆分担は例言のとおり

3．文化財保護法の手続き
　本報告書に掲載した遺跡の文化財保護法に基づく届け出等の手続きは以下の表のとおりである。

第２節　発掘作業と整理作業の体制

　本報告書掲載の 4 遺跡に関する調査・整理体制は以下の表のとおりである。
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第２章　調査の経過

第１節　発掘作業の経過

1．発掘作業の方法
　埋文センターでは調査の統一を図るため、「遺跡調査の方針と手順」を作成しており、今回の調査もこ

れに準じた。

（1）遺跡名称と遺跡記号

　遺跡名称と遺跡記号は以下のとおりである。

　　○森平遺跡（もりだいらいせき）　　　　　　　　　　　遺跡記号：ＤＭＲ

　　○寄塚遺跡群（よせづかいせきぐん）　　　　　　　　　遺跡記号：ＤＹＤ

　　○今井西原遺跡（いまいにしはらいせき）　　　　　　　遺跡記号：ＤＩＮ

　　○今井宮の前遺跡（いまいみやのまえいせき）　　　　　遺跡記号：ＤＩＭ

　遺跡記号は、記録の便宜を図るために大文字アルファベット 3 文字で表記する埋文センター独自のもの

である。頭文字の「D」は長野県内を 10 地区に分割したうちの佐久地区を示し、2 番目・3 番目の文字は

遺跡名のローマ字表記の一部から採ったものである。各種台帳や遺物の注記には、この記号を使用してい

る。

（2）遺構名称と遺構記号

　遺構についても遺跡記号と同様に、記録の便宜を図るため記号を用いた。遺構名称は調査時に決定する

ため、遺構の種類・性格に適合しない場合もあるが、遺構の形状及び特徴で区分した。

　遺構番号は、時代などに関わらず種類ごと、検出順に付けた。調査の結果、遺構でないことが判明した

ものについては欠番とした。また調査段階で遺構番号が付いていなかったものについては整理段階で新た

に付けている。

　今回の発掘調査で用いた遺構記号には、以下の種類がある。

　SB：おおむね、一辺 2m を超える方形、長方形、円形、楕円形の掘り込み。【竪穴住居跡、竪穴状遺構】

　SK：単独もしくは他の掘り込みとの関係が認められない SB よりも平面形が小さな掘り込み。

　　　【土坑、　井戸】

　ST：SB よりも平面形が小さな掘り込みや石が一定間隔で方形、長方形、円形に配列されるもの。

　　　【掘立柱建物跡、平地式住居跡】

　SD：帯状の掘り込み。【溝跡、自然流路跡】

　SQ：遺物が集中する箇所

　SX：その他、性格不明遺構。

　なお、SB 内の柱穴・貯蔵穴等や ST を構成する個々の掘り込みにはピット（記述・図を問わず、個別

に番号を付す場合は「P」）を付した。

（3）調査区（グリッド）の設定と略称

　国土地理院の平面直角座標系第Ⅷ系の原点（X=0.0000、Y=0.0000）を基準に、200 の倍数値を選んで東

西方向・南北方向の測量基準線を設けた。これをもとに、調査対象範囲全体をカバーするように調査グリッ

第１節　発掘作業の経過
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ドを設定し、「大々地区」「大地区」「中地区」「小地区」に区画した（第 1 図）。

　大々地区は、200 × 200m の区画で、北西から南東へⅠ・Ⅱ・Ⅲ・・・のローマ数字番号を与えた。

　大地区は、大々地区を 40 × 40m の 25 区画に分割したもので、北西から南東へ A ～ Y のアルファベッ

ト番号を与えた。

　中地区は、大地区を 8 × 8m の 25 区画に分割したもので、北西から南東へ 1 ～ 25 のアラビア数字を与

えた。遺構測量の基準・単位としたのが、この中地区である。

　小地区は、大地区を 2 × 2m の 400 区画に分割したもので、西から東へ A ～ T のアルファベット、北

から南へ 1 ～ 20 のアラビア数字を組み合わせて番号を与えるものだが、今回の調査では用いなかった。

　現場におけるグリッド設営は、業者委託で実施した。標高は公共水準点を利用し、ベンチマークを設定

した。

　グリッド名の実際の表記においては、読み取りやすさを考え、各地区番号の間に適宜ハイフンを挿入す

ることがあり、本書中でもそうした表記になっている場合がある。

　座標値については、発掘調査期間が日本測地系から世界測地系への変換の時期と重なっており、寄塚遺

跡群、今井西原遺跡、今井宮の前遺跡は日本測地系の座標値を用いたが、森平遺跡では世界測地系を用い

た。そのため本書では遺跡により異なる座標値で表記されていることにご留意願いたい。

（4）遺構の発掘

　森平遺跡では、遺跡の性格を把握するために本格調査にはいる前段階で、確認調査として重機によるト

レンチを入れた。遺構検出は 2 面で実施した。Ⅲ層とした黒色土上面で平安時代の遺構を検出した。また

地山上面を弥生時代の遺構検出面としたが、その上層に堆積する黒色土層は遺物包含層であり、多量の遺

物が出土するため、重機による掘り下げはこの黒色土中位までとし、その後は人力により掘り下げながら

遺構検出作業を実施した。出土した遺物については包合された層位名またはグリッド名あるいは遺構名を

付して取り上げた。検出された遺構の調査には、平面形で重複関係を把握してから掘り下げ作業にかかっ

た。精査する順番は、重複関係の新しい遺構から古い遺構へ、という流れで行った。遺構はそれぞれに十

文字方向あるいは単一方向で土層を観察し、記録した。掘りあがった状態で写真撮影と測量の記録を行っ

たが、遺物の出土状況に特徴のあるものなどは、調査途中の状況も、写真と測量の記録を行った。また竪

穴住居跡では、掘りあがった状態で写真撮影と測量の記録を行った後に床面下（掘り方）の状況を確認し

て調査を終了した。

　寄塚遺跡群は、地山上面までを重機により掘り下げ、その後は人力による遺構検出作業をおこなった。

遺構の検出以降の工程は森平遺跡と同じである。

　今井西原遺跡と今井宮の前遺跡は、確認調査として重機によるトレンチを入れ、遺構が確認された範囲

を中心に面的に広げる部分を決定した。遺構の検出以降の工程は森平遺跡と同じである。

（5）測量と写真

　遺構の測量は、調査研究員およびその指導のもとに発掘補助員が行った。前記の測量基準杭を基準とす

る簡易遣り方測量を基本としたが、業者委託の単点測量も併用した。遺構測量は、中地区（8 × 8m）単

位に区切った割り付け図を基本としたが、必要に応じて住居跡などは個別の遺構図を作成した。遺構測量

の縮尺は 1：20 を基本としたが、溝などは 1：40、遺物集中など微細な図については 1：10 で実測した。

　発掘中の遺構等の撮影は、マミヤ RB・ペンタックス（6 × 7）とニコン FM2（35mm）を併用し、と

もにモノクロネガフィルム（ネオパン 100）とカラ―リバーサルフィルム（フジクローム 100F）で撮影した。

撮影はすべて調査研究員が行い、現像と焼き付けは業者委託とした。また、調査区の遺構全体写真を業者

委託により実施した。

第２章　調査の経過
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（6）遺跡の公開

　森平遺跡では、平成 18 年 5 月 20 日に現地説明会を実施した。108 名の参加者が集まり、関心の高さを

実感した。なお平成 17 年 11 月 20 日に実施した西一里塚遺跡群の現地説明会にも森平遺跡の資料を展示

した。今井宮の前遺跡も地元対象の現地説明会を平成 18 年 6 月 14 日に実施し、20 名の参加者を得た。

　展示については、埋文センターが県立歴史館および伊那文化会館にて開催している速報展にもパネルや

遺物などを展示した（長野県埋蔵文化財センター速報展「長野県の遺跡発掘 2004・2006・2012」）。森平

遺跡については、「長野県の遺跡発掘 2006」関連行事として平成 19 年 4 月 8 日に開催された遺跡報告会

でも発表した。

　

2．日誌抄

（1）森平遺跡
平成 17 年度
８ 月 22 日　本日より調査を開始する。1 区の重機による剥ぎと検出作　
　　　　　　業。調査研究員・作業員は西一里塚遺跡群と並行して調査。
９ 月 16 日　本日より西一里塚遺跡群の調査を中断して森平遺跡の調査　
　　　　　　に専念する。
10 月 ４ 日　本日から西一里塚遺跡群の調査を再開し、並行調査。
11 月 １ 日　空中写真撮影を実施する。
11 月 20 日　西一里塚遺跡群の現地説明会開催。森平遺跡の資料も展示
　　　　　　する。
11 月 21 日　地形測量を実施する。
11 月 25 日　本日で 1 区の調査を終了する。
12 月 ７ 日　南側ボックスとの境界地区（以後 2 区とする）の調査につ
　　　　　　いて関係機関と協議を行う。9 日から 2 区の剥ぎを行い、
　　　　　　22 日に終了予定とすることで合意する。
12 月 ９ 日　2 区の調査を開始する。
12 月 21 日　地形測量を実施する。
12 月 22 日　2 区の調査を終了する。
２ 月 28 日　本日より 4 区・5 区・6 区の重機による剥ぎを開始する。
３ 月 ８ 日　本日で表土剥ぎは終了する。

平成 18 年度
４ 月 18 日　本日より重機による剥ぎを開始する。
４ 月 25 日　作業員の従事を開始する。
５ 月 20 日　現地説明会を開催する。参加者 108 名。
６ 月 22 日　本日で調査を終了する。
　　　　　　

（2）寄塚遺跡群
平成 16 年度
８ 月 23 日　本日より調査を開始する。今井西原遺跡と
　　　　　　並行調査となる。
９ 月 ７ 日　作業員従事開始。
10 月 ６ 日　空中写真撮影を実施する。
11 月 ８ 日　図面作成終了。

12 月 20 日　本日で調査を終了する。

（3）今井西原遺跡
平成 16 年度
４ 月 １ 日　本日より調査を開始する。
４ 月 16 日　調査区際の仮畦畔の造成工事を行う。
４ 月 23 日　2 区・3 区の重機によるトレンチ調査、表土剥ぎを開始する。
５ 月 ６ 日　作業員従事開始。
５ 月 11 日　1 区の調査開始。
５ 月 20 日　4 区の調査開始。
６ 月 16 日　3 区の空中写真撮影を実施。
６ 月 24 日　2 区の空中写真撮影を実施。
８ 月 11 日　2 区・4 区の空中写真撮影を実施。
８ 月 19 日　1 区第 1 回の空中写真撮影を実施。
８ 月 27 日　本日より寄塚遺跡群と並行調査となる。
９ 月 14 日　1 区第 2 回の空中写真撮影を実施。
10 月 27 日　1 区第 3 回の空中写真撮影を実施する。
12 月 20 日　本日で調査を終了する。

（4）今井宮の前遺跡
平成 17 年度
２ 月 28 日　1・2・3 区のトレンチ調査を開始する。
３ 月 ９ 日　トレンチ調査の結果を踏まえて 3 区の一部を重機により表
　　　　　　土剥ぎを開始する。
３ 月 13 日　安全対策を行い、表土剥ぎを終了する。

平成 18 年度
４ 月 24 日　1・2 区の重機によるトレンチ調査と表土剥ぎを開始する。
４ 月 25 日　作業員従事開始。
５ 月 １ 日　3 区の面的調査範囲を拡張する。
６ 月 13 日　空中撮影を実施する。
６ 月 14 日　地元対象の現地説明会を開催。参加者 20 名。
６ 月 22 日　本日で調査を終了する。
２ 月 ５ 日　5 区の調査開始。重機によるトレンチ掘削。

２ 月 ６ 日　トレンチの土層観察、単点測量を行い、調査を終了する。

平成 19 年度
４ 月 23 日　4 区の調査開始。重機によるトレンチ掘削。土層観察。
５ 月 15 日　トレンチ範囲の単点測量を行う。
５ 月 16 日　本日で調査を終了する。

第２章　調査の経過
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第２節　整理作業の経過

1．整理作業の方法
（1）基礎整理作業

　発掘作業年度に基礎整理作業として図面整理、写真整理、遺物洗浄及び注記等の作業を行った。

　遺構図面類および委託測量図類は記載内容の確認、修正を行い、台帳を作成した。竪穴住居跡など一部

の個別図はトレースのための 2 次原図を作成した。調査所見は一部表にしてまとめるなどして、内容の点

検、追加記載を行った。写真類は撮影内容を点検し、35mm カラーリバーサルはマウントに、その他はア

ルバムに注記した。モノクロ写真はベタ焼きを貼付し、35mm カラーリバーサルフィルムはマウントに、

6 × 7 はマウントを付けず、台帳作成の後アルバムに収納した。遺物は、洗浄・注記を行い、取り上げ袋

ごとに台帳登録した。金属製品については、県立歴史館にて X 線透過写真撮影を実施し、本格整理作業

に備えた。

（2）本格整理作業

　報告書作成に向けて、記録類相互を調整や調査所見との統合、出土遺物の検討整理などの本格整理作業

を平成 21 ～ 25 年度に実施した。なお、平成 21 ～ 23 年度については、本報告遺跡以外の本格整理作業と

並行して実施した。

　遺構図面類は、基礎整理作業で作成した修正図や 2 次原図をもとに、個別遺構図、土層図、遺構配置図

（全体図）などを作成し、Adobe Illustrator を用いてデジタルトレースを行った。

　遺物は、土器・土製品、石器・石製品、金属製品、その他の遺物に大別して整理作業を進めた。土器・

土製品については、接合・復元・補強を行い、報告書掲載遺物を抽出し、遺物管理台帳を作成した。出土

遺物は遺構単位に観察し、全体像を把握した後に遺構内外の出土遺物ともできる限り図化・掲載した。実

測は手実測により、1：1 縮尺で埋文センター規格の実測用紙に鉛筆で図化した。また必要に応じて拓本

も行った。トレースはすべて製図ペンを用いた手作業で埋文センターにおいて実施した。掲載した土器・

土製品については、観察表を作成した。

　石器・石製品は分類を行いながら、報告書掲載遺物を抽出した。実測はすべて手実測により、1：1 縮

尺で埋文センター規格の実測用紙に鉛筆で図化した。トレースはすべて製図ペンを用いた手作業で埋文セ

ンターにおいて実施した。掲載した石器・石製品については、観察表を作成した。

　金属製品については、保存状態が比較的良好であったため、保存処理は行わなかった。

　トレースした遺物図は、スキャンし、デジタルトレースした遺構図とあわせて Adobe Illustrator を用

いてデジタルデータ化して図版を作成した。

　遺物写真は、業者委託により実施した。撮影には巻頭カラー図版用にカラーリバーサルフィルム、モノ

クロ写真図版用にはモノクロフィルム（ともに 6 × 7 カメラ使用）を使用した。テスト撮影を兼ねて一眼

レフデジタルカメラでも撮影を行った。

　なお、寄塚遺跡群と今井西原遺跡の遺跡範囲は、現在の佐久市教委による遺跡範囲と調査時点では異なっ

ているが、本書では発掘調査を実施した時点での遺跡範囲としてある。　

（3）資料の収納

　出土遺物、実測図面、写真などの記録類は、報告書刊行後の保管先変更に備えて、分類収納した。

　遺物は、材質・種別ごとに報告書掲載遺物と非掲載遺物に分けたうえで、土器・土製品は出土遺構・地

区別に、石器・石製品は器種別にテンバコに収納するとともに、遺物収納台帳に登録した。

第２節　整理作業の経過
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平成 21 年度
１ 月 ５ 日　委託による土器実測を始める。
１ 月 ６ 日　遺構図の点検、2 次元図作成、デジタルトレースを始める。
１ 月 26 日　注記作業を始める。
１ 月 28 日　注記作業終了。

平成 22 年度
４ 月 １ 日　遺構図の 2 次原図作成およびデジタルトレースを始める。

平成 23 年度
10 月 １ 日　土器接合、遺構図の修正およびデジタルトレースを始める。

平成 24 年度
４ 月 ２ 日　整理作業開始。
４ 月 ９ 日　土器接合、遺構図のデジタルトレースを始める。
５ 月 31 日　佐久市収税課にて今井地区の旧公図を閲覧・複写。
６月 12 日　土器復元作業を始める。
７ 月 11 日　設楽博己東京大学大学院教授が森平遺跡の弥生土器の資料
　　　　　　調査に来訪する。
９ 月 10 日　石器整理を始める。
９ 月 25 日　復元作業終了。
11 月 20 日　茂原信生京都大学名誉教授、本郷一美総合研究大学院大学
　　　　　　准教授、櫻井秀雄獨協医科大学技術員に森平遺跡他の出土
　　　　　　人骨・動物骨報告に関する指導を受ける。
12 月 ３ 日　土器の実測を始める。

12 月 19 日　長野県考古学会員小山岳夫氏に森平遺跡の弥生土器指導を
　　　　　　受ける。
１ 月 ７ 日　石器実測を開始する。
２ 月 20 日　原山智信州大学理学部教授に石材鑑定指導を受ける。

平成 25 年度
４ 月 １ 日　整理作業開始。
４ 月 ５ 日　土器・石器の実測、遺構図の修正・デジタルトレースを始
　　　　　　める。
６ 月 ６ 日　一部実測と併行して土器トレースを始める。
６ 月 ９ 日　埼玉弥生土器観会が長野県埋蔵文化財センター弥生時代資
　　　　　　料調査。
６ 月 11 日　石器実測を完了する。
10 月 20 日　日本考古学協会 2013 年度長野大会研究発表資料集で小山岳
　　　　　　夫氏が、森平遺跡、寄塚遺跡群について扱う。
９ 月 30 日　石器実測、トレース完了。
10 月 30 日　土器実測、トレース、属性表の作成を完了。
10 月 31 日　遺物写真撮影（業者委託）を開始。
11 月 11 日　茂原信生京都大学名誉教授、本郷一美総合研究大学院大学
　　　　　　准教授、櫻井秀雄獨協医科大学技術員による森平遺跡他の
　　　　　　出土人骨・動物骨報告に関する指導を受ける。　
11 月 28 日　遺物写真撮影終了。
１ 月 10 日　印刷・製本業者決定。
３ 月 25 日　報告書刊行。

　実測図面は、手実測遺構図・委託測量図、手実測遺物図、委託実測遺物図に通し番号（図面番号）を付

けて図面収納台帳に登録し、図面ファイル等に収納した。

　写真は、発掘作業で撮影した遺構関係写真と、整理作業で撮影した遺物写真とに分けて写真収納台帳に

登録し、アルバム（ファイル）に収納した。

2．日誌抄

第２章　調査の経過
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第３章　遺跡の位置と環境

第１節　地理的環境

　通称佐久平と呼ばれる一帯は、北に浅間山、東に荒船山や八風山などの関東山地（佐久山塊）、南に蓼科山・

八ヶ岳の山々に囲まれた標高 700m 前後の高原性盆地である（註 1）。佐久平の中央部ではこれらの山々

から流れ出た湯川・濁川・滑津川・片貝川などの中小河川を集め、川上村を源流とし南から北へ流下する

千曲川に合流する。

　佐久平の地形は千曲川の右岸と左岸で大きく異なる。千曲川右岸の佐久平北部では浅間山の火山活動に

より形成された地形が広がる。浅間山は、黒斑山・仏岩・前掛山の 3 つの火山の集合からなる。数万年前

に火山活動を開始した浅間山のもっとも古い山体である黒斑山が約 23,000 年前に大規模な水蒸気爆発し

た。その際に黒斑山の東半分が大規模な山体崩壊を起こし、土石なだれとなって群馬県北麓と長野県側の

南麓を襲った。このうち長野県側のものは塚原土石なだれと呼ばれ、その残丘である「流れ山」が佐久市

塚原を中心に点在している。

　その後、約 13,000 年前には大規模な噴火によって軽石流とも呼ばれる火砕流が浅間山南麓から佐久平

を覆った。これが浅間第一軽石流である。約 11,000 年前にも火砕流が発生し、こちらが浅間第二軽石流

である。軽石流堆積物の最大の厚さは 30m にも達するという（佐久市 1988）。これらの軽石流は小河川

でも浸食されやすいため浅間南麓から放射状に浸食谷が形成され、「田切り地形」と呼ばれる箱形に切り

立った佐久平北部独特の地形を造り出している（註 2）。こうした田切りの台地上には畑作地、田切りの

底面には水田が広がっている。なお、この田切り地形がみられるのは、おおよそ長土呂地籍の小海線付近

までである。その南側では田切り地形は消滅し、湿地帯の低地と微高地、それに流れ山からなる地形が広

がっている。千曲川右岸の佐久平北部ではこのような浅間山からの噴出物や土石なだれ、軽石流が厚く堆

積しているため、千曲川左岸の佐久平南部よりも一段高い段丘面を形成している。

　一方、千曲川左岸の佐久平南部では山地部分と平地部分に分かれる。山地は蓼科・八ヶ岳山麓から筋状

に伸びる尾根からなり、それらの谷筋から流れ出る布施川・宮川・中沢川・大沢川・片貝川など小河川は

小規模な扇状地を造り出している。平地には千曲川の氾濫により形成された沖積扇状地が広がっている。

　本書に掲載する森平遺跡、寄塚遺跡群、今井西原遺跡、今井宮の前遺跡の 4 遺跡は、千曲川右岸に位置

し、その支流である湯川をはさんで佐久平北部の横和地籍・今井地籍に所在する。森平遺跡は湯川右岸の

低位段丘（第 1 河岸段丘）に立地するが、他の 3 遺跡は湯川と滑津川にはさまれた台地上に立地する。こ

の台地上は浅間軽石流に覆われている。

第１節　地理的環境
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第 1 図　中部横断自動車道位置図（佐久小諸 JCT ～佐久南 IC 間）
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第２節　歴史的環境

　佐久地域（小諸市・佐久市・軽井沢町・御代田町・立科町・佐久穂町・小海町・北相木村・南相木村・

南牧村・川上村）では約 2,500 箇所の遺跡が残されている。ここでは、本書掲載の森平遺跡、寄塚遺跡群、

今井西原遺跡、今井宮の前遺跡の 4 遺跡が所在する千曲川右岸の佐久平北部を中心として概観する（註 3）。

旧石器時代

　佐久地域で最も古い遺跡は、西山の蓼科山麓から伸びる尾根上に立地する佐久市の立科 F 遺跡と香坂

川流域の八風山Ⅱ遺跡、香坂山遺跡であり、約 30,000 年前の後期旧石器時代初頭にさかのぼる。立科 F

遺跡では黒曜石製の台形様石器が出土し、放射性炭素年代測定により約 31,000 年前のものであることが

判明した。群馬県境に近い八風山は良質なガラス質黒色安山岩（無斑晶質安山岩）の産地であるが、八風

山Ⅱ遺跡ではそのガラス質黒色安山岩を用いた石刃素材のナイフ形石器が出土した。放射性炭素年代測定

によれば約 32,000 年前という数値が出ており、この時期からこの原産地が開発されていたことがわかる。

3 遺跡ともに姶良丹沢火山灰（AT）の下層からの出土である。AT 以前の遺跡は、今回の中部横断自動

車道建設に伴う発掘調査により確認された西山地域の高尾Ａ遺跡も含めた 4 遺跡をあげるにすぎないが、

AT 以降の後期旧石器時代後半期には遺跡が急増する。この時期の遺跡は 100 箇所を超えるが、南牧村野

辺山高原や川上村などの高原地帯に集中する。野辺山高原では、国内ではじめて細石刃文化が発見された

国史跡の矢出川遺跡や中ッ原遺跡、川上村では馬場平遺跡、三沢遺跡、柏垂遺跡などがある。

　一方、後期旧石器時代終末から縄文時代草創期にかけては、ガラス質黒色安山岩の産地に近い香坂川流

域の佐久市下茂内遺跡や八風山Ⅵ遺跡では槍先形尖頭器を大量に製作していたことが明らかとなった。ま

た今回の中部横断自動車道建設に伴う発掘調査でも、佐久穂町の満り久保遺跡で槍先形尖頭器、細石刃等

が出土している。

　これに対して佐久平北部では、旧石器時代の遺跡の存在は皆無といってよい。これは、前節でも記した

ように、約 13,000 ～ 11,000 年前に噴出した軽石流の堆積により、それ以前の遺跡は厚い軽石流の下に埋

没しているか、あるいは押し流されてしまった可能性が高いからである。

縄文時代

　佐久地域における縄文時代の集落遺跡の分布は、5 つの地域に大別できる（櫻井 2012）。南佐久郡南部

の千曲川源流域、佐久市の東山地域をはじめとする関東山地西麓、佐久平、佐久市の西山地域を含む蓼科

山北麓、浅間山南麓である。縄文遺跡は佐久平の周縁部に多くみられ、千曲川源流域では早期の北相木村

栃原岩陰遺跡や前期の小海町中原遺跡、中期の川上村大深山遺跡などが、蓼科山北麓では中期の佐久市（旧

望月町）平石遺跡、下吹上遺跡などが、関東山地西麓では中期の佐久市吹付遺跡や寄山遺跡、後期の軽井

沢町茂沢南石堂遺跡などがある。浅間山南麓では標高約 700 ～ 850m にかけての地帯に縄文遺跡は集中し

ている。これはこの標高地帯が浅間第一伏流水の湧水群地帯にあたることに起因し、主な遺跡としては縄

文前期初頭の「塚田式」の標識遺跡である御代田町塚田遺跡、国重要文化財の指定を受けた中期中葉の焼

町土器を多数出土した御代田町川原田遺跡、中期後半の中核的集落跡である小諸市郷土遺跡、遮光器土偶

や人面付注口土器といった稀少な遺物が認められる後晩期が主体の小諸市石神遺跡群などがある。またこ

の地域では八ヶ岳西南麓よりもやや遅れて中期後半から後期に最盛期を迎える。

　これに対して田切り地形が発達する中央平地では、縄文遺跡の分布は稀少である。これまで中期の佐久

市中村遺跡や小諸市久保田遺跡をあげる程度であったが、千曲川左岸、雨川の扇状地にあたる田口地籍の

大奈良遺跡では狭い調査区であったにもかかわらず中期の竪穴住居跡 17 軒等が検出され、約 3,500 点も

第３章　遺跡の位置と環境
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の打製石斧も出土している。事例が少ない平坦部での大規模な集落遺跡であり、注目される。

　軽石流により厚く覆われたこの地は集落を営むには適していなかったのであろう。近年、西近津遺跡群

で縄文時代中期の竪穴住居跡が 2 軒発見されたことは注目されるが、やはり集落遺跡の存在は稀少な地域

であることは間違いない。

　このような集落遺跡の僅少さに対して陥し穴の検出事例は着実に増加している。長土呂地籍の長土呂遺

跡群、近津遺跡群、聖原遺跡などである。八ヶ岳西南麓でみられるような一遺跡で数十単位の陥し穴が検

出される事例はないが、佐久平北部の平坦部は狩猟場となっていたことが推測できよう。

弥生時代

　佐久地域での縄文時代晩期終末から弥生時代中期前半の遺跡は稀少であり、晩期の標識遺跡である小諸

市氷遺跡の他、佐久穂町中原遺跡、佐久市（旧臼田町）月夜平遺跡、南牧村矢出川遺跡などで土器が出土

するにすぎず、佐久平北部の平坦部では、岩村田地籍の下信濃石遺跡で氷式土器が検出されている程度で

ある。そのなかでは、佐久穂町館遺跡で中期前半に比定できる土偶形容器の出土をみるのが特筆できる。

　中期後半になると、佐久平北部に集落が形成されはじめる。佐久市北西久保遺跡・鳴澤遺跡群五里田遺

跡・西一本柳遺跡・根々井芝宮遺跡・森平遺跡などである。これらの遺跡は湯川右岸の根々井地籍から一

本柳地籍に集中する。昭和 59・60 年に行われた発掘調査により 92 軒の竪穴住居跡が発見された北西久保

遺跡が中期後半の代表的遺跡と考えられてきたが、その東に隣接する西一本柳遺跡では現在までに約 230

軒以上の住居跡が、西に隣接する鳴澤遺跡群五里田遺跡でも 43 軒の住居跡が検出され、これら 3 遺跡は

中期後半の一続きの大規模集落であったことが判明しつつある（小山 2011）。この他、湯川左岸の根々井

芝宮遺跡や右岸の森平遺跡でも集落の出現をみたのである。他の地域では瀬戸の和田上遺跡群や伴野の西

裏遺跡群・北裏遺跡群などでも集落が出現する。

　後期になると段丘上や低地に臨む台地縁辺部にも進出し、遺跡数は拡大する。湯川・濁川が流下する岩

村田・長土呂地籍には佐久平でも最もこの時期の遺跡が集中する。なかでも岩村田地籍の円正坊遺跡周辺、

長土呂地籍の西近津遺跡群・周防畑遺跡群周辺、それに中期後半以来の西一本柳遺跡周辺にその中心があ

る。これらは田切り地形が消滅した常田・塚原地籍の低地を取り囲むように立地している。この低地では

濁り遺跡や西一里塚遺跡群で平安時代以降の水田跡が検出されている。いまだ弥生時代の水田跡の発見は

ないが、弥生時代においてもこの低地周辺が生産基盤であったであろうことは古くから指摘されている。　　　

　一方、千曲川左岸の佐久平南部の広大な沖積平野は弥生時代にはまだ開拓が進んでいなかったようであ

り、遺跡の発見事例は少ない。西裏遺跡群・北裏遺跡群や後沢遺跡、後家山遺跡などのように丘陵地帯に

拠点的集落がみられる。

古墳時代

　佐久平北部で繁栄した弥生後期の大集落遺跡は、古墳時代に入ると解体し、小規模な集落遺跡が点在す

るようになる。古墳時代前期の集落はその立地も弥生時代集落密集地帯の外縁部にあたる場所に目立って

くる。佐久市近津遺跡群・栗毛坂遺跡群・腰巻遺跡、小諸市鎌田原遺跡・和田原遺跡群・久保田遺跡など

の他、石神遺跡群、御代田町塚田遺跡、軽井沢町県遺跡などの浅間山南麓でも小規模な集落が営まれるよ

うになる。ただしこれらは短期間で終焉したものが多い。中期後半になると、北西久保遺跡や下芝宮遺跡、

下聖端遺跡などのように前期には放棄されていた弥生時代の集落密集地帯に再び集落が形成され、また御

代田町前田遺跡のように縄文時代から古墳時代までは居住域としては利用されなかった田切り台地上のさ

らに奥部でも集落が出現するようになる。千曲川左岸地域でも沖積低地にある市道遺跡などで新たに集落

の出現をみる。後期には立地は中期を踏襲しながら、飛躍的に規模を大きくし、遺跡数も増大する。佐久

平北部の田切り台地上には古墳時代後期から平安時代前期にかけて継続する大規模集落がいたるところで

第２節　歴史的環境
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みられる。代表的な遺跡は、小諸市中原遺跡群、小諸市・御代田町・佐久市にまたがる鋳師屋遺跡群、佐

久市聖原遺跡・西近津遺跡群・周防畑遺跡群・芝宮遺跡群・栗毛坂遺跡群・樋村遺跡である。

　墳墓については、流れ山を利用した根々井地籍の根々井大塚古墳が佐久地方最古の墳丘墓に位置づけら

れ、千曲川左岸では前方後方型墳丘墓の瀧の峯 1 号墳・2 号墳がみられる。他には右岸の藤塚古墳群や、

西近津遺跡群で検出された 3 基の古墳が前期古墳として理解されるのみであり、佐久地域では前期古墳

は稀少である。前期の小諸市野火附遺跡では古墳からの出土が一般的である石釧が前期の竪穴住居跡か

ら発見されているが、これは前期古墳が少ないこの地域の特性を如実に示していると考えられる（櫻井

2011）。中期古墳も数は少なく、調査されたものとしては北西の久保古墳群をあげる程度である。古墳の

築造は爆発的に増大するのは後期の 6 世紀後半から 7 世紀代である。

　佐久地域に約 500 基ある古墳のうちの大半が後期以降の古墳である。そのなかには径約 30m という佐

久地方最大の佐久市三河田大塚古墳、金銅製馬具の優品が出土した東一本柳古墳、長野県内では珍しい埴

輪が多量に出土した北西の久保 17 号墳などがある。また祭祀遺跡としても軽井沢町入山峠祭祀遺跡や立

科町雨境峠祭祀遺跡群がみられ、これらを結ぶルートは古東山道として理解されている。

古代（奈良・平安時代）

　701 年に制定された大宝律令により確立された律令体制のもとで、佐久地方は、信濃国佐久郡という

行政単位に編成されることとなった。佐久郡には 8 つの郷が置かれた。『和名類聚抄』には美理郷、大村

郷、大井郷、刑部郷、青沼郷、茂理郷、小沼郷、余戸郷の名が記されている。官道である東山道も佐久地

方を通過し、清水駅、長倉駅が置かれた。また御牧も望月牧、塩野牧、長倉牧の 3 つの牧が置かれ、なか

でも望月牧は、「望月の駒」として全国的にも名馬の産地として誉れ高いものであった。遺跡としては前

述したように古墳時代後期から継続するものが多いが、これらは奈良時代から平安時代前期に最盛期を迎

える。そのうちのひとつである小諸市・佐久市・御代田町にまたがる鋳師屋遺跡群は面的調査した部分が

約 100,000㎡という県内でも例をみない広大な面積であった。古墳時代後期から平安時代にかけて 357 軒

を超える竪穴住居跡と掘立柱建物跡 434 棟などが発見され、このうち約 130 軒の竪穴住居跡が奈良時代に

比定される。同遺跡群を構成する遺跡のうち御代田町野火付遺跡では平安時代の埋葬馬が発見された。ま

た同遺跡群に近隣する小諸市宮ノ反Ａ遺跡群では現在のところ佐久地域唯一の官衙跡が発見され、長倉駅

の駅稲を納める倉庫であるとの見解も近年出されている（田中 2009）。この周辺に東山道および長倉駅が

存在していた可能性が高くなっている。長土呂地籍の聖原遺跡も約 100,000㎡の調査面積であり、竪穴住

居跡 818 軒、掘立柱建物跡 869 棟が検出された。この他にも栗毛坂遺跡群では竪穴住居跡約 150 軒・掘立

柱建物跡約 140 棟などが、また芝宮遺跡群では竪穴住居跡約 250 軒、掘立柱建物跡 90 棟などが検出され、

海獣葡萄鏡も出土している。芝宮遺跡群と田切りを挟んで北に隣接する小諸市中原遺跡群でも竪穴住居跡

約 140 軒・掘立柱建物跡約 90 棟などが発見されている。中部横断自動車道建設に伴い調査した西近津遺

跡群・周防畑遺跡群でもこの時期の相当規模の集落が姿をあらわしている。これらの遺跡は規模が大きい

ことも特筆されるが八稜鏡や帯金具、獣脚風字硯、円面硯、皇朝十二銭、銅碗、瓦塔、金銅製鈴、馬鈴、

銅印、石印など稀少遺物の出土も少なくない。また県内で数例しかない漆紙文書が出土した宮ノ反 A 遺

跡群竹花遺跡も注目される。

　佐久郡衙の比定地はいまだ確定していないが、佐久平北部の田切り台地上に存在している可能性が高い。

なお、「大井」と記された墨書・刻書土器が長土呂地籍を中心とした佐久平北部から出土する事例が数例

みられ、ここが「大井郷」であった可能性は極めて高い。こうした佐久平北部に栄えた大規模集落遺跡は

律令体制の崩壊する 10 世紀には住居数の急激な減少がみられ、解体の道をたどる。これに呼応するかの

ように 9 世紀後半以降には浅間山南麓や南佐久郡南部など、それまで集落が営まれなかった山間地にも小
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- 19 -

さな集落が点在するようになる。そして時代は中世へと移っていく。

　ところで、平安時代は甚大な自然災害に見舞われた時代でもあった。888 年の千曲川の大洪水（仁和の

大洪水）の爪痕は佐久市砂原遺跡の 2m を超える堆積砂層や上中込地籍の離山遺跡にも残されている。ま

た 1108 年の浅間山の大噴火（天仁の大噴火）は御代田町東部から軽井沢町西部を火砕流が襲いかかった。

現在でも平均 8m の厚さをもつ追分火砕流の下には御代田町池尻遺跡のように眠っている遺跡が少なくな

いであろう。またその際に降下した浅間Ｂテフラも軽井沢町県遺跡で確認されている（川崎・櫻井ほか

2012）。

中世（鎌倉時代・室町時代・戦国時代）

　佐久地方に根拠をもつ武士には、桜井太郎・次郎、根井小弥太、小室太郎、望月次郎、落合五郎などが

知られ、佐久党と呼ばれる武士団を形成し、木曽義仲挙兵の際には義仲に従って活躍した。そのひとり根

井行親の居館跡は根々井地籍の正法寺一帯に比定されており県史跡になっている。本書掲載遺跡に近接し

て今井城跡がある。義仲に従った今井四朗兼平の本貫地としては岡谷市、松本市、長野市とともにこの佐

久市今井地籍も比定地の候補とされるが、その可能性は低いと考えられている。

　義仲滅亡後は伴野庄地頭職に任ぜられた小笠原長清を祖とする大井氏と伴野氏が次第に台頭し、千曲川

右岸に大井氏、千曲川左岸に伴野氏が勢力を伸ばした。岩村田・長土呂地籍には大井氏に関係するとみら

れる遺跡が少なくない。方形の地割をもつ長土呂館跡は大井氏の初期の館跡ともいわれる。大井城は王城

（県史跡）・石並城・黒岩城からなるが大井氏の城とされる。発掘調査も実施されており、15・16 世紀の

遺構や遺物が出土している。また大井氏が開基した龍雲寺の可能性が高い建物跡が発見された下信濃石遺

跡や時宗の開祖・一遍が 1279 年に佐久へ遊行した際に訪れたといわれる大井太郎の館の可能性が指摘さ

れる柳堂遺跡などもある。岩村田地籍の若宮八満神社も大井氏の創建と伝えられる。

　一方の佐久平南部では伴野氏の館跡とみられる野沢館跡があり、10 回にのぼる発掘調査が行われ県史

跡となっている。

　集落遺跡では、12 ～ 13 世紀の中世初頭期の遺跡の発見例は佐久でも少ない。そのなかで御代田町・佐

久市にまたがる栗毛坂遺跡群前藤部遺跡は 1,000 基以上の土坑と 80 棟以上の竪穴状遺構などが発見され

注目できる。14 世紀代も多数の遺構群がみられ豊富な遺物がみられている。他には小諸市・御代田町・

佐久市にまたがる野火付遺跡や佐久市前田遺跡で集落跡がみつかっている。また佐久市北西久保遺跡に隣

接して鎌倉時代中期から後期の五輪塔などからなる石造塔婆群がみられる。生産遺跡としては、岩村田地

籍の松ノ木遺跡で水田跡が発見されている。

　室町時代も応仁の乱以降になると、佐久地域では大井氏と伴野氏が抗争を繰り返した末に、文明 16 年

（1484）に村上氏により大井氏の宗家はここに滅んだ。それ以後は盟主不在の地となり、小田井城の尾台

氏や志賀城の笠原氏、田口城の田口氏、芦田城の依田氏など多くの小領主が割拠することとなる。戦国

時代の城郭は多く、黒岩城、金井城で調査が実施されている。1540 年からは武田信虎、晴信の侵略を受

け、1549 年には武田氏の支配下に下ることになった。武田晴信（信玄）は南牧村海尻城を奪い佐久へ進み、

前山城を拠点とした。そして内山城、志賀城などを攻め落とした。

近世（江戸時代）

　依田信蕃・松平康国父子により佐久地方は統一され、仙石氏がその後を引き継いだものの、その後は

松平忠憲が 1624 年に徳川忠長領であった佐久郡のうちの約 35,000 石を分与されたことで分割支配がはじ

まった。年とともに細分化がさらに進み、信濃で最も所領関係の複雑な地域のひとつとなった。小諸藩は

石高を次第に減らし、代わって幕府領（天領）が増え、後年には岩村田藩や田野口藩も置かれることとなる。

この他にも旗本知行所などもみられる分割状態であった。天領の陣屋は小諸市御影に置かれ、県史跡となっ
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ている。幕末に築城された田野口藩の龍岡城跡は全国で 2 例しかない星形城郭として著名であり、国史跡

の指定を受けている。

　五街道のひとつである中山道も整備され、佐久には 9 つの宿が置かれ、一里塚も各地に設置された。本

書掲載遺跡が所在する地籍は中山道沿いではないが、岩村田宿と塩名田宿の間に位置する。

　17 世紀中頃には新田開発も盛んとなり、佐久では五郎兵衛新田・御影新田・塩沢新田・八重原新田が

有名である。これらは用水堰を新たに切り開いたものであり、佐久平北部の台地でも水田耕作が可能となっ

ていったのである。佐久市常田居屋敷遺跡群では近世以降とみられる水田跡が発見されている。今井西原

遺跡の東にある三河田新田も市村新田、矢島新田とともに五郎兵衛新田を開いた市川五郎兵衛により開発

されたといわれている。　　

　災害にもたびたび見舞われたが、とりわけ寛保 2 年（1742）に起きた千曲川の大水害は「戌の大満水」

と呼ばれ、被害は甚大であった。浅間山も天明 3 年（1783）に大噴火し、群馬県側に大被害をもたらした。

　本書掲載遺跡の所在する地籍についてみると、近世には横和村と今井村になる。横和村は小諸藩領→幕

府領→徳川忠長領→小諸藩領→甲府藩領→幕府領と幾次の変遷を経て、正徳元年から岩村田藩領となり明

治時代に至った。寛永 6 年・寛文元年の検地によると戸数 49、人口 190 名であった。

　今井村も目まぐるしく所領体制が変わり、小諸藩領→徳川忠長領→小諸藩領→幕府領→坂木藩領→幕府

領を経て、享保 10 年から旗本水野氏領となった。寛永 20 年には一部が三河田新田として分村した。

近代以降

　明治 12 年の郡区町村編成法により、佐久は南北両郡に分けられ、それぞれに郡役所が設けられた。ま

た町村の合併も進められ、明治22年には南佐久郡は23村、北佐久郡は小諸町・岩村田町の2町と26村となっ

た。　　

　第二次世界大戦後、昭和 28 年に町村合併促進法が公布されたことにより佐久地方でも昭和の大合併が

相次いだ。そして佐久市が昭和 36 年に誕生したことで昭和の合併は一区切りがつき、佐久市・小諸市の

2 市と、北佐久郡は御代田町・軽井沢町・立科町・望月町・浅科村・北御牧村の 4 町 2 村、南佐久郡は臼

田町・佐久町・小海町・八千穂村・北相木村・南相木村・南牧村・川上村の 3 町 5 村となった。

　この行政体制は平成まで続いたが、平成の大合併により平成 17 年 4 月 1 日をもって佐久市・望月町・

浅科村・臼田町は合併し、新「佐久市」が誕生した。また佐久町と八千穂村も平成 17 年 3 月 20 日に合併

して佐久穂町となった。北御牧村は平成 16 年 4 月 1 日に東部町と合併して東御市となり、佐久地方から

離れた。

　本書掲載遺跡が所在する地籍についてみると、横和村と今井村は、鳴瀬村・三河田村と明治 22 年に合

併し、高瀬村となった。なお、明治 24 年段階で旧横和村は戸数 64、人口 311 名、旧今井村は戸数 45、人

口 198 名であった（「角川日本地名大辞典」編纂委員会ほか 1990）。高瀬村の名前の由来は、「千曲川の断

崖上にあり、湯川と千曲川の合流する水声にもとづく」ものであったという（平林 1975）。

　この高瀬村は中佐都村・岩村田町・平根村と合併し、昭和 29 年に浅間町となり、そして昭和 36 年に佐

久市となったのである。

（註１）市川健夫氏は、地形学的に厳密な意味での佐久盆地は、佐久市臼田から野沢・中込・桜井・岸野の沖積扇状地に限られるとし、「岩村田・小諸・追分原など　
は浅間山から噴出した火砕流が堆積したシラス台地であり、地形学的にみると盆地とはいえない」ことを指摘する（市川 2007）。

（註２）軽石流堆積物は固結度もゆるく縦に割れやすいので、ごく小さい河川により垂直に侵食される。そして浸食された谷がその堆積物の底の地下水位まで達す
ると下刻はとどまる。そして両側の谷壁も浸食により切り崩され、谷底を広げていく（小諸市誌編纂委員会 1986）。この作用により田切り地形は形成される。

（註３）佐久平の遺跡の立地地形については『佐久市誌　自然編』では東部山地、西部山地、中央低地に分類している。東部山地は関東山地（佐久山塊）の北半部で、
西部山地は八ヶ岳・蓼科山地にあたる。地元ではそれぞれ「東山」地域、「西山」地域と呼ばれていることから、本稿では東山地域、西山地域の語を用いる。

第３章　遺跡の位置と環境
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縄 弥 古 奈
平

中
世

近
世

時　　　代
所在地遺跡

番号
市町村名遺跡名地図

番号
縄 弥 古 奈

平
中
世

近
世

時　　　代
所在地遺跡

番号
市町村名遺跡名地図

番号

1 西荒神 御代田町 1 塩野 ○ ○
2 東荒神 御代田町 2 塩野 他 ○ ○ ○
3 滝沢 御代田町 6 塩野 ○
4 上藤塚 御代田町 12 塩野 ○
5 東二ツ石 御代田町 13 塩野 ○
6 湧玉 御代田町 14 塩野 ○
7 細田塚古墳 御代田町 15 塩野 ○
8 塚田古墳群 御代田町 16 塩野 ○
9 馬場 御代田町 17 塩野 ○

10 めがね塚古墳群 御代田町 18 馬瀬口 ○
11 下原古墳群 御代田町 19 馬瀬口 ○
12 小田井城跡 御代田町 20 御代田 ○
13 児玉 御代田町 28 児玉 ○
14 塩野西原 御代田町 29 塩野 ○
15 上西田 御代田町 30 塩野 ○
16 西畠 御代田町 32 塩野 ○
17 弥堂 御代田町 33 塩野 ○
18 下藤塚 御代田町 37 塩野 ○
19 野火付 御代田町 40 小田井 ○ ○
20 前田 御代田町 41 小田井 ○ ○
21 十二 御代田町 42 小田井 ○
22 根岸 御代田町 43 小田井 ○
23 根岸古墳 御代田町 44 小田井 ○
24 金井城跡 御代田町 45 小田井 ○
25 中金井 御代田町 46 小田井 ○
26 曽根城跡 御代田町 53 小田井 ○
27 跡坂 御代田町 54 小田井 ○
28 前藤部 御代田町 55 小田井 ○ ○ ○
29 聖原II 御代田町 56 小田井 ○ ○ ○
30 西向原 御代田町 57 馬瀬口 ○
31 塩野城跡 御代田町 60 塩野 ○
32 細田 御代田町 61 塩野 ○
33 下荒田 御代田町 62 塩野 ○ ○
34 塚田 御代田町 63 塩野 ○ ○
35 谷地城跡 御代田町 65 荒町 ○
36 馬瀬口城跡 御代田町 66 馬瀬口 ○
37 下弥堂 御代田町 67 塩野 ○
38 中屋際 御代田町 68 塩野 ○ ○
39 関屋 御代田町 69 塩野 ○ ○
40 下大宮 御代田町 71 塩野 ○ ○
41 下ノ平 御代田町 72 塩野 ○
42 北原 御代田町 73 塩野 ○
43 戻場 御代田町 74 馬瀬口 ○
44 長倉城跡 御代田町 75 小田井 ○
45 戸谷城跡 御代田町 76 小田井 ○
46 鶴巻 御代田町 79 児玉 ○
47 一本木 御代田町 81 児玉 ○
48 腰巻 御代田町 82 児玉 ○
49 下児玉古墳 御代田町 83 児玉 ○
50 藤塚経塚 御代田町 84 御代田 ○
51 小諸城跡 小諸市 78 丁 ○ ○
52 鹿島古墳 小諸市 79 丁 ○
53 東沢城跡 小諸市 81 甲 ○
54 松井古墳 小諸市 82 甲 ○
55 北霞古墳群 小諸市 83 甲 ○
56 郷土 小諸市 84 甲 ○
57 郷土古墳群 小諸市 85 甲 ○
58 中松井城跡 小諸市 86 甲 ○
59 古熊野堂古墳 小諸市 87 甲 ○
60 熊野裏A 小諸市 88 甲 ○ ○ ○
61 堰下古墳群 小諸市 89 甲 ○
62 石神遺跡群 小諸市 90 八満 ○ ○
63 長畝 小諸市 91 八満 ○
64 沼辺 小諸市 92 八満 ○

65 牛冷 小諸市 93 八満 ○
66 牛冷塚古墳 小諸市 94 塩野 ○
67 宮崎城跡 小諸市 95 塩野 ○
68 善仁古墳 小諸市 96 塩野 ○
69 中大宮 小諸市 97 塩野 ○
70 下荒田 小諸市 98 塩野 ○
71 七五三掛城跡 小諸市 108 甲 ○
72 万才海土古墳 小諸市 109 甲 ○
73 万才海土 小諸市 110 甲 ○
74 北菊田 小諸市 115 丁 ○
75 与良平古墳 小諸市 116 甲 ○
76 与良城跡 小諸市 117 甲 ○
77 要畑 小諸市 118 甲 ○
78 六道A 小諸市 119 甲 ○
79 六道B 小諸市 120 甲 ○
80 野岸 小諸市 121 甲 ○ ○ ○
81 熊野裏B 小諸市 122 甲 ○
82 東野岸 小諸市 123 甲 ○
83 袖川原 小諸市 124 加増 ○
84 与良古墳 小諸市 126 甲 ○
85 加増遺跡群 小諸市 127 加増 ○ ○ ○ ○
86 加増古墳群 小諸市 128 加増 ○
87 日向 小諸市 129 加増 ○
88 乙女城跡 小諸市 130 加増 ○
89 源太谷地5号墳 小諸市 131 加増 ○
90 峯 小諸市 132 加増 ○
91 加増城跡 小諸市 133 加増 ○
92 八子屋塚古墳 小諸市 134 加増 ○
93 唐松一里塚 小諸市 135 甲 ○
94 大塚遺跡群 小諸市 136 加増 ○ ○ ○
95 唐松古墳群 小諸市 137 加増 ○
96 古屋敷 小諸市 138 柏木 ○ ○ ○
97 柏木北城跡 小諸市 139 柏木 ○
98 柏木南城跡 小諸市 140 柏木 ○
99 前原古墳 小諸市 141 柏木 ○

100 柏木原遺跡群 小諸市 142 柏木 ○ ○
101 坪ノ内 小諸市 143 柏木 ○ ○
102 糯田A 小諸市 144 柏木 ○ ○
103 久保田 小諸市 146 平原 ○ ○
104 久保田古墳群 小諸市 147 平原 ○
105 平原城跡 小諸市 148 平原 ○ ○
106 北原遺跡群 小諸市 149 平原 ○ ○ ○
107 三田原遺跡群 小諸市 150 平原 ○ ○
108 三子塚遺跡群 小諸市 151 平原 ○ ○ ○ ○
109 寺裏塚古墳 小諸市 152 平原 ○
110 乗寄古墳 小諸市 153 塩野 ○
111 上三田原城跡 小諸市 154 平原 ○
112 十石城跡 小諸市 155 平原 ○
113 三子塚1号墳 小諸市 156 平原 ○
114 赤沼 小諸市 158 平原 ○ ○
115 中村 小諸市 166 山浦 ○
116 大洞 小諸市 167 甲 ○
117 北原田 小諸市 169 甲 ○
118 西原田 小諸市 170 甲 ○
119 池久保 小諸市 171 甲 ○
120 菖蒲沢 小諸市 172 山浦 ○
121 上塩川 小諸市 173 甲 ○
122 塩川城跡 小諸市 174 甲 ○
123 下塩川 小諸市 175 甲 ○
124 立原 小諸市 176 甲 ○ ○
125 八幡在家古墳 小諸市 177 甲 ○
126 八幡在家 小諸市 178 甲 ○
127 北ノ城跡 小諸市 179 耳取 ○
128 九唐松 小諸市 180 甲 ○

第 1 表　周辺遺跡一覧
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129 前原田 小諸市 181 甲 ○
130 繰矢川城跡 小諸市 182 甲 ○
131 乙女古墳 小諸市 183 甲 ○
132 上鶴巻 小諸市 184 甲 ○
133 南諸山 小諸市 185 甲 ○
134 北諸山 小諸市 186 甲 ○
135 上山ノ前 小諸市 187 甲 ○
136 山ノ前 小諸市 188 甲 ○ ○
137 関口B 小諸市 189 甲 ○ ○
138 関口A 小諸市 190 甲 ○ ○
139 釜神 小諸市 191 御影新田 ○ ○
140 山神 小諸市 192 森山 ○ ○
141 宮ノ反A遺跡群 小諸市 193 御影新田 ○ ○
142 舟窪 小諸市 194 御影新田 ○ ○
143 宮浦 小諸市 195 森山 ○ ○
144 柏原遺跡群 小諸市 196 森山 ○ ○
145 大塚原遺跡群 小諸市 197 御影新田 ○ ○
146 三弘法山城跡 小諸市 198 平原 ○
147 一ツ谷大塚 小諸市 199 御影新田 ○
148 舟窪館跡 小諸市 200 御影新田 ○
149 谷地原遺跡群 小諸市 201 御影新田 ○ ○ ○ ○
150 長野原 小諸市 202 平原 ○ ○ ○
151 長野原塚古墳 小諸市 203 平原 ○
152 宮ノ反B 小諸市 204 御影新田 ○ ○
153 鋳物師屋 小諸市 205 御影新田 ○ ○
154 宮沢道下 小諸市 208 山浦 ○
155 硲城跡 小諸市 209 耳取 ○
156 大林 小諸市 210 耳取 ○ ○
157 長林 小諸市 211 耳取 ○
158 耳取城跡 小諸市 212 耳取 ○ ○ ○ ○
159 玄江院館跡 小諸市 213 耳取 ○
160 宮ノ北 小諸市 214 耳取 ○ ○ ○ ○
161 久保田 小諸市 215 耳取 ○ ○ ○ ○
162 西城跡 小諸市 216 森山 ○
163 森山城跡 小諸市 217 森山 ○
164 天神前 小諸市 219 森山 ○
165 萩久保 小諸市 220 森山 ○
166 中原 小諸市 221 耳取 ○
167 牛原 小諸市 222 耳取 ○
168 十字塚古墳群 小諸市 223 耳取 ○
169 五ヵ城 小諸市 224 市 ○ ○ ○ ○
170 芝宮 小諸市 225 市 ○
171 北裏A 小諸市 226 市 ○
172 北裏B 小諸市 227 市 ○
173 耳取大塚古墳 小諸市 228 耳取 ○
174 北市古墳 小諸市 229 市 ○
175 和田原遺跡群 小諸市 230 和田 ○ ○ ○ ○
176 入北原 小諸市 231 和田 ○ ○
177 和田原A 小諸市 232 和田 ○
178 和田原B 小諸市 233 和田 ○
179 香久保 小諸市 234 和田 ○
180 鎌田原 小諸市 235 御影新田 ○ ○
181 中原遺跡群 小諸市 236 御影新田 ○ ○
182 野火付城跡 小諸市 237 御影新田 ○
183 野火付古墳 小諸市 238 御影新田 ○
184 宮下古墳 小諸市 239 耳取 ○
185 宮ノ前 小諸市 240 耳取 ○
186 宮ノ前古墳 小諸市 241 耳取 ○
187 五領A 小諸市 242 耳取 ○
188 五領B 小諸市 243 耳取 ○ ○ ○
189 五領C 小諸市 244 耳取 ○
190 秋葉山古墳群 小諸市 245 市 ○
191 藤塚古墳 小諸市 246 市 ○
192 東城跡 小諸市 247 和田 ○

193 野火附 小諸市 252 御影新田
194 下前田原遺跡群 佐久市 1 小田井
195 前田遺跡群 佐久市 2 小田井
196 鋳師屋遺跡群 佐久市 3 小田井
197 曽根城 佐久市 4 小田井
198 下前田原古墳群 佐久市 5 小田井
199 近津遺跡群 佐久市 6 長土呂
200 周防畑遺跡群 佐久市 7 長土呂
201 芝宮遺跡群 佐久市 8 長土呂
202 長土呂遺跡群 佐久市 9 長土呂
203 栗毛坂遺跡群 佐久市 10 小田井
204 跡坂 佐久市 11 小田井
205 中金井遺跡群 佐久市 12 小田井
206 皎月古墳 佐久市 13 小田井
207 島原古墳 佐久市 14 小田井
208 からむし古墳 佐久市 15 横根
209 芋の原遺跡群 佐久市 17 横根
210 上の原遺跡群 佐久市 18 横根
211 上長坂遺跡群 佐久市 20 横根
212 唄坂 佐久市 21 小田井
213 横根古墳群 佐久市 22 横根
214 矢口古墳群 佐久市 23 横根
215 平古墳群 佐久市 24 横根
216 塩名田幅 佐久市 25 常田
217 藤塚 佐久市 26 塚原
218 前田遺跡群 佐久市 27 塚原
219 常田居屋敷遺跡群 佐久市 28 常田
220 西近津遺跡群 佐久市 29 長土呂
221 鷺林城址 佐久市 30 常田
222 藤塚古墳群 佐久市 31 塚原
223 姫小石古墳群 佐久市 32 塚原
224 家地頭古墳群 佐久市 33 常田
225 大豆塚古墳群 佐久市 34 塚原
226 下大豆塚古墳群 佐久市 35 長土呂
227 東池下古墳群 佐久市 36 常田
228 鷺林古墳群 佐久市 37 長土呂
229 下蟹澤 佐久市 38 長土呂
230 濁り 佐久市 39 塚原
231 長土呂館跡 佐久市 40 長土呂
232 枇杷坂遺跡群 佐久市 41 岩村田
233 中久保田 佐久市 42 岩村田
234 西赤座 佐久市 43 岩村田
235 上岩子 佐久市 44 岩村田
236 新城 佐久市 45 岩村田
237 腰巻 佐久市 46 上平尾
238 西大久保遺跡群 佐久市 47 上平尾
239 棧敷 佐久市 48 安原
240 上小平 佐久市 49 岩村田
241 下小平 佐久市 50 岩村田
242 大井城跡 佐久市 51 岩村田
243 岩村田遺跡群 佐久市 52 岩村田
244 潰石 佐久市 53 上平尾
245 潰石古墳 佐久市 54 上平尾
246 棧敷古墳 佐久市 55 安原
247 東大久保遺跡群 佐久市 56 上平尾
248 十二前 佐久市 57 上平尾
249 矢澤 佐久市 58 上平尾
250 宮の前 佐久市 59 下平尾
251 北山寺 佐久市 60 下平尾
252 木田橋 佐久市 62 下平尾
253 白岩城跡(里古城) 佐久市 67 上平尾
254 塚畑古墳 佐久市 71 上平尾
255 宿古墳 佐久市 72 上平尾
256 宮の西古墳 佐久市 73 下平尾
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257 猫田遺跡群 佐久市 75 鳴瀬
258 熊の堂 佐久市 78 鳴瀬
259 尼塚遺跡群 佐久市 79 鳴瀬
260 新城 佐久市 80 塚原
261 宮の前田 佐久市 82 塚原
262 中溝 佐久市 83 塚原
263 堰添 佐久市 85 常田
264 宮の前 佐久市 86 塚原
265 道添 佐久市 87 塚原
266 塚原屋敷添 佐久市 88 塚原
267 宮の塚古墳 佐久市 89 塚原
268 狐塚古墳 佐久市 90 塚原
269 龍子田 佐久市 91 塚原
270 西一里塚遺跡群 佐久市 92 岩村田
271 日向屋敷 佐久市 93 根々井
272 根々井居屋敷 佐久市 94 根々井
273 根々井氏館跡 佐久市 95 根々井
274 鳴澤遺跡群 佐久市 96 根々井
275 北西久保 佐久市 98 岩村田
276 中西の久保遺跡群 佐久市 99 岩村田
277 中鳴澤遺跡群 佐久市 100 岩村田
278 上砂田 佐久市 101 岩村田
279 松の木 佐久市 102 岩村田
280 諏訪分遺跡群 佐久市 106 根々井
281 寺畑遺跡群 佐久市 107 根々井
282 根々井東原館跡 佐久市 108 根々井
283 根々井大塚古墳 佐久市 109 根々井
284 姫宮塚古墳 佐久市 110 根々井
285 上鳴澤古墳群 佐久市 111 根々井
286 喜平治山古墳 佐久市 112 岩村田
287 国蔵山古墳 佐久市 114 岩村田
288 東一本柳古墳 佐久市 115 岩村田
289 北西の久保古墳群 佐久市 116 岩村田
290 下信濃石 佐久市 118 岩村田
291 蛇塚遺跡群 佐久市 119 新子田
292 東内池 佐久市 121 新子田
293 野馬窪遺跡群 佐久市 122 猿久保
294 猿久保屋敷添 佐久市 123 猿久保
295 岩井堂 佐久市 124 岩村田
296 野馬窪古墳 佐久市 125 猿久保
297 蛇塚古墳群 佐久市 126 安原
298 戸屋敷遺跡群 佐久市 127 安原
299 猫久保遺跡群 佐久市 128 安原
300 高師町遺跡群 佐久市 129 新子田
301 筒畑遺跡群 佐久市 130 安原
302 東村遺跡群 佐久市 131 下平尾
303 筏室遺跡群 佐久市 132 安原字
304 宿上屋敷 佐久市 133 安原字
305 大角 佐久市 136 下平尾
306 燕城址 佐久市 139 安原
307 安原大塚古墳 佐久市 141 安原
308 粕田 佐久市 202 鳴瀬
309 畳畑 佐久市 203 鳴瀬
310 落合居屋敷 佐久市 204 鳴瀬
311 鳴瀬宮の前 佐久市 205 鳴瀬
312 岩尾城跡 佐久市 206 鳴瀬
313 下北古屋 佐久市 207 鳴瀬
314 倉瀬 佐久市 209 伴野
315 合浜田 佐久市 217 根岸
316 唐松坂 佐久市 218 伴野
317 休石 佐久市 219 伴野
318 舞台場 佐久市 220 伴野
319 下県屋敷遺跡群 佐久市 221 伴野
320 東窪井戸 佐久市 222 伴野

○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

○ ○ ○
○ ○ ○
○

○
○
○

○
○

○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

○
○ ○ ○ ○

○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

○

○
○

○ ○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○

○ ○
○

○ ○ ○
○

○
○

○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

○
○ ○

○ ○
○
○

○ ○ ○
○ ○ ○
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321 火の雨塚古墳 佐久市 223 伴野
322 鳴瀬神明 佐久市 224 鳴瀬
323 北道見 佐久市 225 鳴瀬
324 大和田屋敷遺跡群 佐久市 226 鳴瀬
325 大和田遺跡群 佐久市 227 鳴瀬
326 上平遺跡群 佐久市 228 鳴瀬
327 鳴瀬中屋敷遺跡群 佐久市 229 鳴瀬
328 白山遺跡群 佐久市 230 鳴瀬
329 寄塚遺跡群 佐久市 231 横和
330 鍛冶田 佐久市 232 横和
331 北久保 佐久市 233 横和
332 今井西原 佐久市 234 今井
333 今井宮の前 佐久市 235 今井
334 今井城跡 佐久市 236 今井
335 落合神明館跡 佐久市 237 鳴瀬
336 道見塚古墳 佐久市 238 鳴瀬
337 寄塚古墳 佐久市 239 横和
338 宮の上遺跡群 佐久市 240 横和
339 中原遺跡群 佐久市 241 今井
340 赤石河原 佐久市 242 根々井
341 土堂古墳 佐久市 243 三河田
342 三河田大塚古墳 佐久市 244 三河田
343 蟹ヶ沢古墳 佐久市 245 中込
344 富士塚古墳 佐久市 246 猿久保
345 西妻神 佐久市 247 中込
346 番屋前遺跡群 佐久市 248 猿久保
347 大塚遺跡群 佐久市 249 中込
348 馬瀬口遺跡群 佐久市 250 瀬戸
349 梨の木Ⅰ 佐久市 251 中込
350 仲田 佐久市 252 猿久保
351 和田 佐久市 253 瀬戸
352 鷺の宮 佐久市 254 瀬戸
353 深堀遺跡群 佐久市 255 瀬戸
354 寄山遺跡群 佐久市 256 瀬戸
355 中城峯城跡 佐久市 257 瀬戸
356 中城峯古墳群 佐久市 258 瀬戸
357 御経塚古墳 佐久市 259 猿久保
358 金比羅塚古墳 佐久市 260 猿久保
359 和田上古墳 佐久市 261 瀬戸
360 寄山古墳 佐久市 262 志賀
361 戸坂遺跡群 佐久市 263 新子田
362 家の前 佐久市 267 新子田
363 清水窪 佐久市 271 志賀
364 鳥坂城跡 佐久市 275 新子田
365 中条峯 佐久市 337 瀬戸
366 延寿城跡 佐久市 539 横根
367 金井城跡 佐久市 540 小田井
368 曽根新城 佐久市 541 岩村田
369 浅井城跡 佐久市 545 新子田
370 四つ塚古墳 佐久市 552 新子田
371 森平 佐久市 593 横和
372 久保田 佐久市 594 塚原
373 荘山古墳 佐久市 595 塚原
374 洞口古墳 佐久市 811 塩名田
375 五領城跡 佐久市 812 塩名田
376 砂原 佐久市 813 塩名田
377 山王 佐久市 814 塩名田
378 下川原 佐久市 815 塩名田
379 屋敷裏遺跡群 佐久市 816 塩名田
380 中平 佐久市 818 御馬寄
381 田中島 佐久市 819 御馬寄
382 御馬寄城跡 佐久市 820 御馬寄
383 下平 佐久市 821 御馬寄
384 熊野 佐久市 822 御馬寄
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第３章　遺跡の位置と環境
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第４章　森平遺跡

第１節　遺跡の概観と調査の概要

1．遺跡の概観
　森平遺跡は、佐久市横和字森平 915 番地ほかに所在する。湯川右岸の低位段丘（第 1 河岸段丘）に位置

する（第 1・2 図）。標高は約 659 ～ 661m で、湯川の水面からは 5 ～ 10m ほどの比高差である。森平遺

跡の位置するこうした湯川に面した低位段丘上にはそれまで遺跡の存在は確認されていなかったが、「土

器片が拾える場所」という情報が地元から寄せられたことを踏まえ、平成 17 年に県教委が佐久市教委と

ともに現地踏査を行い、遺物の散布を確認した。これを受けて平成 17 年 7 月 25 ～ 29 日にかけて県教委

が実施した試掘調査により、多量の弥生土器等の遺物の出土と焼土跡や土坑などの遺構が確認できたこと

から、周知の埋蔵文化財包蔵地に登載された新発見の遺跡である（県教委 2007）。しかし、包蔵地範囲内

の路線範囲部分は、すでに工事着手されており、路線範囲内北側の部分的な調査となっている（第 2 図）。　

　なお、調査区南側は、すでに工事着手され、ボックスが建設されていたが、事業者との協議を経て埋文

センターにより平成 17・18 年度に発掘調査を行うこととなった。

　また平成 18 年度には、佐久市教委により今回の調査区南側の近接地について、市道改良工事に伴う発

掘調査が行われ、弥生時代中期後半の竪穴住居跡 6 軒などがみつかっている（佐久市教委 2009b）。遺跡

は今回の調査区からより南側に延びていることがわかる。

2．調査の概要
　前述のとおり、発掘調査は平成 17・18 年度の 2 箇年にわたり実施した。調査面積は 5,500㎡であった。

平成 17 年度は南北に通る市道の西側を調査範囲とし、東側を平成 18 年度に調査することとした。西側範

囲は 1 区と呼称し、調査に入った。年度当初には予定されていなかった新発見遺跡のため、西一里塚遺跡

群調査班が併行して調査にあたることとなった。当初は西一里塚遺跡群調査班 2 名の調査研究員のうち 1

名が森平遺跡に対応したが、9 月 16 日からは西一里塚遺跡群の調査を中断し森平遺跡に専念した。10 月

4 日からは再び西一里塚遺跡群と併行調査となり、調査研究員 1 名と作業員十数名が森平遺跡に従事する

こととなった。発掘調査は平安時代と弥生時代の 2 面にわたり実施した。

　1 区の調査は 11 月 25 日で終了したが、調査を進める中で、弥生時代の集落跡の範囲は、すでにボック

ス工事を行っている南側に広がることが明らかとなってきたことを踏まえ、関係機関との協議を行った。

その結果、12 月 9 日より、ボックス工事区との境部分の調査を改めて行うこととなった。この境部分を 2

区とした。2 区の調査は 12 月 22 日まで続けた。

　また平成 18 年 2 月 28 日からは、次年度調査の効率を上げるため、市道東側の表土剥ぎを実施した。調

査区は市道部分を 2 区、市道東側を水田区画の段差により 3 つに分け、北から、4 区、5 区、6 区とした。

このうち 4 区については重機によるトレンチを入れて遺構の有無を確認した。その結果、遺構は検出でき

なかったため 4 区の調査を修了した。表土剥ぎは 5 区・6 区において 3 月 8 日まで実施した。

　平成 18 年度の調査は 4 月 18 日から重機を稼働し、25 日から作業員従事を開始した。3 区・5 区・6 区

の調査を実施し、6 月 21 日に終了した。

第１節　遺跡の概観と調査の概要
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第 1 図　森平遺跡周辺の遺跡分布図・鳥瞰図

3．基本層序［第 3・4 図］

　本遺跡の土層堆積は 5 分層される。Ⅰ層は盛土層で、上部は現耕作土となっている。Ⅱ層は褐灰色を呈

する旧耕作土である。Ⅲ層は黒色～黒褐色土の遺物包含層で、上面で古代以降の遺構が確認されている。

　このⅢ層は 5 層に細分されている。そのうちⅢ－ 1 層では、遺物の出土量が多い。集中して遺物の出土

する箇所は遺構の存在が想定されたが土質の変化を捉えづらく検出できなかったため、その部分を人力に

より掘り下げつつ調査した。その結果、弥生時代の遺構の多くはこのⅢ－ 1 層中から掘り込まれたようで

あったが、検出層理面を明らかにできなかった。また、このⅢ－ 1 層は 1 区北半および 3・5・6 区の範囲

で、遺物のほかに大小の自然礫が多数含まれており、弥生時代の環濠とみられる SD08 埋土を覆う状況も

観察された。このことから、Ⅲ－ 1 層の一部は洪水性の堆積と考えられたが分層できず、この層に含まれ

ている。

　Ⅳ層は褐色を呈する地山である。弥生時代の遺構の大半は、この層まで掘り下げてようやく検出できた。

　調査区の北側に位置する 4 区は他の地区よりも 1m ほど高い位置にあり、層序もやや異なる。Ⅰ層の耕

作土、Ⅱ層の灰黄褐色土があり、シルトと砂の互層の下に、他の地区でいうⅢ層相当の層が確認された。

この層は遺物もなく、遺構も確認されなかった。

第４章　森平遺跡
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第 2 図　遺跡範囲図と地区設定図

第１節　遺跡の概観と調査の概要
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断面１～３（第 44 図 SD02 ～ 04 断面図も参照）
Ⅰ-１  盛土層｡
Ⅰ-２  旧耕作土（溶脱層）｡シルト｡
Ⅰ-３  旧耕作土（集積層）｡細砂｡
Ⅰ-４  旧耕作土？（溶脱層）｡
Ⅰ-５  旧耕作土？（集積層）｡
Ⅱ-１  黒褐色 (10YR3/1) 粘性弱｡しまりあり｡細砂～シルト｡
Ⅱ-２  黒褐色 (10YR3/1) 粘性弱｡しまりあり｡Ⅲ-１層に比べ、小礫の混入が増加する｡鉄分やや増加｡
Ⅱ-３  黒褐色 (10YR3/1) 粘性ややあり｡しまりあり｡灰色がかっている｡
Ⅱ-３’Ⅱ-３層に比べ、さらに黒色化が増す｡
Ⅲ-１  黒色 (10YR2/1) 粘性ややあり｡しまりあり｡パミス・小礫の混入ほとんどなし｡
       弥生土器出土｡Ⅲ-１層は住居の集中する地点では黒みを増す｡住居覆土では、パミス粒の混入が認められる｡
       これは、調査区北半の小礫・パミス粒が多く混在する層（多分、洪水性堆積物）の縁辺部にあたっていたためと思われる｡
Ⅲ-２　黒褐色 (10YR2/2) Ⅲ-１層より粘性やや弱｡しまりあり｡黄褐色砂層少量混入｡
Ⅲ-３-１(NR)　褐灰色 (10YR4/1) 細砂主体｡
Ⅲ-３-２(NR)　黒褐色 (10YR3/2) φ1 ～ 3cm の小礫主体｡
Ⅲ-４　灰黄褐色 (10YR4/2) ～褐灰色 (10YR4/1) シルト主体に、細砂・小礫が混在する｡小礫などは流水による可能性大｡
Ⅲ-５　褐灰色 (10YR4/1) ～褐色 (10YR4/4) 混在層｡砂質｡しまりあり｡洪水性の堆積物か？
Ⅳ　   褐色 (10YR4/6) 粘性なし｡しまりあり｡浅間軽石流の堆積物か？（地山）

断面 4
Ⅰ   旧耕土｡黒褐色｡
Ⅱ-1 にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘性なし･しまり強｡( 砂 ) パミス多量混入｡
Ⅱ-2 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘性なし･しまり強｡( 砂 ) パミス多量混入｡Ⅱ-1 層に比べ灰色かかる｡
Ⅱ-3 褐灰色 (10YR6/1･5/1) 粘性なし･しまり強｡Ⅱ-2 層に比べ粒子が粗くなる｡
Ⅱ-4 にぶい黄褐色 (10YR5/3) 粘性なし･しまり強｡パミス･砂主体にシルトが混入｡
Ⅱ-5 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘性ややあり･しまりあり｡シルト主体にパミスが少量混入｡
Ⅱ-6 Ⅱ-5 層とⅢ層の混在層｡
Ⅲ   基本土層｡
1 褐灰色 (10YR4/1) 粘性弱･しまりあり｡3 層に比べるとやや明るく粘性弱｡炭化物粒などの混入も微か。灰白色粒多量混入。黒色土混入｡
3 黒色 (10YR2/1) 粘性ややあり･しまりあり｡焼土粒･炭化物粒微混入。ローム粒･小礫 ( 地山に含む ) 少量混入。
8 地山ブロック ( 部分的に砂･黄褐色粒など変化が大きい )と黒色 (10YR2/1 前後 ) 粘性ややあり･しまり強｡
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第 3 図　1 ～ 3・5・6 区　基本土層柱状図
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0 (1:40) 1m

トレンチ断面 5
1 表土｡
2 灰黄褐色｡
4 灰黄褐色｡
7・8 シルト～細砂（小礫の混入ほとんどなし）｡
10-1 黒色 (1.7/1) 粘性ややあり｡しまりあり｡小礫混入せず｡
10-2 T3-10 層対応｡

トレンチ断面 7
1・2 表土～灰黄褐色土｡
7・8 シルト～砂｡小礫少ない｡
10-1 黒色 (1.7/1) 粘性ややあり｡しまりあり｡小礫混入せず｡
10-2 T3-10 層対応｡

トレンチ断面 9
1 表土｡
2 灰黄褐色｡
3 黒色ブロック混入｡
4 灰黄褐色｡
5 灰色｡シルト～砂｡小礫混入｡
6 黒色ブロック混入｡
7 褐灰～にぶい黄褐色｡砂層（シルト～礫あり）｡小礫混入｡
8 褐灰色｡シルト｡
9 黒褐色 (10YR3/1) 粘性あり｡灰色がかる｡
10 黒色 (10YR1.7/1) 粘性強｡しまりあり｡礫混入｡

トレンチ断面 8
1 表土｡
2 灰黄褐色｡
3 黒色ブロック混入（ほとんど層をなしていない）｡
4 灰黄褐色｡
5 黒色ブロック混入（ほとんど層をなしていない）｡
7 褐灰～にぶい黄褐色｡砂層（シルト～礫あり）｡小礫混入｡
8-1 シルト｡
8-2 褐灰色～明るい｡
10-1 黒色 (1.7/1) 粘性ややあり｡しまりあり｡小礫混入せず｡
10-2 T3-10 層対応｡
11 褐灰～黒色｡砂礫層｡

トレンチ断面 6
1 表土｡
2 灰黄褐色｡
4 小礫混入層｡
7-1 小礫混入層｡
7-2 シルト層｡
7-3 小礫ほとんど含まず｡粗砂～細砂｡
8 褐灰色｡シルト｡
9 黒褐色 (10YR3/1) 粘性あり｡灰色がかる｡
10-1 黒色 (1.7/1) 粘性ややあり｡しまりあり｡小礫混入せず｡
10-2 T3-10 層対応｡
11 褐灰～黒色｡砂礫層｡
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第 4 図　4 区　基本土層柱状図
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第２節　遺構と遺物の出土状況

　調査区の地形は、標高約 659 ～ 661m で、北東部から南西部に向かい傾斜しており比高は約 1.8m を測る。

遺構検出面は 2 面あり、上面で検出した遺構が、溝跡 11 条である。下面の遺構は、包含層を掘り下げて

検出され、竪穴住居跡 22 軒、掘立柱建物跡 6 棟、土坑 100 基、焼土跡 3 基、溝跡 1 条である。

　以下、遺構別に位置、検出状況並びに重複関係とその構造、遺物の出土状況、時期決定の根拠について

記載した。

1.　竪穴住居跡
　竪穴住居跡は弥生時代中期 17 軒、同後期 2 軒で、弥生時代中期を主体とする。基本土層Ⅲ層下部から

Ⅳ層上面で検出されている。以下、遺構ごとに記述する。なお、SB05・12・19・22 は欠番である。

SB01［遺構：第 6・7 図 PL3、土器：第 51・52 図 PL11・12、石器：第 73・74・78・81・83・85・86・88 図］

位置：1 区、Ⅱ I13・14・19 グリッド。検出：Ⅲ層中～Ⅳ層上面。包含層との区別は難しく、Ⅲ層中で壁

の立ち上がりを確定できた部分はごく一部である。経過：重機による表土剥ぎの段階で、遺物が集中して

出土したことから遺構の存在が想定された。そのため人力により掘り下げつつ平面精査してプラン検出に

努めた。Ⅲ層中で炭化物や遺物が集中する箇所があったが明確なプランは確認できず、最終的なプラン確

定はⅣ層上面となる。調査は、Ⅲ層中でプラン確定できなかったため、先行トレンチを設定し、床面と壁

の立ち上がりを確認した。その後、床面中央付近から壁に向かって埋土を掘り下げ、壁の立ち上がりを

確定した。埋土中から多量の焼土・炭化材・遺物が出土した。炭化材、焼骨集中部はサンプリングした。

重複関係：切り合う他遺構は確認されなかったが、本住居跡の南東に近接して ST05（詳細は ST05 参照）

が位置することから重複していた可能性が考えられる。埋土：壁際より落ち込んだ様に若干の埋土が形成

され、その上部付近で焼土や炭化材が検出されている。何らかの火を用いた行為の後、自然埋没したも

のと考えられる。構造：長軸 6.04m、短軸 5.20m の隅丸長方形、主軸方向は N7°W である。壁高は 28cm

である。床は堅緻な薄い貼床。ピットは主柱穴の P1・3・4・6 と深さの浅い支柱穴の P2・5 がある。出

入口ピットは検出されていない。炉：土器埋設炉。床面中央付近、支柱穴の P5 寄りに位置する。不整形

の浅い掘り方をもつ。中心付近に土器がまとまることから廃棄段階に壊された可能性もある。出土遺物：

炉から赤彩壺 334 が、口縁部と胴下半を打ちかれ、逆位の炉体土器として出土した。炉の北側から壁面

にかけての床面レベル（第 3 節 1（2）参照）以下には赤彩無頸壺 008 が伏せて置かれ、その周辺の炭層

部分を中心に完形に近い 001・005・006・007・009・010・013・331（第 51 図）・332（第 52 図）が集中

的に出土している。ここには頸部のⅡ文様帯とⅣ文様帯（上田 1995）のみに装飾をもち、胴部がくの字

状に張り出す壺 001、赤彩鉢 006・007・332、櫛描波状文が重畳する小形甕 009 や内面に赤彩が施された

台付甕 013 がみられる。また、この炭層を含む北壁際 3 層中にはニホンジカ B08・09・11 等の焼骨の集

中箇所がある。特に B11 は軟部が付着した状態で焼かれたシカ右脛骨であった。また、これらの上層の 2

層下部（3 層との層理面）レベルからはコの字重ね文の甕 003、胴部がくの字状に張り出す櫛描波状文の

甕 002 や台付甕 335 が出土し、口縁部に櫛描により鋸歯文が描かれる赤彩の高杯 333 は北東壁際に伏せら

れた状態で出土した。石器は西側の床面レベルから太型蛤刃石斧 S027・028、扁平片刃石斧 S034、磨製

石鏃未製品 S361、磨り切り具 S130 が出土している。また、炉の北側の 2 層からは軽石製品 S099、その

他埋土からミニチュア土器 341 がみられる。また、緑色凝灰岩の管玉片 1 点（第 88 図－玉 1）が埋土最

第２節　遺構と遺物の出土状況
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上部より出土している。時期：床面レベルの土器から栗林 2 式新段階、2 層下部レベル出土土器から住居

埋没の上限は栗林 3 式の段階とする。

SB02［遺構：第 8 図 PL3、土器：第 52 図 PL13、石器：第 78・79 図］

位置：1・2 区、Ⅱ H20 グリッド。検出：Ⅳ層上面。1 区の南壁際を、重機で包含層のⅢ層を徐々に下げ

ている途中、炭化物などが多く認められたことから遺構を想定した。すでに遺構の北半部分をⅣ層まで掘

り下げており、住居プランが不明となる。遺構が 1 区南側にのびるため一部 1 区を拡張して調査した。拡

張に際し、Ⅱ層から徐々に掘り下げと精査を繰り返したが、プランを明確にできなかった。最終的には、

Ⅲ層中位以下にみられた炭化物粒の有無でプランを確定した。2 区も同様で、床からわずか上で炭化材が

多量に出始めた段階で、壁の立ち上がりを確認した。検出は、土壌の差ではなく炭化材の有無が頼りで、

壁の明確な立ち上がりを捉えることはできていない。また、床面は軟弱であり確信を得るには至らなかっ

た。1 区側は北半部を削平したため、拡張区でできるだけ情報を得ることを目指した。しかし、南西側は

壁だけでなく床面もは明確に捉えられず、埋土の炭化物粒子の量も遺構の内外で差ほど変化がなかった。

重複関係：SK043 と切り合うが新旧不明である。SB03・ST06 が近接してある。埋土：床面直上に多量の

炭化物と焼土ブロックがあり、その上部、特に南半部に多量の炭化材が認められる。上層は、細粒の堆積

土が徐々に溜まっており自然堆積と思われる。床面付近には炭化材が放射状に認められた。屋根材などが

そのまま崩落した可能性がある。土器などは少ないことから、片付けにともなう焼却の可能性があろう。

構造：長軸 4.28m、短軸 3.68m の隅丸長方形、主軸方向は N11°W である。壁高は 10cm である。床は硬

化面が認められず軟弱で遺構外との差が不明瞭。柱穴は 5 基検出された。主柱穴は P1・2・4・5 で、P5

を除く主柱穴には直径 20cm 程度の柱痕が認められた。炉：不明。出土遺物：中央北東部床面近くの炭化

物と焼土ブロック中から、頸部のⅡ文様帯に頸部文様帯技法 a（青木 2000）の横走沈線文装飾で胴部最

大径が高くかつ「く」の字状に張り出す壺 343 と櫛描波状文の小形甕 347 が共伴し、同じく住居跡南側の

床に近いレベルでは赤彩の鉢 C345 が潰れた状態で出土した。1 層中やや上のレベルからは赤彩高杯 344、

脚部に凸帯のある赤彩高杯 346 が出土した。時期：1 層中の焼土ブロックと含む床面に近いレベルの土器

から栗林 3 式の段階と認定される。

SB03［遺構：第 9・10 図 PL4、土器：第 53・54 図 PL13・14、石器：第 73・76 ～ 78・80・81・83 ～ 85・88 図］

位置：1 区、Ⅱ H15・20、Ⅱ I11・16 グリッド。検出：Ⅳ層上面。Ⅲ層中から遺物が出土し始めており、

遺構はⅢ層中から掘り込まれたものと見られたが、プラン確定ができず徐々に掘り下げた。先行トレンチ

も設定して壁の立ち上がりと重複関係の確認を行った。しかし、埋土中では SB06 との切り合い部は最後

まで確定できなかった。本住居跡の北壁側はⅣ層を掘り込んでおりプランを確定できたが、南西壁側は

周溝から判断した。床面精査で ST06 を検出した。重複関係：SB06 を切る。SB03 埋土を切って周溝およ

び P6・8 が検出されたことから確定した。ST06 との新旧関係は不明。本住居跡と主軸方向がほぼそろっ

ていることから関連性が伺える。埋土：床から多少浮いた層位に焼土ブロックや炭化材が散乱する層があ

る。それより上層には、炭化物粒子の混入が多少認められたが、周囲の層との区別が難しいことから自

然堆積の可能性がある。構造：長軸 6.20m、短軸 5.20m の隅丸長方形、主軸方向は N110°W である。壁

高は 16cm である。床は堅緻な貼床だが、掘り方は浅い。周溝がほぼ全周する。主柱穴は P1 ～ 4 があり、

長軸方向南側列の P1・2 間のみに支柱穴とみられる P5 が設けられている。出入口と考えられるピットは

P6・8・9 が相当し、北東壁際に設けられている。炉：石囲炉。床面のほぼ中央に設けられる。石はコの

字状に設置される。南西側に凹部がみられたことから石を抜き取った可能性もある。出土遺物：住居構築

第４章　森平遺跡
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時期に最も近いものは貼床下から出土した櫛描波状文と刻み文を有する台付甕 371 である。調査所見では

炉の南西床面上に比較的多くの壺が集中している。その他は床面上に広がる炭化材や焼土に混じって、大

きく住居跡西壁の床面レベルと北東壁際の埋土 1・2 層境レベルでの出土がみられる。住居跡西側の床面

レベルのものとしては、Ⅰ～Ⅳ文様帯に装飾をもち、押し出し凸帯（頸部文様帯技法 c）・懸垂舌状文を

有する装飾性の高い壺 355 に、頸部押し出し凸帯（頸部文様帯技法 b）の壺 357 が伴う。また、それらの

やや北の床面レベルからⅡ文様帯のみに縄文を有する壺 356、と赤彩鉢 A370 が出土した。また、櫛描波

状文の甕 363 と櫛描縦羽状文の甕 367 は破片が床面レベルから 1 層まで分散している。北東壁隅では 1・

2 層境レベルから頸部文様帯技法 a の壺 354 に口唇部に刻み文をもつ甕 358 が伴い、北壁付近には受け口

状口縁の壺 361 が正位埋納様に検出された。住居跡内北東部分からはイノシシの臼歯片、南西部分の床

下レベルから種不明の焼骨片が出土した。石器は炉の南側の床面レベルから 4 点の磨製石鏃 S002・003・

005・006 と磨製石鏃未製品 S007 が出土し、太型蛤刃石斧は西側壁際の床面にレベルに S029、北壁周溝

上に S129 がみられる。また、石槌 S059、砥石 S056、みがき石 S133 は床面レベルから、大形の石皿 S139

は埋土 1 層から出土している。時期：床面レベルの壺の器形、装飾から栗林 2 式新段階の段階に比定する。

SB04［遺構：第 11 図 PL4、土器：第 54 図 PL14、石器：第 77・80・83 図］

位置：1 区、Ⅱ I11 グリッド。検出：Ⅲ層中～Ⅳ層上面。Ⅲ層上面で遺構は確認できず、遺物も少なかっ

たためⅢ層を重機で剥いでⅣ層上面まで掘り下げていたところ、土器埋設炉が検出された。住居中央付近

は重機で削平したが、Ⅲ層の残る部分があったため人力での検出に切り替え調査した。しかし、プランは、

埋土と遺構外との土質の差が認められず、Ⅳ層上面まで掘り下げて確定した部分が多い。重複関係：貼床

を剥ぐ段階で、入れ子状態の一回り小さい住居跡の周溝を検出した。このことから本住居跡は拡張後の住

居跡と考えられたため、これを 4a とし、拡張前の住居跡を 4b として報告する。ST02・SK067 と切り合

うが新旧不明である。埋土：床近くまで削平してしまったため詳細は不明だが、床面よりやや上に炭化物

がやや多めに入る層があり、それより上層は遺構外との区別がつかなかったため自然堆積の可能性がある。

構造：4a は、長軸 5.32m、短軸 4.44m の長方形、主軸方向は N26°W である。壁高は 14cm である。貼床

で浅い掘り方をもつ。主柱穴は P1 ～ 4 で、柱間が長軸方向にやや長い配置となっている。南壁中央にあ

る P5 は出入口ピットと考えられる。周溝はほぼ全周する。炉：中央に位置する土 器埋設炉である。埋土

には若干の炭化物と焼土や焼骨などが極わずか混入する。4bは、周溝の平面規模で、長軸4.50m、短軸3.90m

である。柱穴は、新たに検出されなかったことから、拡張後の 4a 住居跡で検出された入口を含む柱穴の

配置は、4b 住居跡の配置をそのまま用いたものと理解する。4a の土器埋設炉に切り合いは観察されてい

ないが、炉体土器の脇に土器片が数枚重なっている様子が観られたことから作り替えの可能性もあろう。

炉の位置も柱穴同様、そのまま 4a 住居跡に引き継がれたものと理解しておきたい。出土遺物：炉体土器

として櫛描縦羽状文の甕 397 が正位で埋設されており被熱が著しい。炉体土器内には、埋土 2 層とその下

層 3 層の層理面に沿って壺 398 の胴部破片と受口状口縁壺 399 が敷かれていた。また、炉内からは種不明

の焼けた動物骨も出土している。石器は埋土からみがき石 S134 が出土した。時期：炉の一括資料から栗

林 3 式の段階に比定する。

SB06［遺構：第 12 図 PL4、土器：第 55 図 PL14・15、土器片加工円板：第 71 図 PL27、石器：第 77・79・80・83 図］

位置：1 区、Ⅱ I11・12・16・17 グリッド。検出：Ⅲ層中。Ⅲ層上面まで重機で掘削後、Ⅲ層を徐々に剥

ぎ取り中、大形の土器片が多く認められたため、人力による平面精査に切り替えた。広範囲に遺物が分

布することから重複の可能性を考慮し、平面精査と並行して先行トレンチを設定した。その結果、当初

第２節　遺構と遺物の出土状況
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SB06 の北側に広がるプランを SB05 としたが、Ⅲ層を誤認しており欠番とした。重複関係：SB03 に切ら

れる。土坑の SK005・007 と切り合うが断面では明らかにできていない。SK005 の新旧関係は、SB06 の

床面付近の遺物分布が SK005 のプランと重なるため SB06 が新しいと思われる。埋土：炭化物の微量な

混入が認められたが、Ⅲ層とほとんど区別はつかない。構造：長軸 5.40m、短軸 4.54m の隅丸長方形、主

軸方向は N32°W である。壁高は 12cm で、周溝が全周する。溝内には小ピットと凹凸がみられる。主柱

穴は P1・3 と切り合う北東位置の P2・8、南西位置の P4・5 がある。うち、P2・8 との重複関係は、P2

断面 1 層部分の段が東側に広がり P8 のエレベーションと深さがほぼ一致することから同一のものとも考

えられる。支柱穴は、長軸方向の主柱穴の間に P9・10、中軸線上には北側主柱穴間の北壁寄りに P6・7

が設けられている。P2・4 も主柱穴より浅く規模も小さいことから支柱穴であったと考えられる。出入口

ピットは、SK005 底面で検出されている 2 本 1 対の 2 組が想定される。炉：土器敷炉。住居中央に位置し、

浅い掘り込みに土器片内面を上にして敷き詰められている。出土遺物：炉跡から口縁部と底部を欠き、摩

耗の著しい壺 382・385、円形浮文が添付され櫛描波状文が施された台付甕 391 と櫛描波状文・垂下文が

施された甕 386 が割られて、内面を上にした状態で出土している。P11 からは口唇部に縄文が施文された

鉢 A573 が出土した。床面レベルの資料としては、壺の頸部 389、連弧文 a 状の山形沈線文が施された壺

381、甑（有孔鉢）383、高杯 392 と甕 387 がみられる。甕 387 の一部は P2 埋土一括の土器と接合した。

また 2 層レベルからは口縁の外反が著しく横走沈線文（頸部文様帯技法 a）が施された壺 380、胴部径が

比較的狭い壺 379、櫛描波状文・垂下文 a の甕 384、内外面に穿孔をもたない C 類の土器片加工円板 390

が出土している。特に壺 379 の破片の 1/3 程度は P3 からも出土している。石器は石皿 S064 が住居跡南

壁より、埋土から磨製石鏃 S011 が出土している。時期：無文の壺が多いが、炉出土土器の特徴から、栗

林 2 式古～新段階の段階と考える。

SB07［遺構：第 13・14 図 PL4・5、土器：第 56 図、土器片加工円板・土製品：第 71 図 PL27、石器：第 74 ～ 80・84・86 ～ 88 図］

位置：1 区、Ⅱ I07・08・12・13 グリッド。検出：Ⅲ層中位～Ⅳ層上面。重機によるⅢ層上面までの表土

剥ぎの段階では、礫と土器の集中が認められたが遺構プランは全く不明であった。Ⅲ層を掘り下げ、北側

では浅い位置でⅣ層が露出し検出できた。これを手がかりに平面精査したが、他の側辺はつかめなかった。

炭化材の出土が途切れる範囲を壁際と推定したが、壁の立ち上がりを確認できなかった。最終的には、住

居内を掘り下げ、周溝からプランを確定した。なお、本住居跡の西側部分は、重機による表土剥ぎで削平

したため、壁は無くⅣ層上面でのピット・周溝のみ検出した。住居跡の床面は、南北に設定した先行トレ

ンチ断面から貼床が 2 面あると想定し調査したがわからなかった。重複関係：SB08、ST07 を切る。埋土：

黒褐色土で遺構外の包含層との土質の差を見極められず掘りすぎている。構造：長軸 7.92m、短軸 6.20m

の隅丸長方形、主軸方向は N23°W である。壁の立ち上がりを検出できた北壁で壁高は 18cm ある。主柱

穴は P5・8・9・28、長軸方向の主柱穴間には支柱穴が設けられている。南壁際中央付近のピット群は、

P31 を中央にして 2 本 1 対で配置された出入口ピットと考えられる。周溝はほぼ全周する。炉：中央やや

北寄りで検出。礫の出土が見られるが埋め込まれたものではなく石囲炉と断定できない。出土遺物：遺物

はいずれも床面から 10 ～ 20cm 程度浮いた状態で出土していて、Ⅱ文様帯より下に文様が施されない壺

406・409 と 3・4 文様帯に文様がある壺 411 と壺 410、赤彩の無頸壺 438、高杯脚部 441・442、甑（有孔鉢）

430 等がみられる。このうち 409 は横走沈線文（頸部文様帯技法 a）が施文されている受け口状口縁の壺

であるが、オオバコの花茎を回転施文したとみられる疑似縄文が施されている。施文方法は、口縁部には

穂先を下にして回転、頸部は上にして回転しており、花茎の生育状況から春先に製作されたものと推測さ

れる。甕はやや乱れた櫛描縦羽状文の甕 416、コの字重ね文の甕（もしくは台付甕）415、台付甕脚部 429

第４章　森平遺跡
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がみられる。また、442 は大きな透かしが 5 箇所みられる高杯の脚部であるが、脚部内面中央から下がる

突起の残欠があり、そこに 2 孔が穿たれていたと推測される。また P9 からは手づくねの土製品 418 が出

土している。石器は中央東側床面レベルからは太型蛤刃石斧 S032、SB08 周溝が埋まりきった上部から扁

平片刃石斧 S036・128、P10 の 1 層上部から緑色片岩の磨製石鏃 S012 が出土した。南壁付近西側には石

鏃 S157・158、P28 上に石鏃 S161、出入口ピット上には楔形石器 S206 がみられる。住居跡中央付近の床

面から 10cm 以上浮いたレベルに投棄された多くの礫に混じって軽石製品 S047・069・070・071・072 や、

焼けた動物骨が出土している。また、中央付近の礫集中部脇の床面レベルから頁岩の管玉 1 点が出土した。

時期：栗林 3 式の段階とみられる。

SB08［遺構：第 13・14 図 PL4・5、土器：第 56 図 PL15、石器：第 84 図］

位置：1 区、Ⅱ I07・08・12・13 グリッド。検出：SB07 の床面で検出された。（調査経過は SB07 を参照）

重複関係：SB07 に切られる。SB07 で検出された炭化材が本住居プランを切る形で検出されていることか

ら判断した。埋土：不明。構造：規模・平面形はほぼ全周する周溝からみて、長軸 4.68m、短軸 4.08m の

隅丸長方形、主軸方向はN23°Wである。壁はSB07に削平されている。P27は出入口ピットと考えられる。

主柱穴とみられるピットは P17 以外ないが、平面位置関係でみると SB07 の主・支柱穴とした P8・10 も

考えられる。よって、本住居跡は SB07 の拡張前住居跡と理解しておきたい。炉：石囲炉か。礫は南辺の

み残存し、火床上には土器片が認められる。出土遺物：SB08 附属遺物として認定できるものは炉 1 から

出土した壺 407 と櫛描縦羽状文の甕 408 と石皿 S067・068、周溝から出土した石錐 S162 のみである。時期：

炉出土土器から栗林 2 式新段階の段階に比定したい。

SB09［遺構：第 15 ～ 17 図 PL5、土器：第 57 ～ 59 図 PL16 ～ 18、石器：第 74 ～ 77・79・81 ～ 83・86・88 図］

位置：3 区、Ⅱ I25、Ⅱ N05 グリッド。検出：Ⅲ層中～Ⅳ層上面。調査は 3 区表土剥ぎ後、住居北側の調

査を実施した。当初、3 区南側は工事エリアで調査区南壁に住居跡がかかるため、断面で掘り込み面を明

らかにしようと試みたが、これまで同様、Ⅲ層と埋土の差を認識することができずⅣ層上面でプラン確定

した。その後、工事関係者との協議で発掘区の拡張を行い全体の調査をした。本住居跡の埋土からは、多

量の遺物が出土した。床面調査の段階で、何回かの建て替えを認識したが明確にできていない。重複関

係：他遺構との切り合いはない。遺構内で何回かの建て替えがあるが明確でない。炉が 4 基重複してい

たことから 4 回の建て替えが行われた可能性がある。埋土：黒色土、土器片などを多量に含むが、周囲

の包含層との見分けがつきにくく堆積状況は判断できなかった。構造：長軸 4.48m、短軸 4.40m の隅丸方

形、主軸方向は N30°W である。壁高は 24cm で緩やかに立ち上がる。周溝が全周する。主柱穴は配置と

切り合い関係からみて P1・2・3・8 が相当するか。ピットには、大量の土器片が流れ込む P2・16 ものが

ある。P11・13 は 2 本 1 対の中央に浅い P12 を伴う出入口ピットと考えられる。その出入口ピットの P13

と住居南壁との周溝脇に粘土が入っていた P17・18 がある。炉：住居廃絶時に伴う炉跡は中央やや北壁

寄りにある炉 1 の土器敷炉である。埋土中には礫も入っていた。旧炉跡は、重複関係からみて炉 2 から北

壁へ向かって古くなる。出土遺物：炉 1 には、櫛描斜線文かつ受け口状口縁の甕 262 が敷設されている。

また、内外面に化粧土が貼られた壺 288 は胴下半部を水平に切断されていて、その破片の 1 片が炉 1 から、

その他は 1 層から出土した。また住居跡北西壁際 P16 の埋土 1 層の最上部を封鎖するような形で櫛描縦

羽状文の甕 255 と壺 257 が割られた状態で上下に折り重なって（255 の方が上）出土した。南東の P2 の

埋土 1 層上部からも、253 の甕が割られて出土し、そこに南東壁床面に潰れて出土した壺 250 と胎土 2 類

（第 8 章第 2 節 3 の C 類）の甕 254 の破片の一部が伴っていた。埋土中の出土土器としては、炉の北側の

第２節　遺構と遺物の出土状況
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1 層下部から床面レベルにかけて土器集中（1 層下部土器集中）があり、Ⅱ文様帯に頸部文様帯技法 a が

用いられる壺 249・251・259 やⅠ文様帯のみの壺 256、甑（有孔鉢）264・265 等がみられる。南壁際を中

心に 1 層上部から多くの土器が出土しており、壺には頸部が外反するもの 260 と緩い受け口状になるも

の 261・293 がみられる。動物骨は南側の 2 層レベルからニホンジカの大腿骨片（B24）、1 層下部からは

イノシシの下顎切歯片（B26）など 9 点の歯や焼骨が出土している。また南東部の P17・18 からは良好な

白色粘土が出土しており、土器作りの原料であった可能性が高い（第 8 章第 1 節 3）。石器はいずれも 1

層から出土していて、北壁付近で太型蛤刃石斧 S074、西壁付近で扁平片刃石斧 S078、南西隅に磨製石鏃

S013、敲石 S081、磨石 S144、凹石 S083 がある。時期：炉、ピット中の一括資料から栗林 2 式新段の段

階と比定し、1 層出土土器は栗林 3 式までの幅がある。

SB10［遺構：第 18・19 図 PL5・6、土器：第 59 図 PL18］

位置：2 区、Ⅱ I23 グリッド。検出：Ⅳ層上面。重機でⅢ層を掘削中に、遺物が多量に出土したため人

力による検出を行った。だが、Ⅲ層中では平面プランをつかめず、Ⅳ層上面まで掘り下げて検出した。

SB11 との新旧関係も、Ⅲ層中では壁の立ち上がりを把握できなかった。厳冬期の調査となり、埋土が凍

結してしまい微細な調査は不可能であった。そのため、土器などの遺物も埋土から分離できず、土ごと取

り上げて水洗選別する方式をとった。重複関係：SD06 に切られる。SB11 との新旧は不明である。南側半

分は工事により削平されている。埋土：全体に炭化物粒が認められ、特に下層に多く混じる。東壁際に炭

化材の残存あり。SB11 との切り合い部付近では、多量の土器片や礫が集中して出土した。この遺物集中

区は SB11 上層にもつながっていたようであり注意を要する。構造：長軸 3.44m、短軸 2.40m 以上の楕円

形か。他の住居跡と異なり規模は小さい。主軸方向は、炉を通る東西軸の P1・2 と直交する方向で測り、

N18°E である。壁高は 12cm。主柱穴は P1・2 が相当するか。炉：土器埋設炉。炉の位置は、現状で中

央やや東寄りに位置する。出土遺物：壺 455 の胴部以下が炉体土器として正位に埋設され、その脇に沿う

ようにⅣ文様帯に沈線による重山形文が施文された壺 454 が埋設されている。また、次に述べるほぼ完形

の土器が炉を取り囲むように埋土最下層の床面から 3cm 程度浮いたレベルから遺棄されたように出土し

ている。まず、住居跡西側に甑（有孔鉢）459 が伏せられ、その中から渡来系弥生人の特徴をもった歯（本

章第 3 節 4 参照）が出土した。その北側に櫛描縦羽状文の甕 492 が横転し、さらに北側の P1 上からは甑

（有孔鉢）457 が正位で出土している。北東部からは赤彩高杯 456 が逆位、その北側から甑（有孔鉢）458

が正位で出土している。時期：炉脇出土土器から、栗林 2 式古～新段階の段階に比定される。

SB11［遺構：第 18 ～ 20 図 PL6、土器：第 60 ～ 62 図 PL19 ～ 21、石器：第 73・75・77・78・82 図］

位置：2 区、Ⅱ I17・18・22・23 グリッド。検出：Ⅲ層中～Ⅳ層上面。Ⅳ層上面。重機でⅢ層を掘削中に、

遺物が多量に出土したため人力による検出を行った。だが、Ⅲ層中では平面プランを掴めず、Ⅳ層上面ま

で掘り下げ、周溝からプランを確定した。このため SB10 との新旧関係や、Ⅲ層中での壁の立ち上がりは

把握できなかった。厳冬期の調査であったため、埋土は凍結し、微細な調査は不可能であった。そのため、

土器などの遺物も埋土から分離できず土ごと取り上げ、水洗選別する方式をとった。南側半分は工事によ

り削平されている。重複関係：SB10 と切り合うが新旧不明である。遺物からみてもほぼ同時期とみられ

確定できない。炭化物の出土状況からみた場合、本住居跡の床面に広く炭化物が分布することから SB10

を切る可能性がある。埋土：SB10 にまたがる埋土上層に礫を中心とした遺物集中箇所がみられた。大量

に炭化物粒子が混入し、床面直上では多量の炭化材を検出した。構造：長軸 5.44m、短軸 4.48m の長方形、

主軸方向はN14°Wである。壁高は不明。周溝は、ほぼ全周していたものと見られる。ピットは10基あるが、

第４章　森平遺跡
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主柱穴とみられる P1・2 以外の小ピットは床下で検出されており、他の遺構が存在していた可能性もある。

P1・2 には柱痕がみられた。炉：浅い掘り込みの北辺を除く 3 方向に礫を設置した石囲炉。出土遺物：埋

土中に多数の土器が出土している。床面に比較的近いレベルのものは北東隅から出土した懸垂舌状文の壺

460 で底部が正位で出土している。その他多くは住居跡北側、床面から約 5 ～ 10cm 程度浮いて炭化材に

混じった状態で一括出土した。壺は 467・486・461・466・468・475・479（第 60 図）と 478（第 61 図）で、

甕は 483・474・473・481（第 61 図）と、480・485（第 61 図）、台付甕 469・470（第 61 図）、赤彩台付甕

464、赤彩鉢 465・484（第 61 図）があり、その多くに煤が付着している。そのうち壺 475 の第Ⅲ文様帯

には、縦方向に沈線が垂下しそこから枝状に沈線が伸びる特殊な文様が描かれている。これは佐久市北西

久保遺跡等でも出土した通称「水鳥の足」文様（佐久市教委 1984a）と共通する可能性があり（註 1）、や

や類似した文様は東海地方の弥生中期後半にもみられる（東海埋蔵文化財研究会 1990）。この他、平行沈

線文間に押し引き文が施された壺 479、細頸の 466 など、4 つの文様帯が揃っている土器が複数ある。一

方甕は櫛描縦羽状文 480・481 と、縦羽状の沈線文が施された 474 がみられる。また、その他の埋土出土

遺物では、西壁際から、他よりも細く撚りが緊密な縄文が胴部下半に施された壺 463 が、P5 上から赤彩

壺 489、炉の脇埋土中から壺 462、東壁際ではⅡ文様帯のみの壺 472・476 が出土した。石器には、床から

数 cm 浮いて扁平片刃石斧 S038・039、炉縁石から 17cm 程度浮いて磨石 S101 がみられる。時期：一部古

い様相を残すものの、基本的に栗林 2 式新段階の段階に比定したい。

SB13［遺構：第 21・22 図 PL6、土器：第 62・63 図 PL21、土器片加工円板：第 71 図 PL27、石器：第 74・79・83 図］ 

位置：3 区、Ⅱ I20・25 グリッド。検出：Ⅲ層中～Ⅳ層付近。H17 年度 2 区の調査でⅢ層上面まで表土剥

ぎを行い、Ⅲ層を徐々に重機によって剥ぎ始めた段階で多量の遺物が出土した。Ⅲ層中ではプランが確定

できず、Ⅳ層付近まで人力で精査し、住居北西隅が部分的に調査区にかかるプランを検出した。よって翌

H18 年度 3 区調査時に全体を調査することとした。H18 年度の検出も遺物が大量に出土したⅢ層から徐々

に平面検出を行ったがⅢ層中ではわからず、Ⅳ層に近い層位でようやく確認できた。先行トレンチは、住

居壁面からプランを追うために設定し、プランをほぼ確定させて掘り下げた。埋土中には、床面よりやや

高い位置で、焼土ブロックを多量に出土する層がみられた。重複関係：ST13 を切る。根拠は、新旧関係

を確定させるため、SB13埋土中でST13床面検出をしたが、SB13埋土中では検出されなかったことによる。

埋土：炭化物を若干含む黒色土が主体でⅢ層との見分けがつかなかった。一部に焼土ブロックを含む堅い

層が存在した。本来、残存状況はよかったと考えられる。しかし、Ⅲ層中でプランを捉えられず、埋土の

床面上のわずかなところまで掘り下げており、詳細は不明ある。構造：長軸 5.36m、短軸 5.32m の隅丸方

形、主軸方向は N11°W である。壁は平面形で南西側の湾曲が強く、壁高は 16cm である。主柱穴は P1

～ 4 があり、P5 は支柱穴とみられる。南壁際中央の P8 は出入口ピットと考えられる。床下から検出され

た P6・9 は位置からみて 2 本 1 対の出入口とみられる。床は中央付近を主として堅固な貼床が認められた。

床面は北に向かって若干高くなる。周溝が巡り、溝内には凹みが多く認められた。炉：石囲炉。住居のほ

ぼ中央で、炉縁石は、北側を除く 3 辺に配置したコの字形。出土遺物：住居跡北西の P4 の埋土 2 層から

3 層にかけて赤彩の高杯 075 が出土した。レベルから床面と認定される土器は北壁側の大形の赤彩壺 073

と南西壁側に正位で出土した赤彩鉢 A074 のみである。その他は床から数 cm 浮いた 3 層レベルから散漫

に出土し、一括土器は見られない。良好なミガキの壺 078 は破片の 1/2 が南側の出入口ピット P8、残り

が埋土から出土している。埋土からはニホンジカの末節骨近位焼骨片など焼骨が出土した。石器は東側か

ら太型蛤刃石斧 S097、南側周溝内からはみがき石 S148、南西部床面からは土器片加工円板 566 がみられ

る。土器片加工円板は A 類 566・567、B 類 568 ともに出土している（第 71 図）。時期：ピットと床面レ

第２節　遺構と遺物の出土状況
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ベル出土遺物でも栗林 3 式に相当する壺 078・鉢 074 と後期の様相がみられる壺 073・高杯（もしくは鉢 B）

075 がみられ、比定が難しいが、栗林 3 式から後期に向かう過渡的段階と捉える。

SB14［遺構：第 23 図 PL6、土器：第 63 図 PL21、石器：第 77・78 図］

位置：3 区、Ⅱ N05・10、Ⅱ O01・06 グリッド。検出：Ⅲ層中位～Ⅳ層上面。検出は、他の住居跡同様で

Ⅲ層と埋土の見分けがつかなかったため、Ⅲ層中位からⅣ層上面まで重機で掘り下げてプランを確定させ

た。検出した遺構プランは、ボックス工事側に延びており、その境界の壁面を断面観察に用い、その壁際

に先行トレンチを設定した。トレンチでは床を確認できず住居跡と確定できなかった。平面プラン内を掘

り下げる中で、壁の立ち上がりを検出できたことから竪穴住居跡とした。なお、ボックス工事側に遺構が

延びていたため、協議してボックス工事側にできる限り拡張して調査した。重複関係：SK020・105 と切

り合うが新旧不明である。埋土：3 層に分かれる。3 層の黒色土を主体とし、その上層に灰白色粒を多量

に混入した 1 層が形成されている。構造：長軸 6.60m、短軸 5.28m で平面形は北東隅がかなりの丸みをも

つ隅丸長方形、主軸方向は真北である。壁高は 32cm である。主柱穴は P1・3・4 があり、P2 は支柱穴と

みられ他の柱穴と比較して浅い。炉：不明。出土遺物：住居跡北側に床面から 5 ～ 10cm 程度浮いた 3 層

レベルから良好な一括土器がみられる。まずの甕 014 と鉢 C015 は横に押しつぶされた状態で出土し、そ

の脇から櫛描波状文と廉状文が施された甕 016 が出土している。一方、南側の 3 層レベルからは櫛描横羽

状文が 2 段にわたり密接に施文された甕 019 が出土している。石器は、北東壁際の 3 層下部から床面レベ

ルに磨製石鏃 S016・017、磨製石鏃未製品 S018 が、P3 の北西側に磨製石鏃未製品 S019 がみられる。時期：

床面～ 3 層レベルの遺物から弥生後期前半段階とみられる。

SB15［遺構：第 24 図 PL6・7、土器：第 63 図 PL22、石器：第 75・76・79・83・85 図］

位置：6 区、Ⅱ J21・22、Ⅱ O01・02 グリッド。検出：Ⅲ層中位～Ⅳ層上面。調査区東側の断面付近でⅢ

層中から礫や土器が比較的まとまって出土し、人力による検出に切り替えた。しかし、Ⅲ層中での検出は

できず、Ⅳ層上面近くまで掘り下げた段階で平面プランを確定した。重複関係：なし。埋土：上層に多量

の礫が混入していた。床面直上には炭化材が残る黒色土層が形成されていた。炭化材は住居跡の壁際に

比較的多かった。また、礫集中層から床面近くにかけて動物骨片と見られる骨が点在していた。構造：

長軸 6.16m 以上、短軸 4.12m の隅丸長方形、主軸方向は N37°W である。壁高は 22cm で緩やかに立ち上

がる。10cm 程度の掘り方をもつ。主柱穴は P1 ～ 4 である。いずれも平面形は径 20cm 前後の円形、深

さは 40cm 程度で、他の住居跡と比較して規模も小さく浅い。南壁中央寄りに 2 本 1 対となる出入口ピッ

トの P5・7 がある。これらは主柱穴より浅く 30cm 程度である。炉：主柱穴の P1・2 間の中央に位置し、

浅い掘り方をもつ地床炉。掘り方規模は径 70cm の円形で、その中央付近の 30 ～ 40cm 前後の範囲に焼

土層が形成されている。出土遺物：1 層内の床上 10cm 程度から床面にかけて炭化材が多量に出土し、さ

らにその 10cm 程度上から直径 10 ～ 20cm 程度の大量の礫が出土した。その中には扁平片刃石斧 S040 が

含まれていたが土器はほとんどみられなかった。土器は炭化材中から床面レベルにかけて3点が出土した。

そのうち南西隅の赤彩鉢 B039 は伏せた状態で、南東部壁際の鉢 A045 は正位で、その北側の壺 044 は頸

部以上のみを切断して伏せて出土した。特に壺 044 は口縁部のみが煤けているため、炭化材が焼けてまだ

熱をもった状態の折にこれらの土器が配置された可能性が考えられる。また、動物骨はシカの歯（B036・

037・038）やその他の焼骨が 1m ほどのエリアに集中している。この他、住居跡南壁近くの同レベルから

は石鏃 S168 と砥石 S344 が出土している。時期：上記 3 点の土器から、本住居の廃絶時期は、後期前半

に比定される。

第４章　森平遺跡
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SB16［遺構：第 25 図 PL7、土器：第 64 図 PL22、石器：第 75・77・80 図］

位置：3 区、Ⅱ I15・20、Ⅱ J11 グリッド。検出：Ⅲ層中位～Ⅳ層上面。重機によるⅢ層掘り下げの際、

遺構とみられるプランの一部を検出した。Ⅲ層中ではプラン確定ができないため、Ⅳ層上面まで剥き取り

確定させた。この時点では、軟弱な床面が削れる状態となってしまった。先行トレンチを設定したが、壁

の立ち上がりを確認できなかった。床面の大半が礫層上で、明確な床はわからなかった。炉も焼土が残らず、

その位置から炉とした。本住居跡の西側は、H17 年度調査 1 区となることから、重機によるⅢ層の掘削時

に削平した可能性が高い。重複関係：位置から SK019 と切り合いが想定されるが新旧不明である。埋土：

北壁際に黄褐色土ブロックを含む層があり、その上層に黒色土を中心とした堆積が認められた。焼土・炭

化物を若干含んでいる。構造：長軸 5.32m、短軸 4.56m の隅丸長方形、主軸方向は N17°E である。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、壁高は 24cm である。主柱穴は P1 ～ 4 で、うち P2 は広い掘り方をもち一番深い。

また、P3 上部から礫がまとまって出土した。P5 は掘り方の一部を捉えた可能性が高い。炉：ほぼ中央に

位置した浅い掘り方をもつ地床炉。地山に混入する礫上に設定されたためか、焼土はほとんどない。出土

遺物：北東隅の床面レベルに遺物が集中して出土している。北壁付近には口唇部に刻みの入った三角形状

突起、頸部に横走沈線文（頸部文様帯技法 a）をもつ壺 060、北東隅には格子目状に櫛描文が施された甕

061 が横転状態でほぼ完形で出土した。その他、脚部が水平に切断された台付甕 062、楔形石器 S213 がみ

られる。また、西側の検出面からは釘 M4 が出土しているが本住居跡に確実に伴うかどうかは不確定であ

る。時期：床面レベルの土器から栗林 2 式新段階に比定したい。

SB17［遺構：第 26 図 PL7、土器：第 64 図 PL22、石器：第 77 ～ 79・81 図］

位置：6 区、Ⅱ J07・12 グリッド。検出：Ⅲ層中～Ⅳ層上面。重複関係：SD12 と切り合う可能性がある

が、Ⅲ層を掘り下げて検出したため明らかでない。埋土：焼土の有無で 2 層に分かれる。2 層中から床面

にかけて炭化材が検出されている。構造：長軸 5.44m、短軸 4.88m の隅丸長方形、主軸方向は N23°E で

ある。壁高は 22cm である。主柱穴は P1・2・6・7 で、P4・8 が支柱穴とみられる。南壁際にある P3・

5 は出入口ピットと考えられる。炉：切り合う 2 基が住居中央付近で検出された。炉は新しいものを炉 1、

古いものを炉 2 とした。いずれも土器埋設炉と考えられる。炉 1 は壺、炉 2 は甕が用いられている。掘り

方は、用いられた土器より一回り大きく掘られている。2 基の炉からそれぞれの中軸上に合う支柱穴の配

置をみると、炉 1 は P8、炉 2 は P4 が中軸上に合う。このことから炉の作り替えに伴い支柱穴の位置も替

えた可能性もあろう。出土遺物：炉 1 の炉体土器として壺 096（正位）、壺 097（逆位）、壺 098 がみられ、

特に 097 と 098 が同一個体の可能性が高い。炉 2 の炉体土器としては頸部に簾状文、胴部にやや乱れた櫛

描縦羽状文をもつ甕 099 がみられる。埋土下層から床面に広がる焼土、炭化材を伴うレベルから床面にか

けて土器・石器が出土している。そのうち床面レベルでは口唇部に隅丸三角形状突起、Ⅱ文様帯に頸部文

様帯技法 c による横走沈線文、Ⅲ文様帯に櫛描垂下文 a と押し引き文が施された壺 110 が、その北西から

台付甕 109 等が出土した。また炉 2 の北側から土器全体の外面がかなり煤けた赤彩小形壺 296 が、炭化材

に伴う 2 層レベルからは壺か甕の底部 103 が逆位で出土した。住居出入口ピット上 2 層下部レベルの赤彩

鉢 101 は、内外表面がパッチ状に剥落している。石器は 1 層から出土していて、北東側に磨製石鏃未製品

S021、東側に石槌 S149 がみられる。時期：炉出土土器から栗林 3 式の段階に比定できるが、栗林 2 式新

段階の土器が混在している。

SB18［遺構：第 27 図 PL8、土器：第 65 図 PL23、石器：第 79・82 図］

位置：3・6 区、Ⅱ J16 グリッド。検出：Ⅲ層中位～Ⅳ層上面。重機によるⅢ層掘り下げ中に黒褐色土の

第２節　遺構と遺物の出土状況
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広がりを確認した。人力による検出作業で南半分をかく乱された住居跡と確定した。北半部は通常通りの

調査を行い、南半部はかく乱を掘り下げ残存ピットや周溝の検出を行った。重複関係：なし。埋土：黒褐

色土の堆積層のみ確認した。構造：長軸 3.76m 以上、短軸 2.04m 以上の隅丸長方形、主軸方向は N7°E

である。壁高は残存した北壁側で 12cm。主柱穴は P1 ～ 4 である。P5・6 は、住居範囲内に収まるため

本住居跡に含めているが、本住居跡のものか判断がつかない。炉：主柱穴配置からみてほぼ中央にある。

浅い掘り方をもつが、礫等を据えた痕跡が確認できなかったことから地床炉とみる。出土遺物：住居跡北

壁際の床面レベルから頸部横走沈線文（頸部文様帯技法 a）の壺 064 と磨石 S146 が出土し、床から 3cm

程度浮いて櫛描波状文の甕 065 が一括出土している。時期：遺物が少ないが、床面レベルの土器から栗林

3 式の段階とみられる。

SB20［遺構：第 28・29 図 PL8、土器：第 65 図 PL23］

位置：5 区、Ⅱ E21・22 グリッド。検出：Ⅲ層中位～Ⅳ層。重機による表土剥ぎの段階で遺物量や炭化物

粒が多く出土し、遺構の可能性があったため掘削を止め検出作業をした。その結果、住居跡であることを

確認したが、すでに大半を削平してしまった。重複関係：SB23 を切る。埋土：炭化物粒がわずか混入し

ていたがⅢ層と埋土の見分けがつかなかった。構造：長軸 4.88m、短軸 4.32m の隅丸長方形、主軸方向は

真北である。壁高は 20cm で、やや傾斜角をもって立ち上がる。周溝は検出されたが全周したか不明。主

柱穴は P1 ～ 4 で、長方形プランに則して配置されている。P5 は出入口ピットと考えられる。炉：削平し

ているが礫等の抜けた痕跡がみられないことから掘り込みをもつ地床炉であろう。位置は、住居ほぼ中央

に設けられている。出土遺物：本住居跡 P5 内から非常に精製された胎土の壺 154 が胴下半部から上を切

断された状態で正位に埋設された状態で出土した。下半部内側から外に向かって 1.3cm 程度の孔が穿孔さ

れている。住居入口に関わる祭祀との関係が推測される。時期：壺 154 の胴部の張りがかなり強く底部が

すぼまるため、栗林 3 式の段階の可能性がある。

SB21［遺構：第 30 図 PL8、土器：第 65・66 図 PL23、石器：第 78・79・81・85・88 図］

位置： 3 区、Ⅱ D25、Ⅱ I05 グリッド。検出：Ⅳ層上面。重機でⅢ層上位から掘り下げ、Ⅳ層上面で検出した。

本住居跡の西側は、H17 年度調査 1 区となることから、重機によるⅢ層の掘削時に削平した可能性が高い。

重複関係：他遺構との切り合いはないが、柱穴数、炉数から、改築が複数回行われたと想定される。埋土：

Ⅲ層とほとんど区別が付かない。構造：長軸 6.64m、短軸 4.00m 以上の隅丸長方形、主軸方向は真北である。

壁高は 24cm である。炉：2 基を検出した。炉 1 の石囲炉と炉 2 の土器埋設炉がある。床に石が露出して

いることから、石囲炉が新しいと判断する。ピットは21基確認したが、主柱穴の組み合わせは不明。ただし、

炉を中軸線上としてみた場合、炉 1 は P14・17・18 が、炉 2 は P12 が出入口ピットと考えられる。よって、

この出入口ピットの位置関係から南側へ大きく拡張された住居跡と理解しておきたい。出土遺物：炉 1 に

は壺 123 の底部が割られて正位で敷かれ、破断面が被熱により赤化し内面が剥離している。また北側の炉

2には壺125（頸部文様帯技法a）が逆位で埋設されている。P13の 1層上部からは赤彩高杯126が出土した。

埋土出土遺物で最も床面に近いものは P13 の脇から正位で出土した甑（有孔鉢）128 でその他は顕著では

ない。また南側 1 層下部の床より 5 ～ 10cm 高いレベルから集中出土した土器には口縁部に波状沈線文が

施された受け口状口縁の壺 131、円形浮文が貼付されたコの字重ね文の台付甕（もしくは甕）136 と台付

甕 135 がみられる。また南壁際の 1 層のかなり上部から出土した赤彩鉢 C151 は、口縁部内外面ともに口

縁の沈線上 3cm 程度の部分のみに赤彩が良好に残存し、それ以下は、部分的にしか残っていない。残存

部分は明らかに故意に赤色顔料を塗布した部分、少ない部分はミガキの際に赤彩が誤って付着したものの
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本来の意図的な赤彩は施さなかった部分と考えられる。その他、埋土からは台付甕と推測されるミニチュ

ア土器 149 も出土している。石器は、床面直上から凹石 S092 が出土した（現場所見）。時期：炉と 1 層の

出土遺物から栗林 3 式段階とみられる。その他、埋土から棒状の鉄製品 M5・M6 が出土している（PL34）。

いずれも混入品であろう。

SB23［遺構：第 28・29 図 PL8、土器：第 66 図 PL23、石器：第 74・85 図］

位置：5・6 区、Ⅱ E21・22、Ⅱ J01・02 グリッド。検出：Ⅳ層上面。重機による表土剥ぎ段階で、土器

小破片が比較的多く認められたため、Ⅲ層中位からトレンチ調査に切り替えた。しかし、明確な壁の立

ち上がりや床面を特定できず、再度重機による剥き取りを行った。当初はプランがはっきりせず切り合

うように見えたため、北側部分を SB22、南側を SB23 として調査を開始した。Ⅳ層が見えた所でようや

くプランを確定したが同一遺構として取り扱うまでには至らなかった。本格整理作業の段階で主柱穴の

配置などから同一遺構と判断した。なお、遺構番号の統廃合の決定に際し、遺物出土量の多い SB23 を残

し SB22 を欠番とした。遺物は取り上げ位置が残るよう遺物の注記までは変更していない。重複関係：

SB20、SK023、SD12 に切られる。埋土：砂礫混じりの黒色土が主体だが、Ⅲ層との区別がつかない。構造：

長軸 7.12m、短軸 3.92m 以上の隅丸長方形、主軸方向は真北である。壁高は 40cm である。主柱穴は P2・3・

7・10 で、東側の主柱穴との間に支柱穴の P1 が設けられている。主柱穴 P7 と切り合う P8 は旧主柱穴と

考えられる。その他にピットが 6 基検出されている。P1・11 を 2 本 1 対の出入口みた場合北側に出入口

を設けた主軸方向を真南にもつ住居跡となる。炉：不明。出土遺物：遺物はいずれも床面から 10cm 程度

浮いて出土した。住居跡中央部では、胎土に微細な白色粒子を含み口唇部に鋭い刻み文をもつ壺 172 と櫛

描縦羽状文の甕 171 が共伴し、P3 脇からは壺 301、東壁際からは壺の胴部を表現したミニチュア土器 569

が出土している。口唇部内面に山形沈線文、頸部に刻みを伴う横走沈線文（頸部文様帯技法 B）が施され

る壺 176 は埋土と床下出土の破片が接合している。299 は本住居跡内から出土してはいるが、包含層から

の落ち込みの可能性もある。石器は南壁際床面には石皿 S347、南東隅には太型蛤刃石斧 S076 がみられる。

時期：床下と埋土出土土器から、栗林 2 式古～新段階の段階と考える。

2.　掘立柱建物跡
　掘立柱建物跡としたものは 9 棟あり、調査区の南側に偏って検出された。規模は 1 間× 1 間から 1 間×

5 間で、竪穴住居跡に比べて小規模な柱穴もある。検出面は基本土層Ⅲ層下部からⅣ層にあたり、古代以

降の溝跡と考えられる SD01 に ST04・07・08 が切られている。また、掘立柱建物跡とした中には、焼土

や石皿を有する ST08 など、竪穴住居跡の柱穴の可能性が考えられる遺構があるが、ここで扱う。なお、

ST03・09・11・12 は欠番である。

ST01［遺構：第 31 図 PL8］

位置：1 区、Ⅱ H13・14・19 グリッド。構造：柱穴の配置は 1 間× 3 間で、主軸が N60°E、梁行 2.48m、

桁行 3.36m である。出土遺物：弥生土器小片が出土している。時期：検出状況から、弥生時代。

ST02［遺構：第 31 図 PL8、石器：第 87 図］

位置：1 区、Ⅱ I06・07・11 グリッド。重複関係：SB04 と切り合うが、新旧不明である。構造：柱穴の

配置は 1 間× 4 間で、主軸が N43°E、梁行 2.48m、桁行 4.28m である。出土遺物：弥生土器小片と軽石

製品 S100 が P9 から出土している。時期：検出状況から、弥生時代。
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ST04［遺構：第 31 図 PL9、土器：第 66 図 PL24］

位置：1 区、Ⅱ I13・18 グリッド。重複関係：SD01 に切られる。P3 は一部かく乱されている。構造：柱

穴の配置は 1 間× 2 間で、主軸は N45°E、梁行 1.68m、桁行 2.40m である。出土遺物：P2 埋土上部から

正位で出土した 524 は甑（有孔鉢）で種子圧痕が内外面にみられる。P7 埋土上部からは壺 528 が出土し

ている。時期：ピット内出土土器から栗林 2 式新段階に比定したい。

ST05［遺構：第 32 図 PL9、土器：第 66・67 図 PL24］

位置：1・2 区、Ⅱ I19 グリッド。検出：P3 を含む、断面観察の結果からは、竪穴住居跡にみられる壁の

立ち上がりが観察された。このため、本址は竪穴住居跡と判断するが、整理経過を考慮して、本項で掲載

してある。構造：柱穴の配置は 1 間× 1 間で、主軸は N20°E、梁行 1.68m、桁行 2.80m である。他と比べ、

穴の形状が大きい。出土遺物：中央やや西寄りに一括土器がみられ、壺 520、櫛描波状文の台付甕 523、

赤彩壺 527 などがある。時期：出土遺物から栗林 3 式～後期の時期幅でとらえたい。

ST06［遺構：第 33 図］

位置：1 区、Ⅱ H20、Ⅱ I16 グリッド。重複関係：SB03 と切り合うが、新旧不明である。構造：柱穴の

配置は 1 間× 4 間で、主軸は N72°E、梁行 2.44m、桁行 4.20m である。出土遺物：なし。時期：検出状

況から弥生時代。

ST07［遺構：第 33 図 PL9］

位置：1 区、Ⅱ I12 グリッド。重複関係：SD01 に切られる。SB07 と切り合うが、新旧不明である。構造：

柱穴の配置は 1 間× 5 間で、主軸は N35°W、梁行 2.48m、桁行 5.68m である。出土遺物：弥生土器片が

少量出土している。時期：検出状況から弥生時代。

ST08［遺構：第 33 図 PL9、石器：第 85 図］

位置：1 区、Ⅱ I13 グリッド。検出：焼土が認められたが、柱穴検出面より浮いた状態で確認されてい

る。竪穴住居跡が後世に削平され、ST05 と同様に、柱穴が検出された可能性が考えられる。重複関係：

SD01 に切られる。構造：柱穴の配置は 1 間× 1 間で、主軸は N15°E、梁行 2.16m、桁行 2.56m である。

出土遺物：輝石安山岩の石皿 S354 が出土している。時期：検出状況から弥生時代。

ST10［遺構：第 33 図 PL9］

位置：2 区、Ⅱ I18・23 グリッド。重複関係：SD06 と切り合うが、新旧不明である。構造：柱穴の配置

は 1 間× 2 間で、主軸は N25°W、梁行 2.24m、桁行 3.20m である。出土遺物：弥生土器片が少量出土し

ている。時期：検出状況から弥生時代。

ST13［遺構：第 21・22 図 PL9、土器：第 67 図 PL24・25］

位置：2・3 区、Ⅱ I19・20・24・25 グリッド。検出：P5 の北側で、一部竪穴住居跡の立ち上がりが検出され、

本址は竪穴住居跡の柱穴と判断したが、整理経過を考慮して、本項で記述した。本書 P37 の SB13 の記述

も参照されたい。重複関係：SB13 に切られる。一部かく乱されている。構造：柱穴の配置は 1 間× 2 間で、

主軸は N65°E、梁行 2.20m、桁行 4.16m である。他と比べ、穴の形状が大きい。また SK093 は、位置関

係から本址ピットの可能性もある。出土遺物：P1 から赤彩の施された壺 093 と口縁部下に櫛描簾状文頸
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部に櫛描線文が施された甕 094 が出土した。また P2・P5 と床面レベルから赤彩高杯 095 が、P5 脇の床

面からは壺 092 が出土している。またミニチュア土器 564 は鉢 A とみられる。時期：出土遺物から栗林

3 式段階とみられる。

3.　土坑
　検出された土坑 100 基は多くがピット状で、ここでは比較的規模の大きい土坑 6 基について記述する。

検出面は、基本土層Ⅲ層下部からⅣ層にあたる。

SK001［遺構：第 35 図 PL10、土器：第 67 図 PL25、石器：第 81 図］

位置：1 区、Ⅱ H09 グリッド。ST01 の北東にある。埋土：2 分層される。構造：長軸 168cm、短軸

102cm の長方形を呈する。断面径は鍋底状で、検出面からの深さは 29cm。出土遺物：1 層から栗林式の

小破片が出土し、1 層下部から壺 502 の口縁部から頸部が出土した。胎土が白色緻密で、口縁部は緩く外

反しており、本土坑も含めて他の栗林式土器とは著しく異なる。口縁部には 0 段多縄 LR（ℓ 3）縄文が

横方向に 4 列以上回転施文され、幅の広いⅠ文様帯が形成されている。頸部には 1 条の横走沈線文が施さ

れ、それ以下の頸部は無文である。これは駿河湾地方に分布する有東式の壺と考えられる（註 2）。1 層か

らは敲石 S111 も出土している。時期：栗林 2 ～ 3 式の段階の範疇とらえる。

SK003［遺構：第 35 図 PL10、土器：第 67 図 PL25］

位置：1 区、Ⅱ I18 グリッド。SD06 に隣接する。北東側はかく乱を受ける。埋土：6 分層される。構造：

長軸 190cm、短軸 78cm の長楕円形を呈する。断面形は鍋底状で、検出面からの深さは 32cm。出土遺物：

埋土から外面に赤彩が施された蓋 503 が出土している。時期：出土遺物から、弥生時代中期。

SK010［遺構：第 35 図、土器：第 67 図 PL27、土器片加工円板：第 71 図 PL27、石器：第 76 図］

位置：2 区、Ⅱ I17 グリッド。SK003 の南西にある。埋土：4 分層される。構造：長軸 208cm、短軸

160cm の楕円形を呈する。断面形は鍋底状で、検出面からの深さは 46cm。出土遺物：3 層から、Ⅰ・Ⅱ・

Ⅳ文様帯をもつ壺 505 が出土した。頸部横走沈線文の文様帯技法は b であり、胴部に沈線による連弧文 a

が施されている。また、甕 506 は口縁部に櫛描波状文、円形浮文が貼付され、甕（もしくは台付甕）507

は胴部にコの字重ね文、甕 508 は口縁部が縄文のみである。また、埋土から C 類の土器片加工円板が出

土している。石器は打製石斧 S353 のほか、石鏃、砕片、剥片が出土した。時期：出土遺物から栗林 2 式

新段階に比定する。

SK011［遺構：第 36 図、土器：第 68 図 PL25、石器：第 80 図］

位置：2 区、Ⅱ H20、Ⅱ I16 グリッド。SB03 の南にある。埋土：6 分層され、埋土中位で焼土塊が認められた。

構造：長軸 136cm、短軸 110cm の不整円形を呈する。断面形は鍋底状で、検出面からの深さは 23cm。出

土遺物：5 層から受口状口縁で頸部に 1 条の横走沈線文と横羽状沈線文を有する赤彩壺 509 が出土してい

る。石器は黒曜石の石核 S224 が出土している。時期：出土土器から栗林 2 ～ 3 式の段階に比定する。

SK020［遺構：第 36 図、土器：第 68 図 PL25］

位置：3 区、Ⅱ N05 グリッド。重複関係：SB14 と切り合うが、新旧関係は不明である。埋土：黒色土の

単層で、多くの礫が混入する。構造：長軸 83cm、短軸 62cm の楕円形を呈する。断面形は鍋底状で、検
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出面からの深さは 22cm。出土遺物：埋土の下層から胴部が球形の台付甕 510 が出土している。頸部の櫛

描直線文と胴部の細い櫛描波状文が横流れする構成から後期に入る時期か。時期：出土土器から弥生時代

後期か。

SK024［遺構：第 36 図 PL10、土器：第 68 図 PL25］

位置：5 区、Ⅱ E16・21 グリッド。SB20 の北にある。重複関係：SD11 に切られる。埋土：2 分層される。

構造：長軸 234cm、短軸 154cm の楕円形を呈する。断面形は不整形で、検出面からの深さは 28cm。出土

遺物：1 層ないしは 2 層との境から壺 181、櫛描縦羽状文の甕 183 などが出土した。時期：栗林 2 ～ 3 式

の段階とみられる。

4.　焼土跡
　検出面に焼土の広がりが認められた箇所が 3 地点あり、焼土跡として扱う。なお、整理作業以前に SF4

とした焼土跡は、ST13 に伴うものとして欠番とした。

SF1［遺構：第 36 図］

位置：3 区、Ⅱ I05・10 グリッド。SB21 の南にある。構造：長軸 44cm、短軸 18cm の不整形を呈する。

地床炉跡か。出土遺物：なし。時期：検出状況から弥生時代。

SF2［遺構：第 36 図、石器：第 76 図］

位置：6 区、Ⅱ O01 グリッド。SB14 の東にある。構造：長軸 80cm、短軸 48cm の不整形を呈する。地床

炉跡か。出土遺物：弥生土器片が少量とデイサイトの打製石斧 S351 が出土している。時期：検出状況か

ら弥生時代。

SF3［遺構：第 36 図］

位置：3 区、Ⅱ I20、Ⅱ J16 グリッド。SB13 の東にある。構造：長軸 42cm、短軸 40cm の円形を呈する。

地床炉跡か。出土遺物：弥生土器片が少量出土している。時期：検出状況から弥生時代。

5.　溝跡
　検出された溝跡は 11 条である。検出面は基本土層Ⅲ層下部からⅣ層にあたるが、耕作地境の段差など

により、全容を確認できない溝跡や切り合う溝跡の埋土が分け難いこともあった。各溝跡の時期的な把握

は、調査区西壁の土層観察により、一定程度解釈できる。その結果、SD03 → SD04 → SD02 の順で新し

くなる。SD01 と SD03 は接するが、土層観察からは両溝跡は切り合う関係になく、分岐すると判断して

いる。また、SD08 は基本土層Ⅲ層中での掘り込みで、SD03（SD01）より古い段階の溝跡と理解し、弥

生時代の竪穴住居跡と同時期の溝跡と考えている。SD12 は耕作地の段差により、北側ではプランが確認

できず、プランの確認できた南側部分では、SD11 が重なるため、整理段階では、同一の溝跡であったと

解釈した。以上のことから、溝跡の概要は以下の通りにまとまる。

　　①　SD08 は弥生時代の竪穴住居群を囲む環濠と考えられる。

　　②　SD01・03 は古代以降の何らかの区画溝と考えられる。また、SD11・12 は東西に湾曲して存在　

　　　　する点が似ているため、同様の溝跡と考えられる。

　　③　SD04・02 は、SD01 利用後にできた溝跡と考えられる。

第４章　森平遺跡
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　以下、比較的規模の大きな溝跡について記述する。

SD01［遺構：第 43・44・46 図 PL10、土器：第 68 図 PL25、石器：第 76 図］

位置：1 区、Ⅱ D04 グリッドほか。SD03 は SD01 から分かれる溝跡と考えられる。重複関係：ST04・

07・08 を切る。埋土：は黒褐色土を主体とし、2 分層される。南側の 2 層中には多量の礫が混入し、

SD03 も同様である。構造：1 区北端から一部途切れながら、南に蛇行して伸びて南側で直角に曲がる。

長さ 79.5m、最大幅 2.0m、深さ 6 ～ 36cm である。断面形は鍋底状である。出土遺物：埋土から須恵器杯

B446 と灰釉陶器 447 が出土している。また、さほど高齢ではないウマの上顎第一切歯、ニホンジカの歯片、

粘板岩の打製石斧 S348 なども出土している。また、寛永通宝 M3 が 1 点出土した。時期：寛永通宝が出

土したことにより、近世とみられる。

SD08［遺構：第 45 図 PL10、土器：第 68 図 PL25］

位置：1・3・5 区、Ⅱ D13 グリッドほか。埋土：黒～黒褐色土を主体とする。構造：調査区北側に東西に

湾曲して伸び、西側が SD01 の手前で止まる。東側は調査区外に伸びる。長さ 46.0m、最大幅 3.0m、深さ

31 ～ 99cm である。断面形は鍋底状である。出土遺物：埋土から頸部文様帯技法 c の壺 197、同技法 c と

推測される壺 512、長大な無文の頸部をもつ壺 199、口縁部の外反が弱い赤彩の壺 515 などが出土している。

また、内外面に全面赤彩が施された鉢 C198 や赤彩ミニチュア土器の鉢 A200 もみられる。時期：土層観

察および多様な壺の形態から栗林 2 ～ 3 式の段階ととらえる。

SD11・12［遺構：第 44・46 図、土器：第 68 図 PL25］

位置：5・6 区、Ⅱ E11 グリッドほか。重複関係：SD11・12 は平面的に重なり合うが、同一の溝跡と考え

られる。SK024 を切る。埋土：にぶい黄褐色の砂礫層である。構造：南北に湾曲して伸びる、北側はプ

ランが不明瞭となり消えてゆく。SD11 で長さ 40.0m、最大幅 0.8m、深さ 3 ～ 16cm である。断面形は皿

状で、埋土はにぶい黄褐色の砂礫層である。出土遺物：埋土から頸部櫛描波状文の甕 194、口縁部まで櫛

描文が施される甕 195 が出土している。時期：出土遺物は弥生時代であるが、南北に湾曲して伸びること

などから、古代以降の溝跡の可能性がある。

6.　遺構外出土の遺物
　森平遺跡出土土器 418kg のうち遺構外からの出土土器は約 165kg に上る。ここでは、そのうち、器形・

文様が判明したものを中心に全体の重量比約 5% にあたる 44 個体を選択して掲載した。

縄文土器［土器：第 70 図 PL26］

　ほとんどが破片で、ごく少数出土した。まず後期称名寺式にあたるものは微隆起線文の深鉢 307、圧痕

隆帯文をもつ深鉢 240 と内面に突起を有する浅鉢 302、堀之内 1 式にあたるものは口唇部の波頂部が 2 箇

所残存している深鉢 236、加曽利 B2 式は鉢 239 である（註 3）。これらは摩耗が比較的少ないうえ、5・6

区の弥生の包含層より下層からまとまって出土しており、弥生時代を中心とした包含層Ⅲ層の下に、縄文

時代の包含層が存在したと考えられる。

弥生土器［土器：第 69・70 図 PL26・27］

　各区からほぼまんべんなく弥生中期の土器が出土している。壺 214 は、Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ文様帯を有し、頸部

第２節　遺構と遺物の出土状況
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に横走沈線文（頸部文様帯技法 a）、胴中央部から下半部には横走沈線文間に山形沈線文、その下位に沈

線による縦羽状文の組み合わせによる重山形文に類似した特徴的な文様が描かれており、栗林 2 式新段階

の壺と考えられる。このような文様構成自体は佐久市五里田遺跡などにもみられる（佐久市教委 1999）。

栗林式の重山形文は通常 1、2 本の山形沈線文で区画を施し、その内部に交互に沈線を沿わせるが、こち

らは沈線を 1 本ずつ組み合わせ、頂部で交差させていて重山形文とは異質である。このモチーフに類似し

たものに東北南部の弥生時代中期後半にあたる円田式土器の典型的な壺がある。施文工具と施文部位に違

いがみられるが、構成、条数等はかなり類似している（註 4）。この他の壺には赤彩が施された無文の 216

や、良好なミガキを伴う赤彩が施された長頸壺 310、口縁内面に山形沈線文が施される赤彩壺 306 が特徴

的である。甕は、受け口状で口縁部と胴部に櫛描波状文を有する甕 229 や、口縁部に山形沈線文、胴部に

櫛描波状文が施された甕 223・305、胴部に櫛描羽状文が展開する甕 529・453 がみられ、口縁部がかるく

外反する甕 224 もみられる。また、文様が施文されていない甕 304 の内外面には爪痕に類する痕跡もみら

れる。鉢 C530 は無文で、口縁部には 2 穴の孔がみられる。底部付近には指オサエ痕がある。台付甕には

211、303、539 が該当し、コの字重ね文が施され、円形浮文が添付されている。高杯は、頂部に縦刻み文

のある凸帯が添付される 545 が出土しているが、杯部を欠損（もしくは故意の破損）し、その破断面がか

なり摩耗した状態であった。一方 3・6 区から杯部 322 が出土していて、破断面が摩耗しているため 545

と完全に接合はできないが、非常に類似した法量と特徴がみられる。また、高杯の脚部 542 は SB07 の

442（第 56 図）に類似している。こちらも大きな透かしが 5 箇所みられ、脚部内面中央から下方向に下が

る突起の残欠があり、2 孔が穿たれていたと推測される。326 は後期に入る時期の甕とみられる。

土師器［土器：第 69・71 図 PL27］

　1 区Ⅱ D25 グリットからは古墳時代後期以降の甕 210、5 区からは古墳時代中期の高杯 241・242、3・6

区から高杯 314・321 が出土している。

ミニチュア土器［土器：第 71 図 PL27］

　遺構外から 4 点出土している。高杯の杯部 320、同脚部 317・328、尖底気味の鉢 319 がみられ、うち

319 は手づくね土器である。

土器片加工円板［土器：第 71 図 PL27］

　遺構外からは 12 点出土している。松原遺跡（青木 2000）に準じて、両面穿孔がなされたものを A 類。

片面から穿孔が行われたが途中で停止し孔が貫通していないものを B 類、穿孔がなされないものを C 類

とした。このうち A 類は 219、550、556、559 で、556 と 559 は内外面から穿孔しているが他は一方向の

みからの穿孔である。B 類は 558 と 563、C 類は 555、557、560、561、562、571 が該当する。

金属器［PL34］

　遺構外出土資料については、いずれも出土地不明もしくは検出面などである。また SB21 の南西側は遺

跡の範囲外であり、混入の可能性も全くないとは言い切れない。

（註 1）小山岳夫氏のご教示による。
（註 2）石川日出志氏のご教示による。
（註 3）綿田弘実主任調査研究員の教示による。
（註 4）須藤隆氏のご教示による。
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0 （1:40） 1m

0 （1:80）

■  骨

2m

土器1：12

1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。    
   １層よりやや明るい。
3 黒褐色（7.5YR3/2）粘性・しまり弱。焼土混入。
4 暗赤褐色（5YR3/3）粘性・しまり弱。焼土・炭化物・黒色土混入。
5 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

炉
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。

P1・2・4・6
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
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1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
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0 （1:80） 2m

土器1：12

Ⅰ 表土
 1 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。炭化物混入。住居立ち上
    がり不明。
 
 P1・2・4・5
 1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロッ
    ク混入。（柱痕）
 2 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘性・しまり強。炭化物・黄褐色
    土ブロック混入。
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0 （1:40） 1m

0 （1:80） 2m

1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物混入。
   黄褐色土ブロック混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物多量混入。 
   焼土ブロック・黄褐色土ブロック混入。
3 にぶい黄褐色土（10YR4/3）粘性弱・しまり強。
   黒色土ブロック少量混入。（貼床）

炉
1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。焼土ブロック
   微混入。黄褐色土ブロック混入。

P1 ～ 3・5
1 黒色（10YR2/1）粘性弱。しまりなし。炭化物混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。黄褐
   色土ブロック多量混入。

床下 P1
1 褐灰色（10YR4/1）粘性・しまり弱。黄褐色土ブ 
   ロック混入。

床下 P2・3
1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。炭化物微量
   混入。
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土器・石器　1：12
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0 （1:80） 2m

0 （1:40） 1m

土器1：12

1 黒色（10YR2/1）粘性弱。しまりあり。黄褐色土粒・炭化物粒混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性ややあり。しまりあり。黄褐色土粒増加。1 層より暗い。
3 黒褐色（10YR3/1）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック混入。
4 黒褐色（10YR2/2）粘性あり。しまり強。黄褐色土ブロック多量混入。

炉
1  黒褐色（10YR2/2）粘性ややあり。しまりあり。黄褐色土ブロック・粒子・焼土粒子微量混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性強。しまりややあり。黄褐色土ブロック・粒子・焼土粒子・炭化物粒子少量混入。
3 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性ややあり。しまり強。黄褐色土ブロックを主体に黒色土混入。
4 黒褐色（10YR2/2）粘性あり。しまり強。黄褐色土ブロック多量混入。

P1 ～ 5
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまりあり。黄褐色土ブロック混入。

P6
1 褐灰色～黒褐色（10YR2/2）粘性・しまりあり。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
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0 （1:40）
土器　1:12

1m

0 （1:80） 2m

1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。黄褐色土ブ  
   ロック混入。炭化物微量混入。
2 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘性弱。しまり強。  
   黒色土ブロック少量混入。

P1・2
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。黄褐色粒・
   炭化物粒微量混入。
2 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。黄褐色粒
   の混入が増加。
3 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性ややあり。しま
   り強。黄褐色土ブロックに黒色土などが混入。

P3
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。黄褐色土ブ
   ロック混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。黄褐色土
   ブロック多量混入。

P4・5
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄
   褐色土ブロック微量混入。
2 黒褐色（10YR3/2）粘性弱。しまりあり。黄褐
   色粒やや多量混入。
3 黒褐色（10YR3/1）粘性弱。しまり強。黄褐色
   土ブロック混入。

P6・7
1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。黄褐色土
   ブロック混入。
2 暗褐色（10YR3/3）粘性弱。しまり強。黄褐色
   土ブロック多量混入。
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0 （1:40）
土器　1:12

1m

0 （1:80） 2m

炉 1
1 貼床。

炉 2
1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。焼土・炭化物混入。
2 赤褐色（5YR4/6）しまり強。火床。

P5・8
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック多量混入。

P9・10、SB08 P18
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物混入。

P11
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック・炭化物混入。

P13
1 黒褐色（10YR3/2）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック多量混入。
2 暗褐色（10YR3/3）粘性・しまり弱。

SB08 P17
1 黒色（10YR2/1）粘性弱。しまり強。
2 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック・炭化物混入。

P21
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物混入。

P22
1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック・炭化物混入。

P25・ST07 P26
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。
2 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
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土器・石器・玉類　1：12
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0 （1:40）
土器　1:12

1m

0 （1:80） 2m

1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。（P12）
3 暗褐色（10YR3/3）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。 
   （P14）

炉 1・2
1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 黒色（10YR1.7/1）粘性・しまり弱。炭化物多量混入。
3 暗褐色土（10YR3/4）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

炉 3・4
1 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。黒色土粒混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性・しまりあり。炭・焼土粒混入。
3 赤褐色（10YR4/6）粘性弱。しまり強。ガチガチの焼土。
4 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。黒色土粒子混入。
5 黒色（10YR1.7/1）粘性・しまりあり。炭・焼土粒・灰混入。
6 赤褐色（5YR4/6）粘性弱。しまり強。

P1
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 灰黄褐色（10YR4/2）粘性弱。しまり強。黒色土ブロック混入。

P2
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。

P3
1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

P4
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック入。

P5
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。ローム粒混入。炭粒微量混入。
2 黒褐色（7.5YR3/2）粘性・しまり弱。焼土混入。
3 暗褐色（10YR3/3）粘性弱。しまり強。黒色土ブロック混入。

P6
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物粒混入。
2 にぶい黄褐色（10YR3/3）粘性弱。しまり強。黒色土ブロック混入。

P7・9
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。炭化物・赤色粒・黄褐色土ブロッ
  ク混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。黒色土混入。（貼床）
3 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

P8
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。黒色土ブロック混入。

P10
1 黒褐色（10YR3/2）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック混入。

P11 ～ 13
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。

P15
1 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。黒色土混入。（貼床）
2 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

P16
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

P18・17
1 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘性・しまり強。灰白色粘土塊。

1

炭

12

炭 2

1

e
660.20m

fY 660.20m Z

2

1 1

M
660.20m

NK
660.20m

LG
660.20m

P18・17
P11 P12 P13

P4
P3

P1

H

22 1

A 660.20m B

P12炉1

炉
2

炉
3

炉
4

P14

3

2

1
4

6
3

5
2

2

1

C 660.00m D

2

1 3

2

E
66

0.
00

m
F

I
660.20m

660.20m

P2

P16

J

1

c d

1
2

1

1

a
660.20m

b

P15

W
660.20m

XU
660.20m

V

2

1

S
660.20m

P10P8
P9 P7

TQ
660.20m

R

O 660.20m

P5 P1

P6

P

2

1

1

3

2

2

13

粘土

ⅡO01
かく乱

P1

P4

炉1（新）

炉1（新） 炉2

炉4

炉3

炉2

C D

炉1

炉2

炉3

炉4

A

I

JR
Q

ca

b

M U
V

W

S

K

LL

TY

X

Z ff

e

N d

C E

G

H

O

P

F
D

B

P15 P16

P17
P18

P12

P11

P7P3

P9

P10 P13

P14
P2

P6

P5

P8

E
F

262

第 15 図　SB09　遺構図 1

第４章　森平遺跡



- 57 -

0 （1:80） 2m
土器　1：12
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0 （1:80） 2m
土器・石器　1：12
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SB10・11

SB11 SB10

0 （1:40） 1m0 （1:40） 1m 0 （1:80） 2m

SB10 炉
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。焼土・炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 黒色（10YR1.7/1）粘性・しまり弱。焼土・炭化物混入。
3 黒褐色（10YR2/3）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

SB11 炉
1 黒色（10YR1.7/1）炭化物粒子混入。焼土・黄褐色土粒少量混入。
2 にぶい赤褐色火床。
3 黒色（10YR2/1）焼土粒微混入。黄褐色土粒少量混入。

P1
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。焼土・炭化物混入。
2 褐灰色（10YR4/1）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
3 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘性あり。しまり強。黄褐色土ブロック混入。

P2
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・焼土混入。
2 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック混入。
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土器・石器　1：12
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土器　1：12
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第 20 図　SB11　遺構図
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0 （1:40） 1m 0 （1:80） 2m

SB13
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・焼土・黄褐色土ブロック混入。
2 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
3 暗褐色（10YR3/3）粘性弱。しまり強。貼床および掘方埋土。

炉
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・焼土混入。
2 粘性なし。しまり弱。粗砂。

P1 
1 褐色（7.5YR4/3）粘性弱・しまり弱。細粒の焼土粒主体。
2 黒色（10YR2/1）粘性弱・しまり弱。炭化物粒・ローム粒微混入。
3 黒褐色（10YR2/2）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック混入。
4 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック主体。

P2
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 灰黄褐色（10YR4/2）粘性ややあり・しまりあり。黄褐色土ブロック混入。

P3
1 黒色（10YR1.7/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 暗褐色（10YR3/3）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック混入。

P4
1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。炭化物・焼土混入。
2 暗褐色（10YR3/3）粘性弱・しまり強。黄褐色土ブロック混入。

P5
1 黒褐色（10YR2/2）粘性弱・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

床下 P6
1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまりあり。黄褐色土ブロック混入。

床下 P7・9
1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

ST13
1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。炭化物・焼土混入。
2 P5 埋土。
3 黒色（10YR2/1）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック多量混入。（堀り
   方）

P1
1 黒色（10YR2/1）粘性やや弱。しまりあり。ローム粒混入。

P2
1 黒色（10YR2/1）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック混入。
2 暗褐色（10YR3/3）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック混入。

P3・4 
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
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0 （1:80） 2m
土器・石器　1：12
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第２節　遺構と遺物の出土状況



- 64 -

0 （1:80） 2m
土器・石器1：12

1 褐灰色（10YR4/1）粘性弱・しまりあり。炭化物
   微量混入。灰白色粒多量混入。黒色土混入。
2 黒褐色（10YR2/2）粘性弱・しまりあり。焼土粒・ 
   炭水化粒微量混入。
3 黒色（10YR2/1）粘性ややあり・しまりあり。焼
   土・炭化物粒微混入。小礫少量混入。黄褐色土
   ブロック混入。
4 黒色（10YR2/1）粘性ややあり。しまり強。部分
   的に黄褐色土ブロック混入。（掘り方）

P1～4
1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。小礫混入。
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0 （1:40）
石器　1:12

1m

　 　1 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。炭化物・パミス混入。層上部に礫あり。
　　 2 黒褐色（10YR2/2）粘性強。しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
炉　 1 黒褐色（7.5YR3/2）粘性・しまり強。焼土・炭化物混入。
　 　2 赤褐色（5YR4/6）しまり強。火床。
　　 3 黒色（10YR2/1）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック混入。
P1　1 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
　　 2 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘性・しまり弱。灰白色～黄褐色土ブロック混入。
P2　1 黒褐色（10YR3/1）粘性あり。しまり弱。炭化物混入。
　　 2 灰黄褐色（10YR4/2）粘性あり。しまり強。灰白色土混入。
P3　1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
P4　1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック・砂礫 混入。
P5　1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。炭化物混入。
P6　1 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。炭化物混入。
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0 （1:40） 1m

0 （1:80） 2m
土器・石器1：12

1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。焼土・炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。貼床。

炉
1 黒色（10YR2/1）粘性弱。しまりなし。焼土・黄褐色土ブロック混入。

P1・3・4
1 黒色（10YR2/1）粘性弱。しまりなし。黄褐色土ブロック混入。

P2
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
2 暗褐色（10YR4/4）粘性弱。しまり強。黄褐色土ブロック混入。

P5
1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。赤色粒混入。
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第 25 図　SB16　遺構図
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0 （1:40） 1m
土器　1：12

0 （1:80） 2m

1 黒色（5YR1.7/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 黒色（5YR1.7/1）粘性・しまり弱。焼土・炭化物・黄褐色土ブロック混入。
3 黒褐色（10YR2/2）粘性強。しまり弱。φ1cm 程度の礫混入。
4 暗褐色（10YR3/4）粘性弱。しまりなし。砂混入。周溝。
5 黒褐色（5YR2/2）粘性・しまり弱。焼土混入。
6 褐色（10YR4/6）粘性・しまり弱。小礫・黄褐色土ブロック混入。

炉 1
1 黒褐色（5YR2/2）粘性・しまり弱。焼土混入。

炉 2
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。炭化物混入。
2 黒褐色（10YR3/4）粘性・しまり弱。

P1・2
1 暗褐色（10YR3/4）粘性・しまり弱。砂・小礫混入。

土器・石器　1：12

P3
1 黒色（10YR1.7/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 褐色（10YR4/6）粘性・しまり弱。小礫・黄褐色土ブロック混入。

P4
1 黒色（10YR1.7/1）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。

P6
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。炭化物混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性弱。しまり強。

P7
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性・しまり弱。暗褐色土混入。

P8
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
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第 26 図　SB17　遺構図
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0 （1:80） 2m
土器・石器　1：12

1 黒褐色（10YR3/1）粘性なし。しまり弱。礫・黄褐色土ブロック混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性なし。しまり弱。焼土ブロック混入。

P1
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

P5・6
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
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0 （1:40） 1m

0 （1:80） 2m

炉
1 黒色（10YR1.7/1）粘性・しまり弱。炭化物・
   焼土混入。
2 赤褐色（5YR4/6）火床。粘性なし。しまり強。

P1・2・4
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。黄褐色土 
   ブロック混入。
2 暗褐色（10YR3/3）粘性・しまり弱。黄褐色 
   土ブロック混入。

P3
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。黄褐色土
   ブロック混入。

P5
1 黒褐色（10YR3/2）粘性・しまり弱。炭化物・
   黄褐色土ブロック混入。

P1 ～ 9
1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。

P10
1 暗褐色（10YR3/3）粘性・しまり弱。炭化物・礫・黄褐色土ブロック混入。

P11
1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
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第 28 図　SB20・23　遺構図 1
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0 （1:80） 2m

土器・石器　1：12
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0 （1:40）
土器　1:12

1m

0 （1:80） 2m
土器1：12

炉１
1　黒褐色（10YR2/2）シルト。焼土・炭化物混入。

炉 2
1　黒褐色（10YR2/2）シルト。炭が混入。黒が強い。
2　上の 1 層の中に焼土が混入。土器片も混入。

P1 ～ 4・6・9 ～ 16
1　黒褐色（10YR2/2）シルト。質が柔らかい。部分的に床の
　  貼り直しあり。

P8
1　黒褐色（10YR2/2）シルト。質が柔らかい。部分的に床の
　  貼り直しあり。
2　黒褐色（10YR2/2）シルトに褐色ローム（シルト）の撹乱。
　  堀り方層。
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1　黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。軽石混入。
2　黒色とにぶい黄褐色。粘性ややあり。しまり強。
     （貼床）
3　暗褐色（10YR3/3）粘性ややあり。しまり強。
　  黒色・黄褐色土ブロック混入。
4　黒褐色（10YR3/1）粘性ややあり。しまりあり。
     黄褐色土粒混入。

P1 ～ 4
1　黒色（10YR2/1 ～ 1.7/1）黄褐色土粒混入。
2　黒褐色（10YR3/1）黄褐色土ブロック混入増加。
     明るい。
3　にぶい黄褐色土ブロックに黒色土が混入。
4　暗褐色（10YR4/3）黒色土粒と黄褐色土粒混在。
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第 34 図　ST　割付図

第２節　遺構と遺物の出土状況
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SK003

SK001 SK002

SK010

0 (1:40) 1m
土器・石器　1：12

1 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。炭化物・黄褐色土ブロック混入。
   土器片混入（流入か）。
2 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
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4
5

6 2

6

かく乱

1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性強。しまり弱。
   黄褐色粒に黒色粒が混在。
3 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
4 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性・しまり弱。黒色土混入。
5 黒色（10YR1.7/1）粘性強。しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
6 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性・しまり弱。
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1 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまり弱。
2 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。
3 黒色（10YR1.7/1）粘性強。しまり弱。黄褐色土混入。

1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱。黄褐色土ブロック混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。炭化物混入。
3 黒色（10YR1.7/1）粘性強。しまり弱。炭化物混入。
4 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘性・しまり弱。黒色土ブロック混入。
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第 35 図　SK001 ～ 003・010　遺構図
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0 (1:40) 1m

土器　1：12

1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱。炭化物混入。
2 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。焼土・炭化物混入。
3 にぶい赤褐色（5YR5/3）粘性強。しまり弱。
　黄褐色土ブロック・焼土塊混入。
4 黒色（10YR1.7/1）粘性強。しまり弱。炭化物混入。
5 黒色（10YR2/1）粘性強。しまり弱。炭化物混入。
6 にぶい黄褐色（10YR4/3）粘性強。しまり弱。黒色土混入。
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第 36 図　SK011・018・020・023・024・SF1 ～ 3　遺構図

第２節　遺構と遺物の出土状況
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1
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SD01

SD02~04

SD03

SD02 ～ 04
Ⅰ-１ 盛土層｡
Ⅰ-２ 旧耕作土（溶脱層）｡シルト｡
Ⅰ-３ 旧耕作土（集積層）｡細砂｡
Ⅰ-４ 旧耕作土（溶脱層）｡
Ⅰ-５ 旧耕作土（集積層）｡
Ⅱ-１ 黒褐色（10YR3/1） 粘性弱｡しまりあり｡細砂～シルト｡
Ⅱ-２ 黒褐色（10YR3/1） 粘性弱｡しまりあり｡
Ⅲ-１ 層に比べ、小礫の混入が増加する｡鉄分やや増加｡
Ⅱ-３ 黒褐色（10YR3/1） 粘性ややあり｡しまりあり｡灰色がかっている｡
Ⅱ-３’ Ⅱ-３層に比べ、さらに黒色化が増す｡
Ⅲ-１ 黒色（10YR2/1） 粘性ややあり｡しまりあり｡パミス・小礫の混入ほ  
         とんどなし｡弥生土器出土｡Ⅲ-１層は住居の集中する地点では黒み  
         を増す｡住居覆土では、パミス粒の混入が認められる｡これは、調査
         区北半の小礫・パミス粒が多く混在する層（多分、洪水性堆積物）の
         縁辺部にあたっていたためと思われる｡
Ⅲ-２ 黒褐色（10YR2/2）Ⅲ-１層より粘性やや弱くなり｡しまりあり｡黄褐 
         色砂層少量混入｡
Ⅲ-３-１ 褐灰色（10YR4/1） 細砂主体｡（NR）
Ⅲ-３-２ 黒褐色（10YR3/2） 径 1 ～ 3cm の小礫主体｡（NR）
Ⅲ-４ 灰黄褐色（10YR4/2）～褐灰色（10YR4/1） シルト主体に、細砂・小
         礫が混在する｡小礫などは流水による可能性大｡
Ⅲ-５ 褐灰色（10YR4/1）～褐色（10YR4/4）混在層｡砂質｡しまりあり｡洪水
         性の堆積物か？
Ⅳ 褐色（10YR4/6）粘性なし｡しまりあり｡浅間パミス流の堆積物か？
    （地山）
SD02 褐灰色（10YR4/1） シルト・粘土を主とする層と砂層が互層をなし 
         ている｡パミス混入｡
SD03-１ 黒褐色（10YR3/1） 砂礫層｡
SD03-２ 黒褐色（10YR3/1） 砂～シルト｡炭化物混入｡
SD03-３ 同上｡
SD03-４ 同上｡
SD04 褐灰色（10YR4/1） 細砂～シルト主体｡粘性なし｡しまりあり｡パミ
         ス粒混入｡炭化物粒混入｡

SD01
1 黒褐色（10YR3/2）粘性なし｡しまりあり｡砂主体｡
   礫・パミス粒多量混入｡
2 黒褐色（10YR3/1）粘性弱｡しまりあり｡黄褐色粒混入｡
   ブロック混在｡砂・礫・パミス粒少量混入｡
SD03-3 褐灰色（10YR4/1）細砂主体｡
SD03-4 黒褐色（10YR3/1）シルト主体｡礫混入｡

1 灰黄褐色（10YR4/2）
   粘性弱｡しまりあり｡パミス粒含む｡
2 褐灰色（10YR4/1）～黒褐色（10YR3/1）
   粘性弱｡しまりあり｡灰色土と黒褐色土混在｡
   黄褐色ブロック混入｡
3 黒褐色（10YR3/1）
   粘性･しまり弱｡黄褐色ブロックの混入ほと
   んどなし｡
4 にぶい黄褐色（10YR5/3）
   ブロック主体｡黒褐色土が混在する｡

SD11・12
1 にぶい黄褐色
   （10YR4/3）砂礫層｡

（1:300） 10m0
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第 44 図　SD01 ～ 04・06・11・12　遺構図

第２節　遺構と遺物の出土状況
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0 （1:60） 2m（1:200） 8m0

断面図Ａ－Ｂの埋土
Ⅰ-1 現耕土。
Ⅰ-2 撹乱および洪水砂層。
Ⅱ-1 褐灰色（10YR4/1）粘性・しまりあり。溶脱層。鉄分・軽石粒混入。
Ⅱ-2 黒褐色（7.5YR3/2）粘性弱・しまりあり。マンガン集積。軽石粒の混入増加。
Ⅲ-1 黒色（10YR2/1）粘性弱・しまりあり。軽石粒・礫などを多く含む（弥生土器出土層）。
Ⅲ-2 黒色（10YR1.7/1）粘性弱・しまりあり。軽石粒の混入は減り礫はほとんど含まない。
 1 黒色（10YR2/1）粘性強・しまりあり。Ⅲ-1 層より灰色がかる。軽石粒など少量混入。
 2 黒色（10YR2/1）Ⅲ-1 層との区分はできない。
 3 黒色（2.5Y2/1）粘性・しまり強。灰色がかる。粒子は細かい。
 4 黒褐色（10YR2/2）3 層に比べ軽石などの混入が増加し。粘性がやや弱まる。
 5 黒褐色（10YR2/2）4 層よりさらに軽石粒の混入が増加し鉄分によってやや赤みがかる。
 6 黒色（10YR2/1）5 層より暗く大形の礫が混入。
 7 黒色（10YR2/1）5・6 層に比べ軽石粒の混入が増加。
 8 黒色（10YR1.7/1）4 ～ 7 層に比べ粘性が強まる。軽石粒などの混入は再び減少する。
 9 褐色（10YR4/4）粘性弱・しまりあり。地山の黄褐色土に黒色土が若干混入。
10 黒色（10YR2/1）粘性弱・しまりあり。灰色がかる。シルト～砂に近い。混入物ほとんどなし。

断面図Ｃ－Ｄの埋土
  1 黒色（7.5YR2/1）粘性あり・しまり強。径 3 ～ 20mm の小礫を多量に混入する。
     鉄分が集積しやや赤みをおびる。濁川側からの押し出しか。
  2 黒色（10YR1.7/1）粘性・しまりあり。シルト主体。1 層に含まれていた小礫微量混入。
  3 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまりあり。細砂～シルト。砂粒～径 5mm 以下の小礫（軽石）混入。
  4 黒色（10YR1.7/1）2 層に類似。
  5 黒褐色（10YR2/2）粘性弱・しまりあり。砂主体。にぶい黄褐色砂を多量に混入。濁川側の洪水砂か。
  6 黒色（10YR2/1）4 層に類似するがやや小礫の混入が増え鉄分の影響を受けている。
  7 黒色（10YR1.7/1）4 層に類似。
  8 黒色（10YR2/1）粘性強・しまりあり。シルト～粘土質。混入物非常に少ない。
  9 黒色（10YR1.7/1）粘性強・しまりあり。4 層よりさらに黒みをおびる。軽石・礫少量混入。
     炭化物粒子微量混入。
10 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまりあり。9 層に小礫の混入が増加する。
11 黒褐色（10YR3/1）粘性・しまりあり。9 層や 13 層の粘質土ににぶい黄褐色砂が混入。
12 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまりあり。10 層に類似。
13 黒色（10YR1.7/1）粘性強・しまりあり。11 層より粘質土の割合高く砂・地山砂ブロック混入。
14 にぶい黄褐色砂（10YR4/3）と黒色土（10YR1.7/1）混在層。粘性弱・しまりあり。
     ラミナ状を呈する部分あり。
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第 46 図　SD（古代以降）　全体図

第２節　遺構と遺物の出土状況
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第 49 図　弥生時代遺構割付図 3
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図版 No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 主軸方向 東西・南北（m）
（ ）は現存長

床面積
（㎡）

（ ）は現存部

深さ
（cm）

炭化材
有無

骨
有無 炉位置 形態 重複関係 その他 ピット

数

6・7 SB01 弥生中期 1 ⅡI13･14･19 隅丸
長方形 N7°W 5.20・6.04 25.72 28 有 有 中央 土器

埋設炉 － － 6

8 SB02 弥生中期 1･2 ⅡH20 隅丸
長方形 N11°W 4.28・（3.68） （13.50） 10 有 無 － － SK043 と切り合

うが新旧不明 － 5

9・10 SB03 弥生中期 1 ⅡH15･20
ⅡI11･16

隅丸
長方形 N110°W 6.20・5.20 25.83 16 有 有 中央 石囲炉

SB06 を切る 
ST06 と切り合
うが新旧不明

－
12

11 SB04 弥生中期 1 ⅡI11 長方形 N26°W

4a
（4.44）・5.32

4b
（3.90）・4.50

4a
（19.48）

4b
（15.81）

14 無 有 中央 土器
埋設炉

ST02、SK067 と
切り合うが
新旧不明

－ 6

12 SB06 弥生中期 1 ⅡI11･12･16･17 隅丸
長方形 N32°W 4.54・5.40 14.56 12 無 無 中央 土器

敷き炉

SB03 に切られる 
SK005･007 と切
り合うが
新旧不明

－ 11

13・14 SB07 弥生中期 1 ⅡI07･08･12･13 隅丸
長方形 N23°W 6.20・7.92 38.90 18 有 有 中央やや

北（炉 2）
石囲炉
?

SB08、ST07 を
切る － 16

13・14 SB08 弥生中期 1 ⅡI07･08･12･13 隅丸
長方形 N23°W 4.08・4.68  15.16 － 有 有 中央（炉1）石囲炉

? SB07 に切られる － 9

15 ～17 SB09 弥生中期 3 ⅡI25 
ⅡN05 隅丸方形 N30°W 4.40・4.48 9.76 24 無 有 中央やや

北
土器
敷き炉 － － 18

18・19 SB10 弥生中期 2 ⅡI23 楕円形？ N18°E （3.44）・（2.40） （6.78） 12 無 有 中央やや
東

土器
埋設炉

SD06 に切られ
る 
SB11 と切り合う
が新旧不明

南
調査区外

（削平）
2

18 ～20 SB11 弥生中期 2 ⅡI17･18･22･23 長方形 N14°W 5.44・（4.48） （22.07） － 有 有 中央？ 石囲炉 SB10 と切り合う
が新旧不明

南
調査区外

（削平）
10

21・22 SB13 弥生中期
～後期 3 ⅡI20･25 隅丸方形 N11°E 5.32・5.36 22.44 16 無 有 中央 石囲炉 ST13 を切る －

9 

23 SB14 弥生後期 3 ⅡN05･10 
ⅡO01･06

隅丸
長方形 N （6.60）・（5.28） （29.28） 32 無 無 － －

SK020･105 と切
り合うが
新旧不明

東 ･ 南
調査区外 4

24 SB15 弥生後期 6 ⅡJ21･22
ⅡO01･02

隅丸
長方形 N37°W （4.12）・（6.16） （22.19） 22 有 有 中央北 地床炉 － 南西隅

調査区外 9

25 SB16 弥生中期 3 ⅡI15･20 
ⅡJ11

隅丸
長方形 N17°E （4.56）・（5.32） （18.47） 24 無 無 中央 地床炉 － 1･3 区境 5

26 SB17 弥生中期 6 ⅡJ07･12 隅丸
長方形 N23°E 4.88・5.44 19.35 22 有 無 中央 土器

埋設炉
－ － 8

27 SB18 弥生中期 3･6 ⅡJ16 隅丸
長方形 N7°E （3.76）・（2.04） （6.57） 12 無 無 中央 地床炉 － － 6

28・29 SB20 弥生中期 5 ⅡE21･22 隅丸
長方形 N （4.32）・（4.88） （5.17） 20 無 無 中央 地床炉 SB23 を切る － 5

30 SB21 弥生中期 3 ⅡD25 
ⅡI05

隅丸
長方形 N （4.00）・6.64 （24.21） 24 無 無

炉 1
中央付近 
炉 2
中央付近
よりやや
北

炉 1  
石囲炉 
炉 2 
土器埋
設炉

－ 1･3 区境 21

28・29 SB23 弥生中期 5･6 Ⅱ E21･22 
Ⅱ J01･02

隅丸
長方形 N （3.92）・7.12 （21.92） 40 無 無 － －

SB20､ SK023､
SD12 に
切られる

－ 12

（床下
  3 基
含む）

（床下
  3 基
含む）

図版 No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 主軸方向 梁行
（m）

桁行
（m）

面積
（㎡）

土器
有無

石器
有無 重複関係 その他

31・34 ST01 弥生 1 ⅡH13･14･19 1 × 3 間 N60°E 2.48 3.36 8.33 有 無 － －

31・34 ST02 弥生 1 ⅡI06･07･11 1 × 5 間 N43°E 2.48 5.36 13.29 有 有 SB04 と切り合うが新旧不明 P9 石器有

31・34 ST04 弥生中期 1 ⅡI13・18 1 × 2 間 N45°E 2.08 2.40 4.99 有 無 SD01 に切られる P2･7 土器有

32・34 ST05 弥生中期
～後期 1･2 ⅡI19 1 × 1 間 N20°E 1.68 2.80 4.70 有 無 － 竪穴住居跡

第 1 表　竪穴住居跡一覧

第 2 表　掘立柱建物跡一覧

第２節　遺構と遺物の出土状況
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図版 No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 主軸方向 梁行
（m）

桁行
（m）

面積
（㎡）

土器
有無

石器
有無 重複関係 その他

33・34 ST06 弥生 1 ⅡH20
Ⅱ I16 1 × 4 間 N72°E 2.44 4.20 10.25 無 無 SB03 と切り合うが新旧不明 －

33・34 ST07 弥生 1 ⅡI12 1 × 5 間 N35°W 2.48 5.68 14.09 有 無 SD01 に切られる 
SB07 と切り合うが新旧不明 －

33・34 ST08 弥生 1 ⅡI13 1 × 1 間 N15°E 2.16 2.56 5.53 無 有 SD01 に切られる 竪穴住居跡

33・34 ST10 弥生 2 ⅡI18･23 1 × 2 間 N25°W 2.24 3.20 7.17 有 有 SD06 と切り合うが新旧不明 －

21・22 ST13 弥生中期 2･3 ⅡI19･20･24･25 1 × 2 間 N65°E 2.20 4.16 － 有 有 SB13 に切られる 竪穴住居跡
P1･2･5 土器有

図版 No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長軸
（cm）

短軸
（cm）

深さ
（cm）

土器
有無

石器
有無 重複関係

35・37 SK001 弥生中期 1 ⅡH09 長方形 鍋底状 168 102 29 有 有 －

35・37 SK002 弥生 1 ⅡH10 円形 鍋底状 98 90 40 無 無 －

35・40 SK003 弥生中期 1 ⅡI18 長楕円形 鍋底状 190 78 32 有 無 －

40 SK004 弥生 1 ⅡI13 円形 鍋底状 116 96 25 有 無 －

38 SK005 弥生 1 ⅡI16･17 円形 不整形 176 158 24 有 有 SB06 と切り合うが新旧不明

38 SK007 弥生 1 ⅡI11 長方形 不整形 138 102 24 無 無 SB06 と切り合うが新旧不明

35・39 SK010 弥生中期 2 ⅡI17 楕円形 鍋底状 208 160 46 有 有 －

36・38 SK011 弥生後期 2 ⅡH20、Ⅱ I16 不整円形 鍋底状 136 110 23 有 有 －

40 SK012 弥生 2 ⅡI24 楕円形 不整形 29 20 21 有 無 －

40 SK013 弥生 2 ⅡI24 円形 逆台形 29 27 28 有 無 －

40 SK014 弥生 2 ⅡI24 不整円形 不整形 42 24 31 有 無 －

40 SK015 弥生 2 ⅡI24 円形 逆台形 30 28 25 有 無 －

40 SK016 弥生 2 ⅡI24 円形 逆台形 30 29 26 有 無 －

39 SK017 弥生 2 ⅡI17 円形 筒状 26 24 26 有 無 －

36・41 SK018 弥生 3 ⅡJ21 楕円形 不整形 138 104 14 有 無 －

41 SK019 弥生 3 ⅡI15･20、ⅡJ11･16 円形 皿状 122 112 14 有 無 －

36・41 SK020 弥生後期 3 ⅡN05 楕円形 鍋底状 83 62 22 有 無 SB14 と切り合うが新旧不明

36・42 SK023 弥生 5 ⅡJ01 円形 不整形 114 100 37 有 有 SB23 を切る

36・42 SK024 弥生中期 5 ⅡE16･21 楕円形 不整形 234 154 28 有 無 SD11 に切られる

38 SK029 弥生 1 ⅡH10 円形 ? 24 22 11 無 無 －

37 SK030 弥生 1 ⅡH10 円形 ? 32 28 18 無 無 －

37 SK031 弥生 1 ⅡH14 楕円形 ? 38 26 14 無 無 －

37 SK032 弥生 1 ⅡH14･15 円形 ? 58 50 13 無 無 －

37 SK033 弥生 1 ⅡH15 円形 ? 18 16 17 無 無 －

37 SK034 弥生 1 ⅡH15 円形 ? 22 20 12 無 無 －

37 SK035 弥生 1 ⅡH19 楕円形 ? 34 24 11 無 無 －

37 SK036 弥生 2 ⅡH19 円形 ? 24 24 10 無 無 －

37 SK037 弥生 2 ⅡH19 円形 ? 16 14 15 無 無 －

37 SK038 弥生 2 ⅡH19 円形 ? 20 18 10 無 無 －

37 SK039 弥生 2 ⅡH19 円形 ? 18 18 23 無 無 －

37 SK040 弥生 2 ⅡH19 円形 ? 24 24 9 無 無 －

37 SK041 弥生 2 ⅡH19 円形 ? 20 18 16 無 無 －

37 SK042 弥生 1 ⅡH20 楕円形 ? 28 22 16 無 無 －

37 SK043 弥生 1 ⅡH20 円形 ? 24 20 21 無 無 SB02 と切り合うが新旧不明

37 SK044 弥生 2 ⅡH20 円形 ? 24 20 21 無 無 －

37 SK045 弥生 2 ⅡH20 円形 ? 18 16 14 無 無 －

37 SK046 弥生 2 ⅡH20 円形 ? 20 18 10 無 無 －

37 SK047 弥生 2 ⅡH20 円形 ? 18 16 7 無 無 －

37 SK048 弥生 2 ⅡH20 円形 ? 38 32 15 無 無 －

37 SK049 弥生 2 ⅡH24 円形 ? 26 26 27 無 無 －

37 SK050 弥生 2 ⅡH24 円形 ? 20 20 14 無 無 －

第 3 表　土坑一覧

第４章　森平遺跡
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図版 No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長軸
（cm）

短軸
（cm）

深さ
（cm）

土器
有無

石器
有無 重複関係

37 SK051 弥生 2 ⅡH24 円形 ? 26 20 20 無 無 －

37 SK052 弥生 2 ⅡH24 円形 ? 28 24 18 無 無 －

37 SK053 弥生 2 ⅡH24 円形 ? 24 18 23 無 無 －

37 SK054 弥生 2 ⅡH25 円形 ? 20 20 10 無 無 －

37 SK055 弥生 2 ⅡH25 円形 ? 18 16 36 無 無 －

38 SK056 弥生 1 ⅡI06 円形 ? 24 22 16 無 無 －

38 SK057 弥生 1 ⅡI06 円形 ? 28 26 18 無 無 －

38 SK058 弥生 1 ⅡI06 楕円形 ? 34 26 11 無 無 －

38 SK059 弥生 1 ⅡI06 円形 ? 80 68 14 無 無 －

38 SK060 弥生 1 ⅡI06 楕円形 ? 76 48 15 無 無 SK062 と切り合うが新旧不明

38 SK061 弥生 1 ⅡI06 円形 ? 28 24 30 無 無 －

38 SK062 弥生 1 ⅡI06 円形 ? 22 20 18 無 無 SK060 と切り合うが新旧不明

38 SK063 弥生 1 ⅡI06 楕円形 ? 18 14 17 無 無 －

38 SK064 弥生 1 ⅡI06 円形 ? 24 22 22 無 無 －

38 SK065 弥生 1 ⅡI06 楕円形 ? 30 22 38 無 無 －

38 SK066 弥生 1 ⅡI11 円形 ? 22 20 15 無 無 －

38 SK067 弥生 1 ⅡI11 円形 ? 28 24 12 無 無 SB04 と切り合うが新旧不明

38 SK068 弥生 1 ⅡI11 円形 ? 20 16 10 無 無 －

38 SK069 弥生 1 ⅡI11 円形 ? 18 18 10 無 無 －

38 SK070 弥生 1 ⅡI11 円形 ? 24 22 15 無 無 －

38 SK071 弥生 1 ⅡI11 円形 ? 34 24 18 無 無 －

38 SK072 弥生 1 ⅡI11 円形 ? 32 30 15 無 無 －

39 SK073 弥生 1 ⅡI12 円形 ? 26 26 16 無 無 －

39 SK074 弥生 2 ⅡI17･18 円形 ? 30 24 19 無 無 －

40 SK075 弥生 1 ⅡI19 円形 ? 30 28 10 無 無 －

40 SK076 弥生 2 ⅡI19 円形 ? 28 24 12 無 無 －

40 SK077 弥生 2 ⅡI19 円形 ? 32 28 11 無 無 －

40 SK078 弥生 2 ⅡI19 円形 ? 20 16 8 無 無 －

39 SK079 弥生 2 ⅡI21 不整円形 ? 50 34 47 無 無 －

39 SK080 弥生 2 ⅡI21 円形 ? 45 40 62 無 無 －

40 SK081 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 28 20 19 無 無 －

40 SK082 弥生 2 ⅡI24 楕円形 ? 40 26 22 無 無 －

40 SK083 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 24 22 15 無 無 －

40 SK084 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 22 20 11 無 無 －

40 SK085 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 24 20 11 無 無 －

40 SK086 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 24 20 19 無 無 －

40 SK087 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 36 32 21 無 無 －

40 SK088 弥生 2 ⅡI24 楕円形 ? 24 20 10 無 無 －

40 SK089 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 34 28 8 無 無 －

40 SK090 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 24 24 10 無 無 －

40 SK091 弥生 2 ⅡI24 不整円形 ? 44 28 17 無 無 －

40 SK092 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 24 24 9 無 無 －

40 SK093 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 24 22 13 無 無 ST13 のピットの可能性がある

40 SK094 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 24 22 14 無 無 －

40 SK095 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 28 26 38 無 無 －

40 SK096 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 20 18 12 無 無 －

40 SK097 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 22 20 32 無 無 －

40 SK098 弥生 2 ⅡI24 円形 ? 36 34 22 無 無 －

41 SK099 弥生 3 ⅡI25 円形 ? 43 40 16 無 無 －

41 SK100 弥生 3 ⅡI25 円形 ? 27 24 15 有 無 －

41 SK101 弥生 6 ⅡJ21 円形 ? 36 30 17 有 無 －

41 SK102 弥生 6 ⅡJ21 円形 ? 29 28 43 有 無 －

42 SK103 弥生 3 ⅡJ06 不整円形 ? 31 26 12 無 無 －

41 SK104 弥生 3 ⅡN05、ⅡO01 楕円形 ? 67 48 16 無 無 －

41 SK105 弥生 3 ⅡN05 円形 ? 56 48 22 無 無 SB14 と切り合うが新旧不明

41 SK106 弥生 3 ⅡO01 円形 ? 28 28 28 無 無 －

41 SK107 弥生 3 ⅡO01 不整円形 ? 28 24 27 無 無 －

41 SK108 弥生 3 ⅡO01 円形 ? 29 24 24 無 無 －

41 SK109 弥生 3 ⅡO01 円形 ? 32 30 39 無 無 －

第２節　遺構と遺物の出土状況
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図版 No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長軸
（cm）

短軸
（cm）

深さ
（cm）

土器
有無

石器
有無 重複関係 その他

36 SF1 弥生 3 ⅡI05･10 不整形 焼土のみ 44 18 － 無 無 － －

36 SF2 弥生 6 ⅡO01 不整形 焼土のみ 80 48 － 有 有 － －

36 SF3 弥生 3 ⅡＩ 20、ⅡJ16 円形 焼土のみ 42 40 － 有 無 － －

図版 No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長さ
（m）

最大幅
（m）

深さ
（cm）

土器
有無

石器
有無 重複関係 その他

43・44 SD01 近世 1

ⅡD04・08・09・12・13・
17・18・22
ⅡI02・06・07・12・13・
14・17・18・19

蛇行し直角
に曲がる 鍋底状 79.5 2.0 6 ～ 36 有 有 ST04･07･08 を切る

ニホンジカ ･ ウマ
の歯有 
SD03 と分岐

43・44 SD02 古代以降 1 ⅡC25
ⅡH04･05 湾曲 皿状 4.5 以上 0.9 5 ～ 13 有 有 SD03･04 と切り合うが

新旧不明 －

43・44 SD03 古代以降 1 ⅡC24･25
ⅡD21･22、ⅡH04 直線的 皿状 19.5 1.3 8 ～ 30 有 有 SD02 と切り合うが新

旧不明 SD01 と分岐

43・44 SD04 古代以降 1 ⅡC25
ⅡH05 直線的 鍋底状 7.0 以上 0.7 6 ～ 28 有 無 SD02 と切り合うが新

旧不明 －

43 SD05 古代以降 1 ⅡD11 直線的 ？ 6.3 0.4 5 ～ 18 有 無 － －

44 SD06 古代以降 1･2 ⅡI18･23 直線的 不整形 10.5 1.1 20 ～ 55 有 有
SB10 を切る 
ST10 と切り合うが新
旧不明

－

45 SD08 弥生中期 1･3･5
ⅡD13・14・15・17・18・
19
ⅡE11・12・13

湾曲 鍋底状 46.0 3.0 31 ～ 99 有 有 － －

43 SD09 古代以降 1 ⅡD19･20 直線的 鍋底状 8.4 0.7 5 ～ 21 有 無 － －

43 SD10 古代以降 1 ⅡD12 直線的 ？ 3.0 0.6 9 ～ 13 無 無 － －

44 SD11 古代以降 5･6 ⅡE11･16･21
ⅡJ01･06･11･12 湾曲 皿状 40.0 0.8 3 ～ 16 有 無 SK024 を切る SD12と重なり合う

44 SD12 古代以降 6 ⅡJ01･06･11･12 湾曲 ？ 19.6 1.4 15 ～ 36 有 無 SB23 を切る SD11と重なり合う

試料番号 遺跡記号 遺構名 管理番号 ※ 1 観察所見など ※ 2 樹種 備　　考

1 DMR SB01 C8 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

2 DMR SB01 C14 形状不明 ヒノキ科 －

3 DMR SB01 C17 形状不明 ヒノキ科 －

4 DMR SB01 C18 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

5 DMR SB01 C19 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

6 DMR SB01 C20 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

7 DMR SB01 C21 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

8 DMR SB01 C22 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

9 DMR SB01 C23 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

10 DMR SB01 C24 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

11 DMR SB01 C25 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

12 DMR SB01 C26 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

13 DMR SB01 C27 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

14 DMR SB01 C28 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

15 DMR SB01 C29 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

16 DMR SB01 C30 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

17 DMR SB01 C31 ミカン割状 トネリコ属 －

18 DMR SB01 C32 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

19 DMR SB01 C33 柾目板状 トネリコ属 －

20 DMR SB01 C34 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

21 DMR SB01 C35 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

22 DMR SB01 C36 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 放射性炭素年代測定試料

23 DMR SB01 C37 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

24 DMR SB01 C38 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

25 DMR SB01 C39 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

第 4 表　焼土跡一覧

第 6 表　樹種同定結果

第 5 表　溝跡一覧

第４章　森平遺跡
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試料番号 遺跡記号 遺構名 管理番号 ※ 1 観察所見など ※ 2 樹種 備　　考

26 DMR SB01 C40 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

27 DMR SB01 C41 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

28 DMR SB01 C42 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

29 DMR SB01 C43 板目板状 ヒノキ科 －

30 DMR SB01 C44 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

31 DMR SB01 C45 板目板状 ヒノキ科 －

32 DMR SB01 C46 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

33 DMR SB01 C47 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

34 DMR SB01 C48 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

35 DMR SB01 C49 分割材 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

36 DMR SB01 C50 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

37 DMR SB01 C51 分割材 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

38 DMR SB01 C52 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

39 DMR SB01 C53 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

40 DMR SB01 C54 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

41 DMR SB01 C55 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

42 DMR SB01 C56 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

43 DMR SB01 C57 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

44 DMR SB01 C58 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

45 DMR SB01 C59 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

46 DMR SB01 C60 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

47 DMR SB01 C61 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 放射性炭素年代測定試料

48 DMR SB01 C62 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

49 DMR SB01 C63 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

50 DMR SB01 C64 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

51 DMR SB01 C65 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

52 DMR SB01 C66 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

53 DMR SB01 C67 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

54 DMR SB01 C68 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

55 DMR SB01 C69 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

56 DMR SB01 C70 分割材 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

57 DMR SB01 C71 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

58 DMR SB01 C72 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

59 DMR SB01 C73 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

60 DMR SB01 C74 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

61 DMR SB01 C75 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

62 DMR SB01 C76 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

63 DMR SB01 C77 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

64 DMR SB01 C78 形状不明 ヒノキ科 －

65 DMR SB01 C79 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

66 DMR SB01 C80 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

67 DMR SB01 C81 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

68 DMR SB01 C82 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

69 DMR SB02 C01 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

70 DMR SB02 C02 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

71 DMR SB02 C03 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

72 DMR SB02 C04 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

73 DMR SB02 C05 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

74 DMR SB02 C20 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

75 DMR SB02 C07 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

76 DMR SB02 C08 ミカン割状 キハダ －

77 DMR SB02 C09 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

78 DMR SB02 C10 形状不明 トネリコ属 －

79 DMR SB02 C11 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

80 DMR SB02 C12 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －
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試料番号 遺跡記号 遺構名 管理番号 ※ 1 観察所見など ※ 2 樹種 備　　考

81 DMR SB02 C13 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

82 DMR SB02 C14 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

83 DMR SB02 C15 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

84 DMR SB02 C16 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

85 DMR SB02 C17 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

86 DMR SB02 C18 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

87 DMR SB02 C101 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

88 DMR SB02 C102 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

89 DMR SB02 C103 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

90 DMR SB02 C104 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

91 DMR SB02 C105 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

92 DMR SB02 C106 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

93 DMR SB02 C107 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

94 DMR SB02 C108 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

95 DMR SB02 C109 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

96 DMR SB02 C110 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

97 DMR SB02 C111 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

98 DMR SB02 C112 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 放射性炭素年代測定試料

99 DMR SB02 C113 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

100 DMR SB03 C01 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

101 DMR SB03 C02 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

102 DMR SB03 C03 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

103 DMR SB03 C04 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

104 DMR SB03 C05 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

105 DMR SB03 C06 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

106 DMR SB03 C07 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

107 DMR SB03 C08 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 放射性炭素年代測定試料

108 DMR SB03 C09 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

109 DMR SB03 C10 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

110 DMR SB03 C11 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

111 DMR SB03 C12 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

112 DMR SB03 C13 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

113 DMR SB03 C14 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

114 DMR SB03 C15 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

115 DMR SB03 炉内 C01 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

116 DMR SB03 炉内 C02 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

117 DMR SB11 C01 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

118 DMR SB11 C02 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

119 DMR SB11 C03 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

120 DMR SB11 C04 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

121 DMR SB11 C05 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 放射性炭素年代測定試料

122 DMR SB11 C06 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

123 DMR SB11 C07 芯持丸木 アサダ －

124 DMR SB11 C08 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

125 DMR SB11 C09 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

126 DMR SB15 C01 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

127 DMR SB15 C02 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

128 DMR SB15 C03 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

129 DMR SB15 C04 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

130 DMR SB15 C05 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

131 DMR SB15 C06 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

132 DMR SB15 C07 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

133 DMR SB15 C08 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

134 DMR SB15 C09 形状不明 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

135 DMR SB15 C10 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －
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※ 1　第４章第２節遺構図に掲載した管理番号。
※ 2　試料受領時の炭化材の形状等の観察所見。

試料番号 遺跡記号 遺構名 管理番号 ※ 1 観察所見など ※ 2 樹種 備　　考

136 DMR SB15 C11 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

137 DMR SB15 C12 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

138 DMR SB15 C13 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

139 DMR SB15 C14 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 放射性炭素年代測定試料

140 DMR SB15 C15 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

141 DMR SB15 C16 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

142 DMR SB15 C17 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

143 DMR SB15 C18 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

144 DMR SB15 C19 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

145 DMR SB15 ピット（北西）内 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

146 DMR SB15 C21 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

147 DMR SB15 C22 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

148 DMR SB15 C23 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

149 DMR SB15 C24 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

150 DMR SB15 C25 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

151 DMR SB15 C26 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

152 DMR SB17 C01 ミカン割状 トネリコ属 －

153 DMR SB17 C02 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

154 DMR SB17 C03 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

155 DMR SB17 C04 柾目板状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

156 DMR SB17 C05 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

157 DMR SB17 C06 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

158 DMR SB17 C07 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

159 DMR SB17 C08 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

160 DMR SB17 C09 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

161 DMR SB17 C10 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

162 DMR SB17 C11 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

163 DMR SB17 C12 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

164 DMR SB17 C13 形状不明 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

165 DMR SB17 C14 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

166 DMR SB17 C15 形状不明 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

167 DMR SB17 C16 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

168 DMR SB17 C17 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

169 DMR SB17 C18 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

170 DMR SB17 C19 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

171 DMR SB17 C20 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 放射性炭素年代測定試料

172 DMR SB17 C21 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

173 DMR SB17 C22 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

174 DMR SB17 C23 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

175 DMR SB17 C24 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

176 DMR SB17 C25 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

177 DMR SB17 C26 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

178 DMR SB17 C27 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

179 DMR SB17 C28 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

180 DMR SB17 C29 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

181 DMR SB17 C30 形状不明 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

182 DMR SB17 C31 形状不明 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

183 DMR SB17 C32 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

184 DMR SB17 C33 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

185 DMR SB17 C34 ミカン割状 コナラ属コナラ亜属コナラ節 －

186 DMR SB17 C35 形状不明 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 －

187 DMR SB17 ピット 6 形状不明 コナラ属コナラ亜属コナラ節 放射性炭素年代測定試料
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第３節　遺物

1．土器
　本遺跡から土器は約 418kg 出土し、そのうち約 252kg が遺構から出土したものである。そこで、遺構

内の出土地が明確である個体のみを選択して掲載し、遺構外出土土器で補足した。出土総量に対する図化

率は約 27% である。なお、その出土状況は第 2 節で報告し、本項ではそれらの属性を「土器観察表」と

して一覧表化した（表 7）。以下に観察表の大項目の順序に従って、必要に応じて解説を行う。

（1）番号情報

管理番号：発掘調査後に時期等が判別できる個体を優先的に資料化するために「管理番号」を付した。管

理番号は 1 ～ 571 まで付与されていて、出土総量 418kg のうち約 126kg にあたる。本書ではこのうち、

遺構出土土器 237 点、遺構外出土土器 44 点（合計約 113kg）について掲載・報告した。

（2）出土遺構情報

注記層位：調査段階に付与された出土位置情報である。「P」は土器を指し、その他はそれぞれ遺構内の

位置情報を示す。

推定層位：個々の遺物レベルを基に、遺物の垂直分布図を作成した。そして遺物の垂直方向の位置を、断

面図を作成した部分の層位と照合し、遺物の「推定層位」を割り出し、その層位を記載した。またその際、

床面レベルに比定される「推定床」出土の資料は「床面」と記載した。土器図版（第 51 図～ 71 図）は遺

構毎に「推定床」、「推定層位」における廃棄時期の古い個体から順に組み、前節の出土位置の説明もその

順に行った。

（3）土器基本情報

時期：森平遺跡出土土器の主体は弥生時代中期にあたる栗林式である。近年長野市松原遺跡・榎田遺跡や

中野市柳沢遺跡等の調査に伴って資料が充実している。さて、栗林式土器の編年は笹澤浩氏のⅠ式・Ⅱ式

（笹沢 1971）とⅠ式の細分により確立され（笹沢 1996）、その後 3 型式 4 段階区分（寺島 1993）へと展開

した。やがて装飾帯の概念（上田 1995・贄田 2000）を加えつつ「栗林 1 式」・「栗林 2 式古段階」・「栗林

2 式新段階」・「栗林 3 式」の 4 時期区分（石川 2002・2012）が提唱された。一方、千曲川の上流域にあた

る佐久地方でも佐久考古学会による編年が行われ、栗林式は「中期後半古相」、「中期後半中相」、「中期後

半新相」、「中期後半最新相（従前の栗林直後形式）」に細分された（小山 1990b）。これに加え、相次ぐ大

規模集落の調査・報告（佐久市教委 1994・1997 他）等をもとに、5 段階に区分された（馬場 2006）。これ

ら一連の研究を受けて従来の編年観の統合（寺島 2013）が図られている。その背景には、複数の編年案

間の共通性が高く、それぞれの段階の対比が容易であったことがあげられる。そこで、本書では今までの

成果を踏まえ、弥生時代中期前葉から後葉にかけての栗林式を石川編年を基準に佐久地方の土器編年に対

応させ、以下の 4 段階でとらえた。

　「1 式」（佐久考古学会の中期後半古相）

　「2 式古段階」（佐久考古学会の中期後半中相）

　「2 式新段階」（同上）

　「3 式」（佐久考古学会の中期後半新相・中期後半最も新しい様相）
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　そして栗林 2 式古段階から後期前半までの土器が認められる（第 72 図）ことを確認し、遺構ごとのそ

れらの出土状態を第 4 章第 2 節に記した。ここでは本遺跡における各時期の特色の概略を整理する（第

72 図）。また、文様（贄田 2000）の呼称、Ⅰ～Ⅳの文様帯区分（上田 1995）ともに松原遺跡出土土器の

分析をもとに記述を進める。

【栗林 2 式古～新段階】この段階にはⅡ文様帯からⅢ文様帯にかけて装飾が連続するもの（2+4（・5））

（石川 2002）が主流であるが、Ⅱ文様帯が無文化したものもみられる。本段階の指標とされる松原遺跡

SB260・1146 ではⅡ文様帯以下に横方向の分帯線が重畳しながらⅢ・Ⅳ文様帯へと連なる個体が主流であ

る。そこで本遺跡では沈線によりⅡ文様帯以下に文様が描かれる壺 454 をこの段階にあてる。また、この

段階の甕は頸部に櫛歯横線文と波状文が重畳（石川同）、櫛歯の波状文を重畳し垂下文で区切る手法が認

められる（馬場 2006）等とされ、本遺跡の 386 の特徴に一致する。

【栗林 2 式新段階】この段階には壺の無文化の進行、全面赤彩の小形壺の登場、甕の縦羽状文などが特徴

とされる（石川同）。またこの時期の指標とされる松原遺跡 SB409・1135 出土土器にはⅡ文様帯に懸垂舌

状文が施される個体が加わる。本遺跡の SB11 埋土から出土した土器には、Ⅱ文様帯に懸垂舌状文（355・

460）や沈線文（479）が施される壺、Ⅱ文様帯以下が無文の壺（第 60 図 472・489）があり、この段階に

比定される。また、甕は櫛描波状文と垂下文（483）、櫛描縦羽状文（408）のものや、赤彩の無頸壺 008、

赤彩鉢 006・007・370 がみられる。

【栗林 3 式】この段階の壺の特徴は口縁の内湾の度合いが緩くなる、頸部のⅡ文様帯およびその直下に鋸

歯文が配される、頸部の横線文が短く途切れる、などの特徴がみられる（石川同）。本遺跡でも壺の口縁

部が緩い受け口状になり（409）、頸部が太いもの（第 58 図－ 249）が増加する。また、甕は胴部の櫛描

羽状文の左右の対称性が失われたり、頸部に簾状文が配されるものが（099）増加し、その他にコの字重

ね文の台付甕 136 がみられる。高杯 344 や鉢 A263・鉢 B039・鉢 C345 等、赤彩の施されたものはさらに

増加する。

【後期前半】中期後半最も新しい様相（小山 1990b）に後続する土器群は「後期前半古相」とされ、長野

市吉田高校グランド遺跡に対比される周防畑 B 遺跡 Y2 号住居跡出土土器を指標とする一群である。壺は

「いちじく形」の器形、頸部への文様集中、赤彩化の進行で特徴づけられる。甕は胴上位が強く張り、頸

部廉状文・胴部櫛描文、横羽状文がみられる。本遺跡では、胴上部が強く張り出す甕 014、密接に施文さ

れた横羽状文の甕 019 がみられる。

器種：器種区分は松原遺跡の図版（青木 2000）とその解説（直井 2012）に従い、壺・甕・台付甕・高杯・鉢・

無頸壺・甑（有孔鉢）を認定した。さらに壺・甕は口縁部形態と胴部最大径の位置で細分が可能であり（直

井同）これが時期の指標ともなる。代表的な資料をあげると、壺の口縁部には大きくラッパ状に開くもの（第

51 図－ 001）、受け口部分に段がつくもの（第 53 図－ 361）、緩い受け口状のもの（第 56 図－ 409）の 3

形態が存在する。また甕には、短く開く口縁（第 51 図－ 331）、受け口状の口縁（第 51 図－ 002）の 2 者

とも認められる。鉢は、一般的な鉢 A（第 51 図－ 006）、口縁部に屈曲点があり外に大きく開く朝顔形の

鉢 B（第 52 図－ 333）、頸部が広く括れをもつが赤彩がなされる鉢 C（第 52 図－ 345）（青木 2000）を分

類した。壺・甕ともに受け口状口縁の個体は栗林 3 式に多く、赤彩も増える傾向にある。
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（4）土器詳細情報

文様：栗林式の文様表出技法には、竹管などを用いた浅い沈線文、カエデの枝などを用いたと考えられる

簾状工具による櫛描文（徳永 1996）、縄文の 3 者がみられる。また器面を横断する沈線文の文様要素（贄

田 2000）は、横走（第 64 図－ 110）、波状（第 51 図－ 001）、山形（第 53 図－ 355）がみられ、同一の効

果を狙った櫛描文にはそれぞれ直線文（第 56 図－ 410）、波状文（第 51 図－ 009）等がみられる。また、

器面を縦断する要素には垂下沈線文（第 60 図－ 479）、櫛描垂下文（第 51 図－ 009）等があり、要素を組

み合わせた単位文様には重三角文（第 53 図－ 355）、連弧文 a（第 60 図－ 479）、ならびに沈線（第 61 図

－ 474）・櫛描（第 63 図－ 019）による羽状文、沈線によるコの字重ね文（第 51 図－ 003）等がみられる。

縄文は LR が最も多く実測個体の 73%、RL が 5%、ゼロ段多条が 4% を占める。このうち特に、横走沈線

文の文様表出技法の観察方法として、通常の沈線（頸部文様帯技法 a）、沈線上部に段をもつもの（同 b）、

押し出し突帯（同 c）、貼り付け凸帯（同 d）を区分・記載した（青木 2000）。栗林式土器の主要な文様は

縄文土器のように横方向に展開するため、4 つの文様帯（上田 1995）に大きく区分される。本遺跡の資

料を概観すると、Ⅰ文様帯に LR 縄文、Ⅱ文様帯は縄文地文 + 横走沈線文 a・波状・山形等の沈線文、Ⅲ

文様帯は無文、Ⅳ文様帯に縄文 + 沈線もしくは無文、という組み合わせの壺は SB01（第 51 図－ 001・第

52 図－ 011）、SB09 等、一方Ⅱ文様帯に横走沈線文 b・c、Ⅲ文様帯に懸垂舌状文等、Ⅳ文様帯に沈線に

よる重三角文・連弧文等の文様が入る壺は SB03・08・11（第 60 図－ 479・466）等にみられ、前者が栗

林 3 式、後者が 2 式を特徴付けるものと考える。この他、時期が下るに従って、文様表出技法は沈線から

櫛描へ、Ⅱ文様帯要素は縦位から横位主体へ、頸部文様帯技法は b・c から a へと変化する傾向がある。

種子圧痕他：土器の内外面に、籾痕を含む種子圧痕が観察できる個体は 81 点みられた。

赤彩：赤彩のみられる個体は、壺 44 点、高杯 16 点、鉢 21 点、甕 2 点、蓋 2 点、筒形土器 1 点に及び、

このうち剥落によって赤彩部位が特定できないものを除き、赤彩範囲をスクリーントーンで示した。この

他に土器成形時に赤色顔料が付着した 7 点がある。

胎土：出土土器の胎土は、風化した斜長石が多量に入り、火山ガラス・高温型石英とその他の岩片がみら

れるものを 1 類、輝石が多く火山ガラスが少なく風化した斜長石が 1 類よりも少ないものを 2 類とした。

さらに風化した黄褐色粒子が含まれかつ色調がおもに 10YR8/6 の白色系の胎土を 3 類とした。そのうち

249・250・251・252・253・254・255・334・335・344 の 10 点はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託して

胎土分析を実施している（第 8 章第 1 節 3 参照）。

2．石器
　792 点の石器が出土した。竪穴住居跡の埋土から検出された石器が 582 点となる。竪穴住居跡の時期等

から石器の大部分は弥生時代中期に属すと考えられる。遺跡全体の器種組成は太型蛤刃石斧 12 点、扁平

片刃石斧 16 点、扁平片刃石斧未製品 1 点、柱状片刃石斧 2 点、打製石斧 24 点、磨製石鏃 17 点、磨製石

鏃未製品 21 点、石鏃 31 点、石鏃未製品 3 点、石錐 6 点、楔形石器 56 点、磨り切り具 2 点、スクレイパー

4 点、2 次加工のある剥片 9 点、微細剥離のある剥片 1 点、剥片 432 点、砕片 66 点、石核 19 点、石槌 5 点、

磨石 9 点、みがき石 12 点、砥石 4 点、石皿 18 点、台石 1 点、軽石製品 10 点、凹石 4 点、敲石 4 点、原

石 3 点となる（第 9 表）。

　石材組成は黒曜石247点、緑色岩類12点、緑色凝灰岩59点、チャート19点、緑色片岩64点、粘板岩176点、

デイサイト 117 点、頁岩 22 点、凝灰岩 1 点、ホルンフェルス 1 点、ガラス質黒色安山岩 4 点、石英 3 点、

玉髄 1 点、流紋岩 1 点、透閃石岩 1 点、砂岩 23 点、軽石 10 点、細粒砂岩 1 点、細粒花崗岩 1 点、輝石安

山岩 23 点、安山岩 6 点となる（第 10 表）。
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（1）太型蛤刃石斧［第 73・74 図］　

　太型蛤刃石斧の石材はすべて緑色岩類である。この石材は長野市榎田遺跡の磨製石斧製作跡で確認され

た緑色岩類と同質で、岩石学的には玄武岩もしくは輝緑岩に分類されるという（町田 1999）。産地は長野

盆地千曲川右岸の榎田遺跡東側の山地周辺と考えられている。すべてが製品もしくは製品の破片であり、

剥片類などの他の緑色岩類が検出されないため、遺跡外で製作されたものが持ち込まれたと考えられる。

　すべての太型蛤刃石斧の欠損面以外の器面全体は、研磨面または敲打面で覆われており、礫面や素材主

要剥離面、器体整形のための二次剥離面が認められない。敲打調整後に研磨が施されており、研磨方向は

同一面でも多方向が確認できる。

　S027・028・032・129 は完形である。平面形は基部より刃部が幅広となる撥形を呈し、刃部は中央付近

が緩やかに膨らむ弧状を呈する。横断面形は楕円形、あるいは隅丸の方形を呈する。S129 には側縁に面

を作出する意図が認められるものの側面と表裏面の境は斬移的である。刃部の縦断面形は表裏対称形の両

刃となる。

　S029・030・075・076 は欠損した太型蛤刃石斧を石槌として再利用した石器と思われる。刃部があった

器体下側縁に平らな面（以下、下面と記す）がある。S029・076 は下面が敲打面、S030・075 は磨り面となっ

ている。S075 には表裏面下端に下面からの剥離がみられ、その剥離開始部は下面の磨り面に切られてい

るため、当初の下面には敲打面があって、その後、磨り面が形成されたと考えられる。石皿のようなもの

の上で何かを磨り潰すための道具であろうか。S076 の下面は敲打痕が認められるが、敲打面の形成は部

分的である。他と比べて転用後の使用頻度が低いのであろうか。また、S076 の表面の基部近くに凹石的

な敲打による凹部が存在する。

　S029・033 には比熱であろうか研磨面が褐色あるいは黒色に変化した部分が認められる。また、S075

の岩石の気泡や鉱物痕のような細かい凹部に褐色の物質が入り込んでいる。

（2）扁平片刃石斧［第 74 ～ 76 図］

　石材は太型蛤刃石斧と異なり緑色凝灰岩が主体となる。小形品にチャートや玉髄がみられる。器面の大

部分が研磨面で覆われているため素材の形状は明確にならないが、礫面はみられないことから、板状に割

れやすい岩石から剥離した剥片を素材としていると思われる。周縁に平坦な剥離を施して器体整形を行っ

た後に、研磨により最終形状が整えられており、太型蛤刃石斧にみられる敲打調整は確認できない。

　左右側縁及び基部には平坦面が研磨によって作り出されており、扁平で定角的な断面形を呈する。平面

形は左右側縁が平行する幅広の長方形を呈しており、基部幅より刃部幅の方が広いものが多い傾向はある

が、その差はさほど大きくない。刃部は表面側からの研磨を多く施すことにより、表側が凸となる片刃が

作出されている。刃部平面形は直線的なものが多いが、S034・041・077 は刃部中央付近が凸となる弧状

を呈している。刃部側から見た刃部稜線は刃部中央がわずかに裏面側に近くなる傾向はあるが直線的稜線

が主体となる。

　S077・078 については刃部中央が裏面に偏り、刃部左右端が表面に偏る丸ノミ状を呈している。

（3）柱状片刃石斧［第 77 図］

　2 点の柱状片刃石斧はチャートを石材としている。器体全面が研磨面で覆われているため、素材や研磨

以外の整形加工について読み取ることができない。平面形は細長い長方形を呈し、基部と側縁には研磨に

より定角的な面が作出されている。刃部は表面の研磨を多く施すことにより、表面が凸となる片刃が作出

されている。小形の扁平片刃石斧と石材、側縁加工、刃部加工等が共通することから、小形で幅が狭い扁
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平片刃石斧として理解できる。

（4）打製石斧［第 76 図］

　灰白色、灰色、暗灰色のデイサイトが打製石斧の主要な石材となる。デイサイトは打製石斧に特化した

石材で、他の器種にはほとんど用いられない。他には黒色の粘板岩が用いられる。節理により板状に割れ

るデイサイトを素材とする場合が多い。

　左右側縁に平坦な剥離を施して器形を整形している。刃部への加工頻度は左右側縁とあまり変わりない

が、基部への加工は粗い。平面形はS087のような撥形を基本とするようだが規格性は低い。いわゆる「石鍬」

的な大形製品はほとんどなく、欠損も目立つ。S353 は緑色凝灰岩で扁平片刃石斧の石材と共通している。

整形も粗いため、扁平片刃石斧の未製品の可能性も考えられる。

　SB09 ではデイサイトの剥片類が集中出土しており打製石斧の製作が行われているようだが、他では明

確な製作痕跡は認められない。

（5）磨製石鏃・磨製石鏃未製品［第 77 ～ 79 図］

　緑色片岩、緑色凝灰岩、粘板岩が石材として用いられる。3 者はいずれも板状節理をもつが、中間的な

石材が存在し分類が困難であった。以下の基準で 3 者を分類した。光沢をもつ節理面を有する石材を緑色

片岩とした。緑色片岩は暗緑灰色から緑黒色の色調をなす。節理に光沢がなく色調が黒色の石材を粘板岩

に、緑灰色、暗緑灰色、緑黒色の石材を緑色凝灰岩とした。

　緑色片岩と粘板岩は他の器種であまり用いられない。緑色凝灰岩は扁平片刃石斧に用いられるものより

も変成していない。そのため、緑色片岩、粘板岩、変成の度合いの低い緑色凝灰岩の大部分が磨製石鏃に

関するものと考えられる。ただし、緑色片岩と緑色凝灰岩については全体数及び礫面付の剥片類の数が少

ないことから、遺跡内での製作はあまり行われていなかったと考えられる。

　粘板岩については、剥片類に残されている滑らかな礫面から原石は扁平な円礫と判断できる。これらを

節理方向で薄く割れるように、挟んで打ち割っているようだ。粘板岩の楔形石器あるいは打製石斧に分類

した石器の破片に磨製石鏃製作のための分割剥片との判断が難しいものがある。

　薄く割れた剥片の表裏面は節理の影響により平たく平行となる。この平たい面を研磨して両面が研磨さ

れた薄い板状の素材ができあがる。その素材を摩り切り具等を用いて磨り切って分割し、さらなる研磨で

鏃形に整形し、最後に尖孔を施して完成に至る。

　S004 には滑らかな礫面が残されている。

　S019 には切りきれていない溝状の磨り切りの痕が残されている。およそ 1mm の溝幅は砥石の砥面の幅

を示す。同様に S015 の茎への整形に用いられた砥石の幅も狭いことがうかがえる。

　S013 には開き切らない尖孔痕が残されている。表裏の尖孔痕の位置は微妙にずれており、別々に尖孔

を行い目測を誤った可能性がある。S017 の裏面にも位置がずれて開けなおした尖孔がみられる。

　S022 の表下側縁には石斧の刃部のような研磨がみられるため、片刃石斧の未製品の可能性がある。小

形幅広の S011・012・015 のような形態と、細長い S017・020・023 が認められる。なお、S015 には茎が

作りだされている。

（6）石鏃［第 79・80 図］

　黒曜石が石材として用いられることが多く、チャートが少数混じる。遺跡に持ち込まれている黒曜石の

ほとんどが石鏃に関わるものと考えられる。
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　器体の大部分が 2 次剥離で覆われているが、残された 1 次剥離面及び礫面の状況から、小形の剥片を素

材としている。楔形石器とした器種と石鏃の素材剥片は同一の可能性が高い。平坦で細かい剥離を表裏両

面に施して器体整形を行っている。平面形は三角形を呈し、基部は茎を有して凸となるものと、抉れるも

のとがある。横断面形は凸レンズ形を基本とする。

　標準的な大きさは長さ 3.5cm 程度だがそれ以上の規格は見られず、2cm 前後の小さなものがある。形

態的には縄文時代の石鏃との区別が困難である。

（7）石錐［第 80 図］

　6 点の石錐すべてが黒曜石を石材としている。いずれも、尖端部が器体の大部分を占める石錐で、素材、

加工は石鏃と共通する。形態の規格性は低い。

（8）楔形石器［第 80 図］

　楔形石器とした 56 点の内、黒曜石が 49 点を占める。明確に楔として機能した石器はなく、多くが石鏃

の素材あるいはその素材剥離のための残核と考えられる。残存している礫面の状況から、原石は大きくて

も楔形石器の倍程度しかなかったと考えられる。小形の原石を台に乗せて、挟み割った結果がこの器種と

思われる。細かな整形を目的とした 2 次剥離は認められない。

　4 点の粘板岩の楔形石器は磨製石鏃の素材に関わる可能性がある。

（9）磨り切り具［第 81 図］

　剥片の直線的な縁辺に磨痕が残されている石器が 2 点確認されている。用途としては磨製石鏃の磨り切

りが想定される。

　S130 は砂岩の直線的な剥片の末端が磨れて摩耗している。実測図では摩耗痕を縁辺に直交する方向で

表現しているが、方向が観察できるわけではない。磨り切りの痕であれば、直交ではなく並行方向に摩耗

の線状痕が見えるはずだが方向は読み取れない。刃部反対側の右側縁には頻度は低いが敲打の痕跡がみら

れ、弱い縁辺の潰れと、わずかな剥離が残されている。

　S093 は右側縁が磨り切りの刃部と考えられるが摩耗痕は不明瞭である。

（10）石核［第 80 図］

　黒曜石の小形原石あるいは、粘板岩を台の上で挟み割って薄い板状に分割する石核が認められる。

　S224 は黒曜石の石核である。楔形石器や剥片類に残される礫面の観察から、この石核が遺跡に持ち込

まれた原石の最大に近い大きさと考えられる。遺跡に持ち込まれた黒曜石は長径 5cm を上回るサイズは

なく、小形ばかりとなっている。

（11）石槌［第 81 図］

　砂岩、輝石安山岩の棒状円礫の一端に平たい敲打面もしくは磨面がある石器を石槌とした。石皿の上で

対象物を潰し磨る道具と考えられる。現代の金槌の金属部のような形状を呈している。

　砂岩の S059・118・120・121 には機能面に磨面があり、輝石安山岩の S081・111 の腹部には敲打凹部

が認められる。S149 は上下両面全体が磨面で覆われており、敲打面は認められない。S059・081 は熱を

受けているようだ。
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（12）磨石［第 82 図］

　片手で持てる大きさで磨面を有する礫石器を磨石とした。

　S101 は上面、S102 は下面に平坦な磨面をもつ。石槌的な機能も考えられるが、平坦面に敲打は認めら

れない。

　S146 の右側縁の平坦面に敲打面とそれを上書きする磨面が認められる。下端にも敲打痕が集中してい

るが平坦面は形成されていない。

（13）みがき石［第 83 図］

　チャートや頁岩などの滑らかな礫面をそのままみがき面として利用したと考えられる。土器の表面をみ

がくために利用されたことが想定される。表面全体が光沢をもつ滑らかなみがき面で覆われている。　

　S131・133・134 は扁平な球状を呈する。S148 の表裏には並行する扁平面があり、碁石状を呈している。

（14）砥石［第 83 図］

　S058 と S344 は砥石とした。両者が有する砥面は非常に滑らかで平滑である。扁平で砥ぎによると考え

られる線状痕が多方向にみられる。

（15）石皿［第 83 ～ 85 図］

　扁平で広い磨面を持ち、手に持って使うのが困難と思われる大きさの石器を石皿とした。輝石安山岩と

砂岩の扁平礫が選択されている。

　S068 には皿部の縁的な部分が見られるが、他には意図的な整形は認められない。S060 の表面はほぼ全

面が磨面となるが、ところどころに楔が当ったような線状の傷の集中部が認められる。S139 は熱を受け

た影響で破砕したと思われる。

（16）軽石製品［第 86・87 図］

　軽石の一部に機能部と考えられる球状や溝状の凹部を有する石器である。S047・069・072・080・100

は球状の凹部が認められる。凹部が加工により整形されたのか、使用の結果形成されたのかははっきりし

ない。

　S070・079・099 は溝状あるいは傷のような凹部を有している。溝状の凹部が加工により整形されたのか、

使用の結果形成されたのかは不明である。

（17）凹石［第 88 図］

　S092 は表面中央に敲打による大きな凹部が形成されている。S083 は表裏及び左右側縁に複数の凹部が

縦列している。

3．玉類［第 88 図］

　玉類は、すべて管玉であり、石製 3 点、土製 2 点の計 5 点である。石製のうち 1 点は緑色凝灰岩の玉類

未製品で、Ⅱ I02 グリッドで出土した。長さ 41mm、幅 18.5mm、厚さ 12mm、重量 12.99g。玉 1 は SB01

より出土した。緑色凝灰岩製、長さ 7mm、幅 5mm、厚さ 3mm、重量 0.15g。玉 2 は SB07 で出土した。

頁岩製、長さ 16mm、幅・厚さ 3mm、重量 0.12g。玉 3・4 は土製、SB07・08 の床下で出土した。玉 3 は、

長さ 17mm、幅・厚さ 3mm、重量 0.15g。玉 4 は、長さ 19.4mm、幅・厚さ 2.7mm、重量 0.13g。

第４章　森平遺跡
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第 50 図　SB10 出土人骨下顎歯写真

4．人骨・動物骨
　森平遺跡の人骨と動物骨はすべて遺構から出土した。鑑定は、京都大学名誉教授茂原信生氏、総合研究

大学院大学准教授本郷一美氏、獨協医科大学技術員櫻井秀雄氏にしていただき、次の所見を得た。

（1）人骨［第 50 図］

　弥生時代中期栗林 2 式の竪穴住居跡である SB10 の床面に伏せられてい甑 459（有孔鉢）の内部から歯

が出土した。歯の状態は、象牙質は失われていて、歯冠だけが残っていた。歯冠の舌側面では近心、遠心

の辺縁隆線がよく発達していて、唇側面はくぼんでいる。典型的なシャベル型切歯である。また、この歯

は唇側面もややくぼんでおり､ 内側も外側もくぼんでいるダブルシャベル型の切歯である（写真 1）。上

顎中切歯近遠心径は 9.0mm で、現代日本人の男性の平均値 8.67mm や女性の平均値 8.55mm（權田 1959）

よりやや大きく、縄文時代人の男性の平均値 8.51mm（MaTSumura,1989）よりかなり大きい。渡来系弥

生時代人や現代日本人にみられる特徴であり、シノドント型の切歯である。咬耗は切縁に軽度にみられる

が、さほど高齢ではなかろう。

（2）動物骨［第 12 表］

　森平遺跡から出土した動物骨は哺乳類で、第 12 表のとおりである。弥生中期の住居跡出土の骨は焼か

れたものや破片を含め、44 サンプルが同定されている。種名が同定されたものは偶蹄目シカ科ニホンジ

カが多く、偶蹄目イノシシ科イノシシが少数、奇蹄目ウマ科ウマが 1 点出土した。弥生時代中期の竪穴住

居跡 10 軒からは主にニホンジカが出土し、SB03、SB07 と SB09 からはイノシシが出土した。また古代の

溝 SD01 からウマの上顎右第一切歯が出土している。

5.　金属器［PL34 第 13 表］ 

　本遺跡から出土した金属器は第 13 表のとおりである。遺構外出土資料については、いずれも出土地不

明もしくは検出面などである。また SB21 の南西側は遺跡の範囲外であり、混入の可能性も全くないとは

言い切れない。よって SD01 溝から出土した M3 の寛永通宝以外は、時期を特定することは難しい。
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第 52 図　遺構出土土器 2
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第 53 図　遺構出土土器 3
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第 73 図　弥生時代石器実測図 1（太型蛤刃石斧 1）
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第 75 図　弥生時代石器実測図 3（扁平片刃石斧 2）

第４章　森平遺跡



- 131 -

S078
扁平片刃石斧　緑色凝灰岩    
SB09　118.44g

S128
扁平片刃石斧　緑色凝灰岩    
SB07　171.99g

S086
打製石斧　デイサイト    　        
120.08g

S085
打製石斧　デイサイト
SB15　113.08g

S087
打製石斧　デイサイト    
164.59g
                

S065
打製石斧　デイサイト    　        
SB09　44.48g

S333
打製石斧　粘板岩 　        
SB03　24.50g

S348
打製石斧　粘板岩    
SD01　64.58g

S351
打製石斧　デイサイト    
SF2　62.67g

S353
打製石斧　緑色凝灰岩   
SK010　120.08g

0 （1:2） 5cm

0 （1:3） 10cm

第 76 図　弥生時代石器実測図 4（扁平片刃石斧 3・打製石斧）
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第 77 図　弥生時代石器実測図 5（柱状片刃石斧・磨製石鏃）
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S004
磨製石鏃未製品　緑色片岩
SB03　5.42g

S007
磨製石鏃未製品　緑色凝灰岩
SB03　3.91g

S019
磨製石鏃未製品　緑色片岩
SB14　2.85g

S018
磨製石鏃未製品　緑色片岩
SB14　2.63g

S021
磨製石鏃未製品　緑色片岩
SB17　2.13g

S022
磨製石鏃未製品　緑色片岩
SB21　3.89g

S337
磨製石器未製品　緑色片岩
SB07　7.72g

S342
磨製石鏃未製品　緑色片岩  
SB14　5.31g

S341
磨製石鏃未製品　粘板岩   
SB11　4.55g

S332
磨製石鏃未製品　緑色片岩
SB03　6.25g

S338
磨製石鏃未製品　緑色片岩  
SB07　4.53g

S339
磨製石鏃未製品　緑色片岩
SB07　1.76g

S001
磨製石鏃未製品　粘板岩 
SB02　1.08g

S361
磨製石鏃未製品　緑色片岩 
SB01　2.09g

S363
磨製石鏃未製品　緑色片岩 
SB21　1.59g

0 （2:3） 5cm

第 78 図　弥生時代石器実測図 6（磨製石鏃未製品 1）

第３節　遺物



- 134 -

S154
石鏃　黒曜石　SWHD
SB07　0.55g

S158
石鏃　黒曜石　WDTY
SB07　0.69g

S155
石鏃　黒曜石　WDTM
SB07　0.41g

S156
石鏃　黒曜石　SWHD
SB07　0.74g

S153
石鏃　黒曜石　WDTN
SB07　0.33g

S151
石鏃　黒曜石　SWHD
SB02　0.81g

S152
石鏃　黒曜石　WDTK
SB06　0.64g

S163
石鏃　黒曜石　WDTK
SB09　0.54g

S157
石鏃　黒曜石　SWHD
SB07　0.78g

S165
石鏃　黒曜石　SWHD
SB13　1.08g

S159
石鏃　黒曜石　WDTK
SB07　0.55g S160

石鏃　黒曜石　WDTN
SB07　0.68g

S161
石鏃　黒曜石　WDTK
SB07・08　0.42g

S170
石鏃　黒曜石　WDTM
SB18　0.46g

S171
石鏃　黒曜石　WDTK
SK023　0.77g

S172
石鏃　黒曜石　WDKB
0.67g

S168
石鏃　黒曜石　WDTY
SB15　0.83g

S169
石鏃　黒曜石　WDTK
SB17　1.15g

S024
石鏃　チャート
SB07　1.31g

S025
石鏃　チャート
SB15　1.11g

S364
磨製石鏃未製品　緑色片岩
SB21　1.65g S365

磨製石鏃未製品　緑色片岩
SB21　4.59g

S362
磨製石鏃未製品　緑色片岩 
SB09　5.21g

0 （2:3） 5cm

第 79 図　弥生時代石器実測図 7（磨製石鏃未製品 2・石鏃 1）

第４章　森平遺跡
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S184
石錐　黒曜石　SWHD
SB04　0.92g

S185
石錐　黒曜石　SWHD
SB04　1.64g

S173
石鏃　黒曜石　SWHD
0.75g

S174
石鏃　黒曜石　SWHD
0.71g

S176
石鏃　黒曜石　SWHD
0.47g

S162
石錐　黒曜石　WDTY
SB08　0.99g      

S194
楔形石器　黒曜石　SWHD
SB03　1.82g      

S198
楔形石器　黒曜石　SWHD
SB06　2.99g      

S213
楔形石器　黒曜石　SWHD
SB16　1.97g      

S205
楔形石器　黒曜石　SWHD
SB07　3.21g      

S206
楔形石器　黒曜石　WDTN
SB07　2.19g      

S224
石核　黒曜石　SWHD
SK011　16.86g      

S195
楔形石器　黒曜石　WDTK
SB03　1.62g      

S197
楔形石器　黒曜石　WDTY
SB04　4.84g      

0 （2:3） 5cm

第 80 図　弥生時代石器実測図 8（石鏃 2・石錐・楔形石器・石核）

第３節　遺物
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S130
磨り切り具　砂岩
SB01　32.67g

S093
磨り切り具　ホルンフェルス
SB21　114.76g

S081
敲石　輝石安山岩
SB09　221.84g

S111
敲石　輝石安山岩
SK001　216.13g

S120
石槌　砂岩　
276.42g

S118
石槌　砂岩　
SB17　51.88g

S121
石槌　砂岩　
57.90g

S059
石槌　砂岩　
SB03　179.17g

S149
石槌　砂岩
SB17　42.86g

0 （1:3） 10cm

第 81 図　弥生時代石器実測図 9（磨り切り具・敲石・石槌）

第４章　森平遺跡
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S102
磨石　輝石安山岩
SB11　750.52g

S146
磨石　輝石安山岩
SB18　86.31g

S101
磨石　輝石安山岩
SB11　689.42g

S144
磨石　砂岩
SB09　84.34g 0 （1:3） 10cm

第 82 図　弥生時代石器実測図 10（磨石）

第３節　遺物
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S133
みがき石　チャート
SB03　53.75g

S134
みがき石　チャート
SB04　48.10g

S148
みがき石　チャート
SB13　10.95g

S131
みがき石　頁岩
SB01　37.99g

S344
砥石　凝灰岩
SB15　156.70g 

S058
砥石　砂岩
SB03　21.81g

S064
石皿　砂岩
SB06　1374.55g

0 （1:2） 5cm

0 （1:3） 10cm

第 83 図　弥生時代石器実測図 11（みがき石・砥石・石皿 1）

第４章　森平遺跡
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S067
石皿　砂岩
SB08　696.29g

S068
石皿　輝石安山岩
SB08　1091.76g

S057
石皿　砂岩
SB03　950.47g

S056
石皿　砂岩
SB03　1468.46g

S073
石皿　輝石安山岩
SB07　1557.43g

0 （1:3） 10cm

0 （1:4） 10cm 0 （1:6） 20cm

第 84 図　弥生時代石器実測図 12（石皿 2）

第３節　遺物
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S139
石皿　輝石安山岩
SB03　4520g

S343
石皿　輝石安山岩
SB15　12800g   　　　
　　 

S126
石皿　輝石安山岩
SB21　5300g   　　　
　　 

S060
石皿　輝石安山岩
SB01　10950g   　　
　　

S354
石皿　輝石安山岩
ST08　27000g   　　　
　

S347
石皿　輝石安山岩
SB23　9300g   　　
　　

0 （1:6） 20cm

第 85 図　弥生時代石器実測図 13（石皿 3）

第４章　森平遺跡
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S047
軽石製品　軽石
SB07　22.97g

S069
軽石製品　軽石
SB07　196.85g

S080
軽石製品　軽石
SB09　4.02g

S072
軽石製品　軽石
SB07　322.05g

S099
軽石製品　軽石
SB01　189.19g S079

軽石製品　軽石
SB09　61.36g

0 （1:2） 5cm

0 （1:3） 10cm

第 86 図　弥生時代石器実測図 14（軽石製品 1）

第３節　遺物
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S070
軽石製品　軽石
SB07　983.47g

S071
軽石製品　軽石
SB07　144.09g

S100
軽石製品　軽石
ST02　497.83g

0 （1:3） 10cm

第 87 図　弥生時代石器実測図 15（軽石製品 2）

第４章　森平遺跡
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S083
凹石　輝石安山岩
SB09　507.49g

S092
凹石　輝石安山岩
SB21　982.96g

玉 1
管玉　緑色凝灰岩　　
SB01　0.15g

玉 2
管玉　頁岩　　
SB07　0.12g

玉 4
管玉　　
SB07・08　0.13g

玉 3
管玉　　
SB07・08　0.15g

0 （1:3） 10cm

0 （1:1） 2cm

第 88 図　弥生時代石器実測図 16（凹石）・玉類実測図

第３節　遺物
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3

1～
2層

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

底
面

98
%
、

完
全

実
測

13
.8 

8.8
 

30
.4 

16
19

.0　
（

修
復

材 含
）

10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ミ

ガ
キ

、
胴

上
半

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

、
胴

部
か

ら
底

部
ナ

デ
－

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

LR
横

縄
文

･
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
－

1
類

51
11

01
3

SB
01

P2
・

28
・

29
、

N
W

区
床

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
口

縁
部

か
ら

脚
部

完
形

、
た

だ
し

胴
下

半
部

の
う

ち
20

%
を

欠
損

、
完

全
実

測
9.7

 
5.8

 
10

.8 
21

1.0
 10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ナ

デ
、

脚
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ケ
ズ

リ
佐

久
地

方
で

は
非

常
に

特
異

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

胴
部

櫛
描

波
状

文
、

円
形

浮
文

（
頸

部
6
箇

所
、

胴
中

央
部

5
箇

所
残

存
）

内
に

円
形

刺
突

内
面

全
面

、
脚

部
は

除
く

1
類

51
12

33
1

SB
01

P1
2・

38
・

39
・

41
・

42
・

47
、

N
E

区
、

フ
下

2
層

～
床

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

75
%
、

底
部

付
近

･
底

面
欠

く
。

完
全

実
測

21
.0 

－
（

22
.3）

63
9.9

 7
.5Y

R6
/6

橙
頸

部
ミ

ガ
キ

、
胴

中
央

部
ハ

ケ
、

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

以
下

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

胴
部

櫛
描

波
状

文
・

櫛
描

垂
下

文
b

－
1
類

（
不

明
軽

鉱
物

・
大

形
岩

片
）

52
12

33
2

SB
01

P1
9・

27
・

46
・

48
、

ト
レ

N
E、

フ
下

、
N
W

区
2
層

～
床

弥
生

弥
生

土
器

鉢
A

口
縁

部
か

ら
底

面
90

%
、

完
全

実
測

21
.6 

8.0
 

7.7
 

48
7.3

　
[1
9.8

]　10
R4

/6
赤

口
縁

部
か

ら
底

部
付

近
ミ

ガ
キ

、
底

面
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
－

口
縁

部
円

形
突

起
90

度
隔

て
4箇

所
、

穿
孔

2
穴

1
箇

所

内
外

面
全

面
、

外
底

面
わ

ず
か

ミ
ガ

キ
に

よ
り

詳
細

不
明

52
12

33
3

SB
01

P3
6、

N
E

区
、

ケ
2
層

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

口
縁

部
75

%
、

完
全

実
測

。
杯

部
60

%
（

底
面

・
脚

部
欠

損
）、

回
転

実
測

29
.0 

－
（

11
.2）

45
9.7

 1
0R

5/
8

赤
口

唇
部

か
ら

杯
最

下
部

ま
で

ミ
ガ

キ
口

唇
部

か
ら

杯
最

下
部

ま
で

ミ
ガ

キ
種

子
圧

痕
内

面
・

外
面

?あ
り

口
縁

部
内

面
に

1
本

の
櫛

に
よ

る
鋸

歯
文

（
内

部
の

充
填

方
法

は
複

合
鋸

歯
文

に
同

じ
）

を
描

き
、

中
を

2
本

の
櫛

で
充

填
し

て
い

る

内
外

面
全

面
、

口
縁

部
の

鋸
歯

文
内

側
部

分
は

除
く

2
類

?

51
11

33
4

SB
01

P5
1
－

1
～

10
・

13
～

15
・

17
・

18
・

20
、

フ
下

、
ト

レ
N
E、

SE
区

炉
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

95
%
、

完
全

実
測

－
－

（
11

.3）
53

9.0
 

[6
9.8

]7.5
R4

/6
赤

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
摩

耗
不

明
－

－
外

面
全

面
分

析
番

号
12

:B
類

52
12

33
5

SB
01

P1
3・

14
・

17
・

18
・

25
・

26
、

ト
レ

N
E、

ユ
上

2
層

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
口

縁
部

か
ら

脚
部

98
%
、

完
全

実
測

16
.3 

9.8
 

18
.3 

57
2.3

 5
Y
R5

/6
明

赤
褐

頸
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

、
脚

部
ミ

ガ
キ

胴
部

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ハ
ケ

種
子

（
モ

ミ
?）

圧
痕

内
外

面
多

数
あ

り
口

唇
部

LR
横

縄
文

、
胴

部
コ

の
字

重
ね

文
－

分
析

番
号

11
:B
 

類
、

燈
色

基
調

第
7
表

　
土

器
観

察
表

第４章　森平遺跡
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

51
－

33
7

SB
01

P3
3、

SN
ベ

N
区

、
文

4C
ト

レ
3
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

95
%
、

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

45
%
、

完
全

実
測

14
.8 

－
（

10
.8）

14
9.4

　
[3
2.8

]10
Y
R8

/4
浅

黄
橙

頸
部

か
ら

胴
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
胴

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
種

子
圧

痕
内

外
面

あ
り

口
縁

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

櫛
描

簾
状

文
、

胴
部

櫛
描

縦
羽

状
文

－
1
類

51
－

33
8

SB
01

P4
5 

2
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

下
半

部
か

ら
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

－
6.5

 
（

9.4
）

31
7.2

 1
0R

4/
6

赤
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
胴

下
半

部
ハ

ケ
、

底
部

ナ
デ

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

?
－

外
面

全
面

、
底

面
わ

ず
か

風
化

斜
長

石
少

、
火

山
ガ

ラ
ス

・
赤

褐
色

粒
子

少
数

52
12

34
1

SB
01

フ
下

埋
土

弥
生

ミ
ニ

チ
ュ

ア
壺

か
甕

底
部

50
%
、

底
面

10
0%

完
全

実
測

－
 

2.5
 

（
0.9

）
8.9

 1
0Y

R4
/1

褐
灰

底
面

ナ
デ

底
面

ナ
デ

－
 

－
 

－
 

1
類

52
－

34
3

SB
02

P6
～

9・
14

・
10

3・
10

4・
10

6、
S
区

、
ユ

上
1
層

～
床

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

底
面

完
形

、
た

だ
し

口
唇

部
全

周
欠

損
、

完
全

実
測

－
10

.5 
（

32
.4）

14
30

.1 
[2
.0]

7.5
Y
R6

/6
橙

口
縁

部
ハ

ケ
、

胴
上

半
部

か
ら

中
央

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ

口
縁

部
か

ら
底

面
ハ

ケ
残

る
が

著
し

い
剥

離
外

面
剥

離
。

口
縁

部
内

面
LR

横
縄

文

頸
部

LR
横

縄
文

・
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
間

に
斜

行
し

た
短

沈
線

文
－

1
類

52
13

34
4

SB
02

P1
08

、
S
区

1
層

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

口
縁

部
か

ら
脚

部
完

形
、

た
だ

し
口

唇
部

全
周

・
脚

部
5%

欠
損

、
完

全
実

測
－

9.3
 （

11
.3）

39
5.0

 1
0R

4/
6

赤
口

縁
部

か
ら

脚
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ
、

脚
部

中
央

部
ナ

デ
、

そ
の

他
ミ

ガ
キ

－
－

内
外

面
全

面
、

脚
部

内
面

ま
で

分
析

番
号

10
:B

類

52
13

34
5

SB
02

P1
10

、
S
区

1
層

～
床

弥
生

弥
生

土
器

鉢
C

口
縁

部
か

ら
底

部
50

%
、

底
面

5%
、

回
転

実
測

<1
4.0

>
<5

.7>
14

.5 
15

0.0
 1
0R

4/
4

赤
褐

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

?内
外

面
赤

彩
後

被
熱

し
て

い
る（

炭
化

物
集

中
上

か
ら

出
土

の
た

め
か

）

胴
中

央
部

横
走

沈
線

文
1
条

、
頸

部
に

段
あ

り
内

外
面

、
外

底
面

は
不

明
1
類

52
13

34
6

SB
02

P1
～

3・
10

7・
10

9、
S
区

1
層

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

口
縁

部
か

ら
底

面
13

%
た

だ
し

口
唇

部
欠

損
、

脚
部

80
%
、

回
転

実
測

－
7.4

 （
11

.4）
17

7.6
 

[7
.2]

10
R5

/6
赤

口
縁

部
か

ら
脚

部
ミ

ガ
キ

・
摩

耗
口

縁
部

か
ら

底
面

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
脚

部
ハ

ケ
－

脚
部

に
凸

帯
一

周
内
外
面
、
脚
部

内
面
は
除
く

2
類

?

52
13

34
7

SB
02

P1
3・

16
・

17
・

21
・

10
5・

10
6、

フ
下

E
1
層

～
床

弥
生

弥
生

土
器

小
形

甕
口

縁
部

70
%
、

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

90
%
、

完
全

実
測

12
.5 

－
（

8.6
）

17
5.0

 10
Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

被
熱

摩
耗

不
明

摩
耗

不
明

、
一

部
ミ

ガ
キ

残
る

被
熱

、
摩

耗
に

よ
り

詳
細

不
明

。
種

子
圧

痕
内

面
あ

り

頸
部

円
形

浮
文

（
4
箇

所
、

間
隔

が
不

規
則

）。
胴

部
櫛

描
波

状
文

・
櫛

描
垂

下
文

a4
単

位
－

1
類

よ
り

も
風

化
し

た
黄

褐
色

粒
子

（
斜

長
石

?）
多

52
－

34
8

SB
02

S
区

、
ユ

下
埋

土
、

床
下

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

頸
部

20
%
、

回
転

実
測

<1
8.6

>
－

（
5.5

）
40

.1 
10

Y
R5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

部
か

ら
頸

部
ナ

デ
口

縁
部

以
下

ミ
ガ

キ
後

摩
耗

し
て

い
る

－
口

縁
部

櫛
描

波
状

文
、

頸
部

櫛
描

簾
状

文
、

胴
部

櫛
描

斜
線

文
（

格
子

）
－

1
類

よ
り

も
斜

長
石

少
か

つ
火

山
ガ

ラ
ス

多

53
14

35
4

SB
03

P4
6・

48
～

50
、

N
E

区
1・

2
層

境
弥

生
弥

生
土

器
壺

頸
部

か
ら

底
面

70
%
、

完
全

実
測

－
9.0

 （
34

.4）
18

10
.0

2.5
Y
7/

3
浅

黄

胴
中

央
部

以
上

ミ
ガ

キ
、

胴
中

央
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ナ

デ

胴
上

半
部

以
下

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ナ

デ
内

面
剥

離
摩

耗
が

進
行

頸
部

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

間
に

LR
横

縄
文

－
1
類

53
13

35
5

SB
03

P1
6・

17
・

19
、

ソ
ト

S、
SQ

床
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
底

面
90

%
、

完
全

実
測

14
.6 

9.4
 

33
.4 

14
00

.0 
[2
6.4

]10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
胴

部
か

ら
底

部
付

近
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

、
頸

部
ナ

デ
、

胴
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

胴
下

半
部

か
ら

底
面

ナ
デ

内
面

剥
離

摩
耗

が
進

行

頸
部

は
指

オ
サ

エ
に

よ
る

押
し

出
し

凸
帯

2
条

（
頸

部
文

様
帯

技
法

c）
で

LR
横

縄
文

施
す

。
胴

上
半

部
に

は
櫛

描
垂

下
文

a
が

押
し

引
き

列
点

文
で

囲
ま

れ
た

懸
垂

舌
状

文
が

8
単

位
残

り
、

完
全

で
9
単

位
と

推
測

さ
れ

る
。

胴
上

半
部

は
櫛

描
直

線
文

の
上

に
山

形
沈

線
文

、
胴

中
央

部
か

ら
胴

下
半

部
に

重
三

角
文

が
施

さ
れ

、
沈

線
間

に
LR

縄
文

が
充

填
さ

れ
て

い
る

。
胴

中
央

部
円

形
浮

文
（

2
箇

所
残

存
）

内
に

円
形

刺
突

－
1
類

53
13

35
6

SB
03

P2
1・

22
・

28
、

SQ
、

ソ
ト

S、
ケ

床
弥

生
弥

生
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縁
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95
%
、

完
全

実
測

17
.8 

－
（

11
.5）

44
2.2

　
[6
.6]

10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

下
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
・

頸
部

LR
横

縄
文

、
頸

部
横

走
沈

線
文（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

2・
3
本

目
間

に
波

状
沈

線
文

－
1
類

55
15

38
1

SB
06

P3
・

11
、

Ⅱ
I1
6p

it1
1P

1
床

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

中
央

部
か

ら
底

面
95

%
、

完
全

実
測

－
8.8

 （
10

.5）
63

5.3
 7
.5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

胴
下

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
胴

下
半

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

種
子

圧
痕

内
外

面
あ

り
胴

中
央

部
沈

線
に

よ
る

連
弧

文
a
状

の
山

形
沈

線
文

間
に

LR
横

縄
文

、
摩

耗
－

花
崗

岩
質

岩
・

チ
ャ

ー
ト

多
、

胎
土

白
い

第４章　森平遺跡
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

55
－

38
2

SB
06

P4
6
－

2・
5
～

9・
11

・
13

・
14

・
17

・
25

炉
敷

設
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
上

半
部

か
ら

胴
下

半
部

80
%
、

完
全

実
測

、
部

分
的

に
合

成
－

－
（

22
.9）

63
2.0

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
上

半
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

胴
上

半
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

、
摩

耗
が

著
し

い
－

－
－

1
類

55
15

38
3

SB
06

P2
・

9・
10

・
17

、
SW

区
、

SB
05

・
06

 S
区

ク
ロ

、
SB

05
・

06
 E

W
ト

レ
W

区
床

弥
生

弥
生

土
器

甑
（

有
孔

鉢
）

口
縁

部
か

ら
底

面
98

%
、

完
全

実
測

15
.8 

5.0
 

9.2
 

29
4.0

 10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
･
摩

耗
口

縁
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

内
面

底
部

わ
ず

か
に

赤
色

顔
料

付
着

。
磨

き
の

工
具

が
赤

彩
工

具
と

共
通

か
－

微
1
類

55
15

38
4

SB
06

P2
7
～

30
・

34
・

38
・

39
・

43
・

44
、

EW
ト

レ
、

N
E

区
SQ

、
SQ

2
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
中

央
部

10
0%

、
胴

下
半

部
50

%
、

完
全

実
測

23
.8 

－
（

27
.6）

13
74

.0
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

胴
部

櫛
描

波
状

文
、

8
単

位
の

櫛
描

垂
下

文
a

－
2
類

55
－

38
5

SB
06

P4
6
－

13
・

22
・

23
・

25
・

26
炉

敷
設

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

上
半

部
下

か
ら

中
央

部
50

%
、

完
全

実
測

－
－

（
21

.0）
82

5.0
 

[1
82

.0]

10
Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

胴
上

半
部

下
か

ら
最

大
径

付
近

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
胴

部
最

大
径

付
近

下
ミ

ガ
キ

胴
上

半
部

以
下

ハ
ケ

、
摩

耗
が

著
し

い
－

－
－

1
類

55
14

38
6

SB
06

P1
2、

P4
6
－

10
・

12
・

15
・

24
、

ケ
炉

敷
設

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

10
%
、

回
転

実
測

。
頸

部
か

ら
胴

中
央

部
80

%
、

完
全

実
測

<1
7.8

>
－

（
11

.9）
28

8.3
 10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

ハ
ケ

口
縁

部
か

ら
胴

中
央

部
ミ

ガ
キ

－

胴
部

櫛
描

波
状

文
（

た
だ

し
櫛

が
沈

線
的

な
太

さ
）・

櫛
描

垂
下

文
a（

櫛
が

太
い

）、
垂

下
文

の
間

隔
は

非
常

に
ラ

ン
ダ

ム
で

単
位

数
が

捕
ら

え
難

い

－
1
類

55
－

38
7

SB
06

P4
・

6、
pi
t2
、

SB
05

、
SB

05
・

06
 S

N
ト

レ
S
区

、
SB

05
・

06
 

S
区

ク
ロ

床
、

P2
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

中
央

部
5%

、
回

転
実

測
。

胴
下

半
部

か
ら

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
。

口
縁

部
と

胴
部

を
合

成
し

て
器

形
を

推
測

し
実

測

<1
6.6

>
6.5

 （
18

.4）
25

5.0
 7
.5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

口
縁

部
ハ

ケ
、

胴
上

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

口
縁

部
ハ

ケ
、

頸
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

－
頸

部
か

ら
胴

下
半

部
櫛

描
縦

羽
状

文
－

斜
長

石
少

、
火

山
ガ

ラ
ス

・
円

磨
砂

粒
多

55
－

38
8

SB
06

P3
1 

2
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

20
%
、

回
転

実
測

<1
5.8

>
－

（
9.9

）
11

9.4
 7
.5Y

R6
/6

橙
口

縁
部

ナ
デ

、
頸

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

－
胴

上
半

部
か

ら
胴

中
央

部
櫛

描
縦

羽
状

文
や

や
乱

れ
－

安
山

岩
・

チ
ャ

ー
ト

等
大

形
岩

片
多

55
－

38
9

SB
06

P2
1

床
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
頸

部
10

0%
、

完
全

実
測

9.0
 

－
（

7.3
）

14
6.6

 7
.5Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

下
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
口

縁
部

ナ
デ

－
口

唇
部

・
頸

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
c）

－
1
類

55
－

39
1

SB
06

P4
6
－

10
・

22
炉

敷
設

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
頸

部
か

ら
胴

上
半

部
5%

、
断

面
実

測
－

－
（

7.6
）

32
.8 

7.5
Y
R5

/6
明

褐
－

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

－

頸
部

櫛
描

廉
状

文
、

胴
部

櫛
描

波
状

文
・

櫛
描

垂
下

文
、

円
形

浮
文

（
頸

部
1
箇

所
・

胴
部

1
箇

所
残

存
）

内
に

円
形

刺
突

－
不

明

55
15

39
2

SB
06

P5
床

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

底
部

付
近

か
ら

脚
部

10
0%

、
完

全
実

測
－

6.7
 

（
6.5

）
13

0.8
 1
0R

5/
6

赤
底

部
付

近
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

、
脚

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
底

部
付

近
か

ら
底

面
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ハ
ケ

－
－

内
外

面
全

面
、

脚
部

内
面

は
除

く
1
類

55
－

57
3

SB
06

pi
t1
1 

床
下

P1
1

弥
生

弥
生

土
器

鉢
A

口
縁

部
か

ら
底

面
30

%
、

回
転

実
測

<1
2.8

>
4.7

 
7.2

 
89

.8 
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

、
底

面
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

内
面

全
面

煤
吸

着
口

唇
部

LR
斜

め
縄

文
－

1
類

56
15

40
6

SB
07

SB
07

・
08

 P
21

、
SB

07
・

08
 

P2
2、

SB
07

・
08

 P
27

、
1
区

ク
ロ

上
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

10
0%

、
胴

上
半

部
か

ら
底

面
70

%
、

完
全

実
測

－
7.5

 （
17

.5）
59

2.0
 1
0Y

R8
/4

浅
黄

橙
胴

上
半

部
ミ

ガ
キ

、
下

半
部

ハ
ケ

胴
上

半
部

ハ
ケ

、
胴

下
半

部
ナ

デ
－

頸
部

に
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
が

一
周

し
、

そ
れ

以
下

に
は

5
本

櫛
描

直
線

文
あ

り
－

1
類

56
16

40
9

SB
07

ト
レ

、
SB

07
・

08
 P

59
、

SB
07

・
08

 P
60

～
63

、
SB

07
・

08
 P

65
～

68
、

SB
07

・
08

 
P7

0、
SB

07
・

08
 P

72
 、

1
区

ク
ロ

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

10
0%

、
完

全
実

測
14

.5 
－

（
27

.1）
12

17
.3

10
R3

/6
暗

赤
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
口

縁
部

ナ
デ

、
頸

部
ナ

デ
、

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
種

子
圧

痕
内

外
面

あ
り

口
唇

部
・

口
縁

部
・

頸
部

オ
オ

バ
コ

回
転

に
よ

る
擬

似
縄

文
。

口
縁

部
は

穂
先

を
下

に
し

て
回

転
、

頸
部

は
穂

先
を

上
に

し
て

回
転

。
頸

部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）

外
面

全
面

1
類

（
石

英
、

角
閃

石
）

56
－

41
0

SB
07

SB
07

・
08

 P
73

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
頸

部
か

ら
胴

上
半

部
10

0%
、

完
全

実
測

－
－

（
13

.4）
32

2.3
 1
0Y

R7
/6

明
黄

褐
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

胴
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

頸
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
種

子
圧

痕
内

面
あ

り
頸

部
LR

横
縄

文
・

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
b）

・
櫛

描
直

線
文

・
櫛

描
垂

下
文

a
－

2
類

（
チ

ャ
ー

ト
）

56
16

41
1

SB
07

SB
07

・
08

 P
74

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
頸

部
か

ら
胴

上
半

部
10

0%
、

完
全

実
測

。
胴

中
央

部
50

%
、

回
転

実
測

－
－

（
19

.4）
28

0.7
 

[1
1.7

]10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

ミ
ガ

キ
胴

中
央

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

－

頸
部

押
し

出
し

凸
帯

部
に

LR
横

縄
文

・
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

b）
。

沈
線

区
画

内
に

櫛
描

垂
下

文
a
を

充
填

し
て

懸
垂

舌
状

文
状

の
文

様
。

胴
中

央
部

連
弧

文
a
の

沈
線

間
に

LR
横

縄
文

－
1
類

56
－

41
3

SB
07

SQ
、

SN
ベ

N
区

、
SB

07
・

08
 

P1
7

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

下
半

部
30

%
、

回
転

実
測

－
－

（
11

.7）
14

4.6
 5
Y
R6

/8
橙

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

－
－

－
斜

長
石

・
石

英
・

火
山

ガ
ラ

ス
・

乳
白

色
岩

片
多

第３節　遺物
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

56
－

41
4

SB
07

SQ
、

SB
07

・
08

 P
20

、
SB

07
・

08
 P

77
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

頸
部

下
か

ら
胴

上
半

部
60

%
、

完
全

実
測

－
－

（
5.7

）
11

9.9
 7
.5Y

R6
/6

橙
頸

部
下

か
ら

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
頸

部
下

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
－

頸
部

下
LR

横
縄

文
－

1
類

56
15

41
5

SB
07

SB
07

・
08

 P
6、

SB
07

・
08

 
P5

3
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
甕

か
台

付
甕

胴
上

半
部

30
%
、

回
転

実
測

－
－

（
5.6

）
34

.1 
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
－

胴
部

コ
の

字
重

ね
文

、
円

形
浮

文
（

胴
中

央
部

1箇
所

残
存

）内
に

円
形

刺
突

。
頸

部
の

円
形

浮
文

は
剝

離
し

て
痕

跡
と

円
形

刺
突

の
み

残
存

－
2
類

+
火

山
ガ

ラ
ス

多

56
－

41
6

SB
07

SB
07

・
08

 P
50

、
SB

07
・

08
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
甕

胴
下

半
部

40
%
、

回
転

実
測

－
－

（
11

.5）
13

4.8
 10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ
胴

下
半

部
ミ

ガ
キ

－
胴

下
半

部
櫛

描
縦

羽
状

文
－

1
類

?（
風

化
斜

長
石

少
）

56
－

42
9

SB
07

SB
07

・
08

 P
52

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
?

脚
台

部
の

み
10

0%
、

完
全

実
測

－
5.0

 
（

3.0
）

34
.0 

10
Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

脚
台

部
ナ

デ
、

指
オ

サ
エ

痕
残

る
脚

台
部

ナ
デ

底
部

内
面

全
体

に
煤

吸
着

－
－

1
類

56
－

43
0

SB
07

SB
07

・
08

 P
54

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

甑
（

有
孔

鉢
）

底
部

か
ら

底
面

60
%
、

完
全

実
測

、
合

成
－

5.5
 

（
2.5

）
38

.0 
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

底
部

付
近

ハ
ケ

、
底

部
ナ

デ
底

部
付

近
ハ

ケ
底

部
内

面
全

体
に

煤
吸

着
。

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

－
－

1
類

56
－

43
6

SB
07

SB
07

・
08

 P
32

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
底

部
か

ら
脚

部
10

0%
、

完
全

実
測

－
8.6

 
（

5.4
）

15
7.0

 7
.5Y

R6
/6

橙
底

部
か

ら
脚

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
底

部
ミ

ガ
キ

、
脚

部
ナ

デ
底

部
内

面
ま

っ
た

く
煤

な
し

。
種

子
圧

痕
内

外
面

あ
り

?
－

－
1類

（
火

山
ガ

ラ
ス

）

56
－

43
7

SB
07

SB
07

・
08

 S
E

区
ユ

下
床

下
弥

生
弥

生
土

器
壺

か
甕

口
縁

部
10

%
、

断
面

実
測

－
－

（
1.5

）
2.0

 7
.5Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

－
口

縁
部

ミ
ガ

キ
－

口
縁

部
RL

R
斜

め
縄

文
－

1
類

56
－

43
8

SB
07

SB
07

・
08

 P
18

、
1
区

ク
ロ

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

無
頸

壺
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

20
%
、

回
転

実
測

<9
.6>

－
（

10
.4）

14
4.0

 
[2
8.0

]7.5
R4

/6
赤

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
赤

彩
内

面
部

分
的

に
残

存
口

縁
部

穿
孔

1
穴

1
箇

所
残

存
外

面
全

面
微

細
斜

長
石

・
0.5

～
1m

m
程

度
赤

褐
色

粒
子

多

56
16

44
1

SB
07

SB
07

・
08

 P
28

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

底
部

か
ら

脚
部

（
裾

部
は

除
く

）
10

0%
、

完
全

実
測

－
－

（
4.5

）
11

8.0
 7
.5R

4/
6

赤
底

部
か

ら
脚

部
ミ

ガ
キ

底
部

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ナ
デ

脚
部

凸
帯

上
の

刻
み

内
に

は
赤

彩
し

て
い

な
い

。
赤

彩
脚

部
内

面
わ

ず
か

に
残

存
脚

部
凸

帯
上

に
刻

み
文

内
外

面
全

面
1
類

（
微

細
斜

長
石

）

56
16

44
2

SB
07

SB
07

・
08

 P
25

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

底
部

付
近

か
ら

脚
上

部
10

0%
、

完
全

実
測

－
－

（
5.2

）
14

7.0
 1
0R

4/
6

赤
底

部
付

近
か

ら
脚

上
部

ミ
ガ

キ
底

部
付

近
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

、
脚

部
ナ

デ

脚
部

か
ら

下
方

向
に

下
が

る
鈕

状
の

突
起

が
あ

り
、

2
孔

が
穿

た
れ

て
い

る
。

大
き

な
透

か
し

が
5
箇

所
あ

り
。

2
個

の
玉

な
ど

を
つ

る
し

て
音

や
視

覚
的

な
効

果
を

出
し

た
と

考
え

ら
れ

る

脚
部

凸
帯

内
外

面
全

面
、

脚
部

内
面

除
く

高
温

型
石

英
・

灰
白

色
岩

片
・

火
山

ガ
ラ

ス
少

56
－

40
7

SB
08

SB
07

・
08

 P
56

ロ
炉

1
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
中

央
部

60
%

程
度

、
完

全
実

測
－

－
（

11
.9）

31
9.0

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

下
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
頸

部
下

ナ
デ

、
胴

上
半

部
ハ

ケ
－

－
－

1
類

（
石

英
、

角
閃

石
）

56
15

40
8

SB
08

SB
07

・
08

 P
55

、
SB

07
・

08
 

P5
6
ロ

炉
1

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

20
%

程
度

、
回

転
実

測
<1

5.3
>

－
（

17
.5）

13
4.0

 
[9
1.0

]10
Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ハ

ケ
、

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ

口
縁

端
部

刻
み

文
の

中
に

貝
殻

復
縁

文
的

な
筋

が
見

ら
れ

る

口
縁

端
部

刻
み

文
、

頸
部

櫛
描

廉
状

文
、

胴
部

櫛
描

縦
羽

状
文

－
1
類

58
17

24
9

SB
09

N
o.5

・
35

・
37

・
38

・
41

・
42

・
52

・
54

・
59

・
64

・
70

・
23

3
～

23
5・

24
0
～

24
2・

24
8・

24
9・

25
1、

フ

1
層

下
部

集
中

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

底
部

90
%
、

底
面

95
%
、

完
全

実
測

15
.1 

10
.3 

33
.8 

17
51

.5 
[8
3.6

]10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
胴

上
半

部
か

ら
底

部
付

近
ミ

ガ
キ

、
底

部
直

上
ケ

ズ
リ

、
底

面
ケ

ズ
リ

後
ナ

デ

口
縁

部
か

ら
頸

部
ミ

ガ
キ

、
頸

部
下

か
ら

胴
下

半
部

器
面

剝
離

口
唇

部
帯

状
に

敲
打

に
よ

る
剝

離
。

種
子

圧
痕

外
底

面
あ

り
。

外
面

（
底

面
除

く
）

か
す

か
に

赤
彩

が
残

る

口
縁

部
・
頸

部
と

も
に

RL
R

横
縄

文
、

口
縁

部
波

状
沈

線
文

、
頸

部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
間

に
波

状
沈

線
文

微
分

析
番

号
3:B

類

57
16

25
0

SB
09

N
o.1

18
・

12
0・

13
6・

25
1・

27
7・

27
8・

27
9・

28
0・

28
1・

28
2・

28
4・

28
5・

28
7・

28
9・

29
5・

30
1、

pi
t2
、

A
N

ト
レ

N
、

EW
ト

レ
W

、N
E

区
、N

W
区

、
SW

区
、

フ

P2
の

1
層

、
埋

土
1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

95
%
、

完
全

実
測

。
胴

下
半

部
か

ら
底

部
（

底
面

を
除

く
）

30
%
、

回
転

実
測

－
－

27
.6 

10
67

.6 
[4
84

.8]

10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

下
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

頸
部

下
か

ら
底

部
ハ

ケ
－

頸
部

RL
横

縄
文

・
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
間

に
押

し
引

き
文

－
分

析
番

号
4:B

類

57
－

25
1

SB
09

N
o.1

25
・

25
6・

26
5・

26
6・

26
8
～

27
3・

27
5・

27
6・

33
0、

N
E

区
、

フ

1
層

下
部

集
中

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

頸
部

10
0%

、
完

全
実

測
22

.0 
－

（
14

.6）
61

2.0
 10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
口

縁
部

ハ
ケ

、
頸

部
ナ

デ
種

子
圧

痕
外

面
あ

り
口

唇
部

･
頸

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

3
本

－
分

析
番

号
5:B

類

第４章　森平遺跡
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

59
18

25
2

SB
09

N
o.3

6・
58

・
69

・
26

3、
SN

ベ
、

SN
ト

レ
N

1
層

弥
生

弥
生

土
器

鉢
C

口
縁

部
45

%
、

頸
部

か
ら

底
部

30
%
、

回
転

実
測

<2
1.4

>
<1

0.2
>

15
.8 

26
8.3

 1
0R

4/
6

赤
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

頸
部

ミ
ガ

キ
、

頸
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

－
口

縁
部

穿
孔

2
穴

1
箇

所

外
面

全
面

、
内

面
口

縁
部

く
び

れ
部

よ
り

上
の

み

分
析

番
号

6:B
類

57
16

25
3

SB
09

N
o.2

98
～

30
0・

30
3
～

30
5・

30
7
～

31
5、

pi
t2
、

N
W

ト
レ

W

P2
の

1
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
中

央
部

10
0%

、
胴

中
央

部
か

ら
底

面
50

%
、

完
全

実
測

15
.0 

<7
.5>

18
.9 

58
8.2

 
[8
3.1

]10
Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
口

縁
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

外
面

80
%

内
面

90
%

煤
吸

着
口

唇
部

LR
横

縄
文

－
分

析
番

号
7:C

類

57
16

25
4

SB
09

N
o.7

8・
25

4
～

25
8・

28
2・

28
3・

29
4・

29
6・

29
9・

30
2、

ロ
N
o.1

1、
フ

、
SN

ベ
、
N
E

区
、

SQ

床
～

2
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

底
部

85
%
、

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
18

.4 
7.2

 
18

.5 
99

9.3
 

[7
4.2

]10
Y
R5

/2
灰

黄
褐

頸
部

ナ
デ

、
胴

下
半

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

外
面

口
唇

部
か

ら
底

面
ま

で
煤

吸
着

口
唇

部
・

口
縁

部
・

胴
部

と
も

に
LR

横
縄

文
、

頸
部

横
走

沈
線

文
、

胴
部

に
重

山
形

文
の

モ
チ

ー
フ

を
転

用
し

た
複

数
の

波
状

沈
線

文

－
分

析
番

号
8:C

類

57
16

25
5

SB
09

N
o.3

19
・

32
0・

32
1・

32
2・

32
6

P1
6
の

1
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

70
%
、

回
転

実
測

<1
7.0

>
－

（
9.2

）
25

8.4
 

[3
7.4

]10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

ミ
ガ

キ
、

胴
上

半
部

ハ
ケ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ミ

ガ
キ

外
面

被
熱

。
種

子
圧

痕
外

面
あ

り
?。

25
7
の

直
上

か
ら

出
土

口
唇

部
･
口

縁
部

LR
横

縄
文

、
口

縁
部

波
状

沈
線

文
、

頸
部

櫛
描

波
状

文
、

胴
上

半
部

櫛
描

縦
羽

状
文

－
分

析
番

号
9:C

類

58
17

25
6

SB
09

N
o.6

・
7・

13
・

15
・

20
・

26
・

28
・

53
・

55
・

68
・

11
1・

23
1・

23
2・

23
5・

24
1・

25
1・

26
1・

31
7・

32
9、

pi
t1
6、

ロ
、

N
W

区
、

N
E

区
、

SN
ト

レ
N
、

SN
ベ

、
ス

ミ
SQ

下
、

フ

1
層

下
部

集
中

弥
生

弥
生

土
器

壺

口
縁

部
95

%
、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

80
%
、

胴
上

半
部

か
ら

底
面

95
%
、

完
全

実
測

14
.0 

7.3
 

38
.9 

10
67

.0 
[8
7.3

]10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
付

近
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
口

縁
部

か
ら

底
部

付
近

ハ
ケ

、
底

面
ケ

ズ
リ

胴
中

央
部

に
顕

著
な

ゆ
が

み
あ

り
、

左
右

不
対

称
。

内
面

全
面

煤
吸

着
。

外
面

胴
中

央
部

に
黒

斑
あ

り

口
唇

部
LR

横
縄

文
－

1
類

57
17

25
7

SB
09

N
o.4

・
5・

17
・

19
・

22
6・

22
7・

31
8・

32
3・

32
4・

32
5・

32
7・

33
1・

33
2、

N
E

区
、

SN
ト

レ
N

P1
6
の

1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
頸

部
か

ら
胴

下
半

部
80

%
、

完
全

実
測

－
－

（
26

.7）
97

0.9
 7
.5R

3/
6

暗
赤

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

頸
部

ナ
デ

、
胴

上
半

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ

種
子

圧
痕

内
外

面
あ

り
。

外
面

ハ
ケ

目
の

凹
面

の
中

に
赤

彩
が

残
る

。
25

5
の

直
下

か
ら

出
土

頸
部

RL
斜

め
縄

文
・

波
状

沈
線

文
外

面
全

面
1
類

58
－

25
8

SB
09

N
o.2

2・
71

・
19

0・
19

1・
19

6・
20

7、
SN

ベ
、
N
W

区
、
SW

区
、

N
E

区
、

フ
1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

下
半

部
か

ら
底

部
45

%
、

底
面

5%
、

回
転

実
測

－
<1

3.0
>

（
21

.1）
48

1.8
 

[3
1.4

]7.5
Y
R7

/8
黄

橙

胴
下

半
部

か
ら

底
部

付
近

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ケ

ズ
リ

胴
下

半
部

か
ら

底
部

付
近

ハ
ケ

外
面

に
爪

形
も

し
く

は
短

沈
線

状
の

痕
跡

あ
り

－
－

1
類

（
灰

色
不

透
明

岩
片

少
）

57
－

25
9

SB
09

N
o.5

6・
61

～
63

・
65

・
20

3、
pi
t1
、

N
E

区
、

N
W

区
、

フ
1
層

下
部

集
中

弥
生

弥
生

土
器

壺
頸

部
10

0%
、

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

70
%
、

完
全

実
測

－
－

（
20

.6）
51

5.0
 

[3
0.9

]7.5
Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
頸

部
か

ら
胴

中
央

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
頸

部
ハ

ケ
、

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

剝
離

に
よ

り
不

明

内
面

全
面

が
薄

く
剝

離
。

化
粧

土
に

は
斜

長
石

が
含

ま
れ

な
い

よ
う

に
見

え
る

頸
部

LR
横

縄
文

・
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
－

1
類

58
17

26
0

SB
09

N
o.1

26
・

20
8・

21
4、

N
E

区
1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

頸
部

85
%
、

完
全

実
測

<1
3.7

>
－

（
9.1

）
18

3.9
 

[7
.0]

7.5
Y
R6

/6
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
口

縁
部

か
ら

頸
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

口
唇

部
に

被
熱

。
種

子
圧

痕
外

面
あ

り
?

口
唇

部
・

頸
部

LR
横

縄
文

、
頸

部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
。

口
縁

部
に

穿
孔

1
穴

1
箇

所
残

存
－

1
類

58
17

26
1

SB
09

N
o.4

5、
ケ

1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

75
%
、

完
全

実
測

。
頸

部
40

%
、

回
転

実
測

17
.0 

－
（

10
.3）

30
0.6

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
。

ミ
ガ

キ
が

非
常

に
良

好

口
唇

部
が

帯
状

に
敲

打
に

よ
る

剝
離

。
頸

部
内

表
面

0.5
m
m

程
度

剥
離

し
化

粧
土

か

口
唇

部
・

頸
部

RL
R

横
縄

文
、

頸
部

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

－

斜
長

石
・

角
閃

石
少

、
1m

m
大

高
温

型
石

英
極

少
、

粘
土

白
色

57
16

26
2

SB
09

ロ
N
o.4

～
7

炉
1

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

20
%
、

回
転

実
測

<3
3.8

>
－

（
20

.8）
40

5.4
 1
0Y

R6
/6

明
黄

褐
頸

部
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

非
常

に
残

存
状

態
が

よ
い

口
唇

部
・

口
縁

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

櫛
描

斜
線

文
－

2
類

（
輝

石
・

角
閃

石
多

）

59
18

26
3

SB
09

N
o.1

40
、

N
E

区
、

ケ
1
層

弥
生

弥
生

土
器

鉢
A

口
縁

部
か

ら
底

部
付

近
30

%
、

回
転

実
測

。
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

<1
9.6

>
6.2

 
8.7

 
20

4.0
 

[4
.7]

10
R3

/6
暗

赤
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

摩
耗

口
縁

部
か

ら
底

面
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
外

面
わ

ず
か

に
赤

彩
が

残
る

、
内

面
良

好
に

残
存

口
縁

部
円

形
突

起
1
箇

所
の

み
残

存
内

外
面

全
面

、
底

面
は

除
く

1
類

（
や

や
大

形
斜

長
石

、
黒

雲
母

、
火

山
岩

、
灰

褐
色

岩
片

）

58
17

26
4

SB
09

N
o.1

0、
N
W

区
、

ス
ミ

SQ
下

、
ケ

、
フ

1
層

下
部

集
中

弥
生

弥
生

土
器

甑
（

有
孔

鉢
）

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
70

%
、

胴
下

半
部

か
ら

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
12

.5 
4.0

 
7.7

 
20

3.3
 10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

部
か

ら
底

部
付

近
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
口

縁
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

内
外

面
の

底
部

付
近

か
ら

底
部

に
か

け
て

煤
吸

着
。

口
唇

部
縄

文
を

施
し

た
後

部
分

的
に

ミ
ガ

キ
消

し
て

い
る

口
唇

部
LR

縄
文

－
1
類

+
赤

褐
色

粒
子

少

58
－

26
5

SB
09

N
o.2

7
1
層

下
部

集
中

弥
生

弥
生

土
器

甑
（

有
孔

鉢
）

胴
下

半
部

か
ら

底
面

90
%
、

完
全

実
測

－
6.8

 
（

5.8
）

19
0.1

 10
Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

胴
下

半
部

か
ら

底
面

ハ
ケ

後
ナ

デ
内

面
胴

下
半

部
か

ら
煤

吸
着

。
種

子
圧

痕
内

外
面

あ
り

－
－

1
類

（
風

化
斜

長
石

や
や

大
形

）

58
17

26
6

SB
09

N
o.2

9
1
層

下
部

集
中

弥
生

弥
生

土
器

鉢
A

口
縁

部
か

ら
底

面
25

%
、

回
転

実
測

<1
4.0

>
<5

.8>
7.1

 
75

.4 
7.5

Y
R6

/6
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
輪

積
痕

が
外

面
に

見
え

る
－

－
1
類

（
斜

長
石

や
や

大
形

、
粒

径
不

均
一

）

58
－

26
7

SB
09

N
o.1

41
1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
底

部
付

近
部

か
ら

底
面

40
%
、

回
転

実
測

－
10

.0 
（

8.1
）

23
3.1

 1
0Y

R7
/6

明
黄

褐
底

部
付

近
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
後

ミ
ガ

キ
底

部
付

近
か

ら
底

面
ミ

ガ
キ

－
－

－
1
類

（
灰

褐
色

粒
子

少
）

第３節　遺物



- 150 -

番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

58
－

26
8

SB
09

N
o.4

6
1
層

下
部

集
中

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
底

部
か

ら
脚

部
10

0%
、

完
全

実
測

－
8.2

 
（

5.5
）

12
6.5

 7
.5Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

底
部

か
ら

脚
部

ナ
デ

底
部

指
お

さ
え

痕
、

脚
部

ケ
ズ

リ
－

－
－

1
類

59
18

27
2

SB
09

N
o.1

51
、E

W
ト

レ
W

、Ⅲ
ク

ロ
、

SQ
1
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

25
%
、

回
転

実
測

<1
8.2

>
－

（
8.4

）
91

.3　
[3
1.8

]5Y
R4

/2
灰

褐
頸

部
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
－

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

櫛
描

横
羽

状
文

－
精

製
胎

土
、

砂
粒

子
殆

ど
含

ま
ず

59
－

27
3

SB
09

N
o.1

97
1
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
か

台
付

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

20
%
、

回
転

実
測

<1
4.0

>
－

（
4.2

）
37

.1 
7.5

Y
R5

/6
明

褐
－

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
非

常
に

良
好

な
ミ

ガ
キ

－

口
唇

部
・

口
縁

部
・

胴
上

半
部

LR
横

縄
文

、
口

縁
部

波
状

沈
線

文
、

頸
部

櫛
描

波
状

文
、

胴
上

半
部

コ
の

字
重

ね
文

－
1
類

59
－

27
6

SB
09

N
o.1

04
1
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

20
%
、

回
転

実
測

<1
6.4

>
－

（
7.7

）
69

.9 
7.5

Y
R6

/6
橙

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

－
胴

上
半

部
櫛

描
波

状
文

－
1
類

（
灰

白
色

粒
子

、
砂

粒
多

）

58
－

28
2

SB
09

N
o.3

0・
12

5、
EW

ト
レ

－
W

、
N
E

区
、

フ
1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

中
央

部
45

%
、

回
転

実
測

－
－

（
7.5

）
15

9.6
 10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
中

央
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

胴
中

央
部

剝
離

に
よ

り
不

明
表

面
0.5

m
m

程
度

の
剝

離
、

化
粧

土
か

胴
中

央
部

上
に

は
頸

部
か

ら
連

続
す

る
櫛

描
垂

下
文

a
が

押
し

引
き

列
点

文
で

囲
ま

れ
、

懸
垂

舌
状

文
状

を
呈

し
、

そ
の

下
に

は
LR

横
縄

文
・

横
走

沈
線

文
・

波
状

沈
線

文

－
1
類

（
斜

長
石

大
形

）

58
－

28
5

SB
09

N
o.1

98
1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

10
%
、

断
面

実
測

－
－

（
2.5

）
14

.1 
5Y

R5
/6

明
赤

褐
口

縁
部

ナ
デ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

内
面

赤
彩

が
残

る
?

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

突
起

1
箇

所
。

口
縁

部
内

面
LR

横
縄

文
・

波
状

沈
線

文
微

2
類

59
18

28
6

SB
09

SN
ト

レ
－

N
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
筒

形
土

器
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

15
%
、

断
面

実
測

－
－

（
4.5

）
10

.6 
N
2/

0
黒

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ミ

ガ
キ

口
唇

部
ミ

ガ
キ

、
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ケ
ズ

リ
黒

色
磨

研
土

器
に

類
似

。
非

常
に

良
好

な
ミ

ガ
キ

－
－

1
類

58
－

28
8

SB
09

N
o.7

2・
73

、
ロ

N
o.8

炉
1、

1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

下
半

部
か

ら
底

面
90

%
、

完
全

実
測

－
12

.0 
（

13
.0）

10
03

.0 
[4
0.1

]10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ケ

ズ
リ

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

剝
離

で
不

明

胴
下

半
部

水
平

に
切

断
。

内
外

面
0.5

m
m

程
度

の
剝

離
、

化
粧

土
か

－
－

1
類

59
18

28
9

SB
09

N
o.9

7、
N
E

区
1
層

弥
生

弥
生

土
器

蓋
蓋

50
%
、

完
全

実
測

－
<1

2.6
>

1.4
 

70
.1 

10
R4

/6
赤

中
央

部
か

ら
端

部
ミ

ガ
キ

中
央

部
か

ら
端

部
ミ

ガ
キ

、
摩

耗
－

－
内

外
面

全
面

2
類

59
18

29
0

SB
09

N
o.1

13
1
層

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
（

一
部

脚
部

の
痕

跡
あ

り
）

15
%
、

回
転

実
測

<1
1.0

>
－

（
5.4

）
36

.0 
10

R4
/6

赤
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ
－

－
内

外
面

全
面

1
類

59
－

29
1

SB
09

N
o.1

44
1
層

弥
生

弥
生

土
器

鉢
胴

下
半

部
か

ら
底

面
20

%
、

回
転

実
測

－
<5

.2>
（

5.2
）

56
.9 

2.5
Y
R5

/8
明

赤
褐

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

胴
下

半
部

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ
赤

彩
の

色
調

が
通

常
よ

り
黄

色
で

土
師

質
－

内
外

面
全

面
、

外
底

面
除

く

砂
粒

少
、

赤
褐

色
粒

子
、

高
温

型
石

英

58
－

29
3

SB
09

N
o.1

93
・

20
1・

20
4・

22
3、

フ
、

EW
ト

レ
－

W
1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

頸
部

20
%
、

回
転

実
測

<2
1.8

>
－

（
5.0

）
12

6.8
 

[3
.9]

10
Y
R8

/2
灰

白
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
口

縁
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
頸

部
ミ

ガ
キ

縄
の

撚
り

が
弱

く
無

節
縄

文
に

見
え

る
。

外
面

部
分

的
に

赤
彩

が
残

る

口
唇

部
・

口
縁

部
RL

横
縄

文
、

口
縁

部
波

状
沈

線
文

微
3
類

、
砂

粒
極

少
、

50
2（

有
東

式
胎

土
）

に
酷

似

58
－

29
4

SB
09

N
o.2

03
、

EW
ト

レ
－

E
1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

中
央

部
20

%
、

断
面

実
測

－
－

（
5.4

）
43

.1 
[1
6.6

]10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
中

央
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
胴

中
央

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

－
胴

中
央

部
縄

文
・

押
し

引
き

文
・

横
走

沈
線

文
・

櫛
描

波
状

（
2
本

）
文

－
3
類

、
砂

粒
少

、
斜

長
石

極
少

59
18

45
4

SB
10

P1
3 

炉
脇

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

中
央

部
か

ら
胴

下
半

部
40

%
、

回
転

実
測

－
－

（
16

.5）
30

7.5
 7
.5Y

R6
/6

橙
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
胴

中
央

部
か

ら
胴

下
半

部
摩

耗
剝

離
に

つ
き

不
明

外
面

わ
ず

か
に

赤
彩

が
残

る

胴
中

央
部

か
ら

胴
下

半
部

LR
横

縄
文

。
文

様
は

上
か

ら
横

走
沈

線
文

・
波

状
沈

線
文

・
横

走
沈

線
文

・
連

弧
文

a
状

の
重

山
形

文

微
1
類

59
－

45
5

SB
10

P1
2 

炉
体

土
器

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

中
央

部
か

ら
底

面
80

%
、

完
全

実
測

－
6.0

 （
12

.0）
50

6.4
 7
.5Y

R5
/6

明
褐

胴
中

央
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
部

付
近

か
ら

底
面

ケ
ズ

リ

胴
中

央
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

敲
打

痕

底
部

直
上

ま
で

細
か

な
単

位
で

磨
い

て
い

る
。

胴
中

央
部

内
面

に
煤

付
着

し
破

断
面

摩
耗

。
種

子
圧

痕
内

面
あ

り

－
－

斜
長

石
少

、
火

山
ガ

ラ
ス

多
、

1
類

よ
り

細
か

な
白

色
粒

子
多

59
18

45
6

SB
10

P1
 

埋
土

最
下

部
逆

位
弥

生
弥

生
土

器
高

杯
口

縁
部

か
ら

脚
部

90
%
、

完
全

実
測

<1
4.6

>
6.4

 
8.1

 
28

7.4
 1
0R

3/
3

暗
赤

褐
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ナ
デ

種
子

圧
痕

内
外

面
あ

り
?

－
内

外
面

全
面

、
脚

部
内

面
除

く

白
色

粒
子

多
。

研
磨

に
よ

り
詳

細
不

明

59
18

45
7

SB
10

P6
・

9
埋

土
最

下
部

正
位

床
面

弥
生

弥
生

土
器

甑
（

有
孔

鉢
）

口
縁

部
か

ら
底

面
90

%
、

完
全

実
測

16
.6 

7.0
 

9.3
 

43
8.2

 7
.5Y

R7
/6

橙
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
底

面
ミ

ガ
キ

ミ
ガ

キ
の

中
に

は
工

具
の

あ
た

り
が

強
く

沈
線

状
に

凹
で

し
ま

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
る

－
－

1
類

よ
り

砂
粒

少
・

火
山

ガ
ラ

ス
多

59
18

45
8

SB
10

P2
埋

土
最

下
部

正
位

床
面

弥
生

弥
生

土
器

甑
（

有
孔

鉢
）

口
縁

部
か

ら
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

13
.6 

4.8
 

6.2
 

21
9.0

 10
Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

底
面

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

ミ
ガ

キ
の

中
に

は
工

具
の

あ
た

り
が

強
く

沈
線

状
に

凹
で

し
ま

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
る

。
口

唇
部

に
5m

m
程

度
の

赤
色

顔
料

の
付

着
み

ら
れ

る

－
微

不
明

59
18

45
9

SB
10

P3
埋

土
最

下
部

逆
位

弥
生

弥
生

土
器

甑
（

有
孔

鉢
）

口
縁

部
か

ら
底

面
98

%
、

完
全

実
測

12
.3 

5.6
 

6.4
 

21
0.3

 7
.5Y

R5
/6

明
褐

口
縁

部
か

ら
底

部
ナ

デ
、

底
部

付
近

か
ら

底
面

ケ
ズ

リ

口
縁

部
か

ら
底

面
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

ミ
ガ

キ
の

光
沢

乏
し

い

ミ
ガ

キ
の

中
に

は
工

具
の

あ
た

り
が

強
く

沈
線

状
に

凹
で

し
ま

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
る

－
－

1
類

第４章　森平遺跡
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

59
－

49
2

SB
10

P4
・

5、
ト

レ
埋

土
最

下
部

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
中

央
部

20
%
、

回
転

実
測

<2
2.6

>
－

（
16

.5）
24

9.0
 1
0Y

R6
/2

灰
黄

褐
口

縁
部

ナ
デ

、
頸

部
か

ら
胴

中
央

部
ハ

ケ
口

縁
部

か
ら

胴
中

央
部

ハ
ケ

種
子

圧
痕

内
外

面
あ

り
口

唇
部

RL
縦

縄
文

、
頸

部
櫛

描
廉

状
文

、
胴

上
半

部
か

ら
中

央
部

櫛
描

縦
羽

状
文

－
1
類

（
大

形
斜

長
石

・
火

山
ガ

ラ
ス

多
）

60
19

46
0

SB
11

P1
・

33
・

34
、

N
E

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
底

面
95

%
、

完
全

実
測

19
.2 

6.2
 

24
.9 

83
8.0

 10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
 ナ

デ
、

胴
下

半
か

ら
底

部
付

近
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
底

部
直

上
ナ

デ
、

底
面

ナ
デ

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

ナ
デ

沈
線

間
に

押
し

引
き

文
を

2
段

に
施

文
す

る
方

法
は

特
異

。
輪

積
痕

有
。

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

口
唇

・
頸

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

波
状

沈
線

文
・

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

間
に

押
し

引
き

文
。

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

に
櫛

描
垂

下
文

a
を

充
填

し
た

懸
垂

舌
状

文
（

5
単

位
）。

そ
の

間
の

平
行

沈
線

文
間

に
2

列
の

押
し

引
き

文

－
1
類

（
黄

褐
色

粒
子

・
灰

白
色

粒
子

多
）

60
－

46
1

SB
11

P2
4 

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
頸

部
か

ら
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

－
5.4

 （
15

.3）
46

0.5
 10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
上

半
部

か
ら

底
部

付
近

ミ
ガ

キ
、

底
部

付
近

か
ら

底
面

ケ
ズ

リ

頸
部

ミ
ガ

キ
、

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

ナ
デ

、
胴

下
半

部
か

ら
底

部
ハ

ケ

頸
部

か
ら

底
面

80
%

煤
付

着
。

煤
付

着
部

分
の

み
ミ

ガ
キ

残
存

。
胴

下
半

部
に

使
用

時
の

直
径

4m
m

の
円

形
刺

突

頸
部

LR
横

縄
文

・
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
－

1
類

61
－

46
2

SB
11

P3
9、

EW
ト

レ
、

ベ
E

区
、

SB
10

・
11

 ト
レ

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

上
半

部
か

ら
底

面
80

%
、

完
全

実
測

－
5.8

 （
13

.0）
27

0.0
 10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

胴
上

半
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

胴
上

半
部

か
ら

底
面

ナ
デ

外
面

胴
下

半
部

・
底

面
部

分
的

に
薄

く
剥

離
－

－
1
類

60
－

46
3

SB
11

P3
6、

SB
10

・
11

 ケ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
中

央
部

や
や

上
か

ら
底

面
80

%
、

完
全

実
測

－
5.2

 
（

9.6
）

31
0.2

 10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
下

半
部

か
ら

底
部

付
近

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

部
付

近
ケ

ズ
リ

、
底

面
ケ

ズ
リ

後
ナ

デ

胴
部

か
ら

底
部

付
近

ハ
ケ

、
底

面
ナ

デ

縄
文

が
他

の
土

器
よ

り
良

好
な

撚
り

で
か

な
り

細
か

い
。

胴
中

央
部

や
や

上
の

割
れ

口
が

著
し

く
摩

耗
。

種
子

圧
痕

外
底

面
あ

り

胴
部

LR
横

縄
文

・
横

走
沈

線
文

－
1
類

（
黄

褐
色

粒
子

多
）

62
21

46
4

SB
11

P2
1

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
口

縁
部

60
%
、

頸
部

か
ら

脚
部

10
0%

、完
全

実
測（

一
部

合
成

）
<1

1.0
>

5.0
 

11
.4 

24
5.1

 7
.5R

4/
6

赤
口

縁
部

・
胴

上
半

部
か

ら
脚

部
と

も
に

ハ
ケ

後
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

、
脚

部
ナ

デ

焼
成

時
の

ゆ
が

み
あ

り
。

櫛
描

波
状

文
は

工
具

複
数

使
用

。
外

面
口

縁
部

か
ら

脚
部

部
分

的
に

赤
彩

が
残

る

口
唇

部
LR

横
縄

文
・

円
形

状
突

起
2

つ
ず

つ
3
箇

所
、

う
ち

2
箇

所
残

存
。

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

波
状

文
微

1
類

（
風

化
斜

長
石

少
）

62
20

46
5

SB
11

P1
4

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

鉢
B

口
縁

部
か

ら
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

16
.5 

6.0
 

5.9
 

24
2.4

 5
Y
R4

/8
赤

褐
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
口

縁
部

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ
外

面
口

縁
部

か
ら

5c
m

下
の

胴
下

半
部

煤
付

着
。

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

口
縁

部
穿

孔
2
穴

1
箇

所
内

外
面

全
面

、
外

底
面

除
く

1
類

（
風

化
斜

長
石

、
灰

白
色

粒
子

、
石

英
）

60
19

46
6

SB
11

P4
・

5・
13

・
27

・
28

・
30

・
35

、
N
E

区
、

ベ
N
E

区
、

SN
ト

レ
、

ベ
W

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
60

%
、

頸
部

か
ら

底
面

85
%
、

完
全

実
測

14
.8 

7.8
 

30
.4 

13
42

.5 
（

修
復

材 含
）

10
Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

部
か

ら
頸

部
ナ

デ
、

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
、

下
半

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

、
底

面
ケ

ズ
リ

口
縁

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

頸
部

か
ら

胴
部

ナ
デ

、
胴

中
央

部
か

ら
底

面
敲

打
を

伴
う

剝
離

胴
中

央
部

か
ら

下
半

部
縄

文
を

施
し

た
後

磨
か

れ
た

た
め

縄
文

が
一

部
磨

り
消

さ
れ

て
い

る
。

内
面

胴
上

半
部

か
ら

底
面

煤
吸

着
。

胴
中

央
部

で
水

平
に

切
断

さ
れ

破
断

面
摩

耗

口
唇

部
・

頸
部

・
LR

横
縄

文
、

口
唇

部
三

角
形

状
突

起
2
つ

ず
つ

2
箇

所
。

頸
部

櫛
描

直
線

文
・

押
し

引
き

文
、

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

垂
下

文
a
を

充
填

し
た

押
し

引
き

文
に

よ
る

懸
垂

舌
状

文
。

胴
中

央
部

LR
横

縄
文

後
橫

走
沈

線
文

間
に

波
状

沈
線

文

－
1
類

60
20

46
7

SB
11

P2
2・

23
、

N
W

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
唇

部
50

%
、

口
縁

部
か

ら
底

面
95

%
、

完
全

実
測

11
.5 

7.8
 

35
.2 

18
21

.4 
（

修
復

材 含
）

10
Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ナ

デ

口
縁

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

頸
部

ナ
デ

、
胴

上
半

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
底

面
ケ

ズ
リ

外
面

全
体

に
煤

付
着

。
種

子
圧

痕
内

面
あ

り

口
唇

部
･
頸

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

間
に

波
状

沈
線

文
－

1
類

（
火

山
ガ

ラ
ス

多
）

60
19

46
8

SB
11

P1
1
～

13
・

24
・

33
・

46
・

56
・

57
、

N
E

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
95

%
、

頸
部

か
ら

底
面

95
%
。

完
全

実
測

15
.1 

11
.6 

36
.6 

22
80

.0 
[1
3.0

]10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
頸

部
か

ら
胴

中
央

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

胴
中

央
部

か
ら

底
部

付
近

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
部

か
ら

底
面

ケ
ズ

リ

口
縁

部
か

ら
頸

部
ナ

デ
、

胴
上

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

、
底

面
ケ

ズ
リ

縄
の

中
に

繊
維

が
目

立
つ

。
頸

部
横

走
沈

線
文

上
部

ま
で

は
み

出
し

た
縄

文
を

ミ
ガ

キ
で

消
し

て
い

る
。

ミ
ガ

キ
の

中
に

は
工

具
の

あ
た

り
が

強
く

沈
線

状
に

凹
で

し
ま

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
る

口
唇

部
・

頸
部

LR
横

縄
文

、
頸

部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
－

1
類

（
大

形
灰

白
色

粒
子

）

62
21

46
9

SB
11

P1
5・

19
・

20
、

N
E

区
、

SN
ト

レ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
台

付
甕

口
縁

部
か

ら
底

面
80

%
、

完
全

実
測

。
脚

部
10

%
、

回
転

実
測

17
.8 

－
（

16
.3）

52
7.3

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

脚
部

ナ
デ

、
脚

部
以

外
摩

耗
不

明
頸

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
脚

部
ナ

デ
外

面
全

面
被

熱
。

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

口
唇

部
・

口
縁

部
縄

文
（

不
明

）、
口

縁
部

櫛
描

波
状

文
、

口
縁

部
か

ら
胴

部
円

形
浮

文
（

口
縁

部
4
箇

所
、

頸
部

5
箇

所
、

胴
中

央
部

3
箇

所
残

存
）

内
に

円
形

刺
突

、
頸

部
か

ら
胴

上
半

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

コ
の

字
重

ね
文

－

黄
褐

色
粒

子
・

灰
白

色
粒

子
多

。
石

英
、

角
閃

石
、

火
山

ガ
ラ

ス
少

62
－

47
0

SB
11

P1
6・

17
、

SN
ト

レ
、

SB
10

・
11

ケ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
台

付
甕

口
縁

部
15

%
、

回
転

実
測

。
頸

部
か

ら
底

部
付

近
70

%
、

完
全

実
測

<1
3.0

>
－

（
8.6

）
15

4.2
 

[8
.4]

10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
底

部
付

近
横

ミ
ガ

キ
脚

部
接

合
部

か
ら

欠
損

口
縁

部
・

胴
部

LR
横

縄
文

、
口

縁
部

櫛
描

波
状

文
、

頸
部

か
ら

胴
下

部
コ

の
字

重
ね

文
、

胴
中

央
部

円
形

浮
文

（
3
箇

所
残

存
）

内
に

円
形

刺
突

－
1
類

第３節　遺物
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

61
－

47
2

SB
11

 P
10

4・
10

5、
N
E

区
、

SB
10

・
11

ケ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
30

%
、

回
転

実
測

。
頸

部
か

ら
底

面
95

%
、

完
全

実
測

－
10

.5 
（

34
.0）

17
96

.6
10

R4
/8

赤

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
胴

上
半

部
か

ら
底

部
付

近
ミ

ガ
キ

、
底

部
付

近
ケ

ズ
リ

、
底

面
ナ

デ

胴
上

半
部

ナ
デ

、
胴

中
央

部
か

ら
底

部
付

近
ハ

ケ
、

底
面

ナ
デ

外
面

胴
下

半
部

・
底

面
薄

く
剝

離
。

内
外

面
共

に
胴

下
半

部
中

心
に

薄
く

煤
付

着
。

内
外

面
共

に
底

面
の

煤
無

し
。

外
面

わ
ず

か
に

赤
彩

が
残

る

頸
部

橫
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

間
に

LR
横

縄
文

微
1
類

（
火

山
ガ

ラ
ス

多
）

61
20

47
3

SB
11

P8
～

10
・

25
・

33
・

42
・

44
・

47
・

54
、

SE
区

、
N
E

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
50

%
、

頸
部

か
ら

底
面

95
%
、

完
全

実
測

23
.7 

7.3
 

28
.6 

16
20

.0
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

、
口

縁
部

か
ら

頸
部

・
胴

下
半

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

、
底

面
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

面
ミ

ガ
キ

外
面

胴
下

半
部

・
底

面
・

内
面

全
面

の
ミ

ガ
キ

良
好

。
櫛

描
波

状
文

の
下

端
を

ミ
ガ

キ
が

消
し

て
い

る
。

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

?

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

波
状

文
－

1
類

よ
り

微
細

斜
長

石
少

、
大

形
赤

色
粒

子
、

灰
白

色
粒

子

61
20

47
4

SB
11

P3
0・

47
・
55
・
57
・
59

、
N
E

区
、

ユ
上

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

55
%
、

回
転

実
測

。
頸

部
か

ら
底

面
90

%
、

完
全

実
測

17
.7 

6.4
 

21
.4 

84
9.0

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
底

面
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

ナ
デ

特
異

羽
状

沈
線

文
は

櫛
描

縦
羽

状
文

の
系

統
と

見
ら

れ
る

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

縦
羽

状
沈

線
文

－
砂

粒
殆

ど
無

し

60
19

47
5

SB
11

P2
6・

32
・
34
・
40
・
58

、
N
E

区
、

ベ
N
E

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

60
%
、

完
全

実
測

一
部

合
成

。
胴

中
央

部
や

や
上

か
ら

底
面

90
%
、

完
全

実
測

。
頸

部
下

か
ら

胴
中

央
部

間
は

想
定

接
合

に
よ

り
実

測

－
8.8

 （
29

.8）
13

74
.1 

[5
7.0

]2.5
Y
R4

/6
赤

褐

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

ハ
ケ

、
胴

下
半

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
・

ナ
デ

後
ケ

ズ
リ

、
底

面
ナ

デ

頸
部

か
ら

底
部

付
近

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

ナ
デ

胴
下

半
部

ケ
ズ

リ
に

よ
っ

て
ハ

ケ
・

ナ
デ

を
消

し
て

い
る

。
外

面
一

部
煤

付
着

。
種

子
圧

痕
外

面
あ

り
。

外
面

部
分

的
に

赤
彩

が
残

る

頸
部

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

間
に

刻
み

文
・

押
し

引
き

文
。、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部
「

通
称
『

水
鳥

の
足

』
文

様
」

の
沈

線
文

が
縦

方
向

に
4
単

位
残

存
。

胴
中

央
部

櫛
描

波
状

文
・

横
走

沈
線

文
間

に
波

状
沈

線
文

微
1
類

61
－

47
6

SB
11

 P
10

3、
SE

区
、

SB
11

、
SB

10
・

11
 ケ

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

50
%
、

回
転

実
測

<1
1.6

>
－

（
16

.1）
20

2.3
 

[3
5.0

]7.5
Y
R7

/6
橙

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ミ

ガ
キ

摩
耗

不
明

摩
耗

不
明

内
面

表
面

8
割

程
度

が
薄

く
剝

離
口

唇
部

縄
文

摩
耗

、
頸

部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
－

2
類

62
21

47
7

SB
11

N
W

区
、

SN
ト

レ
、

ベ
N
、

SB
03

ケ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
高

杯

口
縁

部
か

ら
底

部
40

%
、

回
転

実
測

。
た

だ
し

口
唇

部
全

周
欠

損
。

底
面

か
ら

脚
接

合
部

10
0%

、
完

全
実

測
。

脚
裾

部
25

%
、

回
転

実
測

－
<1

2.0
>

（
11

.2）
16

4.2
 1
0R

4/
6

赤
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

、
脚

部
ハ

ケ
－

脚
部

楕
円

形
透

か
し

4
箇

所
残

存
（

う
ち

1
箇

所
ほ

ぼ
完

存
）

内
外

面
全

面
、

脚
部

内
面

は
除

く

2
類

（
黄

褐
色

粒
子

多
）

61
－

47
8

SB
11

P2
3・

44
・

53
、

pi
t1
、

N
E

区
、

N
W

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
80

%
、

完
全

実
測

17
.0 

－
（

4.0
）

17
2.9

 
[9
.1]

7.5
R4

/6
赤

口
縁

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
口

縁
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

。
内

外
面

わ
ず

か
に

赤
彩

残
る

口
唇

部
無

節
R

縄
文

微
1
類

（
風

化
斜

長
石

少
）

60
19

47
9

SB
11

P3
・

23
・

25
・

44
・

49
・

53
、

SN
ト

レ
、

N
E

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
45

%
、

回
転

実
測

。
頸

部
か

ら
底

面
90

%
、

完
全

実
測

16
.2 

9.1
 

31
.5 

13
70

.0
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

・
胴

下
半

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

ケ
ズ

リ

ミ
ガ

キ
は

全
体

に
工

具
の

あ
た

り
が

強
く

沈
線

状
に

凹
で

し
ま

っ
て

い
る

。
内

面
胴

中
央

部
か

ら
底

部
、

敲
打

を
伴

う
剝

離
。

補
修

孔
あ

り
?種

子
圧

痕
内

面
あ

り
。

外
面

沈
線

に
赤

彩
残

る
。

佐
久

市
西

一
本

柳
遺

跡
M

8
号

溝
跡

に
類

似
資

料
有

口
唇

部
・

口
縁

部
・

頸
部

・
胴

中
央

部
LR

横
縄

文
、

口
縁

部
連

弧
文

a
状

の
波

状
沈

線
文

・
横

方
向

に
貫

通
孔

の
あ

る
楕

円
形

突
起

3
箇

所
、

頸
部

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
b）

・
櫛

描
簾

状
文

。
胴

上
半

部
平

行
沈

線
文

間
に

押
し

引
き

文
・

垂
下

沈
線

文
b
間

に
山

形
沈

線
文

、
胴

中
央

部
横

走
沈

線
文

、
横

方
向

に
貫

通
孔

の
あ

る
楕

円
形

突
起

9
箇

所
、

そ
の

下
に

連
弧

文
a

微
1
類

（
灰

褐
色

粒
子

）
胎

土
脆

弱

62
20

48
0

SB
11

P1
5・

17
・

18
・

26
・

42
・

43
、

N
E

区
、N

W
区

、S
E

区
、S

N
区

、
ベ

E
区

、
ベ

N
E

区
、

ユ
上

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

底
面

60
%
、

完
全

実
測

<2
7.3

>
9.3

 
29

.6 
12

86
.5 

[1
91

.0]
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
部

付
近

ケ
ズ

リ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

胴
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

ナ
デ

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

口
唇

部
・

口
縁

部
LR

横
縄

文
、

口
縁

部
櫛

描
波

状
文

、
頸

部
櫛

描
廉

状
文

、
胴

上
半

部
か

ら
胴

中
央

部
櫛

描
縦

羽
状

文

－
1
類

61
－

48
1

SB
11

P5
～

7・
48

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

甕
胴

上
半

部
か

ら
胴

下
半

部
70

%
、

完
全

実
測

－
－

（
19

.2）
58

4.4
 

[2
9.2

]10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
上

半
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

胴
上

半
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
種

子
圧

痕
内

外
面

あ
り

頸
部

櫛
描

廉
状

文
・

円
形

浮
文

（
2
箇

所
残

存
）

内
に

棒
状

沈
線

、
胴

上
半

部
か

ら
胴

下
半

部
櫛

描
縦

羽
状

文
－

1
類

61
19

48
3

SB
11

P2
8
～

30
、

ベ
N
E

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
50

%
、

頸
部

か
ら

底
面

90
%
、

完
全

実
測

13
.9 

6.8
 

16
.5 

62
7.0

 
[6
.5]

10
Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ケ

ズ
リ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

、
頸

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
底

面
ナ

デ
輪

積
み

痕
あ

り
口

唇
部

LR
横

縄
文

、
頸

部
櫛

描
廉

状
文

、
胴

上
半

部
か

ら
胴

中
央

部
櫛

描
垂

下
文

b・
櫛

描
波

状
文

－
2
類

（
灰

白
色

・
黄

褐
色

粒
子

）

62
20

48
4

SB
11

P3
1 

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

鉢
A

口
縁

部
か

ら
底

面
75

%
、

完
全

実
測

19
.6 

7.2
 

8.0
 

47
3.0

 1
0R

3/
6

暗
赤

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

、
底

面
ケ

ズ
リ

口
縁

部
か

ら
底

面
ミ

ガ
キ

外
面

一
部

煤
付

着
－

内
外

面
全

面
、

外
底

面
除

く

砂
粒

殆
ど

含
ま

ず
（

微
細

風
化

斜
長

石
少

）

62
21

48
5

SB
11

P2
5・

33
・

34
・

45
、

SN
ト

レ
、

N
E

区
、

ベ
N
E

区
、

N
W

区
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
50

%
、

頸
部

か
ら

底
部

80
%
、

底
面

90
%
、

完
全

実
測

25
.8 

8.5
 

26
.6 

25
81

.0
7.5

Y
R7

/8
黄

橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
胴

下
半

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

、
頸

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
底

面
ナ

デ
内

外
面

煤
付

着
口

唇
部

LR
横

縄
文

、
頸

部
櫛

描
廉

状
文

、
胴

上
半

部
か

ら
胴

中
央

部
櫛

描
垂

下
文

a・
櫛

描
波

状
文

－
1
類

（
黄

褐
色

粒
子

・
火

山
ガ

ラ
ス

多
）

第４章　森平遺跡
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

60
－

48
6

SB
11

P4
9
～

52
・

10
4、

N
E

区
、

ベ
N
E

区
、

SB
10

 
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
95

%
、

完
全

実
測

15
.6 

－
（

16
.6）

58
2.0

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
頸

部
か

ら
胴

上
半

部
ナ

デ
外

面
40

%
程

度
煤

付
着

頸
部

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

－
砂

粒
少

（
灰

白
色

粒
子

・
黄

褐
色

粒
子

）

61
20

48
9

SB
11

P3
7・

38
・
40

、N
E
区

、ベ
N
E
区

、
ベ

E
区

、
SN

ト
レ

、
SB

10
・

11
ト

レ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
頸

部
70

%
、

胴
上

半
部

か
ら

中
央

部
80

%
、

完
全

実
測

。
胴

中
央

部
か

ら
底

部
40

%
、

底
面

50
%
、

回
転

実
測

13
.3 

<8
.6>

34
.7 

10
23

.7 
[2
24

.2]
10

R3
/6

暗
赤

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

胴
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

部
付

近
ケ

ズ
リ

、
底

面
ナ

デ

口
縁

部
か

ら
底

部
ナ

デ
、

頸
部

成
形

時
の

絞
り

痕
外

面
部

分
的

に
わ

ず
か

に
赤

彩
が

残
る

口
唇

部
縄

文
摩

滅
?、

頸
部

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

微
2
類

近
似

（
角

閃
石

・
輝

石
少

）

61
－

49
1

SB
11

N
E

区
、

SB
10

・
11

ケ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
上

半
部

15
%
、

断
面

実
測

－
－

（
7.3

）
58

.8 
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
上

半
部

ナ
デ

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
胴

上
半

部
煤

吸
着

。
種

子
圧

痕
内

面
あ

り

胴
上

半
部

沈
線

で
区

画
さ

れ
た

懸
垂

舌
状

文
内

に
櫛

描
垂

下
文

a
を

充
填

し
た

と
見

ら
れ

る
。

水
平

方
向

･
斜

め
方

向
の

沈
線

内
に

押
し

引
き

文

－
1
類

63
－

07
0

SB
13

N
o.4

3
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
底

部
付

近
か

ら
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

－
6.1

 
（

2.3
）

73
.5 

10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

底
部

付
近

か
ら

底
面

ケ
ズ

リ
底

部
付

近
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
底

面
ケ

ズ
リ

－
－

－
1
類

63
－

07
1

SB
13

N
o.9

3
層

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
底

面
か

ら
脚

部
10

0%
、

完
全

実
測

－
7.0

 
（

3.5
）

70
.2 

10
Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

脚
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

底
面

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
－

－
－

1
類

（
風

化
斜

長
石

少
）

63
－

07
2

SB
13

N
o.1

1
3
層

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

底
面

か
ら

脚
部

80
%
、

完
全

実
測

－
－

（
2.7

）
50

.4 
2.5

Y
R4

/6
赤

褐
脚

部
ミ

ガ
キ

底
面

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ミ
ガ

キ
－

－
外

面
1
類

62
－

07
3

SB
13

N
o.1

2、
N
W

区
、

3・
6
区

ク
ロ

床
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

40
%
、

回
転

実
測

－
－

（
2.7

）
33

9.7
 1
0R

4/
6

赤
胴

上
半

部
か

ら
胴

中
央

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
胴

上
半

部
か

ら
胴

中
央

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

－
外

面
全

面
1
類

63
21

07
4

SB
13

N
o.1

9
－

1、
SW

区
床

正
位

弥
生

弥
生

土
器

鉢
A

口
縁

部
か

ら
底

面
85

%
、

完
全

実
測

<1
8.6

>
5.8

 
9.6

 
47

7.6
 1
0R

5/
6

赤
口

縁
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

面
ミ

ガ
キ

外
面

口
縁

部
の

一
部

煤
付

着
。

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

口
縁

部
円

形
突

起
3
箇

所
残

存
内

外
面

全
面

、
底

面
含

む

砂
粒

少
、

風
化

斜
長

石
少

62
21

07
5

SB
13

N
o.2

0、
pi
t4
、

N
W

区
、

3・
6

区
ク

ロ
P4

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

か
鉢

B

口
縁

部
13

%
、

頸
部

か
ら

杯
下

半
部

45
%
、

回
転

実
測

<2
1.2

>
－

（
5.2

）
81

.3 
10

R3
/6

暗
赤

口
縁

部
ミ

ガ
キ

摩
耗

、
杯

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
杯

下
半

部
ミ

ガ
キ

－
口

唇
部

円
形

状
突

起
1
箇

所
残

存
内

外
面

全
面

砂
粒

少
、

風
化

斜
長

石
少

62
－

07
8

SB
13

SW
区

、
入

口
pi
t、

SN
ベ

S
区

P8
弥

生
弥

生
土

器
壺

頸
部

5%
、

胴
上

半
部

か
ら

胴
下

半
部

40
%
、

回
転

実
測

－
－

（
17

.9）
21

1.4
 1
0R

3/
6

暗
赤

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
良

好
な

ミ
ガ

キ
頸

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

－
－

外
面

ハ
ケ

目
の

中
に

す
べ

て
残

存

3
類

、
砂

粒
少

、
風

化
斜

長
石

少

63
－

08
0

SB
13

ケ
検

出
面

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

頸
部

下
90

%
、

完
全

実
測

6.9
 

－
（

6.1
）

70
.2 

10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

内
面

表
面

薄
く

剝
離

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

櫛
描

直
線

文
・

櫛
描

波
状

文
、

頸
部

下
波

状
沈

線
文

－
砂

粒
少

、
風

化
斜

長
石

少

63
－

08
5

SB
13

EW
ト

レ
、

E
区

、
SE

区
、

EW
ベ

W
区

、
SW

区
、
ケ

、
3・

6
区

ク
ロ

、
ク

ロ
Ⅲ

層
、

SN
ベ

N
区

、
1
区

ク
ロ

ト
レ

ン
チ

他
弥

生
弥

生
土

器
鉢

A
口

縁
部

か
ら

底
面

20
%
、

回
転

実
測

<2
1.5

>
6.5

 
8.9

 
20

4.8
 1
0R

4/
8

赤
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
底

面
ミ

ガ
キ

外
面

一
部

に
赤

彩
が

施
さ

れ
な

い
部

分
あ

り
、

文
字

状
の

変
色

が
見

ら
れ

る
－

内
外

面
、

底
面

除
く

砂
粒

少
、

風
化

斜
長

石
少

63
－

08
6

SB
13

ケ
検

出
面

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

5%
、

断
面

実
測

－
－

（
7.9

）
40

.9 
5P

B1
.7/

1
青

黒
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
内

外
面

共
煤

吸
着

口
唇

部
縄

文
・

刻
み

文
、

頸
部

櫛
描

直
線

文
、

胴
上

半
部

櫛
描

羽
状

文
－

砂
粒

少
、

風
化

斜
長

石
少

63
－

08
9

SB
13

EW
ト

レ
、

W
区

ト
レ
ン
チ

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

25
%
、

断
面

実
測

－
－

（
6.1

）
38

.8 
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ハ

ケ
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

良
好

な
ミ

ガ
キ

－
口

唇
部

LR
横

縄
文

、
頸

部
櫛

描
波

状
文

、
胴

上
半

部
櫛

描
縦

羽
状

文
－

1
類

（
風

化
斜

長
石

少
）

63
21

01
4

SB
14

N
o.1

0、
N
E

区
3
層

弥
生

弥
生

土
器

甕

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
98

%
、

胴
上

半
部

か
ら

底
部

75
%
、

底
面

10
0%

、
完

全
実

測

21
.2 

9.1
 

32
.0 

24
20

.0
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

口
縁

部
か

ら
胴

中
央

部
ハ

ケ
、

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ

内
面

胴
下

半
部

（
底

面
除

く
）

煤
付

着
、

外
面

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
煤

付
着

。
櫛

描
横

羽
状

文
の

下
端

が
ミ

ガ
キ

で
消

さ
れ

て
い

る

口
唇

部
･
口

縁
部

櫛
描

波
状

文
、

頸
部

櫛
描

廉
状

文
、

胴
上

半
部

か
ら

中
央

部
櫛

描
波

状
文

、
胴

下
半

部
崩

れ
た

櫛
描

横
羽

状
文

。
口

唇
部
・
口

縁
部
・

胴
上

半
部

は
別

個
の

櫛
を

用
い

た
櫛

描
波

状
文

－
2
類

+
高

温
型

石
英

多

63
21

01
5

SB
14

N
o.9

、
N
W

区
3
層

弥
生

弥
生

土
器

鉢
C

口
縁

部
か

ら
底

部
95

%
、

底
面

は
欠

損
。

完
全

実
測

16
.0 

－
（

14
.5）

70
9.3

 1
0R

4/
6

赤
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ

良
好

な
ミ

ガ
キ

。
内

面
胴

中
央

部
か

ら
底

部
敲

打
に

よ
る

剝
離

。
外

面
胴

中
央

部
部

分
的

に
剝

離
。

種
子

圧
痕

内
面

、
外

面
?あ

り
。

内
面

頸
部

く
び

れ
部

か
ら

底
部

、
部

分
的

赤
彩

残
る

－
外

面
全

面
、

内
面

口
縁

部
1
類

（
風

化
斜

長
石

や
や

大
形

）

第３節　遺物
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

63
－

01
6

SB
14

N
o.8

3
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

頸
部

25
%
、

回
転

実
測

<2
1.6

>
－

（
8.4

）
16

9.2
 10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
刻

み
文

、
口

縁
部

斜
位

の
櫛

描
垂

下
文

、
頸

部
櫛

描
波

状
文

･
櫛

描
簾

状
文

－
風

化
斜

長
石

少
、

赤
褐

色
粒

子
・

黒
色

岩
片

63
21

01
9

SB
14

N
o.2

4・
25

、
SE

区
、

Z
3
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

45
%
、

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

50
%
、

回
転

実
測

<1
4.2

>
－

（
16

.6）
34

4.2
 

[6
9.1

]7.5
Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
胴

下
半

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
ミ

ガ
キ

口
唇

部
が

外
側

に
折

り
返

さ
れ

て
い

る
。

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

被
熱

に
よ

る
赤

化
。

櫛
描

横
羽

状
文

の
下

端
が

ミ
ガ

キ
で

消
さ

れ
て

い
る

。
種

子
圧

痕
外

面
あ

り

口
縁

部
か

ら
胴

中
央

部
2
段

の
櫛

描
横

羽
状

文
－

3
類

類
似

。
砂

粒
殆

ど
入

ら
ず

、
精

緻
堅

硬

63
22

03
9

SB
15

N
o.4

4
床

正
位

弥
生

弥
生

土
器

鉢
B

口
縁

部
か

ら
底

面
90

%
、

完
全

実
測

20
.5 

6.2
 

8.2
 

70
0.0

 1
0R

4/
8

赤
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

口
唇

全
周

摩
耗

。
内

面
90

%
程

度
が

敲
打

に
よ

る
剥

離
。

外
面

胴
中

央
部

が
帯

状
に

剝
離

口
唇

部
三

角
形

状
突

起
か

?2
箇

所
残

存
内

外
面

、
外

底
面

部
分

的
に

残
存

3
類

、
砂

粒
極

少
、

火
山

ガ
ラ

ス

63
22

04
4

SB
15

N
o.4

2
床

～
床

下
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
頸

部
10

0%
、

完
全

実
測

17
.2 

－
（

11
.3）

41
5.3

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
唇

部
ナ

デ
、

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

頸
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

内
外

面
共

に
ミ

ガ
キ

の
中

に
は

工
具

の
あ

た
り

が
強

く
沈

線
状

に
凹

で
し

ま
っ

た
と

こ
ろ

が
あ

る
。

口
縁

部
内

面
の

み
帯

状
に

煤
付

着
。

内
面

部
分

的
に

赤
彩

が
残

る

口
唇

部
縄

文
、

口
縁

部
櫛

描
波

状
文

、
頸

部
櫛

描
廉

状
文

・
櫛

描
波

状
文

微
風

化
斜

長
石

少
、

赤
色

岩
片

。
研

磨
に

よ
り

詳
細

不
明

63
22

04
5

SB
15

N
o.4

3
床

弥
生

弥
生

土
器

鉢
A

口
縁

部
か

ら
底

面
60

%
、

完
全

実
測

12
.4 

4.1
 

7.6
 

25
2.4

 1
0R

4/
8

赤
口

縁
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
口

縁
部

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ
－

－
内

外
面

全
面

、
底

面
わ

ず
か

風
化

斜
長

石
少

、
黄

褐
色

粒
子

多
。

繊
維

状
破

片

64
22

06
0

SB
16

N
o.6

、
A
・

B
区

床
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
上

98
%
、

完
全

実
測

13
.1 

－
（

13
.9）

35
5.6

 7
.5Y

R7
/6

橙

口
縁

部
・

頸
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

上
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
頸

部
か

ら
胴

上
半

部
上

ケ
ズ

リ
頸

部
下

端
を

水
平

に
切

断
し

破
断

面
摩

耗

口
唇

部
刻

み
の

入
っ

た
三

角
形

状
突

起
6
箇

所
中

5
箇

所
残

存
、

口
唇

部
・

頸
部

LR
横

縄
文

、
頸

部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
間

に
山

形
沈

線
文

－
1
類

64
22

06
1

SB
16

N
o.1

7
床

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

底
面

90
%
、

完
全

実
測

14
.4 

5.5
 

17
.2 

64
6.5

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
胴

上
半

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
、

胴
下

半
部

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ

口
縁

部
か

ら
底

部
付

近
ハ

ケ
後

良
好

な
ミ

ガ
キ

、
底

面
ミ

ガ
キ

羽
状

文
の

下
端

が
ミ

ガ
キ

で
消

さ
れ

て
い

る
。

種
子

圧
痕

内
外

面
あ

り

口
唇

部
良

好
な

撚
り

の
LR

横
縄

文
、

頸
部

櫛
描

直
線

文
、

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

羽
状

文
を

ず
ら

し
て

格
子

目
状

に
配

置

－
1
類

（
灰

白
色

粒
子

・
黄

褐
色

粒
子

）

64
－

06
2

SB
16

N
o.2

0
床

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
底

面
か

ら
脚

部
80

%
、

完
全

実
測

－
－

（
2.9

）
36

.6 
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
底

部
か

ら
脚

部
ナ

デ
底

面
ミ

ガ
キ

、
脚

部
ナ

デ
脚

裾
部

水
平

に
切

断
し

破
断

面
摩

耗
－

－
1
類

（
高

温
型

石
英

）

64
－

09
6

SB
17

ロ
1N

o.1
炉

1
炉

体
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
下

半
部

か
ら

底
部

50
%
、

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
－

10
.0 

（
12

.4）
67

0.2
 7
.5R

3/
4

暗
赤

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ナ

デ

内
面

胴
下

半
部

か
ら

底
面

7
割

程
度

が
剝

離
。

外
面

1/
4

程
度

に
煤

付
着

し
、

そ
の

部
分

が
1c

m
の

パ
ッ

チ
状

に
剝

離
。

外
面

わ
ず

か
に

赤
彩

が
残

る

－
微

2
類

64
22

09
7

SB
17

ロ
1N

o.2
炉

1
炉

体
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
上

半
部

70
%
、

完
全

実
測

－
－

（
10

.3）
55

6.0
 5
Y
R4

/6
赤

褐
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

管
理

番
号

98
と

同
一

個
体

の
可

能
性

あ
り

。
種

子
圧

痕
外

面
あ

り
。

外
面

赤
彩

か
?

－
微

黄
褐

色
粒

子
多

量
、

黒
雲

母
、

火
山

ガ
ラ

ス

64
22

09
8

SB
17

ロ
1N

o.3
・

5・
8、

ロ
1

炉
1
炉

体
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
頸

部
75

%
、

完
全

実
測

18
.2 

－
（

7.4
）

24
3.7

 5
Y
R3

/6
暗

赤
褐

頸
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

頸
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

頸
部

一
部

ミ
ガ

キ

管
理

番
号

97
と

同
一

個
体

の
可

能
性

あ
り

。
種

子
圧

痕
外

面
あ

り
。

内
外

面
わ

ず
か

に
赤

彩
が

残
る

口
唇

部
・

口
縁

部
無

節
R

横
縄

文
微

黄
褐

色
粒

子
多

量
、

黒
雲

母
、

火
山

ガ
ラ

ス

64
22

09
9

SB
17

ロ
1N

o.7
、

ロ
2

炉
2
炉

体
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
65

%
、

頸
部

か
ら

底
部

60
%
、

完
全

実
測

。
底

面
10

%
、

回
転

実
測

21
.2 

<9
.0>

24
.6 

71
9.0

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ナ

デ
、

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ

内
面

胴
上

半
部

以
下

に
煤

付
着

。
外

面
口

縁
部

か
ら

胴
中

央
部

煤
付

着
。

櫛
描

羽
状

文
の

下
端

が
ミ

ガ
キ

で
消

さ
れ

て
い

る

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

櫛
描

廉
状

文
、

胴
部

櫛
描

縦
羽

状
文

－
1
類

64
－

10
1

SB
17

N
o.2

、
ソ

ト
E

2
層

弥
生

弥
生

土
器

鉢
A

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
55

%
、

完
全

実
測

<1
1.7

>
－

（
5.0

）
62

.6 
 [6

.4]
10

R4
/6

赤
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ

内
外

面
の

全
体

の
8
割

程
度

が
径

5m
m

程
度

の
パ

ッ
チ

状
に

剥
落

。
外

面
か

ら
の

未
貫

通
穿

孔
あ

り

－
内

外
面

1
類

64
－

10
3

SB
17

N
o.9

2
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
か

甕
胴

下
半

部
50

%
、

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
－

7.6
 

（
8.2

）
18

9.7
 7
.5Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

胴
下

半
部

か
ら

底
面

ケ
ズ

リ
後

ミ
ガ

キ
胴

下
半

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ミ
ガ

キ
ミ

ガ
キ

が
非

常
に

良
好

－
－

1
類

（
風

化
斜

長
石

少
）

64
22

10
9

SB
17

N
o.1

3
床

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

75
%
、

胴
上

半
部

か
ら

脚
部

10
0%

、
完

全
実

測
11

.0 
5.7

 
11

.2 
22

5.8
 7
.5Y

R5
/6

明
褐

口
唇

部
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

脚
部

ハ
ケ

後
ナ

デ

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ナ
デ

－

口
唇

部
RL

横
縄

文
、

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

波
状

文
。

櫛
描

波
状

文
の

方
向

は
ラ

ン
ダ

ム
で

一
部

途
中

か
ら

櫛
描

斜
線

文
に

変
化

－
1
類

（
灰

白
色

粒
子

）

第４章　森平遺跡
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

64
22

11
0

SB
17

N
o.1

6、
Ⅱ

JI
1
ク

ロ
カ

ツ
床

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

60
%
、

完
全

実
測

<1
5.2

>
－

（
15

.4）
30

8.0
 1
0R

4/
6

赤
口

縁
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

ミ
ガ

キ
、

頸
部

ナ
デ

、
胴

上
半

部
ハ

ケ
種

子
圧

痕
内

外
面

あ
り

。
外

面
部

分
的

に
赤

彩
が

残
る

口
縁

部
穿

孔
2
穴

2
箇

所
、

さ
ら

に
2

箇
所

に
穿

孔
1
穴

ず
つ

残
存

。
外

面
:口

唇
部

に
隅

丸
三

角
形

状
突

起
が

2
つ

ず
つ

2
箇

所
。

口
唇

部
・

頸
部

LR
横

縄
文

。
頸

部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

c）
間

に
縄

文
。

頸
部

下
に

は
櫛

描
直

線
文

上
に

山
形

沈
線

文
。

胴
上

半
部

に
櫛

描
垂

下
文

a
と

そ
の

脇
に

押
し

引
き

文
。

内
面

:口
唇

部
に

LR
横

縄
文

・
山

形
沈

線
文

内
面

口
唇

部
か

ら
口

縁
部

良
好

に
残

存
1
類

64
22

29
6

SB
17

N
o.1

0
床

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

40
%
、

回
転

実
測

。
頸

部
か

ら
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

<6
.3>

5.3
 

12
.7 

28
0.6

 7
.5R

3/
6

暗
赤

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

部
か

ら
底

面
ケ

ズ
リ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

、
頸

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
、

底
部

か
ら

底
面

ナ
デ

外
面

2/
3
程

度
に

煤
付

着
－

外
面

全
面

、
外

底
面

部
分

的
に

残
存

。
内

面
口

縁
部

の
み

1
類

65
23

06
4

SB
18

N
o.1

床
弥

生
弥

生
土

器
壺

頸
部

か
ら

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
－

5.3
 （

12
.7）

26
2.0

 10
Y
R5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

頸
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ナ

デ
頸

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
、

底
面

ナ
デ

頸
部

縄
文

の
下

端
が

ハ
ケ

で
消

さ
れ

て
い

る
。

外
面

10
R4

/8
赤

色
部

分
が

見
ら

れ
る

頸
部

LR
横

縄
文

・
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
微

2
類

65
－

06
5

SB
18

N
o.3

・
4、

3・
6
区

Ⅲ
層

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

30
%
、

回
転

実
測

<2
0.4

>
－

（
11

.3）
13

1.7
 10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ

内
面

良
好

な
ミ

ガ
キ

。
口

縁
部

･
胴

部
と

も
に

櫛
描

波
状

文
は

か
な

り
乱

れ
て

い
る

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

口
縁

部
櫛

描
波

状
文

、
頸

部
櫛

描
直

線
文

、
胴

部
櫛

描
波

状
文

－
1
類

65
23

15
4

SB
20

N
o.3

P5
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
下

半
部

か
ら

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
－

8.4
 （

13
.0）

94
3.9

 1
0R

4/
6

赤

胴
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

部
付

近
ケ

ズ
リ

、
底

面
ケ

ズ
リ

胴
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
部

付
近

ケ
ズ

リ
、

底
面

ナ
デ

胴
下

半
部

に
内

面
か

ら
外

面
に

向
か

っ
て

径
1.3

cm
の

円
形

の
穴

が
穿

孔
さ

れ
て

い
る

。
胴

下
半

部
を

水
平

に
切

断
し

、
破

断
面

摩
耗

－
外

面
2
類

類
似

（
黒

褐
色

粒
子

）、
砂

粒
少

、
精

製
胎

土

65
－

15
5

SB
20

N
o.4

、
ユ

下
P5

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
か

蓋
か

?
完

全
実

測
－

5.4
 

（
3.0

）
68

.0 
10

Y
R2

/1
黒

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

ミ
ガ

キ
全

面
煤

付
着

－
－

1
類

65
23

12
3

SB
21

ロ
3

炉
1
の

下
よ

り
出

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
下

半
部

か
ら

底
部

60
%
、

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
－

8.2
 

（
9.7

）
90

6.6
 1
0Y

R8
/3

浅
黄

橙
胴

下
半

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
胴

下
半

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
、

底
面

ケ
ズ

リ

土
器

埋
設

石
囲

炉
の

埋
設

土
器

の
可

能
性

あ
り

。
外

面
煤

付
着

。
種

子
圧

痕
内

面
あ

り
－

－
1
類

（
黄

褐
色

粒
子

多
）

65
23

12
4

SB
21

ロ
2N

o.3
、

SE
区

炉
2

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

45
%
、

回
転

実
測

<2
4.5

>
－

（
15

.8）
33

6.8
 

[1
57

.8]

10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
胴

上
半

部
ハ

ケ
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

頸
部

櫛
描

横
羽

状
文

の
上

端
が

ミ
ガ

キ
で

消
さ

れ
て

い
る

。
櫛

描
羽

状
文

は
か

な
り

乱
れ

て
い

る

口
唇

部
・

口
縁

部
LR

横
縄

文
、

口
縁

部
波

状
沈

線
文

、
頸

部
か

ら
胴

上
半

部
櫛

描
横

羽
状

文
－

2
類

65
23

12
5

SB
21

ロ
2N

o.1
・

2
炉

2
炉

体
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
頸

部
95

%
、

完
全

実
測

14
.5 

－
（

12
.5）

33
3.9

 1
0R

4/
6

赤
口

縁
部

ナ
デ

後
良

好
な

ミ
ガ

キ
、

頸
部

良
好

な
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
頸

部
良

好
な

ミ
ガ

キ

頸
部

縄
文

の
下

端
を

頸
部

下
ミ

ガ
キ

が
消

し
て

い
る

。
頸

部
は

断
面

周
辺

が
被

熱
に

よ
る

赤
化

口
唇

部
LR

横
縄

文
・

刻
み

文
、

頸
部

LR
横

縄
文

･
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
外

面
全

面
1
類

、
砂

粒
少

、
精

緻

65
－

12
6

SB
21

pi
t1
3N

o.1
P1

3
の

1
層

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

底
部

付
近

か
ら

脚
部

10
0%

、
完

全
実

測
－

6.6
 

（
5.2

）
12

7.5
 1
0R

4/
6

赤
底

付
近

部
か

ら
脚

部
ミ

ガ
キ

摩
耗

底
部

付
近

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ
摩

耗
、

脚
部

ナ
デ

脚
部

下
端

煤
付

着
－

内
外

面
全

面
、

脚
部

内
面

除
く

微
細

風
化

斜
長

石
、
火

山
ガ

ラ
ス

。
赤

褐
色

粒
子

（
粒

径
不

均
一

）

65
－

12
7

SB
21

ロ
1
フ

キ
ン

、
SW

区
1
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

頸
部

25
%
、

回
転

実
測

<1
6.9

>
－

（
8.0

）
51

.9 
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ナ

デ
、

胴
上

半
部

ハ
ケ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
LR

（
l 3

）
?横

縄
文

、
頸

部
櫛

描
直

線
文

（
止

め
が

2
箇

所
は

い
っ

て
い

る
）、

胴
部

櫛
描

縦
羽

状
文

･
櫛

描
垂

下
文

b

－
1
類

（
赤

褐
色

粒
子

）、
砂

粒
少

、
精

緻

65
23

12
8

SB
21

N
o.2

、
ユ

上
、

ユ
上

S
区

1
層

下
部

弥
生

弥
生

土
器

甑
（

有
孔

鉢
）

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
35

%
、

回
転

実
測

。
胴

下
半

部
か

ら
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

<2
1.0

>
5.9

 
9.0

 
26

4.2
 10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ
、

底
部

か
ら

底
面

ケ
ズ

リ

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
上

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

面
ミ

ガ
キ

外
面

2/
3
程

度
煤

付
着

。
内

面
径

5m
m

の
赤

色
部

分
見

ら
れ

る
－

微
1
類

65
－

13
1

SB
21

N
o.5

1
層

下
部

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

か
ら

頸
部

35
%
、

回
転

実
測

<1
6.8

>
－

（
8.0

）
11

6.8
 7
.5Y

R6
/6

橙
口

縁
部

ナ
デ

、
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
口

縁
部

ミ
ガ

キ
、

頸
部

ナ
デ

後
ミ

ガ
キ

や
や

摩
耗

口
唇

部
の

一
部

被
熱

に
よ

る
赤

化

口
唇

部
・
口

縁
部
・
頸

部
LR

横
縄

文
、

口
縁

部
波

状
沈

線
文

、
頸

部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
－

微
細

風
化

斜
長

石
、
赤

褐
色

粒
子

、
石

英
少

66
－

13
5

SB
21

N
o.4

1
層

下
部

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
底

面
55

%
、

脚
部

90
%
、

完
全

実
測

－
7.3

 
（

4.9
）

77
.0 

10
Y
R5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

底
部

付
近

か
ら

脚
部

ナ
デ

後
ミ

ガ
キ

底
面

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ケ
ズ

リ
－

－
－

1
類

第３節　遺物
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

66
23

13
6

SB
21

N
o.9

、
SN

ベ
、

S
区

ユ
上

1
層

下
部

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
か

甕

口
縁

部
60

%
、

回
転

実
測

。
頸

部
か

ら
胴

下
半

部
55

%
、

回
転

実
測

<1
4.8

>
－

（
8.6

）
16

1.5
 7
.5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
頸

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
良

好
な

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

口
縁

部
櫛

描
波

状
文

（
山

形
）・

円
形

浮
文

（
5
箇

所
残

存
）

内
に

円
形

刺
突

、
胴

部
コ

の
字

重
ね

文
・

円
形

浮
文

（
2
箇

所
残

存
）

内
に

円
形

刺
突

－
微

細
斜

長
石

少
、

砂
粒

少
、

精
緻

66
－

14
1

SB
21

SW
区

、
ベ

、
S
区

ユ
上

1
層

弥
生

弥
生

土
器

台
付

甕
か

甕
胴

中
央

部
20

%
、

回
転

実
測

－
－

（
7.8

）
88

.3 
7.5

Y
R4

/3
褐

胴
中

央
部

ハ
ケ

胴
中

央
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

－
胴

中
央

部
コ

の
字

重
ね

文
・

円
形

浮
文

（
2
箇

所
残

存
）

内
に

円
形

刺
突

－
1
類

65
－

14
6

SB
21

SN
ト

レ
S
区

、
Ⅱ

D
24

、
1
区

ク
ロ

1
層

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

45
%
、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

30
%
、

回
転

実
測

<2
0.8

>
－

（
10

.6）
27

7.7
 

[8
5.4

]10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

ナ
デ

口
縁

部
ナ

デ
、

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
種

子
圧

痕
内

外
面

あ
り

口
唇

部
・

口
縁

部
LR

横
縄

文
、

口
縁

部
山

形
沈

線
文

、
頸

部
櫛

描
直

線
文

、
胴

部
櫛

描
縦

羽
状

文
－

微
細

風
化

斜
長

石
、
火

山
ガ

ラ
ス

、
灰

白
色

粒
子

、
赤

褐
色

粒
子

、
脆

弱

66
23

14
9

SB
21

ベ
1
層

弥
生

ミ
ニ

チ
ュ

ア
台

付
甕

?
底

面
10

0%
、

脚
台

部
55

%
、

完
全

実
測

－
 

2.9
 

（
1.6

）
9.3

 1
0Y

R5
/2

灰
黄

褐
脚

部
ナ

デ
、

部
分

的
に

指
押

さ
え

痕
あ

り
底

面
、

脚
部

ナ
デ

－
 

－
 

－
 

1
類

65
23

15
1

SB
21

N
o.6

、
S
区

、
フ

1
層

弥
生

弥
生

土
器

鉢
C

口
縁

部
85

%
、

頸
部

か
ら

底
面

60
%
、

完
全

実
測

<1
4.9

>
5.8

 
12

.5 
33

1.5
 

[1
4.5

]10
R3

/6
暗

赤
口

縁
部

ミ
ガ

キ
、

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ミ
ガ

キ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

、
胴

上
半

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
摩

耗
、

底
部

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ

種
子

圧
痕

内
外

面
あ

り
。

外
面

口
縁

部
沈

線
よ

り
上

レ
ベ

ル
で

、
内

外
面

と
も

に
赤

彩
良

好
に

残
存

す
る

が
、

そ
れ

以
下

は
ほ

と
ん

ど
残

ら
な

い
。

た
だ

し
内

面
底

面
は

残
存

口
唇

部
・

胴
部

LR
横

縄
文

、
口

縁
部

穿
孔

2
穴

2
箇

所
残

存
、

胴
部

横
走

沈
線

文
間

に
山

形
沈

線
文

内
外

面
1
類

（
大

形
風

化
斜

長
石

、
黒

褐
色

粒
子

）

65
23

15
9

SB
21

フ
、

5
区

ク
ロ

、
6
区

ク
ロ

、
SD

12
1
層

、
SD

12
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
上

半
部

15
%
、

回
転

実
測

－
－

（
12

.0）
14

2.5
 

[4
46

.6]
10

R5
/6

赤
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

外
面

山
形

沈
線

文
内

部
の

縄
文

が
ミ

ガ
キ

に
よ

っ
て

消
さ

れ
て

い
る

。
種

子
圧

痕
外

面
あ

り
。

外
面

部
分

的
に

赤
彩

が
残

る

胴
上

半
部

上
に

は
横

走
沈

線
文

・
山

形
沈

線
文

間
に

LR
横

縄
文

。
胴

上
半

部
下

に
は

重
三

角
文

が
施

さ
れ

、
沈

線
間

に
LR

横
縄

文
が

充
填

さ
れ

て
い

る
。

楕
円

形
突

起
1
箇

所
残

存

微
3
類

類
似

。
砂

粒
子

極
少

66
24

17
1

SB
23

N
o.3

～
6・

8・
9、

SW
区

、
SK

23
、

SK
23

 N
o.1

・
3・

4、
SK

21
 フ

、
6
区

キ
タ

2
ト

レ
ク

ロ

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

80
%
、

頸
部

か
ら

底
面

75
%
、

完
全

実
測

、
一

部
合

成
<2

3.1
> 

8.0
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.4 
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.2 
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1.5

]10
Y
R7

/6
明

黄
褐

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
部

付
近

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

部
ケ

ズ
リ

、
底

面
ナ

デ

口
縁

部
以

下
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

た
だ

し
胴

下
半

部
は

摩
耗

外
面

口
縁

部
か

ら
胴

中
央

部
煤

付
着

。
内

面
胴

下
半

部
か

ら
底

部（
底

面
除

く
）煤

付
着

。
種

子
圧

痕
内

面
あ

り

口
唇

部
LR

横
縄

文
・

楕
円

形
連

続
刻

み
文

、
頸

部
か

ら
胴

中
央

部
櫛

描
縦

羽
状

文
－

1
類

（
灰

白
色

粒
子

少
）

66
23

17
2

SB
23

N
o.7

　
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
頸

部
30

%
、

回
転

実
測

<1
4.4

>
－

（
4.2

）
69

.0 
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

頸
部

ミ
ガ

キ
剥

離

ミ
ガ

キ
は

良
好

だ
が

焼
成

や
や

不
良

。
外

面
口

縁
部

わ
ず

か
に

赤
彩

が
残

る
口

唇
部

1m
m

幅
の

鋭
い

刻
み

文
微

1
類

（
微

細
風

化
斜

長
石

多
、

直
径

2m
m

程
度

の
黄

褐
色

粒
子

、
直

径
1m

m
程

度
の

灰
白

色
粒

子
・

高
温

型
石

英
。

異
質

66
24

17
6

SB
23

ユ
下

、
6
区

キ
タ

ク
ロ

、
キ

タ
2

ト
レ

ク
ロ

、
Z

床
下

、
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
50

%
、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

10
0%

、
完

全
実

測
<1

4.1
>

－
（

11
.4）

19
6.3
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.0]
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Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

、
頸

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

胴
上

半
部

下
端

を
水

平
に

切
断

し
破

断
面

摩
耗

。
内

外
面

部
分

的
に

赤
彩

残
存

か
?

口
唇

部
LR

横
縄

文
・

三
角

形
状

突
起

1
つ

1
箇

所
残

存
。

頸
部

水
平

方
向

の
ナ

デ
と

横
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
b）

間
に

刻
み

文
。

胴
上

半
部

櫛
描

垂
下

文
b
間

に
沈

線
に

よ
る

逆
U

字
区

画
。

区
画

内
に

垂
下

沈
線

文
b。

口
唇

部
内

面
に

は
LR

横
縄

文
・

山
形

沈
線

文
（

一
部

乱
れ

る
）

微
1
類

66
23
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9
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23

（
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）

ニ
シ

ク
ロ

、
6
区

キ
タ

2
ト

レ
ク

ロ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
頸

部
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%
、

回
転

実
測
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－
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）
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.0 
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Y
R7

/6
明

黄
褐

頸
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

頸
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
外

面
部

分
的

に
赤

彩
が

残
る

口
唇

部
・

口
縁

部
良

好
な

撚
り

の
LR

（
l 3

）
縄

文
微

砂
粒

子
少

、
高

温
型

石
英

・
灰

白
色

粒
子

中

66
23

30
0

SB
23

（
SB

22
）

SW
区

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

筒
形

土
器

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
30

%
、

回
転

実
測

<1
.9>

－
（

3.5
）

9.0
 10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

部
か

ら
胴

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
胴

部
ナ

デ
輪

積
み

痕
あ

り
－

－
1
類

（
火

山
ガ

ラ
ス

多
）

66
－

30
1

SB
23

N
o.1

3、
6
区

ク
ロ

、
ユ

下
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
75

%
、

完
全

実
測

<1
5.8

>
－

（
4.8

）
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0.0
 1
0Y

R6
/6

明
黄

褐
口

縁
部

か
ら

頸
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

頸
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

。
内

外
面

赤
彩

か
?

口
唇

部
LR

横
縄

文
・

三
角

形
状

突
起

1
つ

1
箇

所
残

存
微

砂
粒

僅
少

、
研

磨
に

よ
り

詳
細

不
明

66
23
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9

SB
23

N
o.2

埋
土

弥
生

ミ
ニ

チ
ュ

ア
壺

胴
上

半
部

か
ら

底
面
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%
、

完
全

実
測

－
 

3.3
 

（
2.5

）
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Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

胴
下

半
部

か
ら

底
部

指
押

さ
え

痕
、

底
面

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

胴
下

半
部

か
ら

底
面

ナ
デ

内
底

面
煤

付
着

胴
上

半
部

か
ら

下
半

部
逆

U
字

櫛
描

区
画

内
に

櫛
描

直
線

文
－

 
1
類
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24

52
4

ST
04

Ⅱ
I1
8 
pi
t2

P2
弥

生
弥

生
土

器
甑

（
有

孔
鉢

）

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
55

%
、

胴
下

半
部

か
ら

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
<1

5.4
>

6.0
 

8.7
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0.2

 10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

底
面

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

種
子

圧
痕

内
外

あ
り

－
－

火
山

ガ
ラ

ス
多

。
砂

粒
少

第４章　森平遺跡
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構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版
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管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

66
24

52
8

ST
04

Ⅱ
I1
8 
pi
t7

P7
弥

生
弥

生
土

器
壺

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

30
%
、

回
転

実
測

。
胴

上
半

部
か

ら
底

面
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0%
、

完
全

実
測

－
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5.6
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Y
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に

ぶ
い

黄
橙

胴
上

半
部

か
ら

中
央

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
胴

下
半

部
か

ら
底

部
付

近
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
部

ケ
ズ

リ
、

底
面

ナ
デ

頸
部

か
ら

底
面

ハ
ケ

後
ナ

デ
胴

下
半

部
に

穿
孔

と
思

わ
れ

る
径

1.5
cm

程
度

の
孔

あ
り

頸
部

LR
横

縄
文

・
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

a）
、

胴
上

半
部

横
走

沈
線

文
間

に
波

状
沈

線
文

、
胴

中
央

部
か

ら
下

半
部

連
弧

文
c

－
砂

粒
殆

ど
な

し

66
24

52
0
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Ⅱ
I1
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P2

・
5・
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・

15
床

弥
生

弥
生

土
器

壺
頸

部
か

ら
胴

中
央

部
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%
、

完
全

実
測

－
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10
17
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10

Y
R7
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ぶ
い

黄
橙

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
種

子
圧

痕
内

面
あ

り
－

－
風

化
斜

長
石

少
、
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色

粒
子
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火

山
ガ
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ス
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－
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1
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05

Ⅱ
I1
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P1

4
床

面
埋

設
弥

生
弥

生
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器
壺

胴
中

央
部

か
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底
面
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0%

、
完

全
実

測
－
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に

ぶ
い
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橙

胴
中

央
部

ナ
デ

後
ミ

ガ
キ

、
底

部
ケ

ズ
リ

、
底

面
ナ

デ

胴
中

央
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

摩
耗

底
部

に
パ

ッ
チ

状
剥

離
あ

り
。

全
周

煤
付

着
－

－
火

山
ガ

ラ
ス

多
。

砂
粒

少

67
24

52
2
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Ⅱ
I1
9 
P1

2・
14

・
20

床
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
底

面
75

%
、

完
全

実
測

11
.7 

5.4
 

8.5
 

19
1.4

 10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ハ

ケ
、

底
部

付
近

指
オ

サ
エ

と
ケ

ズ
リ

、
底

面
ナ

デ

口
縁

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

胴
上

半
部

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ
か

な
り

小
形

。
内

面
全

面
煤

吸
着

口
唇

部
縄

文
か

、
頸

部
櫛

描
廉

状
文

、
胴

上
半

部
か

ら
下

半
部

櫛
描

波
状

文
－

1
類

67
24

52
3

ST
05

Ⅱ
I1
9 
P5

・
25

床
弥

生
弥

生
土

器
台

付
甕

口
縁

部
か

ら
脚

上
部

95
%
、

完
全

実
測
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.4 

－
 

（
9.6

）
23

0.1
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Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
胴

中
央

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
胴

下
半

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
縄

文
摩

耗
不

明
、

頸
部

円
形

浮
文

（
6
箇

所
）

内
に

円
形

刺
突

、
胴

中
央

部
円

形
浮

文
（

5
箇

所
残

存
）

内
に

円
形

刺
突

、
他

の
1
箇

所
は

剝
離

し
円

形
刺

突
の

み
残

存
。

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

波
状

文
（

簾
状

工
具

の
軸

の
太

さ
不

均
一

）

－
風

化
斜

長
石

少
、

火
山

ガ
ラ

ス
多

67
24

52
5

ST
05

Ⅱ
I1
9 
P1

9
床

弥
生

弥
生

土
器

高
杯

底
面

か
ら

脚
部

95
%
、

完
全

実
測

－
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.6 

（
5.2

）
18

0.7
 7
.5Y

R6
/6

橙
脚

部
ミ

ガ
キ

摩
耗

底
面

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ナ
デ

一
部

ミ
ガ

キ
脚

部
内

外
面

部
分

的
に

赤
彩

が
残

る
－

内
面

杯
部

風
化

斜
長

石
少

、
火

山
ガ

ラ
ス

66
－

52
6

ST
05

Ⅱ
I1
9 
P1

5
～
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床

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部
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%
、

完
全

実
測
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.7 
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（
5.2

）
13

0.9
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.5Y

R6
/6

橙
口

縁
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

口
縁

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
縄

文
摩

耗
不

明
－

岩
片

少
数

、
砂

粒
少

66
24

52
7

ST
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Ⅱ
I1
9 
P1

1・
12

、
1
区

ク
ロ

床
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
25

%
、

回
転

実
測

<2
0.6

>
－
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）
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.6 
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R4
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赤

口
縁

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
口

縁
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

口
唇

部
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横
縄

文
内

外
面

1
類

67
－

09
2

ST
13

N
o.2

～
4、

3・
6
区

ク
ロ

、
3

区
ク

ロ
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土
～

床
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
上

半
部

か
ら

底
部
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%
、

底
面
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0%

、
完

全
実

測
－
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6.9
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に

ぶ
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橙

胴
上

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

、
部

分
的

に
不

十
分

な
ミ

ガ
キ

、
底

面
格

子
目

状
の

工
具

痕
あ

り

胴
上

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

、
底

面
ナ

デ

外
面

胴
中

央
部

ミ
ガ

キ
の

際
、

不
規

則
な

工
具

痕
あ

り
。

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

－
－

火
山

ガ
ラ

ス
、

砂
粒

少
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25
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3
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N
o.1

1
P1

弥
生

弥
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土
器

壺
口

縁
部

か
ら
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部
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%
、

完
全

実
測
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褐

口
縁

部
ハ

ケ
後
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デ

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

頸
部

し
ぼ

り
痕

あ
り
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面

口
縁

部
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オ
サ

エ
痕

あ
り
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種

子
圧

痕
内

面
あ

り

口
唇

部
・

頸
部
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横

縄
文

、
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部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法
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・

波
状

沈
線

文

外
面

全
面

部
分

的
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残
存

1
類
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24
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4
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N
o.1

2
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弥
生

弥
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土
器

甕
口

縁
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部

、
頸

部
か
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底

部
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%
、
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面
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全
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測
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－
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黄
褐

頸
部

ナ
デ

、
胴

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
胴

下
半

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
ミ

ガ
キ

、
た

だ
し

胴
下

半
部

は
摩

耗

外
面

口
縁

部
に

一
部

赤
色

部
分

が
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ら
れ

る

口
唇

部
刻

み
文

、
口

縁
部

櫛
描

簾
状

文
、

頸
部

櫛
描

直
線

文
、

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

縦
羽

状
文

（
乱

れ
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－
1
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形
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・
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区
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生
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生
土
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縁
部
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底
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、
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部
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、
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全

実
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縁

部
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部
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キ
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、
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部
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ケ
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ガ
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縁

部
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底

面
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ガ
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部
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デ
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面
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部
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転

台
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調
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り
。
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圧
痕
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面

あ
り
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縁

部
円

形
突

起
1
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内

外
面
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面

、
脚

部
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面
除

く
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火

山
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閃
石

、
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石
、
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色

粒
子

）
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鉢
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縁
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粒
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緻
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、

完
全

実
測
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白
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部

ハ
ケ

後
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口

縁
部
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ら
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部
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ケ
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デ
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で
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し
く
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。

種
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圧
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あ
り
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唇

部
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頸

部
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）
横

縄
文
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頸

部
横
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線
文
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石
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、

角
閃
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輝
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岩
片
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緻
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弥

生
弥
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器
蓋
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、
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測
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面
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－
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部
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面
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デ
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半
部
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縦
羽

状
文

－
灰

白
色

粒
子

や
や

多
、

砂
粒

少

67
－

50
5

SK
01

0
SK
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ベ
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縁
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、
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縁
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半
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後
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縁
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後
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部
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後
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外
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熱
よ
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り

。
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赤
彩
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部
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縄
文
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加
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文
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番
号

情
報

出
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構

情
報

土
器
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本

情
報

土
器
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量

情
報

土
器
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情
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版
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位
（
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属
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土
位
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時

期
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器
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土
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縁

部
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部
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縁
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部
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縄
文
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部
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状
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－
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台
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縁
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縄
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－
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）
12

.4 
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
頸
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縁
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。
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褐
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台
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2.9
 7
.5Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ミ
ガ

キ
胴

上
半

部
か

ら
底

面
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

脚
部

ナ
デ

脚
部

付
近

の
櫛

描
波

状
文

が
ミ

ガ
キ

に
よ

っ
て

消
さ

れ
て

い
る

。
胴

中
央

部
か

ら
脚

部
被

熱
に

よ
る

赤
化

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

櫛
描

直
線

文
・

円
形

浮
文

か
?胴

中
央

部
か

ら
胴

下
半

部
櫛

描
波

状
文

－

風
化

斜
長

石
少

、
高

温
型

石
英

、
火

山
ガ

ラ
ス

、
微

細
黄

褐
色

粒
子

・
や

や
大

形
赤

褐
色

、
粒

子
多

。
緻

密

68
－

18
1

SK
02

4
N
o.2

・
3・

6
1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

下
半

部
か

ら
底

部
付

近
55

%
、

回
転

実
測

－
 

－
 （

15
.7）

52
1.4

 10
Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

胴
下

半
部

か
ら

底
部

付
近

ハ
ケ

外
面

部
分

的
に

煤
吸

着
。

内
面

が
パ

ッ
チ

状
に

剝
離

。
外

面
わ

ず
か

に
赤

彩
が

残
る

胴
下

半
部

連
弧

文
a
間

?に
縄

文
微

1
類

68
－

18
2

SK
02

4
N
o.4

・
6

1
層

弥
生

弥
生

土
器

壺
?

底
部

付
近

か
ら

底
面

80
%
、

完
全

実
測

－
 

6.8
 

（
5.9

）
16

7.0
 1
0R

4/
8

赤
底

部
付

近
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ケ
ズ

リ
底

部
付

近
か

ら
底

面
ナ

デ
摩

耗
内

面
底

部
付

近
か

ら
底

面
に

わ
ず

か
に

赤
彩

が
残

る
－

微
微

細
風

化
斜

長
石

少
、

砂
粒

少

68
25

18
3

SK
02

4
N
o.1

・
5・

6、
Ⅱ

E2
1

1
層

弥
生

弥
生

土
器

甕

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
50

%
、

回
転

実
測

。
胴

下
半

部
か

ら
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

<2
5.7

>
7.8

 
30

.1 
11

72
.6

10
Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
部

付
近

ケ
ズ

リ
後

ハ
ケ

、
底

部
ケ

ズ
リ

口
縁

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

頸
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

、
底

面
ナ

デ
種

子
圧

痕
内

外
面

あ
り

口
唇

部
・

口
縁

部
LR

横
縄

文
、

口
縁

部
波

状
沈

線
文

、
頸

部
櫛

描
廉

状
文

、
胴

上
半

部
か

ら
胴

下
半

部
櫛

描
縦

羽
状

文

－
1
類

（
火

山
ガ

ラ
ス

多
）

68
25

44
6

SD
01

P2
埋

土
奈

良
須

恵
器

杯
B

底
面

50
%
、

回
転

実
測

－
 

<9
.2>

（
2.0

）
10

1.0
 N

5/
灰

底
部

回
転

糸
切

り
、

指
押

さ
え

ナ
デ

底
面

ロ
ク

ロ
内

外
面

に
黒

色
の

付
着

物
あ

り
－

－
微

細
風

化
斜

長
石

少

68
25

44
7

SD
01

P1
埋

土
奈

良
灰

釉
陶

器
椀

B
底

面
15

%
、

回
転

実
測

－
 

<7
.6>

（
1.8

）
16

.0 
2.5

Y
7/

1
灰

白
底

部
付

近
ロ

ク
ロ

底
面

ナ
デ

－
－

－
砂

粒
僅

少
、

精
緻

68
－

19
7

SD
08

SD
08

 
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
頸

部
50

%
、

回
転

実
測

<1
8.5

>
－

 （
10

.5）
11

45
.5

7.5
Y
R7

/6
橙

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
頸

部
ハ

ケ
内

外
面

摩
耗

。
種

子
圧

痕
内

面
あ

り

口
唇

部
・

頸
部

LR
横

縄
文

、
頸

部
横

走
沈

線
文

（
頸

部
文

様
帯

技
法

c）
間

に
縄

文
－

粒
形

が
不

統
一

。
微

細
風

化
斜

長
石

、
火

山
ガ

ラ
ス

、
や

や
大

形
灰

白
色

粒
子

68
25

19
8

SD
08

SD
08

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

鉢
C

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
60

%
、

完
全

実
測

<1
3.0

>
－

 
（

7.3
）

12
3.6

 1
0R

3/
6

暗
赤

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ミ

ガ
キ

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

口
唇

部
円

形
状

突
起

2
つ

ず
つ

1
箇

所
残

存
、

頸
部

穿
孔

2
穴

2
箇

所
内

外
面

全
面

2
類

（
径

2m
m

黄
褐

色
粒

子
多

）

68
25

19
9

SD
08

中
ト

レ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
か

ら
頸

部
75

%
、

完
全

実
測

15
.8 

－
 （

12
.0）

26
2.5

 1
0Y

R8
/1

灰
白

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
摩

耗
口

縁
部

ミ
ガ

キ
、

頸
部

以
下

摩
耗

剥
離

－
口

唇
部

縄
文

摩
耗

－
1
類

68
25

20
0

SD
08

SD
08

埋
土

弥
生

ミ
ニ

チ
ュ

ア
鉢

A
口

縁
部

か
ら

底
部

35
%
、

回
転

実
測

。
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

<6
.9>

3.5
 

2.8
 

22
.0 

10
R4

/6
赤

口
縁

部
か

ら
底

面
ミ

ガ
キ

、
摩

耗
口

縁
部

か
ら

底
面

ミ
ガ

キ
、

摩
耗

赤
彩

内
底

面
部

分
的

に
残

存
口

縁
部

楕
円

形
突

起
1つ

1箇
所

残
存

外
面

2
類

+
火

山
ガ

ラ
ス

多

68
－

20
3

SD
08

SD
08

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
胴

上
半

部
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
3.6

）
26

.8 
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

－
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

－
胴

上
半

部
横

走
沈

線
文

間
に

LR
横

縄
文

と
押

し
引

き
文

。
円

形
浮

文
（

1
箇

所
残

存
）

内
に

棒
状

沈
線

－
1
類

68
25

51
2

SD
08

フ
、

5
区

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
頸

部
か

ら
底

面
85

%
、

完
全

実
測

－
 

10
.1 

（
28

.9）
11

99
.0

10
Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

か
ら

胴
部

ミ
ガ

キ
、

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

摩
耗

、
底

面
ナ

デ

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
摩

耗
、

胴
中

央
部

か
ら

底
面

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

剥
離

内
外

面
胴

中
央

部
か

ら
下

半
部

部
分

的
に

薄
く

剝
離

。
種

子
圧

痕
外

面
あ

り
。

外
面

部
分

的
に

赤
彩

が
残

る

頸
部

貼
り

付
け

凸
帯

（
頸

部
文

様
帯

技
法

c?
）

間
に

LR
横

縄
文

微
微

細
風

化
斜

長
石

少
、

黄
褐

色
粒

子
多

68
25

51
3

SD
08

SD
08

埋
土

弥
生

ミ
ニ

チ
ュ

ア
台

付
甕

?
脚

台
部

95
%

底
面

除
く

。
完

全
実

測
－

 
2.9

 
（

1.3
）

8.0
 1
0R

3/
6

暗
赤

脚
台

部
ナ

デ
脚

台
部

ナ
デ

－
 

－
 

外
面

1
類

68
25

51
5

SD
08

ト
レ

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

壺
口

縁
部

80
%
、

完
全

実
測

<8
.3>

－
 

（
7.1

）
95

.5 
7.5

R4
/6

赤
口

縁
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

口
縁

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
50

2
に

類
似

－
内

外
面

2
類

第４章　森平遺跡
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

68
25

19
4

SD
12

SD
12

埋
土

弥
生

弥
生

土
器

甕
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

10
%
、

回
転

実
測

<1
6.8

>
－

 
（

4.7
）

24
.0 

10
Y
R4

/2
灰

黄
褐

口
縁

部
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
LR

横
縄

文
?・

楕
円

形
連

続
刻

み
文

、
頸

部
櫛

描
波

状
文

、
胴

上
半

部
櫛

描
横

羽
状

文
－

微
細

風
化

斜
長

石
少

、
砂

粒
少

68
－

19
5

SD
12

フ
埋

土
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
10

%
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
2.5

）
15

.0 
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ナ

デ
口

縁
部

ミ
ガ

キ
種

子
圧

痕
内

面
あ

り
口

縁
部

櫛
描

文
－

1
類

69
－

18
6

Ⅱ
J0

2
SH

01
、

ソ
ト

N
5
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
10

%
、

回
転

実
測

<1
8.2

>
－

 
（

9.5
）

80
.0 

7.5
Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
内

面
良

好
な

ミ
ガ

キ
で

赤
色

口
唇

部
刻

み
文

、
口

縁
部

櫛
描

波
状

文
、

頸
部

櫛
描

廉
状

文
、

胴
上

半
部

櫛
描

文
（

羽
状

文
の

乱
れ

）
－

砂
粒

少

69
26

21
0

Ⅱ
D
25

Ⅱ
D
25

1
区

包
含

層
－

－
ハ

ケ
甕

口
縁

部
25

%
、

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

45
%
、

回
転

実
測

<2
5.6

>
－

 （
18

.4）
49

0.6
 5
Y
R6

/6
橙

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

外
面

胴
中

央
部

被
熱

に
よ

り
赤

化
・

剝
離

・
煤

付
着

－
－

斜
長

石
少

、
堅

緻

69
26

21
1

Ⅱ
D
20

N
o.1

、
SD

08
 フ

、
Ⅱ

E1
6

1・
3
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
台

付
甕

（
も

し
く

は
甕

）

口
縁

部
25

%
、

回
転

実
測

。
頸

部
か

ら
底

部
90

%
、

底
面

除
く

。
完

全
実

測
<1

1.5
>

－
 

（
7.5

）
13

6.6
 

[9
.9]

10
Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
ナ

デ
摩

耗
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ナ
デ

摩
耗

台
位

は
欠

損
し

て
い

る
が

文
様

か
ら

台
付

か

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

コ
の

字
重

ね
文

・
楕

円
形

浮
文

（
頸

部
2
箇

所
残

存
・

胴
中

央
部

4
箇

所
残

存
）

内
に

棒
状

沈
線

－
1
類

（
灰

白
色

粒
子

多
）

69
26

21
4

Ⅱ
D
15

Ⅱ
D
15

、
1
区

、
1
区

 ク
ロ

、
ク

ロ
レ

キ
、

ク
ロ

上
1
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
75

%
、

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

60
%
、

完
全

実
測

<1
3.6

>
－

 （
31

.8）
10

89
.4

10
Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
胴

上
半

部
ミ

ガ
キ

、
胴

中
央

部
か

ら
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

摩
耗

内
面

90
%

程
度

が
剝

離・
摩

耗
。

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

。
外

面
胴

部
中

心
に

赤
彩

が
残

る

口
唇

部
LR

横
縄

文
?、

頸
部

橫
走

沈
線

文
（

頸
部

文
様

帯
技

法
a）

間
に

山
形

沈
線

文
・

LR
横

縄
文

、
胴

中
央

部
橫

走
沈

線
文

間
に

山
形

沈
線

文
・

LR
横

縄
文

、
胴

中
央

部
か

ら
下

半
部

重
山

形
文

（
沈

線
に

よ
る

縦
羽

状
の

組
み

合
わ

せ
）

微
2
類

（
黄

褐
色

粒
子

多
）

69
－

21
6

Ⅱ
D
15

Ⅱ
D
15

、
Ⅱ

D
20

1
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
5%

回
転

実
測

、
頸

部
10

0%
完

全
実

測
、

胴
上

半
部

35
%

回
転

実
測

<1
2.8

>
－

 （
15

.3）
26

4.1
 7
.5R

4/
6

赤
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

頸
部

ミ
ガ

キ
、

胴
上

半
部

ナ
デ

内
面

口
縁

部
、

磨
い

て
い

る
部

分
の

み
赤

彩
－

内
面

口
縁

部
の

み
、

外
面

全
面

1
類

69
26

22
3

Ⅱ
E1

6 
Ⅱ

E1
6、

フ
、

Ⅱ
D
20

 N
o.1

 
3・

5
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
80

%
、

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

80
%
、

完
全

実
測

15
.0 

－
 

（
9.0

）
25

8.3
 

[6
.8]

7.5
Y
R6

/6
橙

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

ナ
デ

、
胴

中
央

部
摩

耗
口

縁
部

か
ら

胴
中

央
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
外

面
胴

中
央

部
煤

付
着

口
唇

部
・

口
縁

部
LR

横
縄

文
、

口
縁

部
山

形
沈

線
文

、
胴

上
半

部
か

ら
中

央
部

櫛
描

波
状

文
－

2
類

69
－

22
4

Ⅱ
E1

6 
Ⅱ

E1
6 

3・
5
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
15

%
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
9.1

）
86

.0 
[1
20

.0]

10
Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
横

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

良
好

な
ミ

ガ
キ

－
口

唇
部

LR
横

縄
文

、
胴

上
半

部
櫛

描
垂

下
文

a・
櫛

描
波

状
文

－
1
類

+（
径

1m
m

黒
雲

母
少

）

69
26

22
9

Ⅱ
E1

6 
N
o.5

3・
5
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

中
央

部
40

%
、

回
転

実
測

<1
6.6

>
－

 （
11

.1）
19

0.0
 

[4
4.0

]10
Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

部
か

ら
頸

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
胴

中
央

部
ナ

デ
後

ミ
ガ

キ
外

面
全

面
煤

付
着

、
一

部
炭

化
物

付
着

口
唇

部
縄

文
?、

口
縁

部
櫛

描
波

状
文

、
頸

部
櫛

描
廉

状
文

、
胴

上
半

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

垂
下

文
a・

櫛
描

波
状

文
－

1
類

69
26

30
5

Ⅱ
J0

2
N
o.1

5
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
10

%
、

回
転

実
測

。
頸

部
か

ら
胴

中
央

部
60

%
、

完
全

実
測

<2
6.2

>
－

 （
19

.5）
77

7.0
 

[6
.0]

10
Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

胴
中

央
部

良
好

な
ミ

ガ
キ

外
面

全
面

煤
付

着
。

口
縁

部
縄

文
が

非
常

に
細

か
い

。
器

面
が

精
緻

に
整

っ
て

い
る

口
縁

部
LR

横
縄

文
・

山
形

沈
線

文
、

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

波
状

文
－

火
山

ガ
ラ

ス
。

砂
粒

少
、

精
緻

69
－

45
3

Ⅱ
J0

2
SH

01
、

フ
キ

ン
5
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
15

%
、

回
転

実
測

<1
8.6

>
－

 （
13

.3）
13

7.0
 1
0Y

R3
/2

黒
褐

口
縁

部
ナ

デ
、

頸
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

内
外

面
と

も
に

煤
付

着
。

種
子

圧
痕

内
外

面
あ

り
頸

部
か

ら
胴

下
半

部
櫛

描
縦

羽
状

文
－

火
山

ガ
ラ

ス
多

。
砂

粒
少

、
精

緻

69
－

52
9

Ⅱ
H
15

P1
1
区

弥
生

弥
生

土
器

甕
頸

部
か

ら
底

部
40

%
、

回
転

実
測

。
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

－
9.8

 （
32

.8）
50

6.6
　

[1
21

.9]

10
Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

胴
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
部

付
近

ハ
ケ

後
指

オ
サ

エ
、

底
面

ケ
ズ

リ

胴
部

か
ら

底
面

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

ケ
ズ

リ
－

胴
上

半
部

か
ら

胴
中

央
部

櫛
描

縦
羽

状
文

－
砂

粒
少

69
26

53
0

Ⅱ
D
19

Ⅱ
D
19

1
区

弥
生

弥
生

土
器

鉢
C

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
80

%
、

底
部

か
ら

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
10

.2 
5.0

 
8.5

 
23

3.1
 10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
底

面
ナ

デ
、

部
分

的
に

ミ
ガ

キ
残

存
、

底
面

ミ
ガ

キ

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
底

面
ナ

デ

外
面

底
部

不
正

形
な

指
オ

サ
エ

痕
あ

り
。

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

。
部

分
的

に
赤

彩
が

残
る

?

口
縁

部
穿

孔
2
穴

1
箇

所
微

1
類

70
26

23
6

5
区

ク
ロ

、
ク

ロ
下

、
Ⅱ

E1
6、

3・
5
区

ク
ロ

、
SD

08
 フ

キ
ン

5
区

包
含

層
縄

文
後

期
縄

文
土

器
深

鉢
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

40
%
、

底
部

か
ら

底
面

5%
、

回
転

実
測

<1
9.4

>
<7

.2>
（

22
.4）

77
7.8

 
[3
29

.3]
7.5

Y
R6

/6
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

摩
耗

口
縁

部
か

ら
底

部
ミ

ガ
キ

摩
耗

内
外

面
被

熱
口

唇
部

突
起

2
箇

所
残

存
（

想
定

4
箇

所
）・

沈
線

状
の

溝
、

口
縁

部
か

ら
胴

下
半

部
垂

下
波

状
沈

線
文

－

径
1
～

3m
m

大
形

砂
粒

（
安

山
岩

な
い

し
流

紋
岩

・
凝

灰
岩

・
赤

褐
色

粒
子

）

70
26

23
9

5
区

ク
ロ

5
区

包
含

層
縄

文
後

期
縄

文
土

器
鉢

口
縁

部
か

ら
頸

部
10

%
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
4.5

）
22

.8 
10

Y
R7

/8
黄

橙
摩

耗
不

明
摩

耗
不

明
－

口
縁

部
添

付
文

－

1m
m

程
度

の
風

化
斜

長
石

・
灰

白
色

粒
子

・
黄

褐
色

粒
子

・
赤

色
粒

子

第３節　遺物
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

70
26

24
0

5
区

ク
ロ

5
区

包
含

層
縄

文
後

期
縄

文
土

器
深

鉢
口

縁
部

、
断

面
実

測
－

 
－

 
（

5.2
）

35
.1 

10
Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ナ

デ
口

縁
部

ケ
ズ

リ
後

ミ
ガ

キ

口
縁

部
内

面
に

、
折

り
返

し
の

痕
跡

の
よ

う
な

段
が

見
ら

れ
る

。
種

子
圧

痕
外

面
あ

り
?

口
縁

部
斜

め
方

向
に

圧
痕

隆
帯

文
－

1類
（

高
温

型
石

英
少

数
、

黒
色

岩
片

）

70
26

30
2

3・
6

区
ク

ロ
3･

6
区

包
含

層
縄

文
後

期
縄

文
土

器
浅

鉢
口

縁
部

5%
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
2.9

）
95

.0 
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

、
摩

耗
装

飾
が

あ
る

面
を

内
面

と
し

て
報

告
突

起
頂

部
の

円
形

透
か

し
に

沿
っ

て
U

字
状

の
溝

－
1m

m
程

度
石

英
・

斜
長

石

70
26

30
7

6
区

キ
タ

ク
ロ

6
区

包
含

層
縄

文
後

期
縄

文
土

器
深

鉢
口

縁
部

か
ら

頸
部

10
%
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
8.5

）
11

1.0
 10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
ミ

ガ
キ

加
曽

利
E

終
末

か
口

縁
部

微
隆

起
線

1
条

－
3
類

+2
m
m

程
度

赤
褐

色
粒

子

70
－

23
8

5
区

ク
ロ

5
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
頸

部
10

%
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
3.6

）
21

.6 
7.5

Y
R6

/8
橙

口
縁

部
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

頸
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
－

口
唇

部
LR

L
横

縄
文

、
頸

部
櫛

描
波

状
文

－
1
類

70
27

30
3

6
区

ク
ロ

6
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
台

付
甕

か
甕

口
縁

部
か

ら
胴

中
央

部
85

%
、

完
全

実
測

14
.6 

－
 

（
9.5

）
37

9.0
 10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

胴
中

央
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

内
面

ミ
ガ

キ
に

伴
う

工
具

の
あ

た
り

痕
あ

り
。

外
面

全
面

被
熱

し
煤

付
着

口
唇

部
LR

横
縄

文
、

頸
部

か
ら

胴
中

央
部

コ
の

字
重

ね
文

、
頸

部
に

円
形

浮
文

（
3
箇

所
）

内
に

円
形

刺
突

、
他

の
1
箇

所
は

円
形

刺
突

な
し

－
1
類

70
27

30
4

6
区

ク
ロ

6
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
35

%
、

回
転

実
測

、
頸

部
か

ら
底

部
80

%
、

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
－

 
5.1

 
13

.6 
25

7.0
 10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
底

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

、
底

面
ケ

ズ
リ

後
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
、

底
面

ケ
ズ

リ

内
面

ナ
デ

に
伴

う
工

具
の

あ
た

り
痕

あ
り

。
外

面
指

紋
の

痕
跡

、
内

外
面

爪
の

痕
跡

あ
り

。
胴

中
央

部
直

径
7c

m
程

度
打

ち
欠

い
た

可
能

性
あ

り
。

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

?

－
－

1
類

70
27

30
6

6
区

キ
タ

ク
ロ

6
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
20

%
、

回
転

実
測

<2
2.6

>
－

 
（

3.6
）

74
.0 

10
Y
R7

/6
明

黄
褐

口
縁

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
ナ

デ
内

外
面

口
唇

部
・

口
縁

部
か

す
か

に
赤

彩
が

残
る

口
唇

部
LR

横
縄

文
・

三
角

形
状

突
起

（
内

面
に

沈
線

あ
り

）
2
つ

ず
つ

1
箇

所
残

存
、口

縁
部

内
面

LR
横

縄
文
・

山
形

沈
線

文
、

口
縁

部
に

穿
孔

2
穴

1
箇

所
残

存

微
1
類

70
26

30
9

3・
6

区
3・

6
区

 Ⅲ
ソ

、
3・

6
区

 ク
ロ

Ⅲ
層

3･
6
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
壺

胴
下

半
部

か
ら

底
部

40
%
、

回
転

実
測

。
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

－
 

8.4
 （

14
.0）

47
0.0

 10
Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
底

部
付

近
か

ら
底

面
ケ

ズ
リ

胴
下

半
部

か
ら

底
部

ハ
ケ

、
底

面
剥

離
不

明

櫛
描

文
は

太
く

荒
い

。
内

面
胴

下
半

部
部

分
的

に
薄

く
剝

離
。

種
子

圧
痕

外
面

あ
り

胴
中

央
部

櫛
描

波
状

文
－

3
類

70
27

31
0

6
区

ク
ロ

、
5
区

ク
ロ

6
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
壺

口
縁

部
80

%
、

頸
部

50
%
、

完
全

実
測

<6
.5>

－
 

（
7.8

）
97

.1 
10

R4
/8

赤
口

縁
部

か
ら

頸
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

、
頸

部
ナ

デ
－

－
内

外
面

、
内

面
口

縁
部

の
み

3
類

70
27

31
1

6
区

ク
ロ

、
キ

タ
ク

ロ
6
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
鉢

C
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

25
%
、

回
転

実
測

<1
2.3

>
－

 
（

6.0
）

57
.3 

10
R3

/6
暗

赤
口

縁
部

か
ら

頸
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
三

角
形

状
突

起
1
つ

1
ヶ

所
残

存
、

胴
上

半
部

橫
走

沈
線

文
と

連
弧

文
a
間

に
LR

横
縄

文

内
面

全
面

、
外

面
沈

線
よ

り
上

部
1
類

70
27

31
2

6
区

ク
ロ

6
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
筒

形
土

器
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

25
%
。

回
転

実
測

－
 

－
 

（
5.1

）
23

.9 
10

R4
/8

赤
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

胴
下

半
部

ハ
ケ

後
ナ

デ
片

口
部

? 
口

縁
部

穿
孔

1
穴

1
箇

所
残

存
外

面
3
類

70
27

32
2

3・
6

区
ク

ロ
3･

6
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
鉢

か
高

杯

口
縁

部
5%

、
回

転
実

測
。

胴
上

半
部

か
ら

底
部

75
%

（
底

面
除

く
）、

完
全

実
測

<1
1.6

>
－

 
（

4.5
）

97
.0 

10
R4

/8
赤

口
縁

部
か

ら
底

部
付

近
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

部
付

近
ミ

ガ
キ

54
5
と

同
一

か
－

内
外

面
3
類

70
－

32
6

3・
6

区
ク

ロ
、

Ⅲ
ソ

3・
6
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
頸

部
10

%
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
4.2

）
32

.4 
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

－
 

口
縁

部
か

ら
頸

部
ミ

ガ
キ

－
口

縁
部

櫛
描

に
よ

る
垂

下
文

状
の

集
合

、
頸

部
櫛

描
直

線
文

－
1
類

（
や

や
大

形
斜

長
石

）

70
－

53
9

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
20

%
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
5.5

）
49

.2 
7.5

Y
R6

/6
橙

頸
部

ナ
デ

、
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ミ

ガ
キ

－

口
唇

部
RL

?縄
文

、
口

縁
部

RL
?縄

文
後

1
本

の
櫛

状
工

具
で

波
状

沈
線

文
、

頸
部

か
ら

胴
上

半
部

コ
の

字
重

ね
文

、円
形

浮
文
（

頸
部

1
箇

所
残

存
）

内
に

竹
管

状
工

具
で

刺
突

－
1
類

70
－

54
1

1
区

ク
ロ

上
1
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甑

（
有

孔
鉢

）

胴
下

半
部

か
ら

底
部

40
%
、

回
転

実
測

。
底

面
10

0%
、

完
全

実
測

－
 

5.3
 

（
5.6

）
10

8.9
 2
.5Y

R5
/6

明
赤

褐
胴

下
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
、

底
面

ナ
デ

胴
下

半
部

か
ら

底
面

ハ
ケ

後
ナ

デ

外
面

胴
下

半
部

・
底

面
、

内
面

胴
下

半
部

か
ら

底
面

が
、

部
分

的
に

赤
色

。
外

面
調

整
の

際
の

工
具

の
あ

た
り

痕
が

ミ
ガ

キ
で

一
部

消
さ

れ
て

い
る

－
－

斜
長

石
。

砂
粒

少

第４章　森平遺跡
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
種

類
器

種
残

存
率

口
径

（
cm

）
底

径
（

cm
）

器
高

（
cm

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
外

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
内

面
調

整
（

方
向

は
図

参
照

）
備

考（
種

子
圧

痕
・
赤

彩
範

囲
・

補
修

孔
情

報
を

含
む

）
装

飾
・

文
様

赤
彩

胎
土

70
27

54
2

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
高

杯

底
部

付
近

か
ら

脚
上

部
10

0%
、

完
全

実
測

。
透

か
し

部
分

は
一

部
痕

跡
の

み
残

存

－
 

－
 

（
3.4

）
10

4.3
 2
.5Y

R5
/6

明
赤

褐
脚

上
部

ミ
ガ

キ
杯

底
面

ミ
ガ

キ
、

脚
上

部
ミ

ガ
キ

脚
部

か
ら

下
方

向
に

下
が

る
鈕

状
の

突
起

が
あ

り
、

2
孔

が
穿

た
れ

て
い

る
。

大
き

な
透

か
し

が
5
箇

所
あ

り
。

2
個

の
玉

な
ど

を
つ

る
し

て
音

や
視

覚
的

な
効

果
を

出
し

た
と

考
え

ら
れ

る

－
内

外
面

、
内

面
脚

部
除

く

微
細

斜
長

石
多

、
径

2.5
m
m

以
上

大
形

灰
白

色
粒

子
、

径
0.5

m
m

程
度

黄
褐

色
粒

子

70
27

54
5

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
高

杯
底

面
80

%
、

脚
部

70
%
、

完
全

実
測

－
 

8.8
 

（
5.0

）
99

.2 
10

R4
/8

赤
脚

部
ミ

ガ
キ

杯
底

面
ミ

ガ
キ

、
脚

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

32
2
と

同
一

か
杯

底
部

・
脚

部
接

合
部

の
頂

部
に

縦
刻

み
文

の
あ

る
凸

帯
、

脚
裾

部
刻

み
文

内
外

面
、

内
面

脚
部

除
く

3
類

（
砂

粒
殆

ど
な

し
、

精
緻

）

70
－

54
7

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
5%

、
断

面
実

測
－

 
－

 
（

5.3
）

24
.4 

10
Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

頸
部

ナ
デ

、
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ミ

ガ
キ

－
口

唇
部

刻
み

文
、

頸
部

櫛
描

波
状

文
（

そ
の

上
部

に
短

沈
線

文
）、

胴
上

半
部

櫛
描

横
羽

状
文

－
1
類

70
－

54
8

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
5%

、
断

面
実

測
－

 
－

 
（

5.0
）

36
.4 

10
Y
R5

/2
灰

黄
褐

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

－
口

唇
部

刻
み

文
、

胴
上

半
部

に
斜

行
し

た
沈

線
－

1
類

70
－

54
9

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
5%

、
断

面
実

測
－

 
－

 
（

5.0
）

23
.6 

5Y
R5

/6
明

赤
褐

－
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

口
唇

部
・
口

縁
部

LR
（

l 3
）?

横
縄

文
、

頸
部

櫛
描

廉
状

文
、

胴
上

半
部

櫛
描

波
状

文
－

微
細

火
山

ガ
ラ

ス
多

、
砂

粒
少

70
－

55
4

2
区

ク
ロ

2
区

包
含

層
弥

生
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
か

ら
胴

上
半

部
10

%
、

断
面

実
測

－
 

－
 

（
4.3

）
40

.1 
10

Y
R5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

口
縁

部
ナ

デ
口

縁
部

か
ら

胴
上

半
部

ミ
ガ

キ
－

口
唇

部
縄

文
、

頸
部

以
下

櫛
描

波
状

文
・

櫛
描

垂
下

文
－

1
類

（
微

細
風

化
斜

長
石

多
）

71
－

24
1

5
区

ク
ロ

上
5
区

包
含

層
古

墳
土

師
器

高
杯

口
縁

部
か

ら
杯

中
央

部
10

%
、

回
転

実
測

<2
3.8

>
－

 
（

4.4
）

48
.9　

　
（

修
復

材 含
）

2.5
Y
R5

/8
明

赤
褐

口
縁

部
か

ら
杯

中
央

部
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
杯

中
央

部
ミ

ガ
キ

内
外

面
ミ

ガ
キ

横
方

向
の

あ
と

に
縦

方
向

－
－

砂
粒

殆
ど

な
し

、
堅

硬

71
27

24
2

5
区

ク
ロ

上
5
区

包
含

層
古

墳
土

師
器

高
杯

脚
部

75
%
、

完
全

実
測

。
脚

裾
部

30
%
、

回
転

実
測

－
 <

14
.2>

（
9.9

）
20

8.8
 2
.5Y

R5
/8

明
赤

褐
脚

部
ミ

ガ
キ

、
脚

裾
部

ミ
ガ

キ
脚

部
成

形
痕

（
輪

積
痕

、
絞

り
痕

）
外

面
ミ

ガ
キ

横
方

向
の

あ
と

に
縦

方
向

－
－

砂
粒

殆
ど

な
し

、
堅

硬

71
－

31
4

6
区

キ
タ

ク
ロ

6
区

包
含

層
古

墳
土

師
器

高
杯

脚
部

25
%
、

脚
裾

部
10

%
。

回
転

実
測

－
 <

13
.9>

（
8.4

）
85

.5 
2.5

Y
R5

/8
明

赤
褐

脚
部

ミ
ガ

キ
、

脚
裾

部
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
脚

部
成

形
痕

（
絞

り
痕

）、
脚

部
裾

部
ナ

デ
－

 
－

 
－

砂
粒

殆
ど

な
し

、
堅

硬

71
27

32
1

3・
6

区
ク

ロ
、

Ⅲ
ソ

3･
6
区

包
含

層
古

墳
土

師
器

高
杯

口
縁

部
か

ら
杯

底
部

30
%
、

回
転

実
測

<2
0.6

>
－

 
（

6.7
）

16
2.7

　
[7
.2]

2.5
Y
R5

/8
明

赤
褐

口
縁

部
か

ら
底

部
ケ

ズ
リ

後
ミ

ガ
キ

口
縁

部
か

ら
底

面
ミ

ガ
キ

内
外

面
ミ

ガ
キ

横
方

向
の

あ
と

に
縦

方
向

－
－

砂
粒

殆
ど

な
し

、
精

緻
堅

硬

71
－

32
5

3・
6

区
ク

ロ
、

Ⅲ
ソ

3･
6
区

包
含

層
古

墳
土

師
器

甕
口

縁
部

70
%
、

頸
部

75
%
、

完
全

実
測

17
.6 

－
 

（
4.4

）
14

0.8
 10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

口
縁

部
か

ら
頸

部
横

ナ
デ

口
縁

部
か

ら
頸

部
横

ナ
デ

内
面

口
縁

部
筋

状
の

煤
付

着
。

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

－
－

1
類

（
径

2m
m

程
度

赤
褐

色
粒

子
、

径
1m

m
程

高
温

型
石

英
・

黄
褐

色
粒

子
）

71
27

32
8

3・
6

区
ク

ロ
3・

6
区

包
含

層
弥

生
ミ

ニ
チ

ュ
ア

台
付

甕
か

高
杯

底
面

10
0%

完
全

、
脚

台
部

50
%

回
転

実
測

－
 

<3
.2>

（
1.9

）
9.2

 7
.5Y

R6
/6

橙
脚

台
部

ナ
デ

底
面

・
脚

台
部

ナ
デ

内
面

脚
部

底
部

に
未

貫
通

の
穿

孔
あ

り
－

 
－

 
1
類

71
27

31
7

6
区

ク
ロ

6
区

包
含

層
弥

生
ミ

ニ
チ

ュ
ア

高
杯

杯
底

部
か

ら
底

面
10

0%
、

脚
部

85
%

完
全

実
測

－
 

3.2
 

（
3.6

）
15

.8 
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

杯
底

部
か

ら
脚

部
ミ

ガ
キ

杯
底

部
か

ら
底

面
・

脚
部

ナ
デ

－
 

－
 

－
 

1
類

71
27

31
9

6
区

ク
ロ

6
区

包
含

層
弥

生
ミ

ニ
チ

ュ
ア

鉢
?

底
部

50
%
、

底
面

10
0%

、
完

全
実

測
－

 
－

 
（

1.2
）

8.0
 10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

手
づ

く
ね

手
づ

く
ね

－
 

－
 

－
 

1
類

71
27

32
0

6
区

ク
ロ

6
区

包
含

層
弥

生
ミ

ニ
チ

ュ
ア

高
杯

口
縁

部
13

%
、

頸
部

か
ら

杯
下

半
部

40
%

回
転

実
測

、
杯

底
部

か
ら

底
面

10
0%

完
全

実
測

<6
.9>

－
 

（
3.9

）
29

.3 
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

杯
部

指
お

さ
え

後
ナ

デ
杯

部
ハ

ケ
後

ナ
デ

内
面

底
面

爪
?痕

跡
、

種
子

圧
痕

内
面

あ
り

－
 

－
 

1
類

（
風

化
斜

長
石

多
）

第３節　遺物



- 162 -

表
凡

例
：

土
器

片
加

工
円

板
の

型
式

は
、

青
木

一
男

20
00

「
第

３
節

　
加

工
円

盤
・

小
型

土
器

・
土

製
品

」『
松

原
遺

跡
　

弥
生

・
総

論
３

』
を

踏
襲

番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

PL
管

理
番

号
出

土
遺

構
注

記
層

位
（

帰
属

住
居

の
名

称
は

除
く

）
出

土
位

置
時

期
名

称
形

態
（

類
）

残
存

率
長

さ
（

cm
）

幅
 

（
cm

）
厚

さ
（

cm
）

重
量

（
g）

外
面

色
調

外
面

調
整

（
方

向
は

図
参

照
）

内
面

調
整

（
方

向
は

図
参

照
）

備
考

胎
土

71
27

39
0

SB
06

P4
5

2
層

弥
生

土
器

片
加

工
円

板
C

10
0%

5.0
 

4.0
 

0.6
13

.9 
10

Y
R8

/2
灰

白
ミ

ガ
キ

摩
耗

ミ
ガ

キ
剥

離
壺

。
周

縁
の

研
磨

調
整

一
部

の
み

2
類

71
27

41
8

SB
07

pi
t9

ピ
ッ

ト
9

弥
生

土
製

品
－

不
明

（
3.8

）
1.4

 
0.8

5.0
 7
.5Y

R5
/6

明
褐

ナ
デ

ナ
デ

手
づ

く
ね

斜
長

石
、

火
山

ガ
ラ

ス

71
27

43
5

SB
07

SB
07

・
08

 S
E

区
ユ

下
床

下
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

B
10

0%
3.6

 
3.0

 
0.8

10
.0 

10
Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

ミ
ガ

キ
ミ

ガ
キ

摩
耗

壺
。

外
面

の
み

赤
彩

。
内

面
か

ら
穿

孔
途

中
。

周
縁

の
研

磨
調

整
不

良
1
類

71
27

43
9

SB
07

SB
07

・
08

 S
W

区
ユ

床
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

A
50

%
3.8

 （
2.0

）
0.5

6.0
 1
0Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
ミ

ガ
キ

摩
耗

ハ
ケ

後
ナ

デ
内

外
面

か
ら

穿
孔

。
周

縁
の

研
磨

調
整

不
良

1
類

71
27

56
6

SB
13

N
o.2

埋
土

弥
生

土
器

片
加

工
円

板
A

95
%

5.0
 

4.7
 

0.7
18

.8 
7.5

Y
R6

/6
橙

ハ
ケ

後
ナ

デ
ハ

ケ
後

ナ
デ

甕
。

内
面

孔
円

形
、

外
面

孔
紡

錘
形

。
周

縁
の

研
磨

調
整

良
好

1
類

71
27

56
7

SB
13

SB
13

埋
土

弥
生

土
器

片
加

工
円

板
A

10
0%

2.4
 

2.2
 

0.6
4.5

 1
0Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
ミ

ガ
キ

ミ
ガ

キ
壺

。
内

外
面

か
ら

穿
孔

。
周

縁
の

研
磨

調
整

良
好

1
類

71
27

56
8

SB
13

SB
13

埋
土

弥
生

土
器

片
加

工
円

板
B

10
0%

2.7
 

2.6
 

0.4
4.0

 1
0R

4/
6
赤

ミ
ガ

キ
ミ

ガ
キ

壺
。

内
外

面
赤

彩
。

内
外

面
か

ら
穿

孔
途

中
。

周
縁

の
研

磨
調

整
良

好
砂

粒
少

、
精

緻

71
27

57
0

SK
10

ト
レ

ン
チ

埋
土

弥
生

土
器

片
加

工
円

板
C

10
0%

3.2
 

3.1
 

0.6
6.7

 1
0R

4/
6
赤

ミ
ガ

キ
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
壺

。
外

面
の

み
赤

彩
。

周
縁

の
研

磨
調

整
一

部
良

好
1
類

71
27

51
1

SK
22

SK
22

埋
土

弥
生

土
器

片
加

工
円

板
B

10
0%

4.4
 

4.2
 

0.6
10

.7 
7.5

Y
R6

/6
橙

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

ナ
デ

、
1/

2
程

度
薄

く
剥

離
甕

。
内

外
面

か
ら

穿
孔

途
中

。
周

縁
の

研
磨

調
整

一
部

の
み

砂
粒

少
、

精
緻

71
27

21
9

Ⅱ
E1

7
SN

ベ
埋

土
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

A
（

90
%
）

3.0
 

2.9
 

0.5
4.8

 1
0Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
剥

落
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
摩

耗
内

面
よ

り
片

側
穿

孔
。

周
縁

の
研

磨
調

整
不

良
1
類

71
27

55
0

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

A
30

%
（

5.5
）

（
4.3

）
0.8

18
.5 

10
Y
R4

/1
褐

灰
ナ

デ
ナ

デ
内

面
の

み
赤

彩
。

底
面

の
中

心
に

外
面

か
ら

穿
孔

。
周

縁
の

研
磨

調
整

不
良

。
内

面
50

%
程

度
剥

離
1
類

71
27

55
5

1
区

ク
ロ

上
1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

C
10

0%
7.0

 
7.0

 
0.9

45
.0 

7.5
Y
R6

/6
橙

ナ
デ

ナ
デ

周
縁

の
研

磨
調

整
不

良
火

山
ガ

ラ
ス

、
白

色
粒

子
・

黄
褐

色
粒

子
多

。
粒

径
不

均
一

71
27

55
6

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

A
10

0%
3.6

 
3.5

 
0.6

8.8
 7
.5Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

ハ
ケ

後
ナ

デ
ナ

デ
甕

。
外

面
櫛

描
文

。
内

外
面

か
ら

穿
孔

。
周

縁
の

研
磨

調
整

不
良

1
類

（
輝

石
）

+
赤

褐
色

粒
子

71
27

55
7

1
区

ク
ロ

レ
キ

1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

C
10

0%
3.5

 
3.4

 
0.5

9.3
 1
0Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
ナ

デ
ナ

デ
外

面
櫛

描
文

。
周

縁
の

研
磨

調
整

良
好

1
類

（
輝

石
）

+
赤

褐
色

粒
子

71
27

55
8

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

B
10

0%
4.2

 
4.0

 
0.7

13
.5 

7.5
Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
表

面
が

薄
く

剝
離

不
明

甕
。

外
面

櫛
描

文
。

内
面

よ
り

穿
孔

途
中

。
周

縁
の

研
磨

調
整

ほ
と

ん
ど

お
こ

な
っ

て
い

な
い

1
類

71
27

55
9

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

A
50

%
4.6

 （
2.6

）
0.8

11
.7 

10
Y
R6

/2
灰

黄
褐

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

壺
。

内
外

面
か

ら
穿

孔
。

周
縁

の
研

磨
調

整
ほ

と
ん

ど
お

こ
な

っ
て

い
な

い
鉱

物
を

ほ
と

ん
ど

含
ま

ず
精

緻
な

胎
土

71
27

56
0

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

C
10

0%
3.8

 
3.4

 
0.6

10
.4 

N
2/

0
黒

ハ
ケ

ナ
デ

甕
。

外
面

櫛
描

文
。

外
面

全
面

煤
付

着
。

周
縁

の
研

磨
調

整
不

良
1
類

71
27

56
1

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

C
10

0%
5.5

 
4,7

0.6
20

.7 
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

ナ
デ

ナ
デ

台
付

甕
か

甕
。

外
面

コ
の

字
重

ね
文

。
周

縁
の

研
磨

調
整

不
良

で
一

部
の

み
お

こ
な

っ
て

い
る

1
類

（
角

閃
石

、
輝

石
、

や
や

大
形

灰
白

色
粒

子
）

71
27

56
2

1
区

ク
ロ

レ
キ

1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

C
10

0%
3.9

 
3.7

 
0.5

10
.2 

10
Y
R8

/2
灰

白
ハ

ケ
後

ミ
ガ

キ
ナ

デ
摩

耗
外

面
赤

彩
か

?。
周

縁
の

研
磨

調
整

不
良

1
類

71
27

56
3

1
区

ク
ロ

1
区

包
含

層
弥

生
土

器
片

加
工

円
板

B
10

0%
3.9

 
3.3

 
0.7

12
.7 

10
Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

ハ
ケ

後
ミ

ガ
キ

ハ
ケ

後
ナ

デ
摩

耗
壺

。
内

面
よ

り
穿

孔
か

。
周

縁
の

研
磨

調
整

一
部

良
好

1
類

（
火

山
ガ

ラ
ス

）

71
27

57
1

Z
Z

不
明

弥
生

土
器

片
加

工
円

板
C

10
0%

2.8
 

2.7
 

0.5
5.6

 7
.5R

3/
6
暗

赤
ミ

ガ
キ

ミ
ガ

キ
鉢

の
口

縁
部

を
利

用
。

内
外

面
赤

彩
。

周
縁

の
研

磨
調

整
不

良
砂

粒
殆

ど
な

し
、

精
緻

第
8
表

　
土

器
片

加
工

円
板

・
土

製
品

観
察

表

第４章　森平遺跡
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遺構

太
型
蛤
刃
石
斧

扁
平
片
刃
石
斧

扁
平
片
刃
石
斧
未
製
品

柱
状
片
刃
石
斧

打
製
石
斧

磨
製
石
鏃

磨
製
石
鏃
未
製
品

石
鏃

石
鏃
未
製
品

石
錐

楔
形
石
器

磨
り
切
り
具

ス
ク
レ
イ
パ
ー

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

剥
片

砕
片

石
核

石
槌

磨
石

み
が
き
石

砥
石

石
皿

台
石

軽
石
製
品

凹
石

敲
石

原
石

合
計

SB01 2 1 1 1 2 1 38 1 1 1 1 1 1 52

SB02 1 1 7 1 1 11

SB03 3 1 6 3 2 1 39 1 1 1 2 1 3 64

SB04 1 2 1 3 1 8

SB06 1 1 2 3 12 1 1 21

SB07 1 3 1 1 4 10 7 26 8 1 1 5 63

SB07・08 5 1 18 6 1 1 1 1 39

SB08 2 1 4 2 9

SB09 2 3 1 3 1 1 1 2 75 31 1 1 2 1 1 126

SB09・14 1 1

SB10 1 1

SB10・11 3 3

SB11 1 2 1 1 1 1 32 2 1 42

SB13 1 1 2 1 8 3 2 18

SB14 2 3 1 1 12 1 1 21

SB15 1 1 1 2 1 14 1 1 2 1 25

SB16 1 1 3 1 2 8

SB17 1 1 1 5 1 2 1 12

SB18 1 3 1 5

SB20 1 3 4

SB21 1 1 4 1 4 1 1 22 3 1 1 40

SB23 1 3 3 1 1 9

SD01 1 1 1 1 1 7 2 14

SD02 1 1

SD06 1 1

SD08 1 1 1 3

SF2 1 1

SK001 1 1

SK005 1 1

SK010 2 1 10 5 18

SK011 1 1

SK023 1 1

ST02 1 1

ST08 1 1

ST10 1 1

ST13 1 1

遺構外 1 3 1 15 6 1 21 3 2 84 3 12 2 2 2 1 1 1 1 2 164

合計 12 16 1 2 24 17 21 31 3 6 56 2 4 9 1 432 66 19 5 9 12 4 18 1 10 4 4 3 792

第 9 表　遺構別器種組成表

第３節　遺物
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遺構

黒
曜
石

緑
色
岩
類

緑
色
凝
灰
岩

チ
ャ
ー
ト

緑
色
片
岩

粘
板
岩

デ
イ
サ
イ
ト

頁
岩

凝
灰
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

石
英

玉
髄

流
紋
岩

透
閃
石
岩

砂
岩

軽
石

細
粒
砂
岩

細
粒
花
崗
岩

輝
石
安
山
岩

安
山
岩

合
計

SB01 6 2 27 1 4 5 2 2 1 2 52

SB02 2 7 1 1 11

SB03 5 3 4 5 17 21 1 6 1 1 64

SB04 6 1 1 8

SB06 13 1 1 4 1 1 21

SB07 36 1 3 3 8 10 1 5 1 63

SB07・08 20 1 3 4 2 1 1 1 1 39

SB08 3 1 3 1 1 9

SB09 9 2 2 1 6 26 71 1 1 2 2 3 126

SB09・14 1 1

SB10 1 1

SB10・11 1 2 3

SB11 3 1 3 2 10 19 1 3 42

SB13 9 1 1 2 3 1 1 18

SB14 4 1 9 6 1 21

SB15 3 2 3 3 7 1 1 1 1 1 2 25

SB16 6 1 1 8

SB17 4 1 1 3 1 2 12

SB18 3 1 1 5

SB20 1 3 4

SB21 18 2 5 11 1 1 2 40

SB23 5 1 2 1 9

SD01 9 5 14

SD02 1 1

SD06 1 1

SD08 1 1 1 3

SF2 1 1

SK001 1 1

SK005 1 1

SK010 12 1 4 1 18

SK011 1 1

SK023 1 1

ST02 1 1

ST08 1 1

ST10 1 1

ST13 1 1

遺構外 65 1 10 2 1 38 22 13 1 1 6 1 2 1 164

合計 247 12 59 19 64 176 117 22 1 1 4 3 1 1 1 23 10 1 1 23 6 792

第 10 表　遺構別石材組成表

第４章　森平遺跡
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出土遺構 出土位置 管理番号 写真図版番号 種名 素材 出土部位等 備考

１区検出面 不明 M1 PL34 － 19 環状銅製品 銅 完形 青銅製

SD 不明 不明 M2 PL34 － 22 釘 鉄 完形 鉄製、断面正方形

SD01 南北方向 M3 PL34 － 18 銭 銅 1/2 残存 寛永通宝か

SB16 西側検出面 M4 － 釘か 鉄 細片 －

SB21 覆土 M5 PL34 － 20 棒状製品 鉄 完形 非常に程度に残りが良い

SB21 SW 覆土 M6 PL34 － 21 棒状製品 鉄 完形 頭部に加工あり

石材

太
型
蛤
刃
石
斧

扁
平
片
刃
石
斧

扁
平
片
刃
石
斧
未
製
品

柱
状
片
刃
石
斧

打
製
石
斧

磨
製
石
鏃

磨
製
石
鏃

未
製
品

石
鏃

石
鏃
未
製
品

石
錐

楔
形
石
器

磨
り
切
り
具

ス
ク
レ
イ
パ
ー

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

剥
片

砕
片

石
核

石
槌

磨
石

み
が
き
石

砥
石

石
皿

台
石

軽
石
製
品

凹
石

敲
石

原
石

合
計

黒曜石 29 3 6 49 8 105 34 10 3 247

緑色岩類 12 12

緑色凝灰岩 14 1 1 2 1 1 1 38 59

チャート 1 2 2 9 1 4 19

緑色片岩 1 15 16 32 64

粘板岩 5 4 4 1 158 2 2 176

デイサイト 17 1 68 29 2 117

頁岩 2 15 3 2 22

凝灰岩 1 1

ホルンフェルス 1 1

ガラス質黒色安山岩 1 2 1 4

石英 1 1 1 3

玉髄 1 1

流紋岩 1 1

透閃石岩 1 1

砂岩 1 1 3 5 3 3 5 1 1 23

軽石 10 10

細粒砂岩 1 1

細粒花崗岩 1 1

輝石安山岩 3 4 10 3 3 23

安山岩 1 1 3 1 6

合計 12 16 1 2 24 17 21 31 3 6 56 2 4 9 1 432 66 19 5 9 12 4 18 1 10 4 4 3 792

出土
遺構 出土位置 管理

番号 種名 出土部位等

SB01 B4 9 ニホンジカ 焼骨　

SB01 B3 11 ニホンジカ シカ 右脛骨遠位端（焼骨、軟部が付着した状
態で焼かれたもの）

SB01 － 8 ニホンジカ 焼骨片（基節骨近位半）

SB01 C11 右横 B42 10 種不明 焼骨片

SB01 北壁きわ 12 種不明 焼骨片

SB01 P31 7 種不明 焼骨片

SB03 北東区 13 イノシシ 臼歯片

SB03 B1 15 種不明 焼骨片

SB03 － 14 種不明 焼骨片

SB04 炉内 17 種不明 焼骨片

SB04 炉内 16 種不明 焼骨片

SB07 レキ集中 18 イノシシ 臼歯片

SB07 E ブロック上層 19 種不明 焼骨片

SB07 － 1 ニホンジカ 歯片

SB07 東西トレンチ南上
層 20 種不明 焼骨片

SB09 No.7、P12 礫下 6 イノシシ 右距骨（焼けていない）

SB09 東西先行トレンチ
（西） 4 ニホンジカ 歯片、他焼骨

SB09 南区 22 ニホンジカ 脛骨の一部（左脛骨遠位端前方部）、焼かれて
黒化している。

SB09 No.3、南区、焼骨
2 23 ニホンジカ 椎骨（腰椎左下関節突起）、焼かれている。

SB09 No.4、南区、骨 3 27 種不明 焼骨片　

SB09 No.5 21 イノシシ 下顎の切歯歯冠エナメル質唇側部

出土
遺構 出土位置 管理

番号 種名 出土部位等

SB09 No.1、骨 1 26 イノシシ 下顎切歯片

SB09 骨 2 24 ニホンジカ 右大腿骨片（骨幹後面）、一部が焼かれている。

SB09 No.6 28 種不明 焼骨片

SB11 焼骨集中区 3 ニホンジカ 角と焼骨片

SB11 北東区 2 種不明 焼骨片

SB11 焼骨サンプル 30 種不明 焼骨

SB13 No.8 34 ニホンジカ 末節骨近位焼骨片　

SB13 No.10、P2 内 31 種不明 焼骨

SB13 南東区 32 種不明 焼骨

SB13 No.9、周溝中 33 種不明 骨片（焼けていない）

SB15 No.15 38 ニホンジカ 歯片（10 点）

SB15 No.17 36 ニホンジカ 歯片（数点）

SB15 No.16、南東区 37 ニホンジカ 歯片（多数）

SB15 No.11 骨 1 ニホンジカ シカの角片。基部に近い部分

SB15 No.12 骨 2 ニホンジカ シカの角片。部位不明

SB15 No.13 骨 3 ニホンジカ シカの角片。部位不明

SB15 No.18、骨集中 35 種不明 焼骨

SB15 － － 種不明 四肢骨細片（焼けていない）

SD01 － 5 ウマ 上顎右第一切歯（さほど高齢ではない）

SD01 － 39 ニホンジカ 歯片

SK18 － 骨 20 ニホンジカ シカの角の一部。基部に近い部分

第 13 表　金属器一覧

第 11 表　石材別器種組成表

第 12 表　動物骨一覧
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第４節　小結

1．遺構の変遷
　今回の調査で検出された主な遺構は、弥生時代の竪穴住居跡 22 軒、掘立柱建物跡 6 棟、土坑 100 基、

溝跡 1 条である。弥生時代の遺構は、古墳時代の遺物も含まれる可能性のあるⅢ－ 1 層遺物包含層の下、

Ⅲ－ 2 層上面からⅣ層上面で確認され、弥生時代中期～後期におさまる。ここでは弥生時代中期～後期に

帰属する遺構を、出土した土器の段階区分に基づき検討し、森平遺跡における遺構の変遷を概観する。

栗林 2式古～新段階の遺構［第 89 図］

　竪穴住居跡は 3 軒、SB06・10・23 である。うち、SB10 は平面形が方形基調のプランの中において楕円

形であることが注意される。掘立柱建物跡は 1 棟、ST07 がある。切り合い関係と主軸方向が SB06 と一

致していることからこの段階とした。

栗林 2式新段階の遺構［第 90 図］

　竪穴住居跡は 6 軒、SB03・08・09・11・16・17 である。うち SB03・09・11・17 は炭化材が検出され

ており、焼却による廃絶が考えられる。SB09 は数回の建替えと主軸方向の一致から、栗林 2 式古段階か

ら営まれた可能性もあろう。掘立柱建物跡は、ピット内に土器が埋納された ST04、主軸方向が概ね一致

する ST01・02・06 が考えられる。ST06 と SB03 は、切り合い関係がはっきりしないが、ほぼ同位置な

ことから建物構造を含めた建替えが行われた可能性もあろう。土坑は、SK010 がある。

栗林 3式段階の遺構［第 91 図］

　竪穴住居跡は 8 軒、SB01・02・04・07・18・20・21・ST13 である。うち SB01・02・07 は炭化材が検

出されており、焼却による廃絶が考えられる。SB04 は主に北へ拡張、SB07 は SB08 から大きく拡張した

ものとみられる。掘立柱建物跡 ST10 は、主軸方向と周辺の遺構配置からこの段階とした。

栗林 2～ 3式段階の遺構［第 89 ～ 91 図］

　土坑は、SK001・011・024 がある。溝跡は、SD08 がある。環濠と考えられる SD08 の埋没時期は、出

土土器から弥生時代中期後半とみられる。

栗林 3式～後期［第 92 図］

　竪穴住居跡は 5 軒、SB13・14・15・ST05・ST08 である。土坑は SK020 である。SK020 は SB14 と切

り合うが確定できていないため、SB14 のピット等付属施設の可能性もある。

　土器の段階別からみた遺構変遷は、栗林 2 式新段階から 3 式が中心の集落である。各段階内における竪

穴住居跡の主軸方向の違いは、地形に沿うよう構築されている為に生じているとみられる。ただし、大半

の建物跡が南方向に出入口施設をもつのに対し、栗林 2 式新段階の SB03 は北東側に出入口施設をもつ点

が他と異なる。この SB03 周辺の掘立柱建物跡も同様に主軸が大きく東へ振れるため、これらは一つのグ

ループとみることができよう。この栗林 2 式新段階が最も掘立柱建物跡が多くみられる。これら遺構の分

布は、溝跡 SD08 より 10m 以上南に離れて構築され調査区南側に偏るため、集落の北東部を調査したと

考えられる。このSD08は、東西に緩い弧状に伸びるが調査区内で途切れている。溝が途切れた先の地形は、

南西へ向かい浅い谷状に下っている。これは、ちょうどSK001の土坑より15mほど北にあり注意を要する。

洪水等で溝が削られたか、地形を利用した区画とみた場合、集落は台地の東へ偏る可能性があろう。

第４章　森平遺跡
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2．出土遺物からみた森平遺跡
　森平遺跡では土器、石器、人骨、動物骨が出土した。ここでは、それら出土遺物のうち代表的な資料を

整理する。

（1）概観

　森平遺跡出土の最古の土器は縄文後期称名寺式から堀之内式期で遺構外を中心に少数出土している。佐

久平では浅間山麓や湯川左岸の山地、丘陵地帯にあたる東山地域を中心に縄文時代中期の集落遺跡が分布

し、河川沿いの低地は狩猟場など短期的滞在の痕跡が認められるにすぎない。これらの土器もそのような

傾向に一致するものと捉えられる。

　弥生時代中期の栗林式期になり、初めて集落が展開する。しかも栗林 2 式古～新段階、栗林 3 式へと切

り合いをもつほどに密集し、各時期 1 ～数棟の掘立柱建物跡が伴う。住居跡には楕円形、隅丸方形などが

あり、炉も石囲炉、土器敷炉、土器埋設炉と多様である。集落の開始期にあたる栗林 2 式期の SB10 は、

炉から胴部に重山形文が展開する壺が出土している。その床面レベルには 3 点の甑と 1 点の高杯が配置さ

れており、そのうち伏せられた 1 点の甑内から 1 本の人間の歯が出土した。歯の形質学的な分析から、そ

れは上顎中切歯でシャベル型の特徴をもつことが判明した。シャベル型は高身長・高顔で大きめの歯をも

つ渡来系の人々がもつシノドント（中国型歯列）の特徴の一つである。特にこの切歯は、唇側面（外側面）

にも窪みのあるダブル・シャベル型で、シャベル型の顕著な場合にみられる。このことから森平遺跡の地

に当時すでに渡来系弥生人が居り、想像を逞しくすれば住居を廃絶する際にその歯を甑内に収納し、伏

せて遺棄するといった行動が推測される。集落の発展期にあたる栗林 2 式新段階になると住居のなかには

SB09 と SB11 のように焼却による廃絶の際に土器が大量投棄されるものが現れる。うち SB09 は小形であ

るが埋土 1 層下部の集中域を中心に壺・甕・鉢・甑などが廃棄されている。また、SB11 には松葉状の特

徴的な文様が施された壺 475 がみられ、SB07 には口縁部と頸部にオオバコの花茎を回転施文した壺 409

がみられる。つづく栗林 3 式にも焼却による廃絶は続き、特に SB01 のほぼ床面レベルから佐久平でも類

例が見あたらない台形の側面形を呈する無頸壺 008、内面に鮮やかな赤彩が施された台付き甕 013 と多数

の完形小形の甕を含む良好な一括資料が出土している。本遺跡の弥生時代の集落の終焉は SB13・SB14 他

で、弥生後期初頭の特徴をもつ赤彩の壺が出現する。佐久平でも隆盛を極めた箱清水式の成立の後に、こ

の遺跡はその機能を終え、人々は別の地域に移動したのであろうか。この後森平遺跡に居住の痕跡は無く、

古墳時代中期の土師器が少数出土し、森平の地は再び短期的滞在地として利用されることとなった。

（2）土器各論

①疑似縄文が施された土器［第 93 図］

　SB07 から出土した 409 は掲載土器のうち口縁部と頸部に疑似縄文が施されていた。ここでは本遺跡で

唯一観察された疑似縄文土器について若干の考察を行う。

　本土器は栗林 3 式で稜が緩やかに立ちあがる受け口状口縁の壺である。この受け口部の口唇部から 8mm

程度下方に 1 本の櫛と推測される工具で横走沈線文が施され、その後その上から口縁部にかけてほぼ一周

疑似縄文が横方向に回転施文され、口唇部にも施文されていた。ただ、全体の 1/5 程度は、沈線の上に疑

似縄文が載り、沈線が消されている。頸部にも 4.5cm の幅で疑似縄文が施され、2 本の横走沈線文によっ

て切られていた。これらの疑似縄文は石川日出志明治大学教授によってオオバコの花茎と認定された。

　オオバコの分布は広く、日本国内全土に広がる。花茎の先に穂状にみられる子房の先端は尖って三角形

状を呈し、先端部と基部の左右に小さな窪みがある。このような原体の形態と、疑似縄文の圧痕を比較し

第４節　小結
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た結果、土器口縁部は、第 93 図のように穂先を下に向けて回転、口唇部は外に向けて回転、頸部は上に向

けて回転していると結論づけられる。花が開花し、花糸が伸びるのは 6 月以降の夏季である。土器に見ら

れる圧痕はまだ未開花の状態であるため、仮に採集後、すぐに施文したとすれば 6 月ころの作業が想像さ

れる。これは土器づくりの季節推測の手がかりとしても重要である。

　オオバコの花茎が疑似縄文として確認された例は、北海道の縄文時代中・後期の土器（大沼 1988）、本

州の縄文晩期の例（阿部 1990）があり、弥生時代の関東地方を中心に指摘されている（大沼 2008）。近隣

では岡谷市橋原遺跡、箕輪町箕輪遺跡があげられるが、佐久市北西久保遺跡、松本市県町遺跡など（大沼

前掲）その可能性が指摘されている遺跡の土器の確認と比較は今後の課題である。縄文に代わってなぜオ

オバコが用いられたのか等、オオバコ回転の疑似縄文土器の性格とその広がりを今後の課題としたい。

② SK001 出土の有東式土器について［第 94 図］

　SK001 出土の壺 502（第 67 図）は、口縁部から頸部の資料で、頸下部から底部は出土していない（4 章

2 節 SK001 参照）。この壺は、胎土が灰白色で、文様も、頸部に沈線を入れ、口縁部から頸部を区画して

縄文施文されていることから栗林式土器の壺とは若干異なる雰囲気の土器であったため、石川日出志明治

大学教授のご教示をいただき有東式土器と確認されたものである。胎土が在地の土器と異なるため搬入品

の可能性も考えられよう。

　有東式土器は、駿河湾地方に分布する弥生時代中期後半の土器型式である（山田 1996）。有東式土器と

栗林式土器の共伴例は、有東式土器の分布する駿河湾地方では、静岡県静岡市川合遺跡から有東式土器に

伴い栗林式土器が出土している（静岡県埋文 1992）。また隣県の山梨県においては中巨摩郡甲西町の油田

遺跡で確認されている。この遺跡は自然流路から有東式土器と栗林式土器が共伴して出土しており、比率

は約 4：6 で栗林式土器がやや多く出土している。時期は栗林 2 ～ 3 式とみられ、弥生時代中期後半にお

ける静岡・長野両地域間の物流の中継地点となる拠点集落と捉えられている（山梨県教委 1997）。森平遺

跡から有東式土器が発見されたことにより、佐久から野辺山を越え、山梨県油田遺跡を中継し、静岡県駿

河湾周辺地域とも交渉があったと考えられよう。

　本出土例をもとに、頸部を沈線区画し口縁部に縄文を施文する壺について周辺遺跡での類例をみると、

湯川上流約 2km の右岸台地上にある西一本柳遺跡に１例、湯川下流約 1km の右岸河岸段丘上の川原端遺

跡に２例をみる（佐久市教委1999・2001）。また、千曲川下流右岸の長野市松原遺跡にも1例が確認できた（埋

文センター 2000）。これらは栗林式土器の中にあって、Ⅰ文様帯がⅡ文様帯まで拡大している点が異なり、

数少ないため類型化では対象とならなかった特徴をもつ土器と思われる。これらの類例の壺は、在地の土

器との折衷であって有東式そのものではないとみられるが、森平遺跡で有東式の壺が出土したことから、

駿河湾系の壺とみておきたい。また森平遺跡から出土した甕の中には、在地にみられる櫛歯状工具による

施文が主体的の中では異なるヘラ描沈線が施される甕が２例ある。

　1 区遺構外出土の甕 548 は、口縁部に刻み文があり、体部をヘラ描沈線を斜方向に施される（第 70 図）。

SB11出土の甕474は、口唇部にLR縄文が、胴部にヘラ描沈線による縦羽状文の甕で、ほぼ完形品である（第

61 図）。これらのヘラ描沈線文は、山梨県油田遺跡で有東式とされる甕にみられ、駿河湾地方にみられる

ヘラで１条描きする横位羽状文甕にその系譜をもとめることもできよう。ただし、器形および縦羽状文で

ある点は、在地の土器にみられる特徴であるため、直接的な静岡県との交渉というよりは、山梨県油田遺

跡例などの有東式の甕を含めた、駿河湾系の甕との折衷型の甕とみておきたい。

　今回出土したこれらの土器から、山梨・静岡県で出土する栗林式土器は、佐久を経由した可能性も示唆

される。山梨・静岡県での弥生時代中期後半の土器のあり方を含め、詳細な検討は今後の課題としたい。
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③脚内天井部に鈕状突起の付く高杯ついて［第 95 図］

　高杯の脚部内面の天井部に突起の付く高杯 442（第 56 図）と 542（第 70 図）の 2 例が確認された。2

例とも突起には 2 孔が穿たれ、脚部には 5 箇所の透かしがある。突起部には、孔があることから紐などを

通し、何かを吊るす機能を持たせたものと推測できる。2 つの孔からみて、2 個吊るした可能性もあろう。

　同様の突起の付く高杯の類例は、松原遺跡に 2 例ある。ひとつは、SD29 より出土したもので、脚部内

面の天井部に突起で 1 孔が穿たれたものである。もう一つは脚裾部内面中位に 2 個 1 対となるように突起

の付いた高杯である。これも突起は 1 孔穿たれている。SD29 より出土した高杯について報告書では、「高

杯に鈴のような機能を付したものであろうか」（青木 2000）として、その機能についても推測されている。

本例も、高杯脚部内に舌を吊るし、脚内面にあたることで音を鳴らす鐸の機能を持たせた高杯と考えられ

る。音の鳴る高杯の類例には、千曲市御屋敷遺跡で出土した弥生時代末頃の高杯がある。この高杯には、

脚内部に円盤状の粘土を貼り付けて空間を作り出し、その中に丸玉 2 個が納められ、鈴の機能を持たせて

いる。この鈴の機能を持たせた高杯は、篠ノ井遺跡群でも出土している（埋文センター 1997）。

　またこの高杯には、楕円形透かしが 5 箇所ある点でも栗林式土器の高杯では珍しい。楕円形透かしの全

体がわかるものに SB11 の高杯 477（第 62 図）があり、脚中程に大きく空けられていることがわかる。こ

のことから、突起に何かを吊り、舌としたものが覗けるようにもなっており、視覚的な効果もあったと推

測される。御屋敷遺跡例の鈴内部には丸玉が用いられていることから、この高杯には、勾玉や管玉などの

玉類が吊るされていたのかもしれない。

　音の鳴る高杯の類例は少ないものの、栗林式土器の段階には銅鐸にみるような、舌を吊した鐸の機能を

持たせた高杯から、弥生時代後期以降の脚内部を空洞化させ鈴の機能をもたせる変化をしているとも考え

られる。そこで、この高杯の名称を「鐸高杯」として後期以降にみられる「鈴高杯」と区別し、栗林式で

も 2 式新段階以降に登場するものと考えておきたい。

　通常の高杯とも違うことから、音の鳴る高杯は特別な祭祀に用いられたと考えられる。この高杯が遺跡

内での遺構との関係や、共伴した土器などからどのような祭祀に用いられたのか等は、今後の課題である。

3．森平遺跡の位置づけ
　最後に遺跡の主体である弥生時代中期栗林式期における森平遺跡の位置づけを整理する。

　弥生時代中期の遺跡分布を概観すると、北信地域へ偏在していた栗林 1 式の集落が、2 式新段階になる

と上越地方から関東地方まで面的に広がり、かつ多数確認できる（工楽 2013）。例えば上越市吹上遺跡で

は栗林 1 式段階の出土土器の比率が小松式 7 割、栗林式 2 割であったのに対し栗林 2 式新段階以降になる

と栗林式が 6 ～ 7 割に増加するとされる（笹澤 2006）。そして栗林 2 式新段階のもう一つの特徴は、短期

間に拡大した巨大集落が出現することであり、その一つが、長野市松原遺跡であった。総計 3,200 箱にも

上る大量の土器は、主に栗林 2 式古段階～ 3 式であり、その膨張は短期間で急激である。これは縄文時代

以降連綿と続いていた小規模集落の生業や土器製作にも変化を喚起したと考えられる。松原遺跡から南へ

8km の千曲市屋代遺跡群ではこの時期、後背湿地の立木の焼却処理を伴う開墾が開始され（寺内 1998）、

土器胎土にも松原遺跡を流れる蛭川流域に由来する可能性のある粘土を新規に採用するという変化が起こ

る（水沢 2007）。また、この時期に本格化する水田経営を支える木材伐採・加工具である磨製石斧の製作

と流通が長野市榎田遺跡・松原遺跡の資料の分析を通じて捉えられ（町田 1999、馬場 2007）、それらを駆

使した開発によって低地の暖温帯針葉樹のモミ材が枯渇し、高地の冷温帯針葉樹のサワラ利用が促進され

た実態も、全国的にも大量に出土しかつ保存されている川田条里遺跡・石川条里遺跡などの大形木製品の

樹種同定結果から明確に指摘されている（鈴木・能城 1997）。
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　この大規模かつ急激な変化の中、佐久平でも巨大遺跡が湯川右岸の根々井地籍から岩村田地籍に集中し

て成立した。92 軒の竪穴住居跡が発見された北西久保遺跡、その東に隣接し 230 軒以上の一本柳遺跡群

西一本柳遺跡、西に隣接し 43 軒の鳴沢遺跡群五里田遺跡等がみられ、これらを面的に繫ぐと松原遺跡に

匹敵する巨大遺跡として捉えられよう。森平遺跡はこの巨大遺跡群から直線距離で約 1.7km、湯川の蛇行

部へ向かって南下した第一河岸段丘上の沖積低地に立地する。集落中心の SB11 から湯川までの距離は約

70m、河床との比高差は 7 ～ 8m。北側と湯川を挟んで南側には断崖があり、居住に適した場所とは言い

難い。同じ湯川流域でも川原瑞遺跡や対岸の根々井芝宮遺跡・寄塚遺跡群が台地上に立地するのに比べ、

むしろ洪水の危険性が高く、実際に弥生後期以降に洪水に伴う土石流が集落へ流入した可能性もある。

　前項で述べたように本書では栗林式 2 式新段階から 3 式を主体とする竪穴住居跡 18 軒、掘立柱建物跡

6 棟、土坑 100 基を報告した。森平遺跡は本書の調査地点の南東部が、佐久市教委によって平成 18 年度

に調査されている（佐久市教委 2009）。報告によれば、出土土器が少ないものの H1・H4 ～ 6 号住居跡は

栗林 2 式～ 3 式の段階にあたり、本報告の集落の時期とほぼ重なる。実際には両調査の 2 倍の規模の 50

軒以上の住居と、当時の生産域が集落の南端から湯川までの空間に存在していた可能性が予測されている

（小山 2013）。集落を区画する溝である SD08 から出土したイネ属の珪酸体によりこの付近の湿地を利用

して水田経営が始まっていた可能性がある。そして、今回実際にその存在が具体的に明らかになった渡来

系弥生人が技術的基盤を担っていたとも予想されよう。

　このような点から、河川汀線沿いという特殊な立地のメリットの第一は、湿地が稲作農耕の適地であっ

たことと結論づける。そして第二の理由を加えるとすれば、それは湯川・千曲川の河川交通に依拠した物

流であろう。森平遺跡からは、完形の太型蛤刃石斧や扁平片刃石斧、駿河湾地方との関係が予想される有

東式土器など、物資の流通の結果もたらされたと考えられる遺物も存在した。激動の弥生中期にあって、

長野盆地に多少遅れながらも、佐久平の高冷地の弥生人達は技術革新に目覚め、最先端の道具を調達しつ

つ稲作農耕社会を展開させていく。その一端が森平遺跡の調査から読み取れたことを確認し、小結とする。
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オオバコ穂先方向と口縁部文様および実測表現（ほぼ原寸）

オオバコ穂先方向と頸部文様および実測表現（ほぼ原寸）

＊写真と実測表現の位置は任意。
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第 95 図　鐸・鈴の機能をもつ高杯

M8号溝址

502
SK001

548
1区 474

SB11

H46号住居址

H45号住居址

SB1511

森平遺跡 西一本柳遺跡Ⅲ・Ⅳ

川原端遺跡

松原遺跡

0 （1:6） 20cm

第 94 図　有東式土器とその類似例

第４節　小結



- 176 -

（1:1,000） 40m0

NN

660.40
660.40

660.40
660.40

660.00

659.80

659.60659.40
659.40

659.60

659.80

660.00

659.40659.20

659.60

659.40659.20

659.60

659.00
659.00

659.60
659.60

660.60

660.80
660.40

660.20 660.60

660.60

660.80

660.80

660.60

660.40

660.20 660.60

660.80

660.60

660.00

660.00
660.80

660.60

660.00

660.00

659.80
659.80

660.80
660.80

660.40
660.20

660.40
660.20

658.80

659.00

659.20

659.40

659.80

660.00

森平遺跡
（佐久市教委2009）

X=28800

X=28760

X=28720

X=28680

X=28640

X=28600

Y=
－

47
20

Y=
－

46
80

Y=
－

46
40

Y=
－

46
00

第 96 図　森平遺跡遺構分布図

第４章　森平遺跡



- 177 -

第５章　寄塚遺跡群

第１節　遺跡の概観と調査の概要

1．遺跡の概観
　寄塚遺跡群は、湯川左岸の河岸段丘上に位置する。北を湯川、南を滑津川及び千曲川に挟まれた東西に

長い通称「中込ツ原」の台地縁辺部に相当し、遺跡の範囲は、県道上原猿久保線を中心に東西に細長く、

標高は 670m ほどを測り、湯川との比高は約 15 ～ 20m である（第 1 図）。

　佐久市教委の埋蔵文化財包蔵地台帳（平成 20 年度時点）には、寄塚遺跡群（No.231）は弥生から中世

の散布地と登載されているが、昭和 56 年の横和団地造成に伴う試掘調査では 100 軒を超す弥生時代中期

後半～平安時代の住居跡が検出されたとのことであり、そこでは寄塚古墳（No.239）も確認されている。

平成 17 年度に佐久市教委によって実施された県道上原猿久保線改良工事に伴う発掘調査では、竪穴住居

跡 13 軒（弥生時代中期後半 10 軒、古墳前期 3 軒、時期不明 1 軒）が検出され、中部横断自動車道の西側

のみに分布し、より西側で密となっている。こうした状況から、横和団地を中心とした部分が該期の集落

の中心部であったことが理解されよう。

　なお、発掘調査の受委託契約及び調査段階では、寄塚遺跡群の南限は県道上原猿久保線であった（佐久

市教委 1984）。県道上原猿久保線の南側については、本遺跡の調査に先行して進めていた今井西原遺跡の

調査で、遺構が北側にも連続することが確認されたため、今井西原遺跡として調査を進めた。したがって、

現在の佐久市教委が保有する埋蔵文化財包蔵地地図で明示されている範囲と齟齬が生じているが（今井西

原第 1 図）、本書では、調査段階の埋蔵文化財包蔵地範囲に基づいて報告する。

2．調査の概要
　調査対象地は、佐久市横和 584 番地ほかに所在する。平成 16 年 8 月 23 日から同年 12 月 20 日まで、県

道上原猿久保線の北側、2,500㎡を対象に調査を実施した。調査で発生する排土を調査区外に搬出できな

いことや西側に高く積めない等の制約から、調査区を東西に二分し、排土置場を確保することとした。ま

た、南に隣接する今井西原遺跡の調査成果から、トレンチ調査を経ずに、直接全面調査に入ることとした。

　調査は西側から重機による表土剥ぎを行い、順次、遺構検出・調査を進めた。検出された遺構の部分状

況等を勘案して、調査区の東側に排土をできるだけ積み上げることとし、遺跡の空中写真撮影を経た上で

排土を西側へと移動し、残りの調査区の調査に着手した。検出された主な遺構は、弥生時代中期後半の竪

穴住居跡と古代・中世の溝跡である。ただし、現在の畑地造成に伴う削平等が調査対象地全域に及んでお

り、遺構の遺存状況は極めて悪く、本来、存在していた住居跡等の遺構が消滅してしまった可能性もある。

3．基本層序
　本遺跡の土層堆積は、3 分層される。Ⅰ層は表土及び現耕作土、黒色を呈するⅡ層を掘り込んで弥生時

代中期後半～古代・中世の遺構が構築されている。なお、Ⅱ層は畑地造成に伴って、部分的にしか遺存し

ない。Ⅲ層は地山で、当地域に普遍的に見られる浅間第一軽石流と見られるが、台地の端部に近いためか、

若干様相が異なる。

第１節　遺跡の概観と調査の概要
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第２節　遺構と遺物

　寄塚遺跡群では、竪穴住居跡 2 軒、土坑 6 基、焼土跡 1 箇所、溝跡 4 条、不明遺構 1 基が検出された。

いずれの遺構も現在の畑地造成に伴う削平等によって遺存状況が悪い。以下、遺構ごとに記述する。

1．竪穴住居跡
SB01［遺構：第 3 図 PL35、土器：第 5 図 PL36、石器：第 5 図 PL36］

位置：Ⅰ M03・04・08・09 グリッド。重複関係：北西部を 1/3 ほどかく乱され、SD01 に切られる。検出：

かく乱された土層を除去し、Ⅱ層中で黒褐色土の落ち込みとして確認された。埋土：黒褐色土を基調とし、

炭化物及び地山の黄褐色土を含む単一土層。構造：平面形は隅丸長方形と想定され、長方形に配された 4

本の主柱で上屋を支えていたと考えられる。壁際が深くなる凹凸のある浅い掘り方を伴い、南側の柱穴間

は床面が堅く締まっている。炉は、床面が確認できた範囲に無く、かく乱された部分に存在していたと考

えられる。堅緻な床を土間及び入口方向とすれば、床面中央から奥まった箇所に炉が構築されていたもの

と想定される。柱穴は 3 本検出され、いずれも径 20cm ほど、深さ 80cm 弱で、床面近くに掘り方を持つ。

出土遺物：土器・石器とも出土量は少量である。土器は、いずれも栗林式土器と見られるが、無文部の小

破片が多く、図示できたものは、壺・鉢・甕各 1 個体である。01 は櫛描垂下文 a が施された甕、02 は鉢 C（第

4 章第 3 節 1）、03 は壺もしくは鉢 C である。02 と 03 はいずれも外面色調が N2/0 黒で、内外に良好な磨

きが施されている点で類似している。うち 03 には、胴中央部に三角形区画文を伴う櫛描波状文 c が施さ

れている。S14 は複輝石安山岩製の石皿である。手のひらよりひとまわり大きな扁平礫をそのまま用いて

おり、形状整形の加工は認められない。表面中央部付近には縦と斜め方向に何かをこすったような痕跡が

あり、周辺は磨られたためであろうか、やや光沢を持つ。裏面中央部付近も滑らかで磨り面の可能性が考

えられる。時期：出土遺物から弥生時代中期後半、栗林 2 式古段階。

SB02［遺構：第 3 図 PL35、土器：第 5 図 PL36、石器：第 6 図 PL36］

位置：Ⅰ L05・10 グリッド。2/3 以上が調査区外。重複関係：SD03 に切られる。検出：Ⅱ層中で黒褐色

土の落ち込みとして確認された。埋土：黒褐色土を基調とし、上下 2 層に分層される。壁際には地山の黄

褐色土を含む暗褐色土が堆積する。構造：平面形は隅丸方形または長方形と想定され、方形に配された 4

本の主柱で上屋を支えていたと考えられる。壁際に周溝が巡り、床面は全体が堅く締まっている。柱穴は

深さ 50cm 弱の 1 本確認されたのみであるが、SB01 の柱穴と平面・断面形とも類似する。壁際が深くな

る凹凸の少ない浅い掘り方を伴う。出土遺物：土器・石器とも出土量は極めて少量である。壺 13 は胴上

半部から中央部に櫛描波状文と櫛描直線文が交互に配されている。類似した文様構成が根々井芝宮遺跡の

栗林Ⅱ式古段階の一括資料中にもみられる。胴部が SB02 埋土出土で、頸部は SD03 埋土出土である。同

一個体の破片は SD03 埋土からの出土が多い。06 は胴中央部に櫛描による工字状文が施された壺、04 は

ミニチュアの壺である。S03 は太型蛤刃石斧の基部。基部平面形は四角く、刃部側ほど器体幅が太くなる

ため、全体平面形は撥形を呈すると考えられる。敲打調整後の研磨調整が確認できるが、器体表面がやや

褐色化し剥落している部分がみられることから、被熱の可能性がある。S19 はスクレイパーとした石器で

ある。大形で分厚い幅広剥片を素材としている。素材の打面周辺は破砕しているが、破砕折れ面からの加

工が認められるため、この石器自体は完形で欠損はないと考えられる。やや細かい平坦な剥離が下部から

右側縁の両面に施され、刃のような縁辺が作出されている。また、上側縁周辺には表面だけにやや角度の

第５章　寄塚遺跡群
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ある剥離が施されている。寸詰まりのわらじのような平面形となる。頁岩としたが、砂岩と呼べるような

粒子が粗い部分がみられる石材となっている。時期：出土遺物から弥生時代中期後半、栗林 2 式古段階。

2．土坑　
［遺構：第 3 図、土器：第 5 図 PL36］

　SK01～06の6基が検出され、その内5基は調査区南部（ⅠM14・15グリッド）に集中する。調査区中央（Ⅰ

M04 グリッド）の SK01 を含め、規模・形状とも類似し、いずれも柱痕跡や焼土・炭化物等は確認されな

い。機能・用途は不明と言わざるを得ない。調査段階では、風倒木痕と判断していたものである。遺物

は、SK01 の底面から 15 が出土したほか、図示し得ない弥生土器の小片が埋土内から出土しているのみで、

その他の土坑から遺物は一切出土していない。

3．焼土跡　
SF01［遺構：第 4 図］

　Ⅰ M04 グリッドのⅡ層中で焼土及び被熱痕跡が、1 箇所確認され、SF01 とした。焼土跡は長軸 40cm、

短軸 32cm の不整楕円形の範囲に広がる。住居跡の炉の可能性も考えられたため、周囲を確認したが、柱

穴等の住居跡に付随する施設は周囲に認められなかった。出土遺物等も認められず、時期等は特定できな

い。南端を SD01 が切る。

4．溝跡
　溝跡の検出面は大きく二つに分かれ、Ⅱ層上面では SD01、Ⅱ層中及びⅢ層では南接する今井西原遺跡

へと続く 3 条の溝跡（SD02：DIN SD105、SD03：DIN SD106、SD04：DIN SD110）が検出された。

SD01［遺構：第 4 図、土器：第 5 図 PL36］

位置：Ⅰ M04・06 グリッドほか。埋土：上下 2 層に分層され、水流痕跡は明確でない。構造：東西方向

に直線的に走行し、西側は調査区外に及ぶ。今井西原遺跡で検出されている SD112･113 と平行する。最

大幅 1.9m、深さ 11 ～ 32cm で、断面形は皿状を呈す。何らかの区画溝の可能性もあるが、性格は明らか

でない。出土遺物：図示した内耳鍋のほか、図示し得ない弥生土器小片が 14 片出土している。石器では

黒曜石の原石 1 点、黒曜石製の楔形石器 1 点が出土。時期：検出面がⅡ層上面であること、底面から内耳

鍋が出土していること等から、中世以降の所産と判断される。

SD02［遺構：第 4 図］

位置：Ⅰ L15 グリッド。埋土：上下 2 層に分層されるが、下層は壁等の崩落土と考えられる。水流痕跡

は明確でない。構造：北北西－南南東方向に直線的に走行し、北西側は調査区外に及ぶ。SD03（DIN 

SD106）と平行する。最大幅 90cm、深さ 34cm で、断面形は鍋状を呈す。何らかの区画溝の可能性もあるが、

性格は明らかでない。出土遺物：図示し得ない弥生土器小片が 4 片出土したのみ。時期：今井西原遺跡側

では縄文土器や古代の土器が出土しているが出土量は少ないため時期決定は難しいが、古代以降と把握し

ておく。

SD03［遺構：第 4 図、土器：第 5 図 PL36］

位置：Ⅰ M06・11 グリッドほか。重複関係：SB02・SX01 を切り、SD01 に切られる。埋土：上下 2 層に

第２節　遺構と遺物
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分層されるが、下層は壁等の崩落土を含む。水流痕跡は明確でない。構造：北北西－南南東方向に直線的

に走行し、北西側は調査区外に及ぶ。SD02（DIN SD105）と平行する。最大幅 1.7m、深さ 48cm で、断

面形は鍋状を呈す。何らかの区画溝の可能性もあるが、性格は明らかでない。出土遺物：図示し得たのは

07 の須恵器杯体部のみで、弥生土器小片が 77 片出土している。接合はしないが多くが SB02 の 13 と同一

個体である。黒曜石製の楔形石器が 1 点出土。時期：古代の遺物が含まれていること、SD02 と並走する

こと等から、古代以降と把握しておく。

SD04［遺構：第 4 図、土器・石器：第 5 図 PL36］

位置：Ⅰ M01・11 グリッドほか。重複関係：SX01 を切り、SD01 に切られる。埋土：上中下の 3 層に分

層され、最下層は壁等の崩落土を含む。水流痕跡は明確でない。構造：北北西－南南東方向に弧状に走行し、

北西側は調査区外に及ぶ。最大幅 1.8m、深さ 48cm で、弥生時代の集落を区画する溝の可能性もあるが、

時期の特定も含め、検討を要する。出土遺物：図示した 3 個体の栗林式土器の甕のほか、図示し得ない弥

生土器小片が260片強が比較的満遍なく分布している。石器では、図示した石鏃S02のほかに、剥片2点（頁

岩・緑色凝灰岩）が出土。S02は黒曜石の石鏃である。細身で尖端幅が狭くスリムな印象を与えさせられる。

茎痕が認められるが欠損している。縁辺は弱い鋸歯縁状に加工されている。石材の黒曜石は透明度が高く

質が良い。時期：出土土器の主体は弥生時代中期の資料であるが、今井西原遺跡側で須恵器が 1 点出土し

ており、弥生時代中期の所産と断定はできない。

5．不明遺構　
SX01［遺構：第 4 図　土器：第 5 図 PL36］

　Ⅰ M11 グリッドのⅡ層中で、SD03・04 に切られる黒褐色土の落ち込みが検出された。埋土に焼土が含

まれ、規模等から、竪穴住居跡の掘り方とも考えられる。ただし、床面や柱穴等、住居跡に付随する施設

は検出されていない。出土遺物は、図示した不明土製品と図示し得ない弥生土器小片 6 片のみである。

6．遺構外出土の遺物［土器・石器：第 5 図 PL36］

　遺構外からは土器 433.4g が出土している。そのうち検出面から出土した 1 点 60.5g を図化掲載した。16

は弥生時代中期の壺である。

　S04 は打製石斧で、節理で割れた薄い板状の石を材としており、表裏両面に節裏面がみられる。平坦な

剥離により周縁に加工が施されているが、剥離末端に階段状のステップが目立つことから、器体側縁方向

からの打撃による加工と考えられる。基部の縁の右端に切り立った節理面のような面がみられるが、残存

部が狭く左側が大きく欠損しているため、基部右端が残っていると断定は難しい。打製石斧としては細身

なため、大形打製石斧の刃部右側の欠損部を再加工した可能性がある。下に置いた刃部とした部分の加工

が粗いため、上下が入れ替わり基部となる可能性もある。

第５章　寄塚遺跡群
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Ⅰ 耕作土
Ⅱ 黒色（10YR2/1）粘性弱｡しまり弱｡
Ⅲ 浅間軽石流か｡   
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第 1 図　遺跡範囲図と地区設定図

第 2 図　全体図・基本層序
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0 （1:80） 2m

0 （1:40） 1m

0 （1:80） 2m

土器・石器　1：12

土器・石器　1：12

土器　1：12

1 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱｡炭化物･黄褐色土混入｡
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   しまり強｡

1 黒色（10YR2/1）粘性弱｡しまりあり｡
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0 （1:80） 2m

（1:200） 8m0

土器・石器　1：12

 SD02　1 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱｡灰褐色土･黄褐色土混入｡
             2 暗褐色（10YR3/3）粘性・しまり弱｡黄褐色土混入｡Ⅲ層ブロック｡
 SD03　3 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱｡黄褐色土混入｡
             4 黒褐色（10YR2/2）粘性・しまり弱｡黄褐色土混入｡

SD04　5 黒褐色（10YR2/3）粘性・しまり弱｡褐色土ブロック混入｡
            6 黒色（10YR2/1）粘性・しまり弱｡
            7 暗褐色（10YR3/4）粘性・しまり弱｡黄褐色土ブロック混入｡
SX01　8 黒褐色（10YR2/2）褐色土ブロック・焼土混入｡

1 黒褐色（2.5YR3/1）粘性･しまり弱｡
2 灰黄褐（10YR4/2）粘性･しまり弱｡
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図版
No. 遺構 時期 グリッド 平面形 主軸方向東西・南北（m）

（ ）は現存長

床面積
（㎡）

（ ）は現存部

深さ
（cm）

土器総重量
（ｇ）

石器
（点数） 炉位置 重複関係

3 SB01 弥生中期 ⅠM03･04･08･09 隅丸
長方形 N22°W（4.56）・（4.48） （13.49） 12 1076.2 14 炉削平 SD01 に切られる

3 SB02 弥生中期 ⅠL05･10 隅丸方形 N12°W（2.24）・（4.40） （4.65） 34 555.2 5 炉調査区外 SD03 に切られる

図版
No. 遺構 時期 グリッド 平面形 断面形 長さ

（m）
最大幅
（m）

深さ
（cm）

土器総重量
（g）

石器
（点数） 重複関係

4 SX01  ? ⅠM11  ?  ? 2.5 0.9 20 59.8 － SD03･04 に切られる

図版
No. 遺構 時期 グリッド 平面形 断面形 長軸

（cm）
短軸

（cm）
深さ

（cm）
土器総重量

（ｇ）
石器

（点数） 重複関係

3 SK01 古墳前期 ⅠM04 円形 鍋状 68 61 32 57.5 － －

3 SK02  ? ⅠM14 楕円形 鍋状 58 42 38 － － －

3 SK03  ? ⅠM14･15 円形 鍋状 53 49 34 － － －

3 SK04  ? ⅠM15 楕円形 鍋状 57 43 28 － － －

3 SK05  ? ⅠM15 円形 鍋状 59 52 30 － － －

3 SK06  ? ⅠM14･15 円形 鍋状 46 45 29 － － －

図版
No. 遺構 時期 グリッド 平面形 断面形 長さ

（m）
最大幅
（m）

深さ
（cm）

土器総重量
（g）

石器
（点数） 重複関係

4 SD01 中世以降 ⅠL10
ⅠM 01･02･04･06･07･09　 直線的 皿状 20.7 1.9 11 ～ 32 470.7 3 SB01、SD03･04、SF01 を

切る

4 SD02 古代以降 ⅠL15 直線的 鍋状 4.9 0.9 34 31.6 － －

4 SD03 古代以降 ⅠL05･10
ⅠM01･06･11　 直線的 鍋状 21.8 1.7 48 481.2 1 SB02、SX01 を切る 

SD01 に切られる

4 SD04  ? ⅠG25, ⅠH21, ⅠL05
ⅠM01･06･11 弧状 鍋状 24.9 1.8 48 2739.1 4 SX01 を切る 

SD01 に切られる

図版
No. 遺構 時期 グリッド 平面形 断面形 長軸

（cm）
短軸

（cm）
深さ

（cm）
土器総重量

（g）
石器

（点数） 重複関係

4 SF01  ? ⅠM04 不整
楕円形 焼土のみ 40 32 － － － SD01 に切られる

0 （1:3） 10cm

SB02

S19
スクレイパー　頁岩
338.80g

S03
太型蛤刃石斧　緑色岩類
174.95g

第 1 表　竪穴住居跡一覧

第 2 表　土坑一覧

第 4 表　溝跡一覧

第 5 表　不明遺構一覧

第 3 表　焼土跡一覧

第 6 図　遺物図 2

第２節　遺構と遺物
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今井西原遺跡
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第 7 図　寄塚遺跡群・今井西原遺跡　遺構分布図

第３節　小結

　今回の調査で検出された主な遺構は、竪穴住居跡と溝跡である。検出された 2 軒の竪穴住居跡は弥生時

代中期後半栗林式期に属し、全体像がつかめないものの、方形を基調とし主柱穴も矩形に配されていたこ

とが想定される。当該期の集落の中心部と想定される調査区西方で佐久市教委が調査した該期の竪穴住居

跡と規模形状等が類似する。一連の集落に属する住居跡と判断される。

　一方、溝跡は時期の特定が困難であるが、南接する今井西原遺跡から続くもので、一定の範囲を区画す

る意図で造られたものと考えられよう。集落の中心部を SD04 は弧状に、SD02 は方形に近い形状で、一

定期間囲郭していたと想定することも可能である。調査区から出土している土器も総量は少ないものの、

栗林式土器が主体を占めている。全般的に遺構の遺存状況が悪く、溝跡の掘り込み面や埋土と自然堆積層

との対比ができない等、情報量が少ないため、にわかに判断できない状況であるが、留意事項として提示

しておきたい（第 7 図）。

　寄塚遺跡群は、佐久市教委が行った平成 17 年度の調査成果で明らかなように、弥生時代中期後半及び

古墳時代前期後半の集落遺跡である（佐久市教委 2008b）。中部横断自動車道建設に係る今回の調査地点は、

そうした集落、または遺跡の周縁部に位置し、検出された遺構の分布はまさにその状況を示していると言

えよう。今回の調査区と後述する今井西原遺跡 1 区の北部域が、現在では寄塚遺跡群の範囲に含まれてい

ることは、調査成果からも肯首される（第 7 図）。

　弥生時代中期後半には、蛇行して西流する湯川左岸に沿う台地縁辺部に本遺跡や根々井芝宮遺跡などの

集落が点在し、本遺跡の対岸には前述した森平遺跡が展開する。さらに、上流部には西一本柳遺跡や北西

久保遺跡といった大規模な集落が営まれており、弥生時代においては県内でも有数な遺跡の密集地の一つ

といえる。各遺跡の発掘調査の成果も積み上げられてきており、佐久平における該期の社会構造や文化の

諸様相を探求する上で、好資料となってきている。今回の調査も、そうした資料群に些少ではあるが、新

たな資料と視点を加えることができたものと考えたい。

第５章　寄塚遺跡群
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第６章　今井西原遺跡

第１節　遺跡の概観と調査の概要

1．遺跡の概観
　今井西原遺跡は佐久市大字横和 550 － 30 番地ほかに所在し、千曲川右岸と湯川左岸に挟まれた台地に

位置する。この台地上には、湯川に隣接する寄塚遺跡群と千曲川に隣接する今井宮の前遺跡があり、両遺

跡に挟まれた台地中央部が今井西原遺跡で、標高は 670m 前後を測る。遺跡の立地する地点は、東から西

へ緩やかに傾斜した一帯である。

　昭和 49 年度には、佐久市教委によって、今回の調査区の西約 200m の地点で緊急発掘が行われている。

その際、古墳時代前期住居跡 1 軒、平安時代住居跡 6 軒、土坑 1 基、井戸跡 1 基などが調査された（佐久

市教委 1975）。このため今回の調査区でも佐久市教委の調査成果と同様な遺跡の状況が予測された。また、

この地域は、近世初頭に市川五郎兵衛真親によって新田開発が行われたとされているが、それ以前の耕地

開発については、不明な点が多い。なお、調査対象となった地区では、過去に調査が行われたことがなく、

正確な遺跡範囲を確定できていなかったため、遺跡外とされていた寄塚遺跡群よりの地区と、今井宮の前

遺跡よりの地区にトレンチを設定し、遺跡範囲の確認をあわせて実施した。この結果、遺跡範囲は、当初

より拡大することとなり、とくに、寄塚遺跡群との遺跡範囲の境は、この時点で、県道上原猿久保線まで

として、調査を実施した。

　ちなみに、両遺跡範囲の境については、現在の佐久市教委が保有する埋蔵文化財包蔵地地図で明示され

ている範囲と異なっているが、混乱を避けるため、調査時点での遺跡範囲を基に報告する。

2．調査の概要
　発掘調査は平成 16 年度に実施した。調査面積は当初 13,000㎡を予定面積としたが、調査の経過の中で

遺跡範囲が拡大したことを受けて、調査対象面積も増加し、最終的には 20,000㎡となった。

　調査区は、南北に長く、その間に水路や道路があるため、調査進行の便宜上 4 つの区域を設定した（第

2 図）。県道上原猿久保線から約 100m 南にある水路までを 1 区、その水路からさらに南へ約 100m の市道

14 － 18 号線までを 2 区、市道よりさらに 100m 南の水路までを 3 区、その水路より南の市道 31 － 3 号

線までを 4 区とした。調査に当たっては、調査区が水田地帯の中にあるため、周囲の営農を考慮し、仮設

畦畔の工事等を行ったうえで、調査に臨んだ。

　これまでに、この地区での発掘調査がなく、掘削深度や堆積状況、遺跡の残存状況などは不明であった。

そのため、確認トレンチの掘削を行い、堆積状況と遺構の確認面などの情報を収集した。堆積層は大きく

Ⅰ～Ⅳ層に分かれた。この結果から、調査は、Ⅲ層上面で中世から近世の遺構の確認、Ⅲ層下面での弥生

時代、古墳時代の遺構の確認、Ⅳ層上面での縄文時代の遺構の確認、合計 3 面の検出面での調査を実施し

た。しかしながら、実際には各層の堆積量が少なく、第 2 面・3 面などを同時に調査した地区が多い。

　前述のとおり、遺跡範囲については、遺跡外とされていた寄塚遺跡群側の地区（1 区）と、今井宮の前

遺跡側の地区（4 区）にトレンチを設定し、遺跡範囲の確認を行った。この結果、1 区では掘立柱建物跡

や溝跡が確認されたため、調査範囲に含めることとなった。4 区については、縄文土器を伴う溝跡 1 条（自

第１節　遺跡の概観と調査の概要
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然流路跡）が確認されただけで、今井宮の前遺跡隣接地は圃場整備の削平が深く及んでいたため、上記の

溝跡周辺の調査だけにとどめた。

3．基本層序
　今井西原遺跡の土層堆積は、4 分層される。Ⅰ層は圃場整備後の表土・現耕作土、灰褐色を呈するⅡ層

は中世から圃場整備以前の堆積層、黒色を呈するⅢ層は弥生時代～古墳時代の堆積層、Ⅳ層は地山である。

Ⅰ層・Ⅱ層には、鉄分の集積化や容脱化が帯状に認められ、水田耕作による土壌化が見られる。Ⅲ層は黒

褐色土でこの層を鍵層として調査を進めた（第 2 図）。

第２節　遺構と遺物

　今井西原遺跡では、竪穴住居跡 1 軒、掘立柱建物跡 4 棟、溝跡 28 条、土坑 12 基が検出された。

　このうち、竪穴住居跡と掘立柱建物跡は調査区北側の１区にまとまっている。溝跡は自然流路跡等と判

断した 18 条も含んだ数である。土坑は 1 区に 2 基、2 区に 9 基、4 区に 1 基が認められた。以下、遺構ご

とに記述する。

１．竪穴住居跡
SB101［遺構：第４図 PL37、土器：第 11 図 PL39、石器：第 12 図 PL40］

位置：1 区、Ｉ M24、Ⅰ R04 グリッド。SD111 に切られる。検出：Ⅳ層上面で黒色および黒褐色土の落

ち込みとして確認した。埋土：壁際は地山起源の黄褐色土粒を含む暗褐色土が堆積し、住居跡中央部では

黒褐色土が主体となる。中央部には床面に焼土が広がる。構造：南北 6.12m、東西 6.44m ほどの隅丸方形

を呈する。主軸は N15°E。壁高は 29cm 前後で、壁面は緩やかに立ち上がる。床面は壁際を除いて、堅

緻となる。柱穴は P1 ～ P4 の 4 本である。炉：床面中央部に焼土が認められ、この地点が炉跡と考えら

れるが、掘り込みは認められなかった。地床炉と推測される。出土遺物：01 は小形壺で、胴下半部に焼

成後に開けられた穿孔がある。02 は高杯の杯部、03 が鉢で外面底面端部未整形のもの。04 は壺の底部、

07 が高杯の脚部片である。34 はミニチュア土器の底部である。S22 は複輝石安山岩の磨石である。手の

ひら大の扁平な俵形円礫を整形せず、そのまま用いている。明らかな磨面は左側縁に認められるが、この

磨面もさほど顕著ではない。表面と裏面一部について若干滑らかな面が認められるため、磨面として利用

された可能性があるが、明確ではない。S23 は複輝石安山岩の台石で、S22 に隣接して出土した。表面以

外は割れ面で、元々は巨大な礫であったと思われる。表面の磨痕は顕著で、一部は光沢を持つほどである。

磨方向はあまりはっきりしない。表面の磨痕は上下左右の割れ面に回り込んでいるため、最終的にはこの

形状で台石として用いられたと考えられる。裏面は上下左右の割れ面と比較して風化度が高く赤味を帯び

ているため、節理面の可能性も考えられる。また、裏面の細かい凸部は摩耗しているため、磨面として利

用された可能性がある。時期：出土遺物から古墳時代前期。

2．掘立柱建物跡
　検出された 4 棟の掘立柱建物跡はすべて１区に所在している。柱穴の埋土は 4 棟ともⅢ層を基調とした

第６章　今井西原遺跡
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黒色土である。ST101 ～ 103 は多少主軸方位がずれるものの並びや間隔からして一連の建物群の可能性

が高い。柱穴堀り方の形状には乱れがあり、柱痕も明確でない。底面の柱痕から斜めに堀り方がなってい

る箇所もあり、柱の抜き取りが行われた可能性も考えられる。

　柱穴からは小破片ながら弥生土器片が出土したが、遺構の時期決定は難しく、弥生以降の所産と考えら

れる。ただし、遺構の軸方向が古代以降の溝跡と考えられる SD105 と同方位を示しているため、古代以

降の可能性が高いと推測される。

ST101［遺構：第 5 図 PL38］

位置：1 区、Ｉ Q05、Ⅰ R01 グリッド。重複関係：遺構範囲内に SD107・108 が検出されたが新旧不明で

ある。検出：Ⅳ層上面で確認した。構造：柱穴の配置は1間×2間の6本柱で、主軸はN10°W、梁行3.30m、

桁行 4.25m を測る。出土遺物：弥生土器小片が 4 点出土した。時期：古代以降か。

ST102［遺構：第 5 図 PL38］

位置：1 区、Ｉ M22、Ⅰ R02 グリッド。検出：Ⅳ層上面で確認した。構造：柱穴の配置は 1 間× 2 間の 6

本柱で、主軸は N7°W、梁行 3.16m、桁行 3.75m を測る。出土遺物：弥生土器小片が 8 点出土した。時期：

古代以降か。

ST103［遺構：第 5 図 PL38］

位置：1区、ＩR01グリッド。検出：Ⅳ層上面で確認した。構造：柱穴の配置は1間×1間の4本柱であり、

主軸はN2°W、梁行2.68m、桁行2.68mを測る。出土遺物：弥生土器小片が1点出土した。時期：古代以降か。

ST104［遺構：第 5 図 PL38、石器：第 12 図 PL40］

位置：1 区、Ｉ R08・09 グリッド。検出：Ⅳ層上面で確認した。構造：柱穴の配置は 1 間× 2 間の 6 本柱

であり、主軸は N3°W、梁行 2.50m、桁行 2.90m を測る。他の ST と比較して、柱間が狭い。出土遺物：

S85 は緑色凝灰岩の磨製石鏃である。全面が研磨面で覆われているため素材はわからない。また、研磨線

状痕は一部に認められるが大部分ははっきりしない。長さ 50mm と磨製石鏃としては大形で、平面形は

左右側縁上半部に肩部が認められ、縦長の五角形に近い形状を呈している。基部は左右対称に「へ」の字

状に抉られており、凹端部は隅丸となる。器体中央やや基部よりに穿孔がある。穿孔は表裏両面から施さ

れている。時期：古代以降か。

3．土坑
　検出された土坑 12 基は多くがピット状で、ここでは比較的規模の大きい土坑 2 基について記述する。

SK101［遺構：第 5 図、土器：第 11 図、石器：第 12 図 PL40］

位置：1 区、Ｉ M25 グリッド。古墳時代前期の SB101 の北東にある。検出：Ⅳ層上面で確認した。埋土：

黒色土の単層。構造：長軸 102cm、短軸 68cm の不整な円形を呈する。断面形は皿状で、検出面からの深

さは 13cm。出土遺物：弥生時代の甕 28 が土坑内東側から出土した。28 は外面のみに輪積み痕が観察さ

れる。S02 は黒曜石の石鏃である。全面が平坦で細かい剥離で覆われているため素材はわからない。平面

形は縦長の二等辺三角形を呈し、基部中央に細い茎が作りだされているが、茎端部は欠損している。左右

側縁は滑らかで鋸歯縁状を呈さない。横断面形は凸レンズ状を呈す。時期：弥生時代後期か。

第２節　遺構と遺物
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SK102［遺構：第 5 図］

位置：1 区、Ｉ R13 グリッド。ST104 の南西にある。検出：Ⅳ層上面で確認した。埋土：黒色土の単層で、

礫が混入する。構造：長軸 72cm、短軸 40cm の不整な円形を呈する。断面形は段を持つ。検出面からの

深さは 38cm。時期：出土遺物がなく、時期決定ができない。

4．溝跡
　溝跡の検出面は大きく 2 つに分かれ、Ⅲ層上面および中位で確認した溝跡が SD111・112・113・114・

201・202・203・205・207 で、その他がそれ以下のⅢ層下部もしくはⅣ層上面での検出である。Ⅲ層が弥

生時代から古墳時代の堆積層であることから、Ⅲ層上面で検出された溝跡は、古代以降に帰属する溝跡と

考えられる。

SD105［遺構：第 3・6 図 PL38］

位置：1 区、Ⅰ M21 グリッドほか。重複関係：SD110・111 を切る。SD109・114 と切り合うが新旧不明

である。埋土：黒褐色土を主体とする。構造：1 区北端から南に伸びて、蛇行する。南に向かい浅くなり、

一端途切れて、8m ほどで続きが延びて、くの字に西に曲がり、先端で浅くなり消えてゆく。長さ 70.0m、

幅 1.6m、深さ 7 ～ 22cm を測る。断面形は鍋状を呈する。出土遺物：縄文時代、弥生時代、古代の土器

片が少量出土した。時期：出土遺物が少なく時期決定は難しいが、古代の遺物が含まれることから古代以

降の遺構と考えられる。本溝は、北に隣接する寄塚遺跡群でも続きが検出されている。何らかの区画溝の

可能性もあるが、性格は明らかでない。

SD106［遺構：第 3・6 図、土器：第 11 図 PL39］

位置：1区、ⅠM21グリッドほか。重複関係：SD111を切る。SD110と切り合うが新旧不明である。埋土：

黒色土を主体とする。構造：1 区北端から南に伸びて、南に向かい浅くなり、消えてゆく。長さ 19.5m、

幅 1.4m、深さ 15cm を測る。断面形は皿状を呈する。出土遺物：弥生時代の土器片が少量出土した。14

は壺の口縁部である。時期：出土遺物が少なく時期決定は難しいが、隣接する SD105 と平行しているこ

とから、SD105 と同様の古代以降の遺構と考えられる。北に隣接する寄塚遺跡群でも続きが検出されて

いる。

SD109［遺構：第 3・6 図］

位置：1 区、Ⅰ W06 グリッドほか。重複関係：SD105・114 と切り合うが新旧不明である。埋土：黒褐色

土である。構造：SD105 から南に伸びて、南に向かい浅くなり、消えてゆく。長さ 14.0m、幅 0.6m、深

さ 15cm を測る。断面形は鍋状を呈する。時期：出土遺物がなく、時期決定ができない。

SD110［遺構：第 3・6 図 PL38、土器：第 11 図 PL39、石器：第 12 図 PL40］

位置：1 区、Ⅰ M21 グリッドほか。重複関係：SD105・111 に切られる。SD106・113 と切り合うが新旧

不明である。埋土：黒色土が主体である。構造：1 区北端から南西に伸びて、調査区外へ。長さ 44.0m、

幅 2.4m、深さ 22 ～ 31cm を測る。断面形は鍋状を呈する。出土遺物：縄文土器 4 点、弥生土器 375 点、

須恵器 1 点ほかが出土した。15 は壺で口縁部に縄文、頸部に横走沈線文、櫛描直線文、押し引き文が施

される。底面に穿孔がある。16 は壺で口唇部、口縁部に縄文、口縁部にはさらに山形沈線文が施される。

15・16 は弥生時代中期の栗林式土器である。17・18 は小形壺で、外面に一部煤が付着している。19 は折
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り返し口縁を持つ甕か。20 は細身の甕で、外面は口縁部から胴下半部までナデが施される。22 は壺の口

縁部で、口縁部・頸部に縄文が施される。石器は S29 の打製石斧が出土した。S29 は斜長石を多く含む青

灰色の安山岩の打製石斧である。節理に沿って分割した板状剥片を素材とし、左右側縁辺に平坦で末端に

ステップが目立つ剥離により左右縁の表裏に加工を施しており、基部端の一部に礫面を残している。基部

幅より刃部幅が広い鉢形を呈するようだが、刃部側半分以上を欠損している。時期： 出土土器の主体は

弥生時代中期の資料であるが、須恵器の出土もあることから、弥生時代中期の可能性があるにとどめたい。

SD112［遺構：第 3・6 図､ 土器：第 12 図 PL39］

位置：1 区、ⅠＲ 13 グリッドほか。SD113 と並行する。検出：Ⅲ層上面で確認した。埋土：黒褐色土を

主体とする。水流痕跡は不明確で、中間層に埋め戻しを思わせるブロックを多量に含む層がある。構造：

東西に伸びる溝で、西に向かい浅くなり、消えてゆく。長さ 38.5m、幅 1.2m、深さ 26cm 前後を測る。断

面形は鍋状を呈する。出土遺物：古代の土器片が少量出土した。25・26 は須恵器の杯で、底面は回転糸

切である。時期：検出面および出土遺物から、古代以降の遺構と考えられる。

SD113［遺構：第 3・6 図］

位置：1 区、Ⅰ R16 グリッドほか。SD112 と並行する。重複関係：SD110 と切り合うが新旧不明である。

検出：Ⅲ層上面で確認した。埋土：黒色土および黒褐色土を主体とする。構造：東西に伸びる溝で、西

に向かい浅くなり、消えてゆく。長さ 48.5m、幅 2.1m、深さ 12 ～ 41cm を測る。断面形は鍋状を呈する。

出土遺物：縄文時代、弥生時代、古代の土器片が少量出土した。また、動物骨が出土した。動物骨につい

ては、京都大学名誉教授茂原信生氏、総合研究大学院大学准教授本郷一美氏、獨協医科大学技術員櫻井秀

雄氏に鑑定していただき、次の所見をいただいている。ウマの下顎臼歯の頬側、あるいは舌側面の歯片が

3 点ある。歯種は不明である。いずれも歯冠もエナメル質である程度の長さがあるので老齢な個体ではな

い。他に不明の骨細片もある。時期：出土遺物がなく、時期決定が難しいが、SD112 と同様に古代以降

の遺構と考えられる。

SD202［遺構：第 7・8 図］

位置：2 区、Ⅱ L15 グリッドほか。重複関係：SD207 と切り合うが新旧不明である。検出：Ⅲ層上面で確

認した。埋土：黒褐色土を主体とする。構造：東西に直線的に調査区外へ伸びる。長さ 60.0m、幅 2.0m、

深さ 10 ～ 15cm を測る。断面形は皿状を呈する。出土遺物：弥生時代の土器片が少量出土した。時期：

検出面から、古代以降の遺構と考えられる。

SD203［遺構：第 7・8 図、土器：第 12 図 PL40］

位置：2 区、Ⅱ G24 グリッドほか。検出：Ⅲ層中位から上面で確認した。埋土：黒褐色土である。構造：

途中で途切れるが、東西に直線的に伸びる。長さ 45.0m、幅 2.3m、深さ 6 ～ 27cm を測る。断面形は皿状

を呈する。遺物：土器片が少量出土した。29 は近世の前山焼灯明皿である。時期：出土遺物から、近世

以降と考えられる。

SD205［遺構：第 7・8 図］

位置：2 区、Ⅱ H13 グリッドほか。検出：Ⅲ層中位で確認した。埋土：黒褐色土である。構造：東西に直

線的に伸びる。長さ 17.0m、幅 1.3m、深さ 9cm を測る。断面形は皿状を呈する。時期：出土遺物がなく、
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図版
No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 主軸方向 梁行

（m）
桁行
（m）

面積
（㎡）

土器総重量
（ｇ）

石器
（点数） 重複関係

5 ST101 古代以降か 1 ⅠQ05、ⅠR01 1 × 2 間 N10°W 3.30 4.25 14.00 33.7 －  SD107・108 と切り合うが
 新旧不明

5 ST102 古代以降か 1 ⅠM22、ⅠR02 1 × 2 間 N7°W 3.16 3.75 11.90 87.0 － －

5 ST103 古代以降か 1 ⅠR01 1 × 1 間 N2°W 2.68 2.68 7.18 20.8 － －

5 ST104 古代以降か 1 ⅠR08･09 1 × 2 間 N3°W 2.50 2.90 7.25 － 1 －

図版
No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 主軸方向 東西・南北

（m）
床面積
（㎡）

深さ
（cm）

土器総重量
（ｇ）

石器
（点数） 炉位置 形態 重複関係

4 SB101 古墳前期 1 ⅠM24、ⅠR04 隅丸方形 N15°E 6.44・6.12 34.25 29 1744.2 22 中央 地床炉 SD111 に切られる

時期決定が難しいが、検出面から古代以降の遺構と考えられる。

SD207［遺構：第 7・8 図］

位置：2 区、Ⅱ H08 グリッドほか。重複関係：SD208 を切り、SD201・202・204 と切り合うが新旧不明で

ある。検出：Ⅲ層上面で確認した。埋土：黒褐色土である。構造：南北に直線的に伸びる。長さ 76.5m、

幅 1.8m、深さ 5 ～ 7cm を測る。断面形は皿状を呈する。出土遺物：縄文時代、弥生時代の土器片が少量

出土した。時期：出土遺物が少なく、時期決定が難しいが、検出面から古代以降の遺構と考えられる。

　

　溝跡としたなかには、上記のほかに自然流路跡が多数ある。

　洪水性流路の可能性があるのが SD111 で、埋土に砂層を多く含み、流水痕跡が残る。Ⅲ層中位の検出

であることから、時期は古代以降の可能性が高い。出土遺物は縄文時代から古代の土器片、石器類が出土

した。23・24 は弥生時代の壺と甕の破片である。S01 は黒曜石の石鏃である。全面が細かい剥離で覆われ

ているため素材はわからない。平面形は細長い二等辺三角形を呈し、基部中央に茎が作りだされているが、

茎端部は欠損している。左右側縁は鋭い鋸歯縁状を呈している。横断面形はレンズ状を呈する。S05 は珪

質頁岩の石鏃である。全面が平坦で細かい剥離で覆われているため素材はわからない。平面形は縦長の二

等辺三角形を呈し、基部中央部には茎が作り出されている。左右側縁は細かい鋸歯縁状を呈すが、鋸歯部

尖端は若干丸みを帯びている。横断面形はレンズ状を呈する。S35 は頁岩のみがき石である。扁平な円礫

を整形せずにそのまま用いている。表面に磨面が認められ、一部は光沢を帯びている。また、磨面には細

かい線状痕がところどころ見られる。側面や裏面にも滑らかな面が認められ、機能面となった可能性も考

えられるが明確ではない。

　SD114 からは、縄文時代から古代の土器片が少量出土した。27 は土師器の杯である。

　1 区南側には、自然流路跡がまとまってある。SD101 は 2 区にまで伸びて検出され、縄文土器、土師器、

石器類が出土した。11・12 は縄文土器で、11 が深鉢で堀之内１式である。2 区の北側には、SD101 を含

む、流路が数本検出された。SD204 は２区の中央部にあり、少量の土器片が出土した。30 は縄文土器片で、

加曽利Ｅ式である。

　3 ～ 4 区は自然流路跡のみで、SD301・302 からは、縄文土器片が少量出土した。31・32 は縄文時代中

期の土器片で、31 が口縁部中空突起、32 が深鉢で胴部沈線による区画文内に RL 斜め縄文が施される。

　なお、金属器は、銭（寛永通宝）とキセルが遺構外で出土した（PL40）。

第 1 表　竪穴住居跡一覧

第 2 表　掘立柱建物跡一覧
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図版
No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長軸

（cm）
短軸

（cm）
深さ

（cm）
土器総重量

（ｇ）
石器

（点数） 重複関係

5 SK101 弥生後期か 1 ⅠM25 不整円形 皿状 102 68 13 222.6 2 －
5 SK102 ？ 1 ⅠR13 不整円形 不整形 72 40 38 － － －
8 SK201 ？ 2 ⅡM23･24 楕円形 皿状 63 49 10 － － －
8 SK202 ？ 2 ⅡM13 円形 鍋状 44 39 14 － － －
8 SK203 ？ 2 ⅡM14 円形 鍋状 39 33 14 － － －
8 SK204 ？ 2 ⅡM14 円形 鍋状 36 33 12 － － －
8 SK205 ？ 2 ⅡM09 円形 皿状 38 30 8 － － －
8 SK206 ？ 2 ⅡM13 円形 鍋状 36 34 18 － － －
8 SK207 ？ 2 ⅡH18 円形 鍋状 51 48 15 － － －
8 SK208 ？ 2 ⅡH13 円形 袋状 61 53 28 － － －
8 SK209 ？ 2 ⅡM08 円形 鍋状 40 36 12 － － －
10 SK401 ？ 4 ⅢL23 円形 鍋状 54 46 21 － － －

図版
No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長さ

（m）
最大幅
（m）

深さ
（cm）

土器総重量
（g）

石器
（点数） 重複関係

3 SD101 弥生より古 1･2 ⅡB24･25、ⅡC12･13･14･15･16･17
ⅡD11、ⅡG03･04･08 蛇行 皿状 72.5 1.3 2 ～ 20 1026.8 3 SD206 と合流

3 SD102 ? 1 ⅡC11･12･13 蛇行 皿状 11.5 1.2 6 ～ 12 － － －

3 SD103 ? 1 ⅡC06･07･08･11 蛇行 皿状 13.0 0.7 8 ～ 9 － － －

3 SD104 ? 1 ⅡC01･02･06･07 蛇行 皿状 9.5 0.7 11 12.3 － －

3 SD105 古代以降 1 ⅠM21、ⅠR01･06･11･16･21･22
ⅠV10･15、ⅠW01･02･06

蛇行
くの字に
曲がる

鍋状 70.0 1.6 7 ～ 22 106.1 － SD110･111 を切る             
SD109･114 と切り合うが新旧不明

3 SD106 古代以降 1 ⅠM21、ⅠR01･06･07･11･12 蛇行 皿状 19.5 1.4 15 143.4 3 SD111 を切る　　　　　　　　　
SD110 と切り合うが新旧不明

3 SD107 ? 1 ⅠQ05、ⅠR01 直角に
曲がる 鍋状 4.5 0.4 10 － － ST101 と切り合うが新旧不明

3 SD108 ? 1 ⅠQ05 蛇行 鍋状 3.0 0.7 16 － － ST101 と切り合うが新旧不明

3 SD109 ? 1 ⅠW06･11･16 直線的 鍋状 14.0 0.6 15 － － SD105･114 と切り合うが新旧不明　　　　　　　　　　　　　　　

3 SD110 弥生中期 1 ⅠM21･22、ⅠQ15･20･25
ⅠR01･02･06･11･16 蛇行 鍋状 44.0 2.4 22 ～ 31 6797.0 2 SD105･111 に切られる        

SD106･113 と切り合うが新旧不明

3 SD111 古代以降 1
ⅠN21･22、ⅠQ10、
ⅠR03･04･05･06･07･08･09
ⅠS01･02

蛇行 不整形 57.0 4.7 29 1185.0 22 SB101･SD110 を切る　
SD105･106 に切られる

3 SD112 古代以降 1 ⅠR12･13･15･18･19･20
ⅠS11･12･16･17 直線的 鍋状 38.5 1.2 25 ～ 27 209.0 1 －

3 SD113 古代以降 1 ⅠR16･17･18･19･20、ⅠS16･17 直線的 鍋状 48.5 2.1 12 ～ 41 198.0 1 SD110 と切り合うが新旧不明

3 SD114 古代以降 1 ⅠV09･10、ⅠW01･02･06･07･11 蛇行 不整形 17.5 1.8 19 256.0 6 SD105･109 と切り合うが新旧不明

3 SD117 ? 1 ⅠS01･06 蛇行 皿状 3.7 0.5 6 － － －

7 SD201 古代以降 2 ⅡM22･23･24、ⅡQ04･05
ⅡR01･02･03 直線的 皿状 38.0 1.4 3 ～ 11 2.0 － SD207･210 と切り合うが新旧不明

7 SD202 古代以降 2 ⅡL15･17･18･19･20
ⅡM11･12･13･14･16･17･18･19 直線的 皿状 60.0 2.0 10 ～ 15 155.0 2 SD207 と切り合うが新旧不明

7 SD203 近世以降 2 ⅡG24･25、ⅡH21･22･23･24･25 直線的 皿状 45.0 2.3 6 ～ 27 131.5 － －

7 SD204 縄文中期末
～後期 2 ⅡM01･02･03･04･06･07

ⅡL09･10 蛇行 皿状 44.0 1.4 6 ～ 13 384.5 － SD207 と切り合うが新旧不明

7 SD205 古代以降 2 ⅡH13･14･15 直線的 皿状 17.0 1.3 9 194.0 1 －

7 SD206 弥生より古 2 ⅡG07･08･09･10･12
ⅡH03･04･05･06･07･08 蛇行 皿状 64.5 2.1 20 ～ 30 － 1 SD101 と合流   　　　　　　　　　

SD209 と切り合うが新旧不明                 　

7 SD207 古代以降 2
ⅡH08･12･13･18･23
ⅡM03･08･13･18･23
ⅡR02･03･08

直線的 皿状 76.5 1.8 5 ～ 7 127.0 1
SD208 を切る
SD201･202･204 と切り合うが新旧
不明                 　

7 SD208 弥生より古 2 ⅡL22･23･24･25、ⅡM21･22･23
ⅡQ01･02 蛇行 皿状 58.0 1.0 2 ～ 8 139.0 － SD207 に切られる

7 SD209 弥生より古 2 ⅡG07･12･13･14･15
ⅡH16･17･22 蛇行 皿状 36.4 1.1 8 ～ 10 － － SD206 と切り合うが新旧不明                 　

7 SD210 ? 2 ⅡQ05、ⅡR01･02 直線的 鍋状 15.8 0.5 6 ～ 10 － － SD201 と切り合うが新旧不明

7 SD211 ? 2 ⅡL12･13 蛇行 皿状 7.5 1.2 9 － － －

9 SD301 縄文後期 3 ⅢA05、ⅢB01･02･05 蛇行 鍋状 19.0 1.5 20 332.3 － －

9 SD302 弥生より古 3 ⅡW02･06･07
ⅡV09･10･11･12･13･14 蛇行 皿状 54.0 2.0 26 453.4 3 －

9 SD303 ? 3 ⅡV24･25 蛇行 不明 5.7 0.8 － － － －

9 SD304 ? 3 ⅡW07　　 蛇行 皿状 4.0 0.8 10 － － －

10 SD401 弥生より古 4 ⅢL17･18･21･22 蛇行 皿状 17.5 1.5 20 － 1 －

第 4 表　溝跡一覧

第 3 表　土坑一覧
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第３節　小結

　今井西原遺跡では昭和 49 年に佐久市教委による調査がなされているが、遺跡の状況はほとんど不明で

あった。今回の調査により、古墳時代前期の竪穴住居跡、古代と考えられる掘立柱建物跡、古代以降の区

画性を持った溝跡、多数の自然流路跡などが検出されたことから、今井西原遺跡の一端が明らかにされた。

調査区は南北に長いが、遺構の配置には偏りがある。竪穴住居跡、掘立柱建物跡は 1 区北端にまとまる。

2 ～ 4 区では、溝跡と土坑のみが検出されているが、3・4 区の溝跡は自然流路跡である。

　縄文時代は主に自然流路跡から少量の遺物が出土した。中期後半～後期の土器や石鏃、打製石斧などが

見られ、短期的なキャンプ地としての利用が想定される。弥生時代は、SD110 から中期の土器が多数出

土しているが、溝跡がこの時期に帰属するか明瞭ではない。この溝跡は隣接する寄塚遺跡群でも検出され、

弧状を呈して調査区外へ伸びてゆくため、環濠とすれば集落の中心は、調査区外西側と考えられる。

　古墳時代は前期（4 世紀代）の竪穴住居跡 1 軒が検出された。その後、古代の遺物を伴う溝跡がつくら

れるまで、遺構の空白地となる。古代以降では溝跡と掘立柱建物跡 4 棟が検出されている。調査において、

水田跡を確認できなかったが、水田開発がはじまるのは、近世と考えられる。台地中央部付近に東西方向

の直線的な水路の掘削が行われており、近世陶磁器が出土している。近隣に中世の今井城跡も存在するこ

とから、一部の水路は中世に掘削された可能性もあろう。なお、植物珪酸体分析からは栽培植物のイネ属

の植物珪酸体は、Ⅰ～Ⅲ層の土層から検出される傾向が指摘されたが、中世以前の水田開発の具体的なあ

りようは不明である（第 8 章第 2 節参照）。

　以上、今回の調査では古墳時代と平安時代の小規模な集落の状況が明らかにされた。また、当地の水田

開発時期は近世の可能性が示唆された。今後、隣接する寄塚遺跡群、今井宮の前遺跡の調査成果と併せて、

佐久平における該期の様相を探求する上で、新たな資料を提供したといえよう。

第６章　今井西原遺跡
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第７章　今井宮の前遺跡

第１節　遺跡の概観と調査の概要
　

1．遺跡の概観
　今井宮の前遺跡は佐久市中央地域の今井地区に所在し、千曲川と滑津川が合流する河岸段丘上に位置

する（第 1 図）。標高は 670m 内外で、千曲川との標高差は 28m を測る。『佐久市志歴史編（一）原始古

代』の遺跡一覧表によると、佐久市遺跡番号 235、所在地は佐久市今井字宮の前・面（旧公図では西と表

記）・居屋敷・前田であり、種別は包蔵地、時代は平安時代から中世、備考には分布多いとある。遺跡範

囲は中世の崖際平城である今井城跡（遺跡番号 236）をコの字状に取り囲むように指定されている（佐久

市 1995）。本遺跡内にある今井集落は、今井城跡の東北に隣接し、中世特有の村落形態を残しているとい

われている（佐久市 1993）。

　今井宮の前遺跡に発掘調査履歴はない。今井城跡は平成 21 年度に佐久市教委が発掘調査を行っている

（第 1 図）。調査範囲は小字名で「城」と呼ばれている本郭部分の 24㎡で、土坑 1 基、ピット 28 基が検出

された。土坑は弥生時代、ピットは中世建物の柱穴の可能性が考えられている。出土遺物には弥生土器片、

中世または近世の陶磁器類（15 世紀末の在地産土鍋片、かわらけ、18 世紀の瀬戸・美濃の香炉片、常滑

の甕か壺の破片など）、敲石、磨石、鉄釘（角釘）がある。（佐久市教委 2010）。

2．調査の概要
　今回の調査範囲は遺跡全体では西側にあたり、新海宮境内と今井城跡との間をほぼ南北に縦断する（第

2 図）。用地内は主に水田に利用され、一部に宅地と畑地がある。また調査範囲北側で市道 31 － 3 号線と

13 － 1 号線が交わる。調査は 17 ～ 19 年度に実施した。調査区は市道や農道、水田畦などから 1 ～ 5 区

に分けた。17 年度は 18 年 2 ～ 3 月に南西範囲（1 ～ 3 区）5,000㎡についてトレンチ調査（12 本・1,081㎡）

を行い、堆積状況と遺構分布、遺構の確認面などの情報を入手した。その結果から、面調査を必要と判断

した南端（3 区）について、部分的に表土剥ぎを実施した。

　翌18年度の調査範囲は5,000㎡である。4～6月に3区の表土剥ぎと遺構調査を並行して行った。また1・

2 区では 17 年度トレンチと直行する南北方向にトレンチを掘削し、遺構範囲の北限を捉えた。その結果 2

区南側で遺構が確認され、その周辺についても表土剥ぎと遺構調査を実施した。1 区についても地層の乱

れがあった範囲を面調査したが、風倒木痕に起因するもので遺構は検出されなかった。調査に当たっては

周囲の営農を考慮し、仮設畦畔の工事等を行った。また 19 年 2 月には 5 区についてもトレンチ調査（4 本・

73㎡）を行った。その結果、遺物包含層より須恵器甕片 1 点が出土するのみで、遺構は確認されず、面調

査の必要はないと判断した。土層観察と図化、トレンチ位置の測量等を行って、調査を終了した。

　19 年度は 4 ～ 5 月に 4 区 3,000㎡についてトレンチ調査を実施した。トレンチ 4 本・99㎡を掘削した結

果、遺物包含層から土師器の杯らしき土器片と近世皿片各 1 点が出土するのみで、遺構は確認されず、面

調査の必要はないと判断した。土層観察と図化、トレンチ位置の測量等を行い、調査を終了した。また 4・

5 区の調査結果を踏まえ、遺跡を横断する市道についても調査不要と判断し、全ての調査を終えた。

第１節　遺跡の概観と調査の概要
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第 1 図　周辺地形図と調査範囲

3．基本層序
　トレンチ調査の際、壁面の土層観察を行い、堆積状況について各トレンチ 1 ～ 3 地点、合計 38 地点で

土層柱状図を作成した（第 3 図）。調査範囲は千曲川に向かうように北から南へ緩やかに傾斜し、最南端

は千曲川の段丘崖となる。基本土層は大きく 4 層に分けられる。Ⅰ層は表土、耕作土であり、どの地点も

水田に利用され、水田土壌化している。Ⅱ層は粘性の強い黒色土である。水田利用以前の旧表土であった

と推定される。Ⅲ層は暗褐色から灰黄褐色土で、土質はⅡ層とⅣ層との中間的な様相であり、漸移層と位

置づける。Ⅰ～Ⅲ層からは散漫ながら遺物が出土する。Ⅳ層はにぶい黄褐色の砂層である。本層がいわゆ

る地山と呼ばれる層にあたり、Ⅳ層上面を遺構検出面とした。

　遺構調査で 3 区 SK002 周囲の基盤層断面を観察したところ、地表下 1.6m まで砂礫層が続くことを確認

した。砂礫層は砂粒や含有物の差異から幾層にも分層可能で、酸化した鉄分が硬く集積する層もある（第

13 図）。また 2 区中央部をトレンチ状に深く掘り下げた地点でも地表下 1.6m まで砂礫層を確認した。な

お調査終了後、5 区において本工事の切り土掘削面を観察した際も、地表下 10 数 m まで砂礫層が連続し

ていることを確認できている。

第７章　今井宮の前遺跡
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第 3 図　基本土層柱状図

第 2 図　トレンチ配置と調査区の設定

第１節　遺跡の概観と調査の概要
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第２節　遺構と遺物

　今井宮の前遺跡では、掘立柱建物跡 1 棟、杭列跡（柵跡）2 列、土坑 96 基を検出した。なおⅠ層を剥

いだ時点で溝跡と認定した痕跡のうち、遺物の出土した溝跡については便宜上、溝跡の遺構番号 SD を付

した。その後、整理段階で検討した結果、一部は風倒木痕の周縁部に帯状に落ち込んだ黒褐色土であるこ

と、一部は近代（近世）に整備された農業用水の溝跡と判断し、遺構から除いた。

　遺構は全て半截し、その土層断面について、図化と写真撮影を行った。その後完掘し、平面図化と写真

撮影を行った。また必要に応じて遺物の出土状況も記録した。本報告では遺構分布図（第 6 図）と遺構の

分布状況に合わせて作成した遺構分布拡大図（第 7 ～ 10 図）、個別遺構図（第 11 ～ 18 図）を提示した。

また写真図版（PL41 ～ 48）については、特徴的な遺構について掲載した。以下、遺構ごとに記述する。

1．掘立柱建物跡
　2 区の南西隅、3 区の土坑群からやや離れた地点で掘立柱建物跡 1 棟を検出した。2 区で唯一の遺構で

ある。各ピットについて、調査段階で建物の柱穴と想定したが確定には至らなかったため、土坑番号を付

した。整理段階でそれらを 1 棟の建物に伴う柱穴と判断し、改めて ST01 と登録した。なお土坑番号をそ

のままピット番号としてある。各ピットの詳細は表に記した（第 2 表）。

ST01［遺構：第 11 図］

位置：2 区、Ⅱ G22、Ⅱ L02 グリッド。検出：Ⅳ層上面にて検出。ピット 5 基 SK123 ～ 127 について、

その配置から上屋を一とする掘立柱建物跡の柱穴と認識した。長軸をほぼ東西方向にとる 2 × 1 間の建物

で、本来、南東隅にあったピットはトレンチ調査により消失したと考えられる。重複関係：なし。埋土：

SK123 は黒褐色土が中央に入る。他のピットは黒褐色土の単層である。構造：2 × 1 間の平面長方形で、

主軸は N86°E。規模は北辺で桁行 4.40m。梁行 1.23m である。柱間：桁行 SK127 － 126/2.48m、SK126

－ 124/1.92m、SK125 － 123/1.80m。梁行 SK126 － 125/1.20m、SK124 － 123/1.23m。ピット：深さは 10

～ 34cm。南西隅の SK123 は他より平面的に大きく深く、平面形も楕円形である。他 4 基は円形の小ピッ

トで単層である。SK127 の底面は平坦で、他は丸みをもつ。柱痕跡はない。底面標高は地形的に高い位

置にある北東隅の SK127 が最も高く、低い位置にある南西隅の SK123 が最も低い。出土遺物：なし。時

期：出土遺物がなく、周囲に関連する遺構もないため、時期決定ができない。

2．杭列跡（柵跡）
　調査時点で 3 区のⅡ L グリッド地点の土坑群から、土坑 5 基がほぼ直線状に並ぶ部分を 2 箇所見出した。

整理段階で再検討したが、二つの土坑列は 1m ほど離れて並ぶものの、軸線がややずれていて、同じ建物

とは組めなかった。そのためそれぞれを杭列跡（柵跡）として、遺構記号 SA01 と SA02 とした。なお調

査時に付けた土坑番号をそのままピット番号としてある。各ピットの詳細は表に記した（第 3 表）。

SA01［遺構：第 12 図 PL45、土器：第 20 図 PL49］　　　　　

位置：3 区、Ⅱ L08・09・13・14 グリッド。検出：Ⅳ層上面にて検出。ピット 5 基 SK052、053、055、

057、060 が西北西から東南東の方向に並ぶ。いずれも柱穴状の土坑であり、杭または柱が据えられたピ

ット列と想定した。南に SA02 と並ぶ。重複関係：なし。埋土：いずれも黒褐色土の単層である。構造：

第７章　今井宮の前遺跡
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全長 5.4m。ピット間の距離は北から 0.78/1.20/1.56/1.86m。主軸は N61°W。ピットの平面形は円形が 4

基、方形が 1 基。北西隅の SK052 が直径 38cm と最も大きく、南東隅の SK060 が直径 10cm と最も小さ

い。深さは 16 ～ 24cm で、中央の SK055、057 が 24cm で最も深い。出土遺物：SK055 から 15 世紀後半

～ 16 世紀初頭のかわらけ（口縁部～底部 1/3）が 1 点出土している（第 20 図・PL49 － 7）。時期：土器

1 点のため確定はできないが、15 世紀後半～ 16 世紀初頭頃とする。

SA02［遺構：第 12 図 PL45］

位置：3 区、Ⅱ L08・09・13・14 グリッド。検出：Ⅳ層上面にて検出。柱穴状のピット 5 基 SK067、056、

059、062、064 が西北西から東南東の方向に並ぶ。北に SA01 と並ぶ。重複関係：なし。埋土：いずれも

黒褐色土の単層である。構造：全長 6.6m。ピット間の距離は北から 2.40/1.80/1.02/1.38m。主軸はN71°W。

ピットの平面形は円形が 3 基、方形が 2 基。南東隅の SK064 が直径 36cm と最も大きく、その北西隣り

の SK062 が直径 18cm と最も小さい。深さは 20 ～ 26cm。出土遺物：なし。時期：隣接する SA01 と関

連性を考えて、 15 世紀後半～ 16 世紀初頭頃と推測する。

3．土坑
　検出された土坑 96 基はすべて 3 区で検出された。その分布は 3 区でも南西から南側の、千曲川の段丘

崖寄りに偏っている。

　土坑のうち 4 基は長径が 2m を越す大形土坑である。それ以外は掘立柱建物跡や杭列跡のピットに似た

柱穴状の小形の類と、長径 1m 前後の中形の類である。ここでは大形土坑とそれ以外の小・中形土坑に分

けて、記述する。また各土坑の詳細は別表に記した（第 4 表）。

（1）大形土坑

　長径が 2m を超す土坑 4 基は 3 区の中央で、やや直線状に分布する。最も大きな SK002 が 3 区西寄り

にあり、そこから 27m ほど南東側に離れて SK117 と SK118 が隣り合う。そこから更に南東に 15m 離れ

て SK121 がある。形態は大きく 2 つに分けられる。1 つは円形ですり鉢状の形態で SK002 が当てはまる。

1 つは楕円形で土坑下部が有段状に深く落ち込む形態で SK117・118・121 が当てはまる。そのうち、下

部形状を見ると、SK117・118 は円形に落ち込み、SK121 は略方形に落ち込む違いがある。以下、遺構ご

とに記述する。

SK002［遺構：第 13 図 PL45・46］

位置：3 区、Ⅱ L11 グリッド。検出：南側一部は 17 年度のトレンチ調査で確認した。面調査により、Ⅳ

層上面にて検出。当初西側張り出し部を別土坑（SK003）としたが、調査を進めていくなかで、本土坑に

伴う部分と認識した。埋土：最下部の 4 層には黒褐色の砂質シルトに褐色土と暗褐色土が薄く間層とし

て入る。3 層は粘性のある暗褐色砂質シルトで、2 層は白色砂粒や軽石粒を含む黒褐色砂質シルトである。

最上部の 1 層はにぶい黄褐色砂質シルト。また 2 層と 3 層上部には大小の河原礫が多量に入っている。構

造：長径 442cm、短径 420cm の不整円形を呈し、断面はすり鉢状で深さは 125cm ある。底面は丸く非常

に小さい。また南西側面には、ほぼ全面に 10 ～ 40cm ほどの大きさの平坦な河原礫が乱積みされている。

礫と掘り方の間には砂質シルトが入っていたが、堆積状況までは捉えていない。石積みの外側には長径

70cm、深さ 20cm ほどの浅い落ち込みが張り出し、その上面に平石 2 点が飛び石状に並ぶように検出さ

れた。周囲の地層：完掘後に土坑周囲の基盤層断面を重機で掘削し、観察した。周囲は幾層にも連続する

第２節　遺構と遺物
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砂礫層からなっているが、その間にある硬くしまった酸化鉄の集積層（Ⅳ－ 5 層）が確認された。集積層

は遺構検出面下 80cm で、2 ～ 10cm ほどの厚さで水平に堆積し、本土坑に掘り抜かれている。集積層の

下は脆い砂礫層が続くが、本土坑の底部周辺に限定して砂礫層にグライ化（a 層）と鉄分・マンガン集積

（b層）が広がる。土坑埋土にはこうした変色作用は観察されていない。このことは土坑が埋没する以前に、

地下水位が上がり底部に水が溜まる時期と水位が下がって乾いている時期とが繰り返されていたことを推

察させる。なお調査時にも集積層上面から地下水が浸み出し、底部に水が溜まることがあった。出土遺物：

埋土から磨滅した土師器片 1 点、下層からモモらしき種子が出土している。時期：近世前半か。

 

SK117［遺構：第 14 図 PL47］

位置：3 区、Ⅱ L19・20・24 グリッド。検出：南側一部は 17 年度のトレンチ調査で確認した。面調査により、

Ⅳ層上面にて SK118・119 と合わせて検出。前後関係や堆積状況を明らかにするため先行トレンチを掘削

した後、完掘した。重複関係：SK118 と接し、土層観察から SK118 に切られる可能性が高いが、明確で

はない。上部に近代（近世）の溝跡がある。埋土：底部から中位までは砂の混じる暗褐色粘土の 12 層が

厚く堆積し、その上に暗褐色土の 10・11 層、最上部ににぶい黄褐色土と褐色土の混じる 9 層が水平に堆

積する。構造： 上面は長径 296cm、短径 256cm の楕円形を呈し、断面は有段形で深さは 90cm ある。底

面は平坦で小礫が点在する。完掘後、SK002 と同じく本土坑と SK118 の周囲も重機で掘削し、SK002 同

様に周囲の基盤層を確認したところ、同じように集積層を掘り抜き、底部付近の砂礫層にグライ化による

変色と鉄分などの集積が認められた。出土遺物：なし。時期：近世前半か。

SK118［遺構：第 14 図 PL47］

位置：3 区、Ⅱ L19 グリッド。検出：東側一部は 17 年度のトレンチ調査で確認した。面調査により、Ⅳ

層上面にて SK117・119 と合わせて検出。重複関係：SK119 に切られる。SK117 を切る可能性が高い。埋

土：6 層に分層する。底面には砂混じりの褐色粘土の 8 層が薄く堆積し、その上に暗褐色粘土の 7 層、黒

褐色砂の 6 層がある。上部には粘土混じりの砂層である 4・5 層が薄く堆積する。上部にはⅢ層と似た 2

層土が乗る。構造：上面は長径 204cm、短径 188cm の楕円形を呈し、断面は有段形で深さは 80cm ある。

底面は平坦である。形態は二回りほど小振りだが、SK117によく似る。出土遺物：なし。時期：近世前半か。

SK121［遺構：第 14 図 PL48、陶器：第 20 図 PL49、石器：第 20 図 PL49］

位置：3 区、Ⅱ M21 グリッド。検出：Ⅳ層上面にて検出。重複関係：南側上部は旧水路（近代）に壊さ

れている。埋土：黒褐色土の 2 層が全体に堆積し、上部に暗褐色土の 1 層が薄く乗る。2 層には石臼の破

片や陶器碗、大小の河原礫などが密に重なり合っている。構造：上面は長径 264cm、短径 176cm のやや

不整な楕円形を呈し、断面は有段形で深さは 62cm ある。土坑下部は略方形に掘りくぼむ。全体の形態は

SK117 や SK118 に似る。また他の大形土坑同様に基盤層を確認したところ、ほぼ同じ所見が得られた。

出土遺物：石臼片 4 点や石鉢、礫などに混じって 2 層土内から 17 世紀前半の陶器碗 14（PL49 － 8）が

出土している。また上層からは 18 ～ 19 世紀前半の備前産、磁器の染付碗（PL49 － 9）が出土している。

石臼と石鉢については、出土遺物の項で触れる。時期：2 層出土の陶器碗片を根拠として、17 世紀前半、

近世前半頃の土坑と考える。

（2）小・中形土坑

　小・中形土坑の類とした土坑は 92 基である。そのうち、確実に性格を捉えられたのは人骨 1 体が屈葬
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第 4 図　土坑の法量と分布範囲

を作成した（第 4 図）。分布範囲は 28.8 × 19.8m に画した遺構分布拡大図 1 ～ 4（第 7 ～ 10 図）を利用して、

それぞれの範囲内にある土坑に分類記号を付け、長径を横軸、深さを縦軸とした。また建物跡 ST01 と杭

列跡 SA01・02 のピットと土坑墓 SK120 についても分類記号を変えて、グラフ上に点を落とした。

　このグラフと遺構分布拡大図を併せてみていくと、拡大図 1 エリアには平面形が大きく、浅い土坑が散

漫に分布している。また拡大図 2 エリアには最も多くの土坑が分布する。特に北西部分の杭列跡（SA01・

02）周辺にはその柱穴によく似た小形土坑が群在し、組むことはできなかったが何棟かの建物が存在した

可能性がある。また中央から東部分の大形土坑 SK117・118 および土坑墓 SK120 付近には土坑墓と同サ

イズで浅い中形の土坑がまとまる。拡大図 3 エリアと 4 エリアでは段丘崖近くに土坑が分布し、柱穴状の

小形土坑以外に他エリアでは見られない中形で深い土坑がある。以下、特徴的な土坑について記述する。

SK007 ［遺構：第 15 図 PL48］

位置：3 区、Ⅱ L06 グリッド。調査範囲の最も西寄り。検出：Ⅳ層上面にて検出。埋土：黒褐色土の単層

で、中央底面に偏平な河原礫がある。構造：長径 76cm、短径 76cm の円形で、断面は皿状で深さは 10cm

と浅い。出土遺物：なし。時期：不明である。周囲に同サイズで円形や方形の土坑が分布するが、関係性

は捉えられなかった。

SK024 ［遺構：第 17 図 PL48］

位置：3 区、Ⅱ R11・16 グリッド。調査区の最も南寄りで、千曲川の段丘崖に近い。検出：Ⅳ層上面にて

検出。埋土：底部から上部まで褐色粒子を含む黒褐色土が厚く堆積し、表層に黄褐色粒子を含む暗褐色土

が薄く堆積する。構造：長径 114 cm、短径 72cm のやや角のとれた長方形を呈し、断面は鍋状で深さは

52cm ある。底部は平坦で、側面はやや垂直気味に立ち上がる。出土遺物：なし。時期：不明。形状から

陥し穴あるいは土坑墓の可能性がある。本土坑の西側にある SK028 も形態が良く似る。

SK032 ［遺構：第 18 図、陶器：PL49］

位置：3 区、Ⅱ Q14 グリッド。千曲川に近い調査区の南寄りにあたり、SK035 が南に接する。検出：Ⅳ

された土坑墓のSK120

のみである。また遺物

が出土した土坑は 14

基あるが、土器や陶磁

器は小片で、後世に混

入した可能性も否め

ず、それを根拠として

時期や土坑の性格を捉

えにくい状況である。

埋土も差異が少なく、

時期分類などの目安と

はならなかった。

　そこで土坑の法量と

分布範囲の関係性をみ

るため、散布図グラフ
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層上面にて検出。北側一部がかく乱を受けている。埋土：褐色土ブロックの混在する暗褐色土の単層であ

る。構造：長径 94cm、短径 72cm の整った長方形を呈し、断面は鍋状で深さは 22cm とやや浅い。底部

は平坦である。出土遺物：埋土から 16 世紀前半（大窯 1 期）の陶器丸皿の小片が出土（PL49 － 1）。時期：

中世、16 世紀前半と推定される。

SK035 ［遺構：第 18 図］

位置：3 区、Ⅱ Q14・19 グリッド。千曲川に近い調査区の南寄りにあたり、SK032 が北に接する。検出：

Ⅳ層上面にて検出。北側の上面を近代（近世）の溝跡にかく乱されている。埋土：4 層に分層する。最下

部ににぶい黄褐色土、次に暗褐色土がやや薄く堆積し、中央部に黒褐色土がやや厚くあり、上部ににぶい

黄褐色土がある。構造：長径 154cm、短径 136cm の不整楕円形を呈し、断面は鍋状で深さは 60cm ある。

底部はやや傾斜し、東壁は緩く開く。出土遺物：埋土上層から古代の黒色土器鉢らしい小片が出土。時期：

不明。

SK043 ［遺構：第 17 図］

位置：3 区、Ⅱ R07 グリッド。調査区の最も東南寄り。SK042 が西に隣接する。検出：Ⅳ層上面にて検

出。埋土：黒褐色土の単層である。構造：長径 44cm、短径 40cm の円形を呈し、断面は柱穴状で深さは

78cm ときわめて深い。底部は丸く、やや東側に寄る。出土遺物：埋土から中世の内耳鍋の底部小片が出

土している（PL49 － 5）。時期：中世と推定される。本土坑と SK042 は隣り合うように並ぶ。近くにあ

る SK044・045、SK046・047、SK049・050 といった柱状の土坑 3 組も同じく隣り合うように検出された。

しかしながら方向が一定ではなく、建物などとしては組めず、相互の関係性については不明である。なお

SK046 からは簪らしき青銅製品の破片が出土している。

SK119 ［遺構：第 14 図 PL47］

位置：3 区、Ⅱ L19 グリッド。検出：Ⅳ層上面にて検出。重複関係：大形土坑 SK118 を切る。埋土：黒

褐色土の単層である。構造：長径 96cm、短径 96cm の楕円形を呈し、断面は皿状で深さは 24cm と浅い。

底面は平坦である。出土遺物：埋土からシカ歯片、炭化物、種実が出土する。時期：本土坑が切る大形土

坑 SK118 が近世前半と推定され、少なくともそれ以後と考えられる。

SK120 ［遺構：第 17 図 PL48］

位置：3 区、Ⅱ L20 グリッド。大形土坑 SK117 が西側にある。検出：Ⅳ層上面にて検出。埋土：底面に

黒褐色土（3 層）が薄く堆積し、人骨は本層内から検出されている。その上に暗褐色土がやや厚く堆積し

ている。構造：長径 102cm、短径 74cm の南北に軸を持つ不整長方形を呈し、鍋状で深さは 24cm と浅い。

出土遺物：人骨は北壁際に歯（骨 1）、その南に真直ぐで細い形状の骨（骨 2）、やや西側にやや歪み太い

骨（骨 3）、最も南側に真直ぐでやや細い骨（骨 4）が並ぶ。また人骨の東壁際には二つに割れた偏平な安

山岩とやや丸い多孔質の安山岩が出土した。骨は脆弱性が高く、歯以外を取上げることはできなかった。形

質人類学の茂原信生氏による歯の鑑定によって、かなり若い 10 歳代後半の個体であると同定された。鑑

定結果の詳細は出土遺物の項に記した。骨などの出土状況から頭位を北にし、東側を向いた屈葬状態で埋

葬されたのではないかと推測される。また安山岩はかなり骨に近い位置から出土しているものの、一緒に

埋葬されたものなのか、あるいは墓標の役割があったものなのかは判断できない。時期：周囲の土坑の出

土遺物や重複関係などからすると、近世と考えられるが推定の域を出ない。

第７章　今井宮の前遺跡
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4．出土遺物
　上述したように遺構に伴う遺物が極めて少ないため、表土および遺物包含層などから出土した遺物につ

いても概観し、遺跡を評価する一助としたい。なお、個別の観察表は DVD に収めてある。

（1）土器・陶磁器

　本調査で出土した土器・陶磁器は合計 159 点、1,474.7g である（註 1）。地区別では 2 区と 3 区の出土量

が大半を占め、1・4・5 区は 1、2 点ずつ出土したのみである。出土量の偏りは面調査の有無にも関わる

が、遺構が南側段丘崖寄りの 3 区と 2 区南西隅に偏ることと符合する結果と考える。

　時代別にみると、縄文土器は SK042 の後期前半（堀之内 1 式期）の浅鉢（PL49 － 4）1 点である。弥

生土器は 3 区トレンチ内から出土した中期後半（栗林式期）の赤彩された高杯（PL49 － 19）のほか、中

期後半から後期所産と思われる土器が 7 点あり、土器片加工円板も 1 点ある。古墳時代と推定できる土器

はない。古代の土師器と須恵器は 26 点、334.6g である。須恵器が少なく、ロクロナデの残る黒色処理さ

れた杯が複数点あることなどから、平安時代に該当する土器が多いことが推測される。

　中世の陶磁器は 18 点、245.8g で、内耳鍋が 11 点とその主体を成す。時期は SA01 出土のかわらけ（第

20 図・PL49 － 7）をはじめ、15 世紀後半～ 16 世紀前半内の後半期にほぼ当てはまる。近世の陶磁器は

51 点、371.7g である。その大半が近世末（18C 末～ 19C 前）であるが、大形土坑 SK121 出土の瀬戸・美

濃産の陶器碗（第 20 図・PL49 － 8）など 17 世紀前半の陶磁器も 3 点ある。近代・現代の陶磁器は 27 点、

140.6g である。表土と遺物包含層以外では、2・3 区検出面で確認された浅い溝跡内から近代の磁器碗片 2

点が出土している。この溝跡はやや西に傾く東西南北方向に区画配置され、近世末の陶磁器も一定量出土

するが、埋土の土質とこの近代陶磁器出土を根拠に、近代の用水の役割を持つ溝跡と推定した。

　

（2）石器・石製品

　27 点出土している。内訳は石臼 （安山岩）4 点、石鉢（安山岩）2 点、砥石（凝灰岩）1 点、磨製石器

（粘板岩）1 点、打製石斧（安山岩）1 点、剥片（チャート、安山岩、粘板岩）9 点、石核（チャート）1

点、原石（黒曜石）8 点である（註 2）。SK121 からまとまって出土した石臼 4 点と石鉢 1 点以外、遺構

外からの出土である。以下、一括出土した SK121 の石臼と石鉢について記述する。

SK121 出土の石臼・石鉢［第 20 図 PL49］

　石臼はいずれも安山岩で、割れた状態で礫などとともに投棄されていた。S6は茶臼の上臼で厚みがある。

目は四分割で刻みは細く浅い。すり合わせ面はよく摩耗する。芯棒受穴・供給口は円筒状で内面は滑らか

である。挽手穴は長方形に彫り窪む。S4 は茶臼の下臼部片である。すり合わせ面は摩耗し、目が僅かに

残る。またすり合わせ部に残る窪みは台石として転用された敲打痕の可能性がある。S6・S4 ともに臼面

の推定径は 20cm 内外で、組み合わせて使用された可能性がある。S5 は粉挽臼の上臼で、臼面の推定径

は 31cm。上面外側に縁部が残る。挽手穴と供給口は長方形である。芯棒受穴が 3 段に彫り窪むのは調整・

修理の痕跡と考える。ふくみ部には幅 20mm ほどの浅い溝跡が巡る。目はその溝跡から外側へ放射状に

刻まれている。臼面は使用により、よく摩耗している。S7も粉挽臼の上臼片で、臼面の推定径30cmである。

厚みは薄く、使用によるすり減りといえる。上面には縁が巡り、くぼみは平坦である。臼面は摩耗するが、

目は深い。目の一部に重複する部分があり、修繕した痕跡と考える。目の区画は不明。供給口は長方形で

ある。石鉢は気泡が多く、軽量な安山岩を使用。外面は削りと打ち欠きによって整形され、内面は逆円錐

状に深く、やや摩耗する。全体の 3 割程度の破片で、推定される外径は 20cm 程度である。なお土坑の時
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Ⅰ 1 I 2 Ｃ P 1 P 2 M        1 M 2 M 3

遺跡名 No. 性別 m-d b-l m-d b-l m-d b-l m-d b-l m-d b-l m-d b-l m-d b-l m-d b-l

今井宮の前遺跡 SK120 右 不明 8.24 6.21 7.62 8.40 6.61 8.70 9.72 11.10

左 6.20 6.80 9.31 6.50 8.51 10.00 11.60 9.74 11.33

現代日本人    ♂ 8.67 7.35 7.13 6.62 7.94 8.52 7.38 9.59 7.02 9.41 10.68 11.75 9.91 11.85 8.94 10.79
（權田　1959） ♀ 8.55 7.28 7.05 6.51 7.71 8.13 7.37 9.43 6.94 9.23 10.47 11.40 9.74 11.31 8.86 10.50

第 5 図　SK120 出土人骨の歯

第 1 表　SK120 出土人骨の上顎歯計測値

期は礫群内出土の陶器碗片から 17 世紀前半と推定する。

（3）人骨・動物骨

　骨は SK119 よりシカの歯、SK120 より人骨 1 体分が出土した。整理段階で京都大学名誉教授の茂原信

生氏（形質人類学）を招聘し、それぞれの鑑定を依頼した。以下に個々の鑑定結果を記す。なお SK120

出土骨は歯以外の取上げが不可能であったため、歯のみの鑑定である。

SK119 出土のシカの歯

　シカの臼歯の破片である。上下顎は不明である。

SK120 出土の人骨の歯

　歯根は失われ、歯冠のエナメル質のみが残っている。12 本のほぼ完形の歯冠があり、ほかに下顎切歯

の歯冠片 1 本を含む数本分の歯の破片がある（第 1 表・第 5 図）。咬耗はさほど進んでいない。下顎切歯

や第 1 大臼歯には軽度の咬耗がみられるが、第 2 大臼歯にはほとんど咬耗はない。また、第 3 大臼歯は出

土していないので、まだ萌出していない可能性がある。これらを考え合わせると、かなり若い個体、すな

わち 10 歳代後半であろう。性別は不明である。

（註 1）陶磁器類の鑑定については、市川隆之主任調査研究員の協力を得た。
（註 2）石器・石製品の分類と図化・計測については、谷和隆調査研究員の協力を得た。
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第 6 図　遺構分布図
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第 7 図　遺構分布拡大図 1
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第 8 図　遺構分布拡大図 2
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第 9 図　遺構分布拡大図 3
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第 10 図　遺構分布拡大図 4

第２節　遺構と遺物



- 222 -

第 12 図　遺構図 2（杭列跡 SA01・02）

第 11 図　遺構図 1（掘立柱建物跡 ST01）
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第 13 図　遺構図 3（大形土坑 1）
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第 14 図　遺構図 4（大形土坑 2）

第７章　今井宮の前遺跡
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第 15 図　遺構図 5（小・中形土坑 1）

第２節　遺構と遺物
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第 16 図　遺構図 6（小・中形土坑 2）

第７章　今井宮の前遺跡
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L=667.90m(SK116～122)  L=668.20m(SK042～050)  L=668.10m(SK024～028)

第 17 図　遺構図 7（小・中形土坑 3）

第２節　遺構と遺物
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第 18 図　遺構図 8（小・中形土坑 4）

第７章　今井宮の前遺跡
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第 19 図　旧公図と遺構・溝などの照合図

第２節　遺構と遺物
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第 20 図　出土遺物

第７章　今井宮の前遺跡

摩耗痕

S3
石鉢　安山岩
3区S-1　926.87g

S8
石鉢　安山岩
SK121　1745.00g

S7
石臼　安山岩
SK121　1120.00g

S5
石臼　安山岩
SK121　5790.00g

S4
茶臼　安山岩
SK121　1970.00g

S6
茶臼　安山岩
SK121　2910.00g

S2
打製石斧　安山岩
1 区Ⅱ層　82.47g

14
陶器碗
SK121

10
かわらけ
SA01（SK055）
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図版
No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm） 遺物 特    記

13 SK002 近世前半か 3 Ⅱ L11 不整円形 すり鉢状 442 420 125 1土師器（古代か）、種実（モモか）大形土坑

15 SK005 不明 3 Ⅱ K05・Ⅱ L01 方形 鍋状 底部平 72 66 18 － －

15 SK006 〃 3 Ⅱ K10・Ⅱ L06 長方形 皿状 100 92 16 － －

15 SK007 〃 3 Ⅱ L06 円形 皿状 76 76 10 － －

15 SK008 〃 3 Ⅱ K10・Ⅱ L06 方形 鍋状 底部平 92 88 16 － －

15 SK010 〃 3 Ⅱ L06・11 楕円形 皿状 82 68 12 － －

15 SK012 〃 3 Ⅱ L07 長方形 鍋状 底部平 190 160 34 － －

15 SK015 〃 3 Ⅱ L12 円形 鍋状 底部平 66 60 14 － －

15 SK016 〃 3 Ⅱ L12 円形 鍋状 底部平 46 46 8 － －

15 SK017 〃 3 Ⅱ L12 円形 鍋状 底部平 60 52 8 － －

17 SK024 〃 3 Ⅱ R11・16 長方形 鍋状 底部平 114 72 52 － －

17 SK025 〃 3 Ⅱ R11 円形 鍋状 底部平 76 74 42 － －

17 SK026 〃 3 Ⅱ Q15・Ⅱ R11 円形 皿状 78 74 20 － －

17 SK027 〃 3 Ⅱ Q15 円形 柱穴状 底部丸 32 32 26 － －

17 SK028 〃 3 Ⅱ Q20 方形 鍋状 底部平 88 76 50 － －

18 SK029 〃 3 Ⅱ Q20 円形 柱穴状 底部丸 44 42 74 － －

18 SK030 〃 3 Ⅱ Q20 不整方形 不整すり鉢状 174 160 62 － －

18 SK031 〃 3 Ⅱ Q19・20 楕円形 柱穴状 底部丸 42 34 20 － －

18 SK032 中世後期か 3 Ⅱ Q14 長方形 鍋状 底部平 94 72 22 2 陶器丸皿（中世後期） －

18 SK033 不明 3 Ⅱ Q15 方形 柱穴状 底部丸 44 38 36 － －

18 SK034 〃 3 Ⅱ Q15・Ⅱ R11 円形 鍋状 底部平 62 58 22 － －

18 SK035 〃 3 Ⅱ Q14・19 不整楕円形 鍋状 底部傾斜 154 136 60 3 黒色土器鉢か（古代） －

18 SK036 〃 3 Ⅱ Q13 楕円形 鍋状 底部平 50 40 24 － －

18 SK037 〃 3 Ⅱ Q14 楕円形 鍋状 底部平 50 34 16 － －

18 SK038 〃 3 Ⅱ Q08・09 円形 鍋状 底部平 34 30 36 － －

18 SK039 〃 3 Ⅱ Q09 円形 柱穴状 底部丸 16 16 18 － －

18 SK040 〃 3 Ⅱ Q09 楕円形 柱穴状 底部丸 38 34 16 － －

- SK041 中世後期か 3 － － － － － －
4 内耳鍋（中世後期）、5 内耳鍋

（中世後期）、 6 灰釉陶器　小瓶
（平安時代）

地点不明。

17 SK042 不明 3 Ⅱ R07 円形 柱穴状 底部丸 22 22 24 7 縄文後期浅鉢（堀之内 1 式） －

17 SK043 中世後期か 3 Ⅱ R07 円形 柱穴状 底部丸 44 40 78 8 内耳鍋（中世） －

17 SK044 不明 3 Ⅱ R07 方形 鍋状 底部平 32 30 34 － －

17 SK045 不明 3 Ⅱ R07 円形 柱穴状 底部丸 34 34 44 － －

図版
№ 遺構 ピット番号 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm） 遺物

11 ST01 SK123 不明 2 Ⅱ L02 楕円形 柱穴状 底部丸 40 30 30 なし

11 〃 SK124 〃 2 Ⅱ G22 円形 柱穴状 底部丸 18 18 16 なし

11 〃 SK125 〃 2 Ⅱ L02 円形 柱穴状 底部丸 26 24 34 なし

11 〃 SK126 〃 2 Ⅱ G22 円形 柱穴状 底部丸 20 18 20 なし

11 〃 SK127 〃 2 Ⅱ G22 円形 鍋状 底部平 18 16 10 なし

図版
№ 遺構 ピット番号 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm） 遺物

12 SA01 SK052 中世後期か 3 Ⅱ L08・13 円形 鍋状 底部平 38 38 20 －

12 〃 SK053 〃 3 Ⅱ L13 円形 柱穴状 底部丸 24 24 18 －

12 〃 SK055 〃 3 Ⅱ L13 方形 鍋状 底部平 26 26 24 10 かわらけ（15C 後半～
16C 初）

12 〃 SK057 〃 3 Ⅱ L14 円形 柱穴状 底部丸 22 22 24 －

12 〃 SK060 〃 3 Ⅱ L14 円形 柱穴状 底部丸 10 10 16 －

12 SA02 SK056 〃 3 Ⅱ L13 円形 柱穴状 底部丸 20 18 20 －

12 〃 SK059 〃 3 Ⅱ L14 円形 鍋状 底部平 24 24 24 －

12 〃 SK062 〃 3 Ⅱ L14 方形 柱穴状 底部丸 18 18 26 －

12 〃 SK064 〃 3 Ⅱ L14 方形 柱穴状 底部丸 36 30 20 －

12 〃 SK067 〃 3 Ⅱ L13 円形 柱穴状 底部丸 28 26 24 －

第 2 表　掘立柱建物跡ピット一覧

第 3 表　杭列跡ピット一覧

第 4 表　土坑一覧

第２節　遺構と遺物
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図版
No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm） 遺物 特    記

17 SK046 近世か 3 Ⅱ R02 円形 柱穴状 底部丸 34 34 32 M3 青銅製簪か －

17 SK047 近世後半か 3 Ⅱ R02 円形 鍋状 底部平 36 36 26 9 磁器染付碗（18 ～ 19C 前半） －

17 SK048 不明 3 Ⅱ R02 楕円形 鍋状 底部平 104 92 16 － －

17 SK049 〃 3 Ⅱ R02 円形 鍋状 底部平 22 22 16 － －

17 SK050 〃 3 Ⅱ R02 円形 鍋状 底部平 18 16 14 － －

15 SK051 〃 3 Ⅱ L13 円形 鍋状 底部平 16 16 8 － －

15 SK054 〃 3 Ⅱ L08 円形 鍋状 底部平 30 30 14 － －

15 SK061 〃 3 Ⅱ L14 円形 柱穴状 底部丸 18 16 28 － －

15 SK063 〃 3 Ⅱ L14 円形 柱穴状 底部丸 24 22 18 － －

15 SK065 〃 3 Ⅱ L14 円形 鍋状 底部平 32 30 30 － －

15 SK066 〃 3 Ⅱ L09 円形 鍋状 底部平 28 26 20 － －

15 SK068 〃 3 Ⅱ L09 長方形 皿状 88 76 20 － －

15 SK069 〃 3 Ⅱ L09 円形 柱穴状 底部丸 22 22 34 － －

15 SK071 〃 3 Ⅱ L09 方形 柱穴状 底部傾斜 26 24 32 － －

15 SK072 〃 3 Ⅱ L14 方形 鍋状 底部平 30 26 28 － －

15 SK073 〃 3 Ⅱ L14 方形 鍋状 底部平 20 18 28 － －

15 SK074 〃 3 Ⅱ L09・14 方形 鍋状 底部平 42 40 22 － －

15 SK076 〃 3 Ⅱ L14・15 楕円形 皿状 56 44 22 － －

16 SK077 〃 3 Ⅱ L15 円形 底部不整形 58 56 18 － －

16 SK078 〃 3 Ⅱ L15 楕円形 皿状 56 44 18 11 甕（不明）、12 酸化焼成土器
（不明） －

16 SK079 〃 3 Ⅱ L15 円形 底部有段 38 34 24 13 内耳鍋（弥生の可能性あり） －

16 SK080 〃 3 Ⅱ L15 円形 底部傾斜 34 28 24 － －

16 SK081 〃 3 Ⅱ L15・20 長方形 皿状 112 80 12 炭化物 －

16 SK083 〃 3 Ⅱ L13 円形 鍋状 底部平 38 38 12 － －

16 SK084 〃 3 Ⅱ L13 円形 皿状 底部平 18 18 4 － －

16 SK085 〃 3 Ⅱ L13 方形 鍋状 底部平 34 28 14 － －

16 SK086 〃 3 Ⅱ L18 円形 柱穴状 底部丸 12 10 4 － －

16 SK087 〃 3 Ⅱ L18 円形 柱穴状 底部丸 24 22 16 － －

16 SK088 〃 3 Ⅱ L18 円形 柱穴状 底部丸 22 18 10 － －

16 SK089 〃 3 Ⅱ L18 円形 柱穴状 底部丸 16 16 10 － －

16 SK090 〃 3 Ⅱ L18 円形 鍋状 底部平 42 30 20 － －

16 SK091 〃 3 Ⅱ L18 円形 鍋状 底部平 36 30 18 － －

16 SK092 〃 3 Ⅱ L18 円形 柱穴状 底部丸 22 20 16 － －

16 SK093 〃 3 Ⅱ L13 円形 鍋状 底部平 30 26 18 － －

16 SK094 〃 3 Ⅱ L13 円形 柱穴状 底部丸 10 8 10 － －

16 SK095 〃 3 Ⅱ L13 楕円形 鍋状 底部傾斜 48 34 22 炭化物 －

16 SK096 〃 3 Ⅱ L13 円形 柱穴状 底部丸 10 10 8 － －

16 SK097 〃 3 Ⅱ L13 円形 皿状 18 18 6 － －

16 SK098 〃 3 Ⅱ L14 円形 皿状 20 18 8 － －

16 SK099 〃 3 Ⅱ L14 円形 皿状 16 16 8 － －

16 SK100 〃 3 Ⅱ L18 円形 鍋状 底部平 24 20 16 － －

16 SK101 〃 3 Ⅱ L18 方形 柱穴状 底部丸 20 18 20 － －

16 SK102 〃 3 Ⅱ L18 円形 柱穴状 底部丸 20 18 20 － －

16 SK103 〃 3 Ⅱ L18 円形 鍋状 底部平 24 22 16 － －

16 SK104 〃 3 Ⅱ L18 方形 柱穴状 底部丸 30 26 22 － －

16 SK105 〃 3 Ⅱ L18 方形 鍋状 底部平 24 20 16 － －

16 SK106 〃 3 Ⅱ L18 円形 柱穴状 底部丸 18 18 18 － －

16 SK107 〃 3 Ⅱ L18 方形 柱穴状 底部丸 24 22 20 － －

16 SK108 〃 3 Ⅱ L18 円形 柱穴状 底部丸 14 14 8 － －

16 SK109 不明 3 Ⅱ L18 方形 柱穴状 底部丸 30 28 20 － －

16 SK110 〃 3 Ⅱ L14 楕円形 柱穴状 底部丸 30 26 16 － －

16 SK111 〃 3 Ⅱ L14・19 円形 柱穴状 底部丸 20 18 14 － －

16 SK112 〃 3 Ⅱ L14 楕円形 底部不整形 56 40 22 － －

16 SK113 〃 3 Ⅱ L19 円形 柱穴状 底部丸 14 12 6 － －

16 SK114 〃 3 Ⅱ L19 円形 柱穴状 底部丸 14 14 10 － －

16 SK115 〃 3 Ⅱ L19 楕円形 皿状 底部平 108 98 20 － －

17 SK116 〃 3 Ⅱ L19 楕円形 鍋状 底部平傾斜 56 48 24 － －

14 SK117 近世前半か 3 Ⅱ L19・20・24 楕円形 底部有段 296 256 90 － 大形土坑

14 SK118 近世前半か 3 Ⅱ L19 楕円形 底部有段 204 188 80 － 大形土坑

第７章　今井宮の前遺跡
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図版
No. 遺構 時期 地区 グリッド 平面形 断面形 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm） 遺物 特    記

14 SK119 近世前半以降か 3 Ⅱ L19 楕円形 皿状 96 96 24 シカ歯片、炭化物、種実 －

17 SK120 近世前半以降か 3 Ⅱ L20 不整長方形 鍋状 底部平 102 74 24 ヒト 歯、骨 －

14 SK121 近世前半か 3 Ⅱ M21 楕円形 底部有段 264 176 62

14 陶器碗（17C 前半）、 15 磁器
染付碗（18 ～ 19C 前半・上層
出土）、  S4 石臼（茶臼下）、  S5
石臼（上）、S6 石臼（茶臼上）、
S7 石臼（上）、S8 石鉢、炭化種
実

大形土坑

17 SK122 不明 3 Ⅱ L24・25 楕円形 鍋状 底部平 124 118 24 － －

18 SK128 〃 3 Ⅱ R11 円形 柱穴状 底部丸 24 22 30 － －

第２節　遺構と遺物

・掘立柱建物跡と杭列跡のピットと認定した土坑については、第 2 表掘立柱建物跡ピット一覧、第 3 表杭列跡ピット一覧を参照のこと。
・整理段階で遺構ではないと判断し、登録から外した土坑（SK001,SK003,SK004,SK009,SK011,SK013,SK014,SK018,SK019,SK020,SK021,SK022,SK023,SK058,SK070,SK075,SK082）。
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第３節　小結

1．時代ごとの概要
　今井宮の前遺跡はこれまで発掘調査がなされていないため、遺跡の状況はほとんど不明であった。今回

の調査により、南側の千曲川段丘崖寄りに小規模ながら中世から近世の遺構が存在することがわかってき

た。遺構に伴う遺物がごく限られるため、推定の域を出ないが、表土や遺物包含層、検出面出土の遺物に

ついても視野に入れながら、時代ごとに概観することとしたい。

　縄文時代から平安時代まで明確な遺構は検出されていない。縄文時代では後期堀之内1式の浅鉢片（PL49

－ 4）と打製石斧（第 20 図・PL49 － 20）が出土している。土器はピット状土坑から出土したが、摩滅し

ていて混入の可能性が高い。打製石斧は 1 区Ⅱ層出土である。また段丘崖際に並ぶ長方形で深い土坑 2 基

（SK024・028）は形状から縄文時代の陥し穴とも考えられるが、断定できない。

　弥生時代は中期後半から後期の土器片が散漫に出土している。ちなみに浸食谷を挟んで東に隣接する今

井城跡の調査では中期から後期に比定される土坑 1 基が検出されている（佐久市教委 2010）。

　古墳時代については遺物も出土せず、古代では平安時代と推定される土器片が出土している。

　中世としては、杭列跡 SA01 から 15 世紀後半～ 16 世紀初頭のかわらけが出土している。この周囲には

同規模の杭列跡 SA02、円形や方形のピット状土坑が群在する。これらのピットや土坑は小さく浅い場合

が少なくないが、これは後世の開田などによって旧地形が削平された影響によるものだろう。削平により

消失したピットも複数あったと考えられる。内耳鍋や天目茶碗片などが出土していることも考慮し、この

一帯には中世後半（15 ～ 16 世紀代）の建物跡が存在していたと想定したい。なお今井城跡の調査におい

ても同様なピット群の調査が行われ、調査面積から建物全体は把握できていないが建物跡 2 棟が存在した

可能性を示している。建物跡の所属時期は検出時に出土した土鍋、かわらけ、常滑甕片といった陶磁器類

などから、おおよそ中世後期と推定され、本遺跡との関連性が問われる。

　近世としては、大形土坑 SK121 が出土陶器から、17 世紀前半頃の所産と推定される。ほかの大形土坑

3 基についても当該期の所産としておきたい。これら大形土坑は、基盤層に形成された地下水の浸透が阻

まれるほど硬く締まる鉄分集積層を掘り抜いている点、底部外側の砂層にグライ化作用による変色がある

点から、鉄分集積層上部に保有された地下水を溜める、いわゆる井戸の一種であったと考える。ただ基盤

は砂礫層主体で浸透性が高く、恒常的な貯水は難しいことから、一時的、季節的な利用に限られていたと

思われる。

　4 基のうち、すり鉢状の土坑 SK002 南西側面にある石積みは、水を汲み上げる際に側面が崩れること

を防ぐ目的で積み上げられたのではないだろうか。土坑外側には石積みに向かう位置に平石 2 枚が踏み石

状に並び、石積みとともに水汲みに関わる一連の動作を想像させる（第 13 図・PL46）。また土坑底部か

ら割れた石臼や石鉢が礫と重なり合って出土した SK121 と似た事例として、中世後期の集落遺跡、飯綱

町表町遺跡がある。表町遺跡 SK16 は長径 86cm、深さ 38cm の楕円形土坑で、底部から割れた茶臼や欠

損した石鉢が礫とともに出土している。調査者は土坑を浅い井戸と想定し、底部配石と推察している（中

野 2009）。

　土坑墓 SK120 から屈葬状態でみつかった被葬者は、歯の鑑定から 10 代後半であることが明らかになっ

た。埋葬時期の決定は難しいが、周囲にある土坑群の重複関係などから大形土坑より新しい、17 世紀前

半以降としておく。本土坑周辺には同規模の土坑が点在する。骨や遺物の出土はなく確証を得ないが、同

様の墓である可能性もある。

第７章　今井宮の前遺跡
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2．旧公図との照合
　発掘調査後、近世の井戸跡や墓跡、近代の溝跡について手がかりを得るため、今井地区の旧公図との照

合を試みた（第 19 図）。旧公図は佐久市収税課資産税係に保管されている、明治 23（1890）年 6 月調製の「高

瀬村大字今井拾番字西全図・拾壹番字宮ノ前全図」である。図番号が字ごとに振られているが、図は 1 枚

で作製されている。大判の和紙に地割や番地、地目が墨書され、道は赤、水路は青で示されている。縮尺

は約 600 分の 1 で軸装されている。

　字宮ノ前・字西の北は字五反田と字万五郎田、東は字居屋敷、南東は字城、南西は大字成瀬に接する。

字居屋敷は今井集落、字城は今井城跡の一部に該当する。調査区の 1・3 区と 4 区を分ける道が字界にあ

たり、北東側の 4・5 区は字西、南西側の 1・2・3 区は字宮ノ前である。

　遺構や溝跡のみつかった 2・3 区部分では、旧公図作成時には大半が田地に利用され、北西上流部から

回されている用水路も細かく整備されている。段丘崖に近い西側と南側には畑地が多く、崖際に墓地が点

在する。旧公図と現在の都市計画図や公図を比べると、新海宮境内や農道の位置に変わりはないが、田畑

の地割は現在までに拡張されていたり、分筆されて細かくなっていたりする部分がある。

　調査で検出された旧水路や近代の溝跡、中近世の遺構との関係を見ていくと、旧水路は旧公図の水田地

割とほぼ合致することがわかる。旧水路は幅 30cm ほどで検出面からの深さは 10 ～ 20cm である。砂質

に富む地山へ水が逃げない工夫なのか、底面には幅 9cm ×長さ 30cm（3 × 10 寸）に揃えた樹皮付きの

杉板を敷き並べ粘土が貼られていた。また旧公図の地割と近代溝跡の南北軸は、どちらも西に 10 度前後

傾いていて、ほぼ同じであって、西側では一部が旧公図の地割と重なる部分も見受けられる。近代溝跡は

旧水路に切られていることから、機能を停止したのは旧公図の作製された明治 23 年以前と推察する。ま

た出土遺物の検討から近代と比定しているが、溝跡に伴う水田開発自体は近世にまで遡る可能性もある。

　大形土坑やピット群、墓地については、旧公図にその痕跡は見出すことはできなかった。それは近世か

ら近代の水田開発で大きく土地利用が変化したことを示しているのかもしれない。

　近年は広範囲に基盤整備が進み、以前の字界や地割、土地利用の情報を現地で得ることは難しくなって

いる。そのため、旧公図や絵図に遺された地図情報と遺跡の内容を照合することは有用であり、必要性が

増している。今回は発掘調査後の照合となったが、事前調査として実施することがより有効であろう。

　以上、今回の調査では中世から近世、近代の段丘崖際における土地利用の様相が、おぼろげながら明ら

かになった。今後、今井城跡を中心とした中世社会や、近世以降の水田開発などを探求する上で、新たな

資料を提供したといえよう。

第３節　小結
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第８章　自然科学分析

第１節　森平遺跡の自然科学分析

1．黒曜石産地推定
　森平遺跡に持ち込まれた黒曜石の産地を知るために、遺跡から出土した黒曜石 181 点の蛍光Ｘ線分析装

置を用いた産地推定を実施した。分析は望月明彦氏に委託して行ったが、同氏の分析では現代の採取地点

との照合により、長野県の産地は 4 エリア 14 の産地群に分類されている。

　分析可能な法量を持つ黒曜石の大部分にあたる 181 点を分析の対象とした。産地群組成は諏訪星ヶ台群

84 点、和田鷹山群 15 点、和田小深沢群 11 点、和田土屋橋北群 19 点、和田土屋橋西群 31 点、和田土屋

橋南群 10 点、和田芙蓉ライト群 5 点、蓼科冷山群 2 点、浅間千ヶ滝群 3 点、推定不可 1 点となった。

　第 1 表に竪穴住居跡別の産地群組成を示した。竪穴住居跡の大部分は弥生時代中期に属すと考えられる

が、埋土に縄文土器が混入したり、弥生時代後期と考えられる竪穴住居跡が存在することから、すべての

遺物が弥生時代中期として断定できる状況にはない。しかし、遺跡全体の遺物包含比率は弥生時代中期が

最も高くなることから、黒曜石も弥生時代中期が主体と考える。分析数が多い SB07 は諏訪星ヶ台群が最

も多く、和田土屋橋西群、和田土屋橋北群と続く。竪穴住居跡個々の分析数が少なく言い切ることは難し

いが、森平遺跡全体で見ても諏訪星ヶ台群が最も多く、和田土屋橋西群、和田土屋橋北群が続き、共通す

る組成が読み取れる。

　13 遺跡ある弥生時代の黒曜石産地分析事例では、すべてで諏訪星ヶ台群が過半数を上回り、圧倒的多

数を誇る遺跡の存在も目立つ（谷ほか 2013）。森平遺跡で注目すべきは和田土屋橋西群、和田土屋橋北群、

和田土屋橋南群（以下、3 者を一体として和田土屋橋群と記す）の存在にある。これに、和田鷹山群、和

田小深沢群を含めた 5 つの産地群の原石は、長和町の男女倉川の同一地点で採取することが可能である。

質も良く似通っていることから、弥生人にとっては 5 つの産地群ではなく、1 つの産地として認識してい

た可能性がある。これら和田土屋橋群らの比率が諏訪星ヶ台群に並ぶことは、諏訪星ヶ台群が圧倒する他

の遺跡とは別の黒曜石入手の仕組みがあったのではないだろうか。

　第 2 表に器種別の産地群組成を示したが、諏訪星ヶ台群と和田土屋橋群の利用状況は同じといえよう。

　最後に礫とした 3 点の浅間千ヶ滝群に触れる。これらは直径 1 ～ 2cm と小形で、気泡や球顆を多く含

んでおり、明確な剥離面が確認できないことから、石器ではなく礫片と判断した。この他に竪穴住居跡か

ら検出された礫 16 点に黒曜石が含まれていた。これらは拳大～人頭大の円礫・亜角礫もしくはそれらの

礫片で、分析した黒曜石よりさらに質が悪い。SB03 では炉縁石として用いられていたが、いずれも剥離

面を持たない。遺跡に隣接する湯川で採取可能であり、これらは剥片石器の石材としてではないと判断し

た。礫石器の素材（礫としての利用も含む）として持ち込まれたか、もともと自然の状態で遺跡内に存在

した礫と考えられる。

第１節　森平遺跡の自然科学分析
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第 1 表　竪穴住居跡別黒曜石産地群組成

第 2 表　器種別黒曜石産地群組成

遺構 分析数 SWHD WDTY WDKB WDTK WDTN WDTM WDHY TSTY AMST 推定不可

SB01 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

SB02 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

SB03 5 2 0 0 1 1 1 0 0 0 0

SB04 6 3 2 0 0 1 0 0 0 0 0

SB06 13 7 0 2 2 2 0 0 0 0 0

SB07 50 18 4 3 7 14 3 0 0 1 0

SB09 8 3 1 0 0 0 1 3 0 0 0

SB11 3 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0

SB13 6 3 1 0 0 1 1 0 0 0 0

SB14 4 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0

SB15 3 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0

SB16 4 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0

SB17 3 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0

SB18 3 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0

SB20 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

SB21 16 4 0 0 1 5 2 1 1 2 0

SB23 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

SB 以外 49 27 5 5 7 3 0 1 0 0 1

合計 181 84 15 11 19 31 10 5 2 3 1

※ SWHD：諏訪星ヶ台群、WDTY：和田鷹山群、WDKB：和田小深沢群、WDTK：和田土屋橋北群、WDTN：和田土屋橋西群、WDTM：和田土屋橋南群、
　WDHY：和田芙蓉ライト群、TSTY：蓼科冷山群、AMST：浅間千ヶ滝群
※ SB05 で登録されていた石器は SB06 に統合、SB07・08 と SB08 で登録されていた石器は SB07 に統合

器種 分析数 SWHD WDTY WDKB WDTK WDTN WDTM WDHY TSTY AMST 推定不可

石鏃 26 10 4 2 6 2 2

石鏃未製品 3 1 1 1

楔形石器 43 23 5 3 7 2 1 2

石錐 6 4 1 1

R 剥片 8 5 1 1 1

剥片 73 35 2 5 6 17 5 3

砕片 7 2 1 2 1 1

石核 9 5 1 1 2

原石 3 1 1 1

礫 3 3

合計 181 84 15 11 19 31 10 5 2 3 1

※ R 剥片：2 次加工のある剥片

2．古植生・植物利用と竪穴住居跡の年代
　森平周辺の古植生や植物資源利用、遺構の年代観の検討を目的とした自然科学分析をパリノ・サーヴェ

イ（株）に委託した。そこで、ここでは花粉分析、植物珪酸体分析、出土炭化材の同定、年代測定の順に

その概要を紹介する。

（1）周辺の環境

対象とした試料は SD08 で深さ 1 ｍ程度の弥生時代中期栗林 2 ～ 3 式期の溝跡である。その堆積物とそ

の上位に堆積する基本土層から土壌 7 点を採取した（第 3 表・第 4 章第 45 図）。

花粉分析では現耕作土以外ではほとんど花粉化石が検出されなかった。

植物珪酸体分析では、層毎に検出量に差があり、保存状態が不良であるがヨシ属をはじめとして、タ

ケ亜科、コブナグサ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科、ウシクサ属が検出された。ヨシ属含量値の優勢から、

湯川の蛇行部に立地する本遺跡が、河川の増水や氾濫等によって度々湿地化していたと解釈できる。その

一方で、ススキ属等開けた場所を好む植物の存在は、本遺跡が居住地として利用されてきた経過と合致し

ている。

第８章　自然科学分析
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第 3 表　植物珪酸体含量表（個 /g）

第 1 図　植物珪酸体含量図
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試料名 　　Ⅰ -1 層 　　Ⅱ -1 層 　　　1 層 　　　2 層 　　　3 層 　　　5 層 　　　8 層

分類群 　　1 　　2 　　　3 　　　4 　　　5 　　　6 　　　7
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属 6,300 1,900 1,300 400 - - - 
タケ亜科 600 400 300 400 800 - 1,100 
ヨシ属 5,900 22,500 30,700 14,200 103,400 10,700 28,300 
ウシクサ族コブナグサ属 400 400 1,300 600 800 - 400 
ウシクサ族ススキ属 1,000 4,700 8,400 3,300 5,500 1,000 8,800 
イチゴツナギ亜科 7,600 2,100 3,500 2,100 3,900 700 2,800 
不明キビ型 11,300 13,500 18,700 9,600 25,300 5,000 25,400 
不明ヒゲシバ型 600 1,700 3,200 600 1,600 200 6,000 
不明ダンチク型 4,700 1,500 3,200 800 800 500 5,700 

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 6,200 3,200 4,200 2,100 800 - 700 
タケ亜科 400 200 300 800 800 100 1,100 
ヨシ属 1,700 10,100 17,700 11,900 57,600 6,800 14,500 
ウシクサ族 1,000 900 4,200 6,300 6,300 1,500 6,700 
不明 7,200 8,800 12,300 13,800 26,000 5,800 14,100 

珪化組織片
イネ属穎珪酸体 1,400 - - - - - 400 

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 38,300 48,900 70,700 32,200 142,000 18,100 78,400 
イネ科葉身機動細胞珪酸体 16,500 23,100 38,700 34,900 91,500 14,300 37,100 
珪化組織片 1,400 0 0 0 0 0 400 

総 　計 56,200 72,000 109,400 67,100 233,600 32,400 115,900 

また栽培植物であるイネ属は、現耕作土のⅠ層以外では稲作の基準といわれる（杉山 2000）1 ｇあた

り 5,000 個を超える植物珪酸体は検出されていないが、SD08 の 8 層で葉部に形成される短細胞珪酸体（約

1,100 個 /g）や機動細胞珪酸体（約 700 個 /g）、籾殻に形成される頴珪酸体（約 400 個 /g）が検出された。

このことや SB09・17 の炉埋土からイネの胚乳や頴が検出されたことなどから、当該期のイネの利用や周

辺での稲作の可能性が指摘された。遺跡南側の低地は、その候補地となるかもしれない。佐久平には弥生

時代の大遺跡が密集しているものの、水田跡の調査が未だに行われていないため、今後の調査が期待され

る。

第１節　森平遺跡の自然科学分析
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第 4 表　竪穴住居跡別炭化材種類構成

第 5 表　種実同定結果

遺構名 SB01 SB02 SB03 SB11 SB15 SB17 合計
分類群 床面 床面 床面 炉内 床面 床面 床面
針葉樹

ヒノキ科 5 5 
広葉樹

アサダ 1 1 
クヌギ節 4 8 12 
コナラ節 61 29 15 2 8 22 27 164 
キハダ 1 1 
トネリコ属 2 1 1 4 

合　計 68 31 15 2 9 26 36 187 

SB09 SB15 SB15 SB17
炉 1 その 3 炉埋土 炉外周 炉埋土

分類群 部位 状態 1 2 3
草本類

イネ 胚乳 * 完形 炭化 2 － － 3
破片 炭化 6 － － 11

穎 破片 炭化 1 － － －
タデ属 果実 完形 1 － － －
アカザ科 種子 完形 － － － 1
メハジキ属 果実 完形 － － － 1

炭化材 炭化 2mm ＞ 0.271g 0.197g 0.057g 0.231g
最大径 9mm 13mm 12mm 10mm

炭化 2 － 1mm 0.307g 0.169g 0.032g 0.223g
不明炭化物 炭化 0.015g 0.008g 0.005g 0.025g
土器 1
残渣 4mm ＞ 42.965g

4 － 2mm 16.659g 7.026g 9.923g 27.471g
2 － 1mm 14.126g 7.009g 7.842g 19.014g

1 － 0.5mm 28.399g 7.062g 6.076g 29.145g
分析量 1002.38g 1000.76g 1006.53g 1009.21g
* SB03･SB17 より確認されたイネ 胚乳は放射性炭素年代測定試料として使用。

（2）植物利用の状況

①炭化材の様相

　本遺跡では火災や廃絶後の火入れにより、床面や床面から浮いて炭化材が出土する事例が多い。そこで

弥生人の木材利用の傾向を把握するために、SB01（栗林 3 式）から 68 点、SB02（同）から 31 点、SB03（同

2 式）から 17 点（炉内炭化物 2 点を含む )、SB11（同）から 9 点、SB15（同 3 式）から 26 点（ピット内

出土 1 点を含む）、SB17（同 2 式）から 36 点（ピット内 1 点を含む）の合計 187 点の炭化材の樹種同定

を実施した。その結果（DVD 参照）、コナラ属コナラ亜属コナラ節が 164 点（87.7％）と多数を占め、次

いでクヌギ節が 12 点（6.4％）、この他にヒノキ属、アサダ、キハダ、トネリコ属が確認された。コナラ

節は重硬で強度があり、過去の周辺遺跡の調査でも西一本柳遺跡（（株）古環境研究所 2005）や根々井芝

宮遺跡（パリノ・サーヴェイ（株）1998）の竪穴住居の 9 割以上を占める建築部材として使われているこ

とから、弥生時代中期の佐久地方における最も一般的な建築部材であったことが解る。この他、河畔林を

構成するアサダ、クヌギ節、トネリコ属や割け易く耐水性が高いヒノキ科など、入手しやすく強度も確保

できる素材を利用したと考えられる。

これらの住居跡別出現状態は第4表の通りであり、その出土位置は住居跡毎に第4章2節に示した。また、

SB17 の炉内出土炭化材は 2 点ともコナラ節であり、これらが燃料材としても利用されていたことが判明

した。

②種実の様相

SB09 の炉 1、SB15 の炉埋土、同炉外周、SB17 の炉埋土から土壌を採取し、0.5mm メッシュの篩を用

いて水洗選別を行った。その結果弥生時代中期栗林 2 式期の SB09 からはイネの胚乳 8 点と頴 1 点、タデ

属の果実 1 点、同 SB17 からはイネ胚乳 14 点、アカザ科 1 点、メハジキ属 1 点が検出された（第 5 表）。

このことは、イネの食糧資源としての利用を示すと同時に、胚乳や頴が炉内から出土した背景にはイネの

植物体が燃料材等として利用された可能性を示唆するものである。

第８章　自然科学分析
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第 6 表　放射性炭素年代測定および暦年較正結果

試料 補正年代
(yrBP)

( 暦年較正用 )
(yrBP)

δ 13C
(‰ ) 暦年較正年代（cal） 相対比 Code No.

SB01 炭化材 (C36)　　　　　　　　　　
( コナラ節 ) 2,115 ± 20 2,116 ± 21 － 27.67 ± 0.16

σ cal BC   182 － cal BC   107 cal BP 2,131 － 2,056 1.000

10233 － 1
2 σ

cal BC   200 － cal BC    87 cal BP 2,149 － 2,036 0.920

cal BC    78 － cal BC    55 cal BP 2,027 － 2,004 0.080

SB01 炭化材 (C61)　　　　　　　　　
( コナラ節 ) 2,110 ± 20 2,111 ± 21 － 25.56 ± 0.12

σ cal BC   176 － cal BC   101 cal BP 2,125 － 2,050 1.000

10233 － 2
2 σ

cal BC   197 － cal BC    87 cal BP 2,146 － 2,036 0.897

cal BC    79 － cal BC    55 cal BP 2,028 － 2,004 0.103

SB02 炭化材 (C112)　　　　　　　　　
( コナラ節 ) 2,105 ± 20 2,107 ± 21 － 27.30 ± 0.10

σ cal BC   172 － cal BC    97 cal BP 2,121 － 2,046 1.000

10233 － 3
2 σ

cal BC   194 － cal BC    85 cal BP 2,143 － 2,034 0.876

cal BC    80 － cal BC    54 cal BP 2,029 － 2,003 0.124

SB03 炭化材 (C08)　　　　　　　　　
( コナラ節 ) 2,130 ± 20 2,129 ± 21 － 25.05 ± 0.12

σ
cal BC   199 － cal BC   154 cal BP 2,148 － 2,103 0.701

10233 － 4

cal BC   137 － cal BC   114 cal BP 2,086 － 2,063 0.299

2 σ

cal BC   344 － cal BC   323 cal BP 2,293 － 2,272 0.048

cal BC   205 － cal BC    90 cal BP 2,154 － 2,039 0.925

cal BC    73 － cal BC    59 cal BP 2,022 － 2,008 0.026

SB09 炉 1 その 3　　　　　　　　　　
炭化種実 ( イネ 胚乳 ) 2,070 ± 20 2,068 ± 20 － 24.89 ± 0.15

σ cal BC   111 － cal BC    45 cal BP 2,060 － 1,994 1.000

10233 － 5
2 σ

cal BC   167 － cal BC    39 cal BP 2,116 － 1,988 0.994

cal BC     7 － cal BC     5 cal BP 1,956 － 1,954 0.006

SB11 炭化材 (C05)　　　　　　　　　　
( コナラ節 ) 2,200 ± 20 2,198 ± 21 － 25.78 ± 0.11

σ

cal BC   355 － cal BC   336 cal BP 2,304 － 2,285 0.194

10233 － 6

cal BC   331 － cal BC   287 cal BP 2,280 － 2,236 0.477

cal BC   233 － cal BC   203 cal BP 2,182 － 2,152 0.330

2 σ
cal BC   362 － cal BC   268 cal BP 2,311 － 2,217 0.610

cal BC   265 － cal BC   198 cal BP 2,214 － 2,147 0.390

SB15 炭化材 (C14)　　　　　　　　　　　　
( クヌギ節 ) 2,025 ± 20 2,027 ± 20 － 27.86 ± 0.13

σ cal BC    47 － cal AD     1 cal BP 1,996 － 1,949 1.000

10233 － 7
2 σ

cal BC    92 － cal BC    67 cal BP 2,041 － 2,016 0.071

cal BC    62 － cal AD    27 cal BP 2,011 － 1,923 0.922

cal AD    42 － cal AD    47 cal BP 1,908 － 1,903 0.007

SB17 炭化材 (C20)　　　　　　　　　　　　
( コナラ節 ) 2,100 ± 20 2,102 ± 20 － 25.50 ± 0.13

σ cal BC   169 － cal BC    94 cal BP 2,118 － 2,043 1.000
10233 － 8

2 σ cal BC   183 － cal BC    52 cal BP 2,132 － 2,001 1.000

SB17 炭化材 ( ピット 6)　　　　　　　　　
( コナラ節 ) 2,200 ± 20 2,202 ± 19 － 25.12 ± 0.11

σ

cal BC   357 － cal BC   342 cal BP 2,306 － 2,291 0.148

10233 － 9

cal BC   325 － cal BC   284 cal BP 2,274 － 2,233 0.460

cal BC   255 － cal BC   248 cal BP 2,204 － 2,197 0.049

cal BC   234 － cal BC   204 cal BP 2,183 － 2,153 0.343

2 σ
cal BC   361 － cal BC   270 cal BP 2,310 － 2,219 0.596

cal BC   264 － cal BC   201 cal BP 2,213 － 2,150 0.404

SB17 炉埋土　　　　　　　　　
炭化種実 ( イネ 胚乳 ) 2,085 ± 25 2,087 ± 23 － 25.68 ± 0.12

σ

cal BC   160 － cal BC   133 cal BP 2,109 － 2,082 0.323

10233 － 10
cal BC   117 － cal BC    87 cal BP 2,066 － 2,036 0.393

cal BC    78 － cal BC    55 cal BP 2,027 － 2,004 0.284

2 σ cal BC   173 － cal BC    46 cal BP 2,122 － 1,995 1.000

1）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIBREV5.02（Copyright 1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer）を使用

2）計算には表に示した丸める前の値を使用している。

3）暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1 桁目を丸めていない。

4）統計的に真の値が入る確率はσは 68%、2 σは 95% である

5）相対比は、σ、2 σのそれぞれを 1 とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

（3）竪穴住居跡の年代

　前項で分析対象とした 7 軒の住居跡（SB01・02・03・09・11・15・17）から出土した炭化材 8 点と炭

化種実（イネ胚乳）2 点を分析対象として放射性炭素年代測定を実施した。所定の前処理を行い、NEC

製コンパクト AMS・1.5SDH で測定し、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIBREV5.02 

を用いて暦年較正を実施した。その結果は第 6 表の通りである。SB01・02・03・09 の炭化材、P6 以外の

SB17 の試料はともに紀元前 2 世紀から紀元前 1 世紀に集約された。出土土器からこれらの住居跡は弥生

時代中期後半の栗林 2 ～ 3 式 にあたり、南関東地方の弥生中期後半の宮ノ台式が炭化材や土器付着物か

ら紀元前 2 ～前 1 世紀にあたること（国立歴史民俗博物館 2007）とも合致する。また SB15 は紀元前 1 世

紀から紀元 1 世紀の幅となっている。本住居跡は、弥生時代後期にあたるため（第 4 章 2 節 1）、今回の

年代測定結果と整合する。一方栗林 2 式にあたる SB11 と SB17 の P6 炭化材は紀元前 4 世紀中頃～紀元

前 3 世紀初頭の年代が出されており、課題を残している。
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- 242 -

3．胎土分析
はじめに

　湯川沿いの沖積低地に立地する森平遺跡では、弥生時代中期栗林式期の集落から発掘当初の計測重量で

418㎏にのぼる土器が出土した。特に SB09 の南壁際の浅い凹みである P17 から粘土塊が採取された。そ

こで、この粘土と土器胎土の比較を目的としてパリノ・サーヴェイ（株）に胎土分析を委託した。

（1）分析試料

分析試料は 12 点である。SB09 P17 から出土した粘土塊を 2 箇所サンプリングして試料 No.1・2 とした。

また試料 No.3（第 4 章第 58 図－ 249）、試料 No.4（第 4 章第 57 図－ 250）、試料 No.5（第 4 章第 57 図－

251）、試料 No.6（第 4 章第 59 図－ 252）は SB09 から出土した鉢、試料 No.7（第 4 章第 57 図－ 253）、試

料 No.8（第 4 章第 57 図－ 254）、試料 No.9（第 4 章第 57 図－ 255）は同 SB から出土した甕である。ま

た試料No.10は SB02から出土した高杯（第4章第52図－344）、試料No.11は SB01から出土した台付甕（第

4 章第 52 図－ 335）、試料 No.12 は SB01 から出土した壺（第 4 章第 51 図－ 334）で、分析部位は第 7 表

のとおりである。

（2）分析の方法

　出土した粘土と土器の比較のために同一試料に対し、土器胎土に含まれる砕屑物（粒径 1/64 ～ 4mm）

の分析（光学顕微鏡観察）と、粘土（1/246mm 未満）を含む胎土全体の化学組成分析を実施した。それ

ぞれの分析方法は次のとおりである。

①砕屑物の分析方法

試料をダイヤモンドカッターで切断研磨して薄片を製作し、偏光顕微鏡下で観察した。その際メカニカ

ルステージを 0.5mm 間隔で移動させ、細礫～中シルトまでの粒子を同定し、粒径階梯ごとにカウントした。

粒径階梯は細礫（4 ～ 2mm）、極粗粒砂（2 ～ 1mm）、粗粒砂（1 ～ 1/2mm）、中粒砂（1/2 ～ 1/4mm）、

細粒砂（1/4mm ～ 1/8mm）、極細粒砂（1/8 ～ 1/16mm）、粗粒シルト（1/16 ～ 1/32mm）、中粒シルト（1/32

～ 1/64mm）の 8 階梯とした。（註 1）

②粘土を含む胎土全体の化学組成分析の方法

　試料の一部を振動ミルで微粉砕し、ガラスビートを作成し、理学電機工業社製の波長分散型蛍光 X 線

分析装置で定量分析した。測定条件は X 線管 Cr（50kv － 50mA）、計測時間は Peak40sec、Back20sec

とした。また測定元素は SiO2、TiO2、Al2O3、Fe2O、MnO、MgO、CaO、Na2O3、K2O、P2O5 の 10 元素

と Rb、Sr、Y、Zr、Ba の微量 5 元素である。SiO2 ガラスビート作成時に胎土表面に塗彩が確認される場

合は除去したが、篩分けもしくは粒径の大きなものの回避はしていない。

（3）分析の結果

①砕屑物の分析結果

分析値は薄片観察結果表（第 8 表）、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の 3 次元棒グラフ（第 2 図）、

胎土中の砂の粒径組成（第 3 図）、孔隙・砂粒・基質の割合（PDF 貼付）として提示した。その結果に基

づき、以下の 3 つの観点から分類を行った。試料別の分類結果を第 7 表に掲載し、以下にその解説を行う。

・砕屑物の鉱物・岩石組成による分類

砕屑物の鉱物・岩石の種別と含有量に着目して分類したところ、大きく A・B・C の 3 つの胎土類型に

分類された（第 7 表の「鉱物／岩石」）。以下類型ごとにその特徴を記載する。

　A 類：斜長石を主体とし、石英が比較的多く含まれ、他の分類に比べると角閃石がやや多い。また、火

山ガラスは含まれないかきわめて微量である。本類には粘土塊（試料 No.1・2）が該当した。

　B 類：斜長石を主体とし、火山ガラスを比較的多く含むことで特徴づけられる。安山岩がやや多く、流
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第 7 表　胎土分析の結果
試料番号 管理番号 遺構名等 種別 器種 分析部位

胎土分類
鉱物 / 岩石 砕屑物 粒径組成 化学組成

1 － SB09 粘土塊 － － A 1 mf a
2 － SB09 粘土塊 － － A 1 f a

3 249 SB09 土器 壺 体部上半 B 3 m1 b

4 250 SB09 土器 壺 頸部 B 3 m1 b
5 251 SB09 土器 壺 口縁下 B 3 m1 b
6 252 SB09 土器 鉢 体部 B 2 m1 b
7 253 SB09 土器 甕 体部 C 3 m2 c
8 254 SB09 土器 甕 体部 C 3 m2 c
9 255 SB09 土器 甕 体部 C 3 m2 c
10 344 SB02 土器 台付鉢 体部 B 3 m1 b
11 335 SB01 土器 台付甕 体部 B 3 m1 d
12 334 SB01 土器 壺 体部上半 B 3 m1 d

※管理番号 252 は報告時に「鉢 C」、管理番号 344 は報告時に「高杯」と変更（第 4 章第 7 表参照）。

紋岩がそれにつづくが、有色鉱物片は微量に含まれるのみである。本類には SB09 から出土した壺 3 点

（試料 No.3・4・5）、鉢 1 点（試料 No.6）と SB01 から出土した壺 1 点（試料 No.12）、台付甕 1 点（試料

No.11）、SB02 から出土した高杯 1 点（試料 No.10）の計 7 点が該当した。

　C 類：斜長石を主体とし、斜方輝石と単斜輝石の両者が比較的多く含まれ、火山ガラスは少ない。本類

には SB09 から出土した甕 3 点（試料 No.7・8・9）が該当した。

・胎土における砕屑物の割合　

　胎土全体（砕屑物・基質・孔隙）に対する砕屑物の割合を数値化して分類を行い、割合の低い方から

1 ～ 3 の 3 類に分類した（第 7 表「砕屑物」）。まず砕屑物 / 胎土全体が 10％程度の「砕屑物」1 には試料

No.1・2 の粘土塊試料が該当する。次に 20％程度の「砕屑物」2 には試料 No.6 の鉢が該当する。また 25

～ 30％程度の「砕屑物」3 にはその他の試料全てが該当した。

・砂の粒径組成

　胎土中の砂の粒径組成は、極細粒砂の割合が 10% を超えている粒径組成を m1 類 (m は medium sand

の m）、中粒砂と細粒砂の割合が突出して多く極細粒砂は 10% 未満である粒径組成を m2 類とした。その

結果土器のうち試料 No.7 ～ 9 が m2 類、その他は m1 類に分類された。また、これらとは別に粘土塊試

料 No.1 は中粒砂と細粒砂の割合がほぼ同程度でモードを示すことから mf（ｆは fine sand のｆ）類とし、

同試料 No.2 は細粒砂がモードであることからｆ類とした。

②粘土を含む胎土全体の化学組成分析（蛍光Ｘ線分析）

　蛍光X線分析では下記の観点から4種類の元素の組み合わせを選択し、胎土化学組成散布図を示した（第

4 図）。　

α：粘土の化学組成中で最も主要な元素として、Ｘ軸を SiO2 と Y 軸を Al2O3、としたもの（註 2）。

　β：粘土の母材を考えるために長石類全体におけるアルカリ長石の割合（Na2O ＋ K2O）/（CaO ＋

Na2O ＋ K2O）を横軸とし、アルカリ長石におけるカリ長石の割合 K2O/（Na2O ＋ K2O）を縦軸

としたもの（註 3）。

　γ：輝石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物における主要な元素の指標として、TiO2、Fe2O3、MgO を

選択し、Fe2O3 を分母とした TiO2、MgO の割合を示したもの。

　δ：微量元素を選択する。組み合わせとして、Rb － Sr と Zr － Ba（Zr － Ba の図は DVD 貼付）（註 4）。

　結果として、どの散布図においても試料 No.7 ～ 9 の 3 点の甕は互いに近似した組成を示し、かつ他の

土器および粘土塊とは異なる組成を示した。また、上記のβ以外では試料 No.1・2 の粘土塊は他の土器試

料とは明瞭に分離される。またδのうち Rb － Sr の散布図で、ともに SB01 出土の試料 No.11・12 が他の
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第 8 表　薄片観察結果
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ス

 

植
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片

 
粘
土
塊

 

植
物
珪
酸
体

1
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － 1 － － － － － 2
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 2 － － － － － 2
 粗粒砂 2 － 8 1 － － － － － － － － － － 1 － 1 － － 2 － － － － － 15
 中粒砂 7 － 24 1 2 1 － － － － － 1 1 － 2 2 7 1 － 1 － － － － － 50
 細粒砂 5 － 35 2 2 2 － － － － － － － － － － 2 1 － － － － － － － 49
 極細粒砂 4 － 25 － 2 1 － 1 － － 1 － － － － － － － － － － － － － － 34
 粗粒シルト 3 － 8 － － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － 2 14
 中粒シルト － － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 1

 基質 1336
 孔隙 191

2
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 5 － － － － － 5
 粗粒砂 2 － 7 1 － － － － － － － 1 － － － － 1 － － 1 － － － － － 13
 中粒砂 5 － 26 1 1 5 － － － － － － － － 4 － 1 － － 1 2 － － － － 46
 細粒砂 6 － 45 － 1 3 2 － － － 1 1 － － － － 1 － － － － 2 － － － 62
 極細粒砂 12 － 13 － － 3 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 28
 粗粒シルト 4 － 5 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 9
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 1389
 孔隙 293

3
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 粗粒砂 3 － 5 － － － － － － － － － － － － － 3 － － － － 3 － － － 14
 中粒砂 1 1 19 － － － － － － － － 1 － － 3 6 6 1 － － 1 17 － － － 56
 細粒砂 1 － 20 － － 1 － － － 1 － 1 1 － － 1 8 － － － － 6 － － － 40
 極細粒砂 － － 11 － － － － － － － － － － － － － － － － － － 10 － － － 21
 粗粒シルト 1 － 7 － － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － 9
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 387
 孔隙 14

4
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 1
 粗粒砂 3 － 6 － － 1 － － － － － － － － － 1 4 － 1 1 1 5 1 － － 24
 中粒砂 1 － 27 2 2 － － － － － － － － － － 5 10 － 2 1 2 19 － － － 71
 細粒砂 1 － 19 － 7 1 1 － － － － － － － － 5 3 － － － － 14 － － － 51
 極細粒砂 1 － 14 － － － － － － － 1 － － － － － 1 － － － － 9 － － － 26
 粗粒シルト 2 － 6 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 8
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 464
 孔隙 13

5
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 1
 粗粒砂 － － 4 － － － － － － － － － － － 2 － 2 － － 1 － 4 － － － 13
 中粒砂 1 1 29 1 － 1 － － － － － 1 － － － 3 5 － 2 － 1 7 － － － 52
 細粒砂 － － 16 2 2 － － － － － － － － － 1 1 2 － － － － 8 － － － 32
 極細粒砂 － 1 10 － － － － － － － － － － － － － 1 － － － － 3 － － － 15
 粗粒シルト 1 － 2 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 4
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 343
 孔隙 10

6
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － 1 － － － － － － － 1 － － － 2
 粗粒砂 － － 5 － － － － － － － － － 3 － 1 － 1 － 1 3 2 4 － － － 20
 中粒砂 － － 16 － 1 － 1 － － － － 1 2 － － 7 6 2 － － － 12 － － － 48
 細粒砂 2 － 18 － 2 － － － － － － － 1 － － 1 3 － 1 1 － 9 － － － 38
 極細粒砂 2 － 13 － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － 4 － － － 20
 粗粒シルト － － 8 － － － － － － － － － － － － － － － － － 2 － － － 10
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 465
 孔隙 16
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7
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 粗粒砂 － － 7 1 － － － － － － － － － － － 1 1 － 1 － － 1 － － － 12
 中粒砂 1 － 41 9 6 － － － － － 4 － － － － 2 11 － － 1 － 6 － － － 81
 細粒砂 － 1 26 5 11 － － － － － 2 1 － － 2 － 2 － － 1 － 1 － － － 52
 極細粒砂 － － 8 3 － － － － － － － － － － － － － － － － － 2 － － － 13
 粗粒シルト － － 2 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 2
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 362
 孔隙 7

8
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 粗粒砂 1 － 16 2 － － － － － － － － － － 1 2 5 － － 2 － 1 － 1 － 31
 中粒砂 1 1 35 14 11 － － － － － 2 － － － 1 － 12 1 － － － 3 － － － 81
 細粒砂 － － 26 5 10 1 － － － － 1 － － － － 1 5 1 － － － 1 － － － 51
 極細粒砂 2 10 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 12
 粗粒シルト － － 4 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 467
 孔隙 14

9
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 粗粒砂 － － 10 2 － － － － － － － － － － － 1 4 － － 1 － 1 － － － 19
 中粒砂 － － 51 11 12 － － － － － 1 － 2 － 1 － 9 － － － － 3 － － － 90
 細粒砂 2 － 26 13 26 － － － － － 4 － － － － － 2 － － － － 1 － － － 74
 極細粒砂 － － 6 1 6 － － － － － 1 － － － － － － － － － － － － － － 14
 粗粒シルト － － 3 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 452
 孔隙 16

10
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － － － － － － － － 1
 粗粒砂 1 － 7 － － － － － － － － 1 － － 2 － 1 － － 1 － 1 － － － 14
 中粒砂 2 － 21 － － 2 － － － － － 1 1 － 3 10 4 2 1 － － 15 － － － 62
 細粒砂 4 － 18 － 1 － － － － － － 1 － － 3 1 2 1 － － － 11 － － － 42
 極細粒砂 2 － 16 － － 1 － － － － － － － － － － － 1 － － － 8 － － － 28
 粗粒シルト 1 － 7 － － － － － 1 － － － － － － － － － － － － 1 － － － 10
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 397
 孔隙 9

11
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 粗粒砂 － － 5 1 1 － － － － － － 1 － － － 1 － － － － － 3 － － － 12
 中粒砂 － 1 22 1 － 1 － － － － － － － － 1 10 11 － 1 － － 8 － － － 56
 細粒砂 1 － 24 1 － － － － － － － － － － 4 2 3 2 － － － 13 － － － 50
 極細粒砂 － － 16 － 1 1 － － － － － － － － 1 － － － － － － 4 － － － 23
 粗粒シルト － － 8 － － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － 9
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 437
 孔隙 14

12
砂

 細礫 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 極粗粒砂 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0
 粗粒砂 － 1 3 － － － － － － 1 － － － － － 1 1 － － 1 － 1 － － － 9
 中粒砂 － － 30 － － － － － － 1 － － 1 － 6 3 8 1 － 2 － 22 － － － 74
 細粒砂 － － 26 － － 1 － － － 2 1 － － － 2 5 4 － － － － 16 － － － 57
 極細粒砂 － － 26 － － － － － － － － － － － － 1 － 1 － － － 16 － － － 44
 粗粒シルト － － 7 － － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － 8
 中粒シルト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 0

 基質 515
 孔隙 21
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第 2 図　各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度（％）
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第 3 図　胎土中の砂の粒径組成
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第 4 図　胎土化学組成散布図

第 9 表　蛍光 X 線分析結果

試料
番号

主要元素 微量元素

SiO2
（%）

TiO2
（%）

Al2O3
（%）

Fe2O3
（%）

MnO
（%）

MgO
（%）

CaO
（%）

Na2O
（%）

K2O
（%）

P2O5
（%）

Ig.loss
（%）

合計
（%）

Rb
（ppm）

Sr
（ppm）

Y
（ppm）

Zr
（ppm）

Ba
（ppm）

1 57.49 1.27 20.00 6.69 0.04 0.75 1.60 1.13 0.70 0.05 10.28 100.00 50 192 7 178 260 

2 57.43 1.27 20.09 6.73 0.04 0.70 1.54 1.03 0.67 0.05 10.45 100.00 45 181 10 175 255 

3 65.58 0.56 16.26 3.53 0.05 0.45 2.63 1.90 1.37 0.61 7.06 100.00 53 396 19 167 580 

4 64.65 0.60 15.90 4.09 0.08 0.73 2.90 2.14 1.25 0.47 7.19 100.00 52 359 11 164 512 

5 63.01 0.66 16.78 4.80 0.06 0.65 2.85 1.95 1.10 0.49 7.65 100.00 47 366 13 157 477 

6 66.73 0.62 18.17 4.73 0.10 0.60 2.29 1.98 1.58 0.18 3.02 100.00 61 334 15 158 413 

7 56.56 1.02 16.58 8.34 0.11 2.13 3.44 1.63 0.62 0.79 8.78 100.00 30 300 10 125 456 

8 56.16 1.06 16.31 8.76 0.11 2.24 3.49 1.66 0.60 0.67 8.94 100.00 32 277 8 128 411 

9 56.84 1.16 16.70 8.64 0.13 3.72 4.38 1.65 0.58 0.41 5.79 100.00 22 259 12 114 338 

10 62.71 0.63 17.37 4.29 0.08 0.36 2.49 2.02 1.38 0.29 8.38 100.00 51 370 11 170 449 

11 63.47 0.68 16.72 4.83 0.04 0.69 2.61 2.08 3.40 0.50 4.98 100.00 81 348 14 162 378 

12 64.84 0.53 16.18 3.33 0.05 0.45 2.42 1.73 2.81 0.38 7.28 100.00 86 389 14 165 690 
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試料から分離された。このような点から化学組成の分類として試料 No.1・2 を a 類、試料 No.3 ～ 6・10

をｂ類、試料 No.7 ～ 9 をｃ類、試料 No.11・12 をｄ類として第 7 表に記載した。

（4）考察

　パリノ・サーヴェイ（株）による考察を、以下に転載した。

　今回の胎土分析結果のうち、胎土中の砂粒の鉱物・岩石種類構成による分類を基準とすると、A 類は

粘土塊試料の組成であり、砕屑物の量比は 1 類、化学組成は a 類、粒径組成において mf 類と f 類とに細

分される。B 類は、SB09 出土甕以外の土器試料の組成であり、そのほとんどは砕屑物が 3 類、粒径組成

が m1 類、化学組成が b 類であるが、試料番号 6 の鉢は砕屑物が 2 類、SB01 出土土器 2 点は化学組成が

d 類となる。C 類は、SB09 出土甕 3 点の組成であり、いずれも砕屑物は 3 類、粒径組成は m2 類、化学

組成は c 類である。

　胎土に含まれる砂粒の鉱物・岩石種類構成は、土器胎土（素地土）の材料となった砂や粘土の採取され

た地域の地質学的背景を反映している。今回の分析試料は A ～ C 類に分類されたが、基本的な組成、す

なわち斜長石が非常に多いこと、輝石類や角閃石を伴うこと、凝灰岩、流紋岩・デイサイト、安山岩の岩

石片を含むこと、微量ながらも堆積岩類や花崗岩類および変質岩、珪化岩を含むことなど共通する特徴が

認められた。火山ガラスは、鏡下で比較的新鮮であったことから、おそらく第四紀更新世の降下火山灰に

由来すると考えられ、その場合、地域性を示す要因にはならない。したがって、A ～ C 類の共通性からは、

それらの胎土は同一の地質学的背景を有する地域内の堆積物に由来することが示唆される。

　森平遺跡の位置する佐久盆地および周辺域の地質は、河内・荒牧（1979）、荒牧（1993）、中野ほか（1998）

などにより概観することができる。本遺跡は、千曲川の支流である湯川右岸の沖積低地に位置しており、

森平遺跡付近の湯川右岸側（北側）には沖積低地より一段高い段丘が分布している。この段丘は、約 2 ～ 2.5

万年前に発生した浅間火山の山体崩壊堆積物である塚原泥流により構成されている（町田ほか編 2006）。

湯川左岸側（南側）にも段丘が分布し、上述の（町田ほか編 2006）では塚原泥流からなる段丘の南部と

しているが、右岸側の段丘よりも上面の標高が若干低いことから、千曲川の形成した河成段丘とする記載

もある（例えば長野県 1991 など）。岩村田付近より上流の湯川は、約 1.3 ～ 1.5 万年前に噴出した浅間火

山軽石流期の火砕流堆積物からなる斜面の開析谷を流れている（町田ほか編 2006）。さらに、森平遺跡か

ら西へ 2.5km ほどで、湯川は千曲川の沖積低地に入り、合流する。千曲川は、中生代の堆積岩類からな

る秩父帯の分布する関東山地から流れ出し、東側の関東山地と、西側の主に安山岩質の火山噴出物からな

る八ヶ岳北東麓との間を流下し、佐久盆地南部では東側に安山岩質溶結凝灰岩からなる志賀溶結凝灰岩な

どの新第三紀鮮新世の火山岩・火砕岩類からなる山地も分布する。湯川との合流点付近における千曲川の

沖積低地には、これらの地質に由来する砕屑物が混在していると考えられ、上述の地質記載は今回の A

～ C 類の特徴とよく一致する。このことから、A ～ C 類の胎土の地域性として、湯川と千曲川の合流点

付近の地域を想定することができる。ただし、現時点では、各類の詳細な地域性を推定することはできな

い。おそらく、ある特定の層位や場所の堆積物が採取されていると考えられ、その範囲を絞っていくため

には、周辺地域の各地各層位の自然堆積物を実際に分析し、比較検討する必要がある。

　なお、SB09 から出土した粘土塊は、上述したように、土器胎土との地質学的背景は共通する一方、胎

土分類はいずれの土器試料とも一致しなかった。ただし、今回の分析結果では、土器試料に比べて砕屑物

の量比が有意に低いという特徴が確認された。砕屑物の量比の違いが、自然堆積物の粘土と土器胎土用の

粘土（素地土）との差異を反映したものであれば、砂粒等の混和材の状況や粘土の調整方法を示す可能性

がある。

　また、SB09 出土土器では、壺と甕で胎土分類が異なるという特徴が認められた一方で、SB09 の壺の胎
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土は、同遺構出土の鉢や別遺構出土の台付甕や台付鉢の胎土と近似することも確認された。これらのこと

から、森平遺跡における弥生土器の胎土は、SB09 の壺の胎土と SB09 の甕の胎土の両者により特徴付け

られる可能性がある。

　この壺と甕という器種間に認められた土器胎土の差異は、粘土や混和材等の調整、用途による素地土の

違いなど土器製作時の事情を反映している可能性もある。同一の器種における胎土分類を詳細にみると、

SB01 出土の壺は、SB09 出土の壺と砂粒の状況は類似するが化学組成において有意差が認められ、材料や

調整の違いは若干あったことが推定される。

　現段階では、佐久地域における弥生土器を対象とした調査事例は少なく、比較対照による本遺跡の胎土

の特性を言及するには至らない。なお、水沢（1994）は、本分析と同様に薄片観察による鉱物・岩石組成

と地質との比較から、塚田遺跡（御代田町塩野）出土の縄文土器胎土の地域性を推定している。本分析で

対象とした土器の時代が異なり、また、分析以前の所見により在地とはされない試料が多く選択されてい

る。そのため、本分析結果との比較は難しいが、その中で分析により「在地の土」とされた胎土には安山

岩片や流紋岩片が多く含まれるなど、本分析試料の胎土との共通点も認められる。今後は、試料の蓄積を

行い、当該期の遺跡間や器種間における胎土の特性の比較、さらに、胎土の材料となった粘土や砂粒の地

質学的な由来を検討することが必要と考えられる。

（5）委託結果を受けての考察

委託結果は以上のとおりである。ここでは、粘土と土器の関係、遺跡出土土器胎土の由来 2 点について、

若干の考察を加えたい。

①粘土と土器の関係

今回は砕屑物の分析結果として砕屑物の鉱物・岩石組成、胎土における砕屑物の割合、砂の粒径組成の

3 つの観点から類別が行われ、さらに化学組成分析によって砕屑物を含む粘土全体の類別がなされた。特

に粘土塊（試料 No.1・2）は砕屑物自体の割合が土器試料より明らかに低く、粒径の中粒砂以上の大きな

砕屑物が土器よりも少ない結果となった。また、極細粒砂が 20% 内外とやや多い点で粒径組成の m1 と

共通し、極細粒砂が 10% 下回る m2 とは異なることも分かった。このことは、SB09 から出土した粘土塊

を自然状態（何も調整がなされていない天然もの）と仮定した場合、土器作りに際して中粒砂以上の砂が

混和材として添加されたことを示唆する。これに対し、土器試料 No.7・8・9 の 3 点（第 7 表「粒径組成」

m2）は中粒砂と細粒砂が多く、逆に極粗粒砂がみられず、極細粒砂・粗粒シルトもきわめて少ない。そ

のため粘土塊 No.1・2 からこのような胎土の土器をつくる場合、極細粒砂以下を篩分けて除去しなければ

ならないだろう。

このことから、粘土を採取し、そこへ粒径の大きな砕屑物を混和して製作された土器が B 類、粘土か

ら細粒の砕屑物を除去して製作された土器が C 類という可能性が考えられよう。ただ、鉱物・岩石の種

類をみると、粘土塊試料 2 に含まれている酸化角閃石、同 1 に含まれているザクロ石が、そこに中粒砂以

上の砂を添加して作ったはずの粒径組成 m1 のうち一部の土器からは欠落しているなど、矛盾する部分も

あり、製作過程は、それほど単純ではないことも予想される。

②遺跡出土土器の分類

今回の砕屑物の分析結果をふまえて、森平遺跡出土土器のうち掲載個体 281 点を肉眼観察したところ（4

章第 3 節 1）、鉱物／岩石における胎土分類（第 7 表）の B・C 類ともに微細な白色粒子を多量に含んで

いることで共通する。これは薄片の偏光顕微鏡観察と肉眼観察の対比によって中粒砂の主体を占める風化

斜長石と同定される。特に B 類はこの他に個体毎に格差があるものの、火山ガラスや高温型石英が認め

られ、薄片で安山岩・流紋岩・凝灰岩・花崗岩などに相当するとみられる岩片が観察される。そこで肉眼
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観察上、胎土分類の B 類に類似した特徴をもつ土器群を 1 類とした（第 4 章第 7 表）。また、胎土分類の

C 類（試料 No.7 ～ 9）は、肉眼観察においても輝石が多く火山ガラスが少ないため、肉眼観察において

これらと類似した特徴をもつ土器群を 2 類として区別した。

さて、胎土分類のＣ類は大雑把にとらえると A・B 類と同様の地質学的由来が指摘されたが化学組成

を含む胎土分類の結果（（３）②）からは、A・B 類とは明確に分離されている。また砕屑物の種類にお

いて試料 No.7 ～ 9 は斜方輝石・単斜輝石を多く含み、酸化角閃石を含まないことに注目すれば、八ヶ岳

山麓から千曲川へ流下したとみられる酸化角閃石を含む胎土分類の A 類の土器群より、浅間火山の堆積

物の組成（河内・荒牧 1979、河内 1995）により近いと判断される。また、今回の委託分析結果によると

SB09 の甕（試料 No.7 ～ 9）はすべて C 類でであったが、肉眼観察により設定した 2 類には壺・甕・鉢・

蓋が含まれ、特に胎土と器種の関係が対応しているとは考えずらい。また、森平遺跡出土土器には 1 類、

2 類の他に、風化した黄褐色粒子が含まれかつ色調が 10YR8/6 の白色系の胎土が認められ、これを仮称 3

類とした。そしてこれら 1 ～ 3 類から外れる胎土も観察された。そこには有東式とされた SK001 出土の

壺 502 の角閃石・輝石を含み、白色の胎土も含まれている。結果的にミニチュア土器以外の掲載土器 271

個体のうち 149 点が 1 類、22 点が 2 類、23 点が 3 類で、それぞれ全体の 55.0％、8.2％、8.5％にあたるこ

とが確認された。

このように肉眼観察という前提があるものの、遺跡出土の土器胎土の多くが 1 類というかなり類似した

胎土で構成されることは、湯川・千曲川の堆積物の岩石組成を反映する限定的な粘土採取地と調整方法が

想定されよう。C 類胎土は輝石を含むという組成の背景が、器種による粘土の選択性でないとすれば粘土

採取地等の違いによる可能性も考えなければならない。

（6）まとめ

　今回の委託試料では、粘土塊も土器胎土も、大きくは湯川ないし千曲川もしくはその両者の堆積物の組

成を反映していることから、近隣で採取したものとしてとらえられることが判明した。また砕屑物の種類・

粒径組成・化学組成の検討から、土器づくりを行う際に素地土の調整が行われていた可能性や、粘土その

ものの微妙な採取地の違いも予想された。今回の委託試料には、胎土が異なることから搬入品と判断され

るようなものは存在しなかったものの、掲載土器全体の肉眼観察結果からは、今回の試料とは胎土が異な

るものが確認された。これらの中に実際の搬入品が含まれているのかどうか、時間的な制約から分析し得

なかったため、今後の課題としたい。

（註 1）通常土器中に入っている鉱物・岩石は砂レベルの粒径であることから「砂」と標記されているが、今回は細礫やシルトも考察の範疇に入るため、「細砕物」と

標記する。

（註 2）Ｘ軸に SiO2、Ｙ軸に Al2O3 をとると、火山ガラスが多く、より SiO2 の値が高い側に B 類がみられ、火山ガラスも石英も含まない C 類はそれと逆の傾向を示す。

また、石英を含む粘土塊はそれよりやや酸性側（SiO2 側）に偏る。（執筆者解説）

（註 3）造岩鉱物のうち長石類全体におけるアルカリ長石の割合を横軸に、アルカリ長石におけるカリ長石の割合を縦軸に設定してＸＹグラフを描いた本結果におい

て、No.11 と 12、1 ～ 6 と 10、7 ～ 9 がグループを作っている。アルカリ長石は安山岩・デイサイト・流紋岩の順に増えていくため、石英が少なく輝石が多く、安山

岩を母岩とする可能性がより高い試料 No.7 ～ 9 のＣ類がより低い値にまとまることは納得される。（執筆者補足）

（註 4）微量元素のうち、Sr と Rb は須恵器の胎土分析においても日本列島の粘土の地域特性を反映するといわれている（三辻 1983）。（執筆者補足）
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第 10 表　 放射性炭素年代測定結果

第 11 表　暦年較正結果

試料名 種類 補正年代
BP

δ 13C
（‰）

測定年代
BP Code.No.

SB101 C2 コナラ亜属クヌギ節 1,870 ± 40 － 30.87 ± 0.69 1,960 ± 40 IAAA － 42423

SB101 C4 コナラ亜属クヌギ節 1,750 ± 40 － 28.28 ± 0.71 1,800 ± 40 IAAA － 42424

1）年代値の算出には、Libby の半減期 5568 年を使用。
2）BP 年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。
3）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

試料名 補正年代
(BP) 暦年較正年代（cal） 相対比 Code No.

SB101 C2 1,866 ± 41
cal AD    85 － cal AD   175 cal BP 1,865 － 1,775 0.818

IAAA － 42423
cal AD   191 － cal AD   212 cal BP 1,759 － 1,738 0.182

SB101 C4 1,748 ± 40 cal AD   238 － cal AD   342 cal BP 1,712 － 1,608 3.608 IAAA － 42424

1）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIBREV4.4（Copyright 1986-2002 M Stuiver and PJ Reimer）を使用
2）計算には表に示した丸める前の値を使用している。
3）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

第２節　今井西原遺跡の自然科学分析

　自然科学分析は、すべてパリノ・サーヴェイ（株）に委託して行った。以下はその報告書を基に再構成

した概要である。

1．放射性炭素年代測定
今井西原遺跡 SB101 の年代を知るために、SB101 の床面付近で出土した炭化材 2 点（C2、C4）につい

て放射性炭素年代測定を行った。

測定は、加速器分析研究所の協力を得て、AMS 法によって行った。測定機器は、3 ＭＷ小型タンデ

ム加速器をベースとした 14C － AMS 専用装置（NEC　Pelletron　9SDH － 2）を使用し、測定時に

標準資料である米国国立標準局（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX －Ⅱ）とバックグラウンド

試料の測定も行った。同時に 13C/12C の測定も行い、この値を用いてδ 13C を算出した。放射性炭素の

半減期は LIBBY の 5568 年を使用した。暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM 

CALIBREV5.0（Copyright 1986 － 2005 M Stuiver and PJ Reimer）を用い、北半球の大気圏における暦

年較正曲線を用いる条件を与えて計算を行った。

その結果、C2 の年代は、1870BP、C4 の年代は 1750BP で、暦年較正年代で確率の高いものは、各

calAD85―175、calAD238 － 342 となった（第 11 表）。C4 の年代は、古墳時代前期と考えられる SB101

の年代と合致するが、C2 の年代はやや古めであり、年代測定に使用した材の性格について検討が必要と

思われる。

2．樹種同定
今井西原遺跡 SB101・ST104 の構築材や当時の周辺環境を知るために、SB101 の床面付近で出土した

炭化材 7 点（8 トレ、C1、C2、C4 西、C4 東、C7、C12）と、ST104 の P5 から出土した炭化材 1 点の計

8 点について樹種同定を行った。

同定は、炭化材の 3 面の割断面を作成し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の断

面を観察することによって行った。

第８章　自然科学分析
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第 12 表　 樹種同定結果
地区 遺構 時期 試料名 樹種

①区
SB101 古墳時代前期

8 トレ コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C1 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C2 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

C4（西） コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C4（東） コナラ属コナラ亜属クヌギ節

C7 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C12 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

ST104 P5 バラ科ナシ亜科

その結果、SB101 出土炭化材は 7 点ともコナラ属コナラ亜属クヌギ節に、ST104 P5 出土炭化材はバラ

科ナシ亜科に同定された（第 12 表）。ST104 P5 出土炭化材の導管配列はナシ亜科の中でもカマツカに似

るが、放射組織の大きさ等が現生標本と異なることから、種の同定までには至らなかった。

日本国内のクヌギ節にはクヌギとアベマキの 2 種類があるが、本地域ではクヌギが一般的であること

からクヌギの可能性が高い。クヌギの材質は重硬で強度が高いことから住居の構築材であったと思われる。

ナシ亜科も強度が高い材質を有する種が多いが、現時点では用途等は不明である。

3．珪藻分析
　本遺跡内や遺跡周辺の古環境の変遷を知るために、1 区Ｉ－ 18 地点の断面で採取した土壌サンプル 7

点と 2 区東壁で採取した土壌サンプル 6 点の計 13 点について珪藻分析、花粉分析、珪酸体分析を行った。

本遺構の土層は大きく 4 分層され（第 6 章第 2 図）、さらに各層が細分される。分析の対象としたのは、

1 区Ｉ－ 18 地点がⅠ－ 2 層から 1 点（No.1）、Ⅱ－ 1 層から 1 点（No.2）、Ⅲ－ 1 層から 1 点（No.3）、Ⅲ

－ 2 層から 2 点（No.4・5）、Ⅳ層から 1 点（No.6）、SD101 の埋土から 1 点（No.7）の計 7 点。2 区東壁は、

Ⅰ層下部から1点（No.1）、Ⅲ層から2点（No.2・3）、溝状遺構の埋土から1点（No.4）、Ⅳ－1層から1点（No.5）、

Ⅳ－ 6 層から 1 点（No.6）の計 6 点である。

珪藻分析は試料を湿重で 7g 前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理

を施して、珪藻化石を凝集、検鏡に適する濃度まで希釈、カバーガラス上に滴下して乾燥の後、プリュ

ウラックスで封入して、永久プレパラートを作成した。検鏡は、光学顕微鏡で油侵 600 倍あるいは 1,000

倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存す

るものを対象に 200 個体以上同定・計数した。但し、化石の少ない試料はこの限りではない。種の同定

は、以下の植物誌や図鑑類などを参照した（原口ほか 1998）、（Krammer 1992）、（Krammer & Lange －

Bertalot 1986・1988・1991a・1991b）。

　同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアルファベット順に並べた一

覧表で示した（第 13 表）。淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度（pH）・流水に対

する適応能を示した。また、環境指標種はその内容を示した。産出個体数 100 個体以上の試料は、産出率

3.0% 以上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布図を作成した（第 5 図）。また、産出化石

が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求めた。堆積環境の解析は、淡水生種は安

藤報告（安藤 1990）、陸生珪藻は伊藤・堀内報告（伊藤・堀内 1991）、汚濁耐性は、Asai & Watanabe 分類（Asai 　 

& Watanabe 1995）の環境指標種を参考とした。1 区Ｉ－ 18 地点の No.5・6 と 2 区東壁の No.2・6 を除

く各試料から、計 28 属 136 種の珪藻化石が産出した。珪藻化石が産出した試料での完形殻の出現率は 10

～ 60％で上層にいく程出現率が高い。

1 区 I － 18 SD101 埋土は珪藻化石の保存状態は不良であり、流水性種や塩分や塩類を豊富に含む水域

第２節　今井西原遺跡の自然科学分析
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第 13 表　珪藻分析結果

　種　　　　　類
生態性

　　　　　　　　DIN 1 区 I － 18 断面地点　　　　　　　　　　DIN2 区東壁

環境
指標種

Ｉ－ 2
No.1

Ⅱ－ 1
No.2

Ⅲ－ 1
No.3

2
No.4

2
No.5

Ⅳ
No.6

SD101
No.7

I 層
No.1

Ⅲ層
No.2

Ⅲ層
No.3

SD
No.4

Ⅳ－ 1
No.5

Ⅳ－ 6
No.6塩分 pH 流水

　Nitzschia sigma (Kuetz.)W.Smith Euh-Meh E2 － － － － － － － 1 － － － － －

　Nitzschia compressa (Bailey)Boyer Meh E1 － 1 － － － － － － － － － － －

　Amphora veneta Kuetzing Ogh-Meh al-bi l-ph 2 － － － － － － 2 －　 － － － －

　Bacillaria paradoxa Gmelin Ogh-Meh al-bi l-ph U 1 － － － － － － － － － － － －

　Cymbella pusilla Grunow Ogh-Meh al-il ind － － 1 － － － － － － － － － －

　Fragilaria brevistriata Grunow Ogh-Meh al-il l-ph U 2 3 － － － － － － － － － － －

　Gomphonema pseudoaugur Lange-Bertalot Ogh-Meh al-il ind S 1 － － － － － － － － － － － －

　Navicula goeppertiana (Bleisch)H.L.Smith Ogh-Meh al-il ind S － － 6　　　　　　　　　　　1 － － － － － － － － －

　Navicula pygmaea Kuetzing Ogh-Meh al-il ind U － 1 － － － － － － － － － － －

　Navicula tenera Hustedt Ogh-Meh al-il ind S 4 － － － － － － － － － － － －

　Navicula veneta Kuetzing Ogh-Meh al-il ind S 10 8 － 2 1 － － 3 － － － － －

　Nitzschia inconspicua Grunow Ogh-Meh al-il ind 2 3 1 － － － － 1 － － － － －

　Nitzschia levidensis var. victoriae Grunow Ogh-Meh al-il ind U 1 1 － － － － － 1 － － － － －

　Nitzschia obtusa var. scalpelliformis Grunow Ogh-Meh al-il ind S 1 － － － － － － － － － － － －

　Nitzschia palea (Kuetz.)W.Smith Ogh-Meh ind ind S 2 － － 1 － － － 1 － － － － －

　Rhopalodia gibberula (Ehr.)O.Muller Ogh-Meh al-il ind 11 11 11 17 1 3 9 12 6 6 4 31 －

　Achnanthes hungarica Grunow Ogh-ind al-il ind U 9 5 － － － － － － － － － － －

　Achnanthes inflata (Kuetz.)Grunow Ogh-ind al-il r-ph T － － － － － － 1 － － 2 － － －

　Achnanthes lanceolata (Breb.)Grunow Ogh-ind ind r-ph K,T 4 7 1 － － － － 9 － － － － －

　Achnanthes minutissima Kuetzing Ogh-ind al-il ind U － 1 － 1 － － － － － － － － －

　Amphora affinis Kuetzing Ogh-ind al-il ind U 2 1 － 1 － － － － － 1 － 2 －

　Amphora montana Krasske Ogh-ind ind ind RA,U － 1 － － － － － 1 － － － － －

　Aulacoseira crenulata (Ehr.)Krammer Ogh-ind ind l-ph － － － － － － 2 － － 1 3 1 －

　Caloneis aerophila Bock Ogh-ind al-il ind RA 1 － － － － － － － － － － － －

　Caloneis angustivalva Petit Ogh-unk unk unk RI － － － － － － － － 1 － － － －

　Caloneis bacillum (Grun.)Cleve Ogh-ind al-il r-ph U 6 8 － 3 － － － 4 － 1 － － －

　Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot Ogh-ind ind l-ph RB － － 1 － － － 3 － － － 3 － －

　Caloneis schumanniana (Grun.)Cleve Ogh-ind al-il l-bi 1 － － － － － － － － － － － －

　Caloneis silicula (Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il ind 2 6 1 1 － － － 5 － － － － －

　Cocconeis placentula var. euglypta (Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il r-ph T － 1 1 － － － － － － － － － －

に生育する種や陸生珪藻等の様々な由来の種類が混在する状況が認められ、流水等による運搬作用により

集水域の様々な環境に生育する珪藻化石が堆積したと推測され、当該期は河川の影響を強く受けていた可

能性がある。

弥生・古墳時代の包含層である黒色土層（Ⅲ層）（1 区 I － 18 No.3 － 5、2 区東壁 No.3）では、1 区 I

－ 18 からは Rhopalodia gibberula が多産し、汚濁した水域にも耐性のある広域適応性種を含む流水不定

性種や陸生珪藻 A 群を伴うといった特徴が認められた。このことから、塩類の集積し易いような富栄養

の水域環境が推測されるが、陸生珪藻が検出されることから、定常的に水が存在せず乾いた時期も存在し

ていたと考えられる。一方、2 区東壁では陸生珪藻 A 群が多産し、沼沢湿地付着生種群を伴う特徴が認

められたことから、当土層の堆積時はしばしば乾燥する湿地の環境であったことが推測される。したがっ

て、この黒色土は、氾濫堆積物を母材とし、河川の影響が減少するとともに周辺が湿地化し、長期間植物

が被覆し腐植が集積したと推測される。

Ⅱ ･ Ⅰ層では、珪藻化石群集は好汚濁性種、広域適応性種、中～下流性河川指標種群を含む流水性種

等が検出されたことから、塩類を豊富に含む富栄養な水域環境が考えられる。なお、珪藻化石群集に認め

られた淡水～汽水性種の Navicula veneta、Rhopalodia gibberula、流水不定性の Achnanthes hungarica、

Gomphonema parvulum、Nitzschia amphibia、陸生珪藻 B 群であり好汚濁性種の Navicula confervacea は、

現在の水田土壌（安藤 1966、金綱 1967、根来・東野 1986、伊藤 1994）や水田遺構（パリノ・サ－ヴェイ（株） 

1986、田中 1987）から普通に検出される種類である。
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　種　　　　　類
生態性

　　　　　　　　DIN 1 区 I － 18 断面地点　　　　　　 　　　DIN2 区東壁

環境
指標種

Ｉ－ 2
No.1

Ⅱ－ 1
No.2

Ⅲ－ 1
No.3

2
No.4

2
No.5

Ⅳ
No.6

SD101
No.7

I 層
No.1

Ⅲ層
No.2

Ⅲ層
No.3

SD
No.4

Ⅳ－ 1
No.5

Ⅳ－ 6
No.6塩分 pH 流水

　Craticula cuspidata (Kuetz.)D.G.Mann Ogh-ind al-il ind S 1 3 － 1 － － － 1 － － － － －

　Craticula halophila (Gran. ex V.Heurck)D.G.Mann Ogh-ind al-il ind － － 1 － － － － － 1 － － － －

　Craticula spp. Ogh-unk unk unk － － 2 － 1 － － － 3 － － － －

　Cymbella perpusilla A.Cleve Ogh-hob ac-il l-ph － － － － 1 － － － － － － － －

　Cymbella silesiaca Bleisch Ogh-ind ind ind T 3 5 － － － － － 4 － － － 1 －

　Cymbella sinuata Gregory Ogh-ind ind r-ph K,T － 2 － － － － － － － － － － －

　Cymbella tumida (Breb. ex Kuetz.)V.Heurck Ogh-ind al-il ind T － － － － － － － － 1 － － － －

　Cymbella turgidula Grunow Ogh-ind al-il r-ph K,T 2 1 1 － － － － － － － － － －

　Diploneis ovalis (Hilse)Cleve Ogh-ind al-il ind T 1 5 1 2 － － 3 2 1 2 6 － －

　Diploneis parma Cleve Ogh-ind ind ind － － － 3 － － 2 － 1 － － － －

　Diploneis yatukaensis Horikawa et Okuno Ogh-ind ind l-ph RI 1 － － － 1 9 7 － 1 9 2 30 －

　Diploneis spp. Ogh-unk unk unk － － － 1 4 4 5 － 3 10 1 9 －

　Eunotia gracialis Meister Ogh-hob ind l-bi － － － － － － － － － － 1 － －

　Eunotia monodon Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph O － － － 1 － － － － － － － － －

　Eunotia pectinalis (Kuetz.)Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O,T － － － － － － － － － 1 － － －

　Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.)Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O,T － － － － － － 1 － － － 2 － －

　Eunotia pectinalis var. undulata (Ralfs)Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O － 1 － － － － 5 2 － － 1 － －

　Eunotia pectinalis var. ventralis (Ehr.)Hustedt Ogh-hob ac-il ind － 1 － － － － － － － － － － －

　Eunotia praerupta Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph RB,O,T － － － 3 － 2 1 2 － 7 6 5 －

　Eunotia praerupta var. bidens Grunow Ogh-hob ac-il l-ph RB,O － － － － 2 － 5 － 2 1 8 － －

　Eunotia spp. Ogh-unk unk unk － － － － － 2 － － － － － － －

　Fragilaria capucina var. gracilis (Oestr.)Hustedt Ogh-ind al-il l-ph T 1 1 － － － － － 1 － － － － －

　Fragilaria capucina var. mesolepta (Rabh.)Rabenhorst Ogh-ind al-il l-ph T 1 2 － － － － － － － － － － －

　Fragilaria construens (Ehr.)Grunow Ogh-ind al-il l-ph U － － － 1 － － － － － － － － －

　Fragilaria construens fo. venter (Ehr.)Hustedt Ogh-ind al-il l-ph S 1 － － 2 － － － － － － － － －

　Fragilaria parasitica (W.Smith)Grunow Ogh-ind al-il ind U 1 1 － － － － － － － － － － －

　Fragilaria pinnata Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph S － 1 1 － － － － － － － － － －

　Fragilaria virescens Ralfs Ogh-ind ac-il l-ph U － － － － 1 － 6 － 1 8 9 3 －

　Frustulia vulgaris (Thwait.)De Toni Ogh-ind al-il ind U － － － 1 － － － － － － 1 － －

　Frustulia vulgaris var. capitata Krasske Ogh-ind al-il ind － － 4 － － － － － 2 － － － －

　Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O － － － － － － 1 － － － － － －

　Gomphonema angustatum (Kuetz.)Rabenhorst Ogh-ind al-il ind U － 1 1 － － － 1 － － － － － －

　Gomphonema angustatum var. linearis Hustedt Ogh-ind ac-il unk － － － － － － － － － － 1 － －

　Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph O,U － 1 － 2 － － － 3 1 － － － －

　Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh-ind ind ind U 11 27 4 6 3 － 1 9 － 1 3 － －

　Gomphonema parvulum var. lagenula (Kuetzing)Frenguelli Ogh-ind ind r-ph S － － － － － － － 1 － － － － －

　Gomphonema spp. Ogh-unk unk unk － 1 － － 1 1 1 － 1 － － － －

　Gyrosigma procerum Hustedt Ogh-ind al-il ind － － － － － － － 1 － － － － －

　Gyrosigma spp. Ogh-unk unk unk － － 2 － － － － 1 － － － － －

　Hantzschia amphioxys (Ehr.)Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U － 1 15 3 3 2 8 － 2 6 8 3 －

　Melosira varians Agardh Ogh-hil al-bi r-ph K,T － 1 － － － － － － － － － － －

　Meridion circulae var. constrictum (Ralfs)V.Heurck Ogh-ind al-il r-bi K,T － － － － － 1 11 － － 1 7 2 －

　Navicula ariiensis Okuno Ogh-unk unk unk － － － － － － － － － － 1 － －

　Navicula clementis Grunow Ogh-ind al-il ind T － － － － － － － 1 － － － － －

　Navicula confervacea (Kuetz.)Grunow Ogh-ind al-bi ind RB,S 27 18 3 1 － － － 51 － － 1 － －

　Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA,T 1 1 － 1 － － － － － － － － －

　Navicula contenta fo. biceps (Arnott)Hustedt Ogh-ind al-il ind RA,T － － － － － － － 1 － － － 1 －

　Navicula cryptocephala Kuetzing Ogh-ind al-il ind U － － 1 － － － － － － － － － －

　Navicula elginensis (Greg.)Ralfs Ogh-ind al-il ind O,U － 1 － － － － 1 1 － 2 1 － －

　Navicula elginensis var. cuneata H.Kobayasi Ogh-ind al-il ind － － － － － － － － － － － 2 －

　Navicula elginensis var. neglecta (Krass.)Patrick Ogh-ind al-il r-ph U 6 4 1 2 － － － 11 － － － － －

　Navicula gallica var. perpusilla (Grun.)Lange-Bertalot Ogh-ind ind ind RI － － － 1 － － － － － － － － －

　Navicula hambergii Hustedt Ogh-ind ind ind RI － － － － 1 － － － － － － － －

　Navicula kotschyi Grunow Ogh-ind al-il ind 9 9 1 － － － － 7 1 1 － 1 －

　Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA,S 5 1 21 10 － 1 10 － 4 24 20 3 －

　Navicula plausibilis Hustedt Ogh-ind ind ind － － － － － － 1 － － － 1 － －

　Navicula seminulum Grunow Ogh-ind ind ind RB,S 1 － － － － － － － － － － － －

　Navicula symmetrica Patrick Ogh-ind al-il ind T 1 － － － － － － － － － － － －
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　種　　　　　類
生態性

　　　　　　　　DIN 1 区 I － 18 断面地点　　　　　　　　 　　DIN2 区東壁

環境
指標種

Ｉ－ 2
No.1

Ⅱ－ 1
No.2

Ⅲ－ 1
No.3

2
No.4

2
No.5

Ⅳ
No.6

SD101
No.7

I 層
No.1

Ⅲ層
No.2

Ⅲ層
No.3

SD
No.4

Ⅳ－ 1
No.5

Ⅳ－ 6
No.6塩分 pH 流水

　Navicula viridula (Kuetz.)Kuetzing Ogh-ind al-il r-ph K,U － － － － － － － 2 － － － － －

　Navicula viridula var. rostellata (Kuetz.)Cleve Ogh-ind al-il r-ph K,U 1 2 － － － － － 2 － － － － －

　Navicula spp. Ogh-unk unk unk － － － － － － － － － － － － －

　Neidium affine (Ehr.)Cleve Ogh-hob ind l-bi － － － 1 － － － 1 － － － － －

　Neidium alpinum Hustedt Ogh-unk unk ind RA 2 1 － 1 1 － － 1 － 1 2 － －

　Neidium ampliatum (Ehr.)Krammer Ogh-ind ind l-ph 1 2 － 2 1 － － 1 － 1 2 － －

　Neidium spp. Ogh-unk unk unk － － － － 2 － － － － － － － －

　Nitzschia acidoclinata Lange-B. Ogh-ind al-il ind 4 － － － － － － － － － － － －

　Nitzschia amphibia Grunow Ogh-ind al-bi ind U 16 19 2 1 － 1 － 5 1 － － － －

　Nitzschia frustulum (Kuetz.)Grunow Ogh-ind al-il ind 3 － － － － － － － － － － － －

　Nitzschia hantzschiana Rabenhorst Ogh-ind al-bi ind U 11 5 － － － － － 5 － － － － －

　Nitzschia linearis W.Smith Ogh-ind al-il r-ph U － 1 － － － － － － － － － － －

　Nitzschia nana Grunow Ogh-ind ind ind RB,S 4 1 1 － － － － 3 － － － － －

　Nitzschia palustris Hustedt Ogh-ind ind unk － － － － － － － － － － － － －

　Nitzschia sinuata var. delognei (Grun.)Lange-Bertalot Ogh-ind al-il l-ph U 1 3 － － － － － 1 － － － － －

　Nitzschia tubicola Grunow Ogh-ind al-il ind S － － 1 － － － － － － － － － －

　Nitzschia spp. Ogh-unk unk unk 1 － － － － － － － － － － － －

　Orthoseira roeseana (Rabh.)O'Meara Ogh-ind ind ind RA － － － － － － － － 1 － － － －

　Pinnularia appendiculata (Ag.)Cleve Ogh-hob ind ind RB 1 － － － 1 － － － － － － － －

　Pinnularia acrosphaeria W.Smith Ogh-ind al-il l-ph O － 2 － 1 － － 1 － － － － － －

　Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA 1 － 10 1 2 1 3 － 2 10 3 3 －

　Pinnularia borealis var. brevicostata Hustedt Ogh-ind ind ind RA － － － 1 － － 1 － － － 1 － －

　Pinnularia borealis var. linearis M.Per. Ogh-ind ind ind RA － － 3 － － － － － － － － － －

　Pinnularia brauniana (Grun.)Mills Ogh-hob ac-bi l-ph － － － － － － － 2 － － － 1 －

　Pinnularia divergens W.Smith Ogh-hob ac-il l-ph － － － － － － 1 － － － － － －

　Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind O,U － 1 － 2 － － 1 － － － － － －

　Pinnularia gibba var. linearis Hustedt Ogh-hob ac-il ind － － － 1 － － － － － － － － －

　Pinnularia lata (Breb.)Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind RB － － － － － － － － － － － 1 －

　Pinnularia mesolepta (Ehr.)W.Smith Ogh-ind ind ind S 1 － － 1 － － － 2 － － － － －

　Pinnularia neomajor Krammer Ogh-ind ac-il l-bi T － － － 1 － － － － － － － － －

　Pinnularia nodosa Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph O 3 3 － － － － － 4 － 1 1 － －

　Pinnularia schoenfelderi Krammer Ogh-ind ind ind RI 4 1 － 2 1 － － 1 － － － － －

　Pinnularia schroederii (Hust.)Krammer Ogh-ind ind ind RI － － － 1 － 1 5 － － 1 8 3 －

　Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-il ind RB,S 2 4 3 － 1 － － － － － － 1 －

　Pinnularia viridis (Nitz.)Ehrenberg Ogh-ind ind ind O － － 1 － － － 1 － 1 － － － －

　Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk － － － 2 3 2 2 － 2 1 1 1 －

　Rhoicosphenia abbreviata (Ag.)Lange-B.   Ogh-hil al-il r-ph K,T － 1 － 1 － － － 1 － － － － －

　Rhopalodia gibba (Ehr.)O.Muller Ogh-ind al-il ind 1 － 1 1 － － － － － 2 － － －

　Rhopalodia novae-zealandiae Hustedt Ogh-ind al-il ind － － － － － － － － － － － － －

　Rhopalodia quisumbirgiana Skvortzow Ogh-hil al-il ind － － － 1 － － － － － － － － －

　Sellaphora americana (Ehr.)Mann  　 Ogh-ind al-il l-ph － － － － － － － － － － － 1 －

　Sellaphora bacillum (Ehr.)Mann Ogh-ind al-il ind U － － － － － － － 1 － － － － －

　Sellaphora laevissima (Kuetz.)Mann Ogh-ind ind ind － 1 － 2 － － － － － － － 1 －

　Sellaphora pseudopupula (Krasske)Lange-B. Ogh-ind ind ind － 1 － － － － － － － － － － －

　Sellaphora pupula (Kuetz.)Mereschkowsky Ogh-ind ind ind U 3 2 2 10 － － － 8 － － 2 － －

　Stauroneis acuta W.Smith Ogh-ind al-il l-ph － 1 － － － － － 1 － － － － －

　Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh-ind ind ind T － － － 1 － － － － － － － － －

　Stauroneis borrichii (Pet.)Lund Ogh-ind ind ind RI － － 4 － － － － － － 1 － － －

　Stauroneis lauenburgiana fo. angulata Hustedt Ogh-ind al-il ind － － － － － － － － － － － － －

　Stauroneis obtusa Lagerstedt Ogh-ind ind ind RB － － 5 － － － － － － 1 － － －

　Stauroneis phoenicenteron (Nitz.)Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O － － － － － － － － － － 1 － －

　Stauroneis spp. Ogh-unk unk unk － － － － － 1 － － － － － － －

　Surirella angusta Kuetzing Ogh-ind al-il r-bi U 5 2 1 － － － － 18 － － － － －

　Surirella bohemica Maly Ogh-ind ind unk － － － － － － － 1 － － － － －

　Surirella linearis W.Smith Ogh-ind ind l-ph － 1 － － － － － － － － － － －

　Surirella ovata Kuetzing Ogh-ind al-il r-ph U － － － － － － － － － － － － －

　Surirella ovata var. pinnata (W.Smith)Hustedt Ogh-ind al-il r-ph U 4 2 － － － 1 － 2 － － － － －

　Synedra ulna (Kuetz.)Ehrenberg Ogh-ind al-il ind U － 1 － － － － 2 － － － － － －
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第 5 図　 主要珪藻化石群集の層位分布

　海水生種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　海水～汽水生種 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

　汽水生種　 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　淡水～汽水生種 37 27 19 21 2 3 9 20 6 6 4 31 0

　淡水生種 167 176 97 81 30 29 93 180 33 97 107 75 0

　珪藻化石総数 204 204 116 102 32 32 102 201 39 103 111 106 0

凡例
H.R.：塩分濃度に対する適応性 pH：水素イオン濃度に対する適応性 C.R.：流水に対する適応性
Euh-Meh：海水生種－汽水生種 al － bi：真アルカリ性種 l － bi：真止水性種
Meh：汽水生種 al － il：好アルカリ性種 l － ph：好止水性種
Ogh － Meh：淡水－汽水生種 ind：pH 不定性種 ind：流水不定性種
Ogh － hil：貧塩好塩性種 ac － il：好酸性種 r － ph：好流水性種
Ogh － ind：貧塩不定性種 ac － bi：真酸性種 r － bi：真流水性種
Ogh － hob：貧塩嫌塩性種 unk：pH 不明種 unk：流水不明種
Ogh － unk：貧塩不明種

環境指標種群
E1：海水泥質干潟指標種，E2：汽水泥質干潟指標種（以上は小杉 1988）
K：中～下流性河川指標種，O：沼沢湿地付着生種（以上は安藤 1990）
S：好汚濁性種，U：広域適応性種，T：好清水性種（以上は Asai and Watanabe 1995）
R：陸生珪藻（RA：A 群，RB:B 群，RI：未区分、伊藤・堀内 1991）

4．花粉分析
　

　遺跡周辺の植生の変遷を知るために、花粉分析を前述の珪藻分析と共通の土壌サンプル計 13 点につい

て行った。

試料は、各々約 10g について、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛 比重 2.3）よる有機

物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸 9・濃硫酸 1 の混合液）処理によ

る植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集した。残渣をグリセリン

で封入してプレパラートを作成し、400 倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての

種類について同定・計数した。

結果は第 14 表、第 6 図のとおりである。花粉化石が検出されたのは、1 区 I － 18 の No.1・2、2 区東

壁の No.1・2 のみである。この他の試料では、花粉化石はほとんど検出されず、保存状態も不良である。

木本花粉は、いずれの試料もマツ属が高率で検出されることを特徴とし、ツガ属、スギ属、コナラ亜属等

が低率で伴う。一方、草本花粉は、いずれの試料においてもイネ科が多産し、この他にガマ属、ミズアオ

イ属、サンショウモなど水生植物の花粉化石や渡来種であるソバ属の花粉化石が検出される。

マツ属の割合が極めて高いといった組成は、北畑遺跡（佐久市）で行われた分析調査では、中近世に
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第 14 表　 花粉分析結果

種類
DIN 1 区 I-18 断面地点 DIN2 区東壁

Ⅰ－ 2
No.1

Ⅱ－ 1
No.2

Ⅲ－ 1
No.3

2
No.4

2
No.5

Ⅳ
No.6

SD101
No.7

I 層
No.1

Ⅲ層
No.2

Ⅲ層
No.3

SD
No.4

Ⅳ－ 1
No.5

Ⅳ－ 6
No.6　　　　　　　　　　　　　　　　　試料番号 

　木本花粉

　　モミ属 － 1 － － － － － 2 1 － － － －

　　ツガ属 15 12 － 1 － － － 2 14 1 － － －

　　トウヒ属 2 1 － － － － － 1 1 － － － －

　　カラマツ属 1 － － － － － － 2 － － － － －

　　マツ属単維管束亜属 － － － － － － － 1 － － － － －

　　マツ属複維管束亜属 188 171 1 － 3 1 － 148 32 － － － －

　　マツ属（亜属不明） 58 46 － － 1 － 1 48 17 － － 1 －

　　スギ属 13 8 － － － － － 14 10 － － － －

　　イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 － － － － － － － 2 3 － － － －

　　クルミ属 2 3 － － － － － 4 1 － － － －

　　クマシデ属－アサダ属 6 2 － 1 － － － 7 3 － － － －

　　ハシバミ属 1 － － － － － － － － － － － －

　　カバノキ属 2 2 － － － － － 4 4 － － － －

　　ハンノキ属 1 1 － － － 1 － 2 2 － － － －

　　ブナ属 1 1 － － － － － － － － － － －

　　コナラ属コナラ亜属 12 6 － － － － － 12 8 － 1 － －

　　コナラ属アカガシ亜属 － 1 － － － － － － 1 － － － －

　　ニレ属－ケヤキ属 7 5 － － － － － 6 3 － － － －

　　カエデ属 1 － － － － － － － － － － － －

　　ウコギ科 1 － － － － － － － － － － － －

　草本花粉

　　ガマ属 － － － － － － － － 1 － － － －

　　イネ科 229 140 8 1 1 － － 247 102 － － － －

　　カヤツリグサ科 5 2 11 － － － － 6 59 － － － -

　　ツユクサ属 － － － － － － － － 1 － － － －

　　ミズアオイ属 2 1 － － － － － 2 － － － － －

　　クワ科 － － － － － － － 1 － － － － －

　　サナエタデ節－ウナギツカミ節 － － － － － － 1 － － － － － －

　　タデ属 － － － － － － － 1 － 1 － － －

　　ソバ属 1 5 － － － － － 4 2 － － － －

　　アカザ科 1 1 1 － － － － 1 2 － － － －

　　ナデシコ科 1 1 － － － － － 2 1 － － － －

　　キンポウゲ科 － － － － － － － － 1 － － － -

　　アブラナ科 － － － － － － － － 1 － － － －

　　バラ科 － － － － － － － － 1 － － － －

　　フウロソウ属 － － － － － － － － 1 － － － －

　　キカシグサ属 － 1 － － － － － － － － － － －

　　セリ科 1 － － － － － － － 1 － － － －

　　ミツガシワ属 － － － － － － － － 1 － － － －

　　オミナエシ属 － － － － － － － － 1 － － － －

　　カラスウリ属 1 － － － － － － － － － － － -

　　ヨモギ属 2 3 5 2 － 1 － 1 7 － － － －

　　キク亜科 1 1 － － － － － － 1 - － － －

　　タンポポ亜科 2 2 3 － － － － － 14 － － － －

　不明花粉 － － － － － － － 2 2 － － － －

　シダ類胞子

　　ヒカゲノカズラ属 1 － － － － － － － － － － － －

相当する堆積物で認められている（未公表資料）。また、長野県内では、北信地域は近世を境とし、それ

まで優勢であったコナラ亜属が減少しマツ属が急増するとされており（田中・辻本 2000）、本地域におい

ても同様の変化があった可能性がある。なお、マツ属が多産する組成は、弥生・古墳時代包含層とされる

Ⅲ層（2 区東壁 No.2）からも認められたが、当地点はⅢ層上位は現耕作土であり上層の影響を受けている

可能性もあることから、調査所見と合せて検証する必要がある。
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第 6 図　 花粉化石群集の層位分布

種類
DIN 1 区 I-18 断面地点 DIN2 区東壁

Ⅰ－ 2
No.1

Ⅱ－ 1
No.2

Ⅲ－ 1
No.3

2
No.4

2
No.5

Ⅳ
No.6

SD101
No.7

I 層
No.1

Ⅲ層
No.2

Ⅲ層
No.3

SD
No.4

Ⅳ－ 1
No.5

Ⅳ－ 6
No.6　　　　　　　　　　　　　　　　　試料番号 

　　ゼンマイ属 － － － － － － － － 1 － － － －

　　サンショウモ 2 1 － － － － － 2 － － － － －

　　ミズニラ属近似種 4 － － － － － － － － － － － －
　　他のシダ類胞子 － 8 23 8 5 4 2 12 128 － 2 － －
　合計
　木本花粉 311 260 1 2 4 2 1 255 100 1 1 1 0
　草本花粉 246 157 28 3 1 1 1 265 197 1 0 0 0
　不明花粉 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
　シダ類胞子 7 9 23 8 5 4 2 14 129 0 2 0 0
　総計（不明を除く） 564 426 52 13 10 7 4 534 426 2 3 1 0

5．植物珪酸体分析
　遺跡内の植生の変遷や稲作の様態を知るために、植物珪酸体分析を前述の珪藻分析、花粉分析と共通の

土壌サンプル計 13 点について行った。

植物珪酸体分析は、各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステ

ン酸ナトリウム 比重 2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集して、カバーガラス上

に滴下・乾燥させた後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400 倍の光学顕微鏡下で

全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、

短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、（近

藤・佐瀬 1986）の分類に基づいて同定・計数した。分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート

作成に用いた分析残渣量、検鏡に用いたプレパラートの数や検鏡した面積を正確に計量し、堆積物 1g あ

たりの植物珪酸体含量（同定した数を堆積物 1g あたりの個数に換算）を求めた。

結果は第 15 表、第 7 図のとおりである。1 区 I － 18・2 区東壁のいずれの試料からも植物珪酸体が検

出されるが、保存状態は不良であり、表面に多数の小孔（溶食痕）が認められた。植物珪酸体含量は各層

位で変化し、1 区 I － 18 の No.4・5 では植物珪酸体含量は約 20 万個 /g 以上と多く、2 区東壁の No.2・6
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は 1,000 個 /g 未満と少ない。栽培植物のイネ属の植物珪酸体は、両地点ともⅢ層以降の土層から検出さ

れる傾向が認められた。以下は、各地点の産状である。

1 区 I － 18 断面

No.6 は、植物珪酸体含量は約 6,000 個 /g と本地点では最も少ない。ヨシ属、コブナグサ属やススキ属

を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科等が検出され、ススキ属短細胞珪酸体と不明キビ型の産出が目立つ。

No.7 は、植物珪酸体含量は約 2.6 万個 /g と No.6 と比較して多い。検出される種類は No.6 と同様であり、

ヨシ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科、不明キビ型の短細胞珪酸体の産出が目立つ。

No.4・5 は、植物珪酸体含量は 20 万個 /g 以上と最も多い。No.6・7 と同様の種類が検出され、ヨシ属、

ススキ属、イチゴツナギ亜科、不明キビ型の短細胞珪酸体の産出が目立つ。No.4 からは栽培植物のイネ

属が検出され、短細胞珪酸体は約 800 個 /g、機動細胞珪酸体含量は約 2,000 個 /g を示す。

No.3 は、植物珪酸体含量は約 3.8 万個 /g と減少する。検出される種類や産出が目立つ種類は、下位

の試料と同様である。栽培植物のイネ属は、短細胞珪酸体含量は約 700 個 /g、機動細胞珪酸体含量は約

1,200 個 /g を示す。

No.2 は、植物珪酸体含量は約 4 万個 /g を示す。ほぼ No.3 と同様の産出状況を示す。ただし、イネ属は、

短細胞珪酸体は約 1,600 個 /g、機動細胞珪酸体は約 5,400 個 /g と増加する。また、栽培種を含むオオム

ギ族が検出される。なお、検出されたオオムギ族は、植物珪酸体の形態からは栽培種の判別は困難である。

No.1 は、植物珪酸体含量は約 10 万個 /g を示す。検出される種類や産出状況は No.2・3 と同様である。

また、栽培種のイネ属や栽培種を含むオオムギ族も検出される。イネ属は、短細胞珪酸体は約 6,100 個 /g、

機動細胞珪酸体は約 8,300 個 /g と多い。

2 区東壁

植物珪酸体含量は、層位的に変化する。No.3 で約 16.7 万個 /g と最も多く、No.6 では約 60 個 /g と極

めて少ない。

No.6 は、植物珪酸体含量は約 60 個 /g と極めて少ない。種類の特定に至るものは検出されず、不明の

みからなる。

　No.5 は、植物珪酸体含量は約 8.7 万個 /g である。ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ

亜科が検出され、ヨシ属や不明キビ型の短細胞珪酸体の産出が目立つ。

　No.4 は、植物珪酸体含量は 4.5 万個 /g である。産出する種類や産状は、No.5 と類似する。

　No.3 は、植物珪酸体含量は約 16.7 万個 /g を示す。産出する種類は、No.5・4 と同様である。なお、イ

ネ属の植物珪酸体が検出され、短細胞珪酸体は約 400 個 /g、機動細胞珪酸体は約 900 個 /g である。

　No.2 は、植物珪酸体含量は約 500 個 /g と少ない。産出する種類はほぼ同様であるが、それぞれ約 200

個 /g 未満である。栽培植物のイネ属は全く検出されない。

　No.1 は、植物珪酸体含量は約 11 万個 /g である。産出する種類は下位の試料と同様である。イネ属は、

短細胞珪酸体は約 2,200 個 /g、機動細胞珪酸体は約 6,400 個 /g と本地点で最も多い。

　イネ属の植物珪酸体の出現は、1 区 I － 18・2 区東壁ともにⅢ層であり、その上位の土層からも検出さ

れた。Ⅲ層（1 区 I － 18 No.3・4）では、イネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が検出され、いずれも

機動細胞珪酸体が多く 1,000 － 2,000 個 /g であった。ところで、稲作が行われた水田跡の土壌ではイネ属

の機動細胞珪酸体は5,000個 /g程度検出されることが多く、安定した水田稲作が行われたと推定される（杉

山 2000）。また、川田条里遺跡（長野市）では、弥生時代から近世の水田跡でイネ属機動細胞珪酸体の含

量が約 4,900 － 7,300 個 /g（松田 ･ 河西 2002）、更埴条里遺跡（千曲市）で検出された条里水田や条里以

前の水田では数千－数万個 /g（（株）古環境研究所 1999）といった調査事例がある。なお、更埴条里遺
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第 7 図　 植物珪酸体含量

第 15 表　 植物珪酸体含量表

種　　　類
1 区 I-18 2 区東壁

　Ⅰ -2 層
　No.1

　Ⅱ -1 層
　No.2

　Ⅲ -1 層
　No.3

　Ⅲ -2 上
　No.4

　Ⅲ -2 下
　No.5

　Ⅳ層
　No.6

　SD101
　No.7

　I 層
　No.1

　III 層
　No.2

　III 層
　No.3

　SD
　No.4

　Ⅳ -1 層
　No.5

　Ⅳ -6 層
　No.6　　　　　　　　　　試料番号 

 イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ族イネ属 6135 1610 776 803 0 0 0 2247 0 424 0 0 0
タケ亜科ネザサ節 423 67 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
タケ亜科 0 268 155 402 789 0 0 749 0 0 0 0 0
ヨシ属 11213 4360 3102 24102 30779 617 4567 12735 120 30138 6681 18705 0
ウシクサ族コブナグサ属 1904 738 1551 10444 9471 77 1125 7866 30 5943 1867 3117 0
ウシクサ族ススキ属 16714 4964 4343 28922 43801 1291 4699 16481 30 25044 6583 13855 0
イチゴツナギ亜科オオムギ族 846 268 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
イチゴツナギ亜科 8674 3086 2637 38965 44591 925 4037 14608 30 25469 7369 11777 0
不明キビ型 20310 7044 9928 43383 47747 1657 6288 19103 180 37779 11790 23208 0
不明ヒゲシバ型 7193 4159 2482 17675 21703 482 2118 7117 0 12734 2751 6062 0
不明ダンチク型 8674 3958 4964 27717 14600 578 1721 7117 30 12734 2849 5369 32

 イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 8251 5367 1241 2008 0 0 0 6368 0 849 0 0 0
タケ亜科ネザサ節 212 67 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
タケ亜科 212 67 0 402 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ヨシ属 423 403 620 1205 8287 77 596 1124 0 5518 1277 693 0
ウシクサ族 3173 2080 3723 5222 19730 289 1191 8615 30 7216 2751 3291 0
シバ属 1481 671 155 803 0 0 0 1498 0 0 0 0 0
不明 4443 1140 2637 4017 7103 116 265 2997 0 3396 1081 1212 32

 珪化組織片
イネ属穎珪酸体 846 134 0 0 0 0 0 1498 0 0 0 0 0

 合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 82086 30522 29938 192413 213481 5627 24555 88023 420 150265 39890 82093 32
イネ科葉身機動細胞珪酸体 18195 9795 8376 13657 35120 482 2052 20602 30 16979 5109 5196 32
珪化組織片 846 134 0 0 0 0 0 1498 0 0 0 0 0

 総　　計 101127 40451 38314 206070 248601 6109 26607 110123 450 167244 44999 87289 64

跡のイネ属出現率は数 % から 80% を超える範囲にあり、堆積環境や耕作年数に大きく左右されることが

指摘される（パリノ・サーヴェイ（株） 1999）ことから、本遺跡のⅢ層では稲作が行われた可能性がある。

また、上述したようにヨシ属等の生育する湿潤な場所を利用し、稲作に伴い水質が富栄養化した可能性

もある。
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第９章　総括

　本書に掲載した佐久市森平遺跡、寄塚遺跡群、今井西原遺跡、今井宮の前遺跡は、北を浅間火山、南に

八ヶ岳の群峰に抱かれた佐久平のほぼ中央、標高約 660 ｍの高地に位置する。中部横断自動車道建設に伴

う 4 遺跡の発掘調査は平成 16 年度（2004）春の今井西原遺跡から着手され、平成 19 年度（2007）の今井

宮の前遺跡で終了した。森平遺跡が湯川の右岸 ･ 寄塚遺跡群は左岸の河岸段丘上、今井西原遺跡は南側の

台地、今井宮の前遺跡は千曲川と滑津川が合流する河岸段丘上と、いずれも河川の合流点付近に立地する。

現在、中部横断自動車道の佐久中佐都 IC を過ぎ、蛇行する湯川が路線外の至近距離に見えるあたりがか

つての森平遺跡の調査区である。実際に遺跡に立つと湯川を挟んだ南側に河床から約 18 ｍの比高差をも

つ断崖が眺望され、その頂部に寄塚遺跡群が位置する。逆に寄塚遺跡群からは眼下に森平遺跡を見下ろす

ことができる。　

各遺跡の様相はそれぞれの小結にまとめているので、ここでは時期毎に各遺跡の調査成果を簡潔に整

理する。

縄文時代
　縄文時代の遺物は森平遺跡と今井西原遺跡、今井宮の前遺跡で出土している。森平遺跡では縄文後期の

称名寺式～堀之内式にかけての土器がみられるが、遺構は検出されていない。今井西原遺跡では自然流路

跡から加曽利 E 式～堀之内式にかけての少数の土器や石鏃、打製石斧が出土した。また今井宮の前遺跡

でも堀之内 1 式の浅鉢や打製石斧が出土し、段丘崖際の長方形を呈する 2 基の土坑は陥し穴の可能性もあ

る。一般に縄文中期後葉以降、縄文人の生業の場が低地に下降する現象が各地でみられる。その背景には

河川漁撈の振興や水場での植物質食料の加工作業、あるいは狩猟場の拡大等が考えられる。遺跡周辺では

佐久市長土呂遺跡・近津遺跡群 ･ 聖原遺跡で縄文時代の陥し穴が確認されていることからも、この時期 3

遺跡が短期的なキャンプを伴う縄文時代の狩猟場として活用されていたと推測する。

弥生時代
　中期後半栗林式段階の竪穴住居跡は、森平遺跡で栗林 2 ～ 3 式段階が 17 軒、寄塚遺跡群でも 2 軒確認

された。また、掘立柱建物跡も森平遺跡で栗林 2 ～ 3 式段階のものが 6 棟みられる（第 4 章第 4 節 1）。

弥生時代の土坑は 100 基検出されたが、ピット状のものが多く、墓と判断されるものは無かった。また溝

跡のうち SD08 は弥生時代の竪穴住居群を囲む環濠と判断した。今井西原遺跡でもこの時期の土器が多数

出土した溝跡が確認され、今井宮の前遺跡でも土器が散漫に出土している。出土土器のうち最も古い時期

は栗林 2 式古段階で、そのうち特に寄塚遺跡群の SB01・02 の壺・鉢にはいずれも良好な磨きがなされて

いる。また対岸の森平遺跡では、栗林 2 式古～新段階の SB10 の床面に伏せられた甑（有孔鉢）から渡来

系弥生人の歯が出土した。佐久平でも渡来系弥生人等を通じて技術が導入され、集落周辺で水田稲作を試

行しながら定住し、周辺の粘土を採取して土器づくりをおこなっていた可能性がある。また、多くの太型

蛤刃石斧や扁平片刃石斧を保持し、磨製石鏃等の製作もおこなっている。そして、集落の規模も栗林 2 式

新段階、3 式段階へと拡大していったと考えられる。その後若干の断絶を経て、後期の前半には、森平遺

跡で竪穴住居跡が 5 軒（SB13 ～ 15、ST05･08）と掘立柱建物跡が 2 棟、今井宮の前遺跡の包含層に土器

が少数みられるのみとなる。住居の廃絶時などの火入れ行為は、弥生集落では珍しくないが、森平遺跡で
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は半数近くで認められる。一旦湯川沿いに展開した人々が徐々に別の場所へ移動していったのであろうか。

　森平遺跡の北方湯川右岸の台地上には北西久保遺跡（佐久市教委 1987）や西一本柳遺跡（佐久市教委

1994・1999・2003）ほかの集落群、湯川左岸の寄塚遺跡群の東側、湯川が大きく北に蛇行する地点には宮

ノ上遺跡群根々井芝宮遺跡（佐久市教委 1998）等、周辺には弥生時代中期から後期に至る集落が集中し

ている。今回報告したように栗林式段階における湯川の低位段丘（第 1 河岸段丘）への進出によって培わ

れた技術が、その後佐久平一円に広がる「赤い土器のクニ」へと引き継がれていったものと想像したい。

古墳時代
　今井西原遺跡には古墳時代前期 4 世紀にあたる隅丸方形の竪穴住居跡 SB01 が構築され、小形壺や台石

等が出土したが、その後は古代の溝が作られるまで空白となり、集落への展開はみられない。対岸の森平

遺跡でも古墳時代前期～中期の高杯等少数の土器が出土しているものの、施設はみられなかった。ただ昭

和 49 年の圃場整備に伴う今井西原遺跡の発掘調査や佐久市教育委員会の寄塚遺跡群の発掘調査では（佐

久市教委 2008）古墳時代前期を含む竪穴住居跡が数軒、根々井芝宮遺跡では古墳時代後期の例が報告さ

れている。以上から、弥生時代のように大規模ではないにしろ、この時期、湯川の左岸が居住地として利

用されていたことが分かる。

古代・中近世
　今井西原遺跡のもっとも北側には古代以降とみられる掘立柱建物跡 4 棟や区画を持った溝跡、多数の自

然流路などが検出された。また、今井宮の前遺跡では中世になると杭列やピット状土坑が検出され、一帯

に 15 ～ 16 世紀の建物跡が存在していた可能性も推測されている。またそれらは遺跡の東方に立地する中

世の今井城跡とも関係する。寄塚遺跡群でも内耳鍋が出土した SD01 や SD02・03 など、中世以降の流路

が利用されている。

　近世になると今井西原遺跡では台地中央部付近に東西方向の流路が整備され、水田開発が本格化したと

みられる。また今井宮の前遺跡では、17 世紀前半の大形土坑が数基検出され、それらは季節的に利用さ

れる井戸の一種と考察された。実際にこの地域は水利に乏しく、江戸時代初頭に市川五郎兵衛の三河田用

水堰が開削されて初めて灌漑され、それ以前は湧水が利用されていた（佐久市教委 2008b）。今井宮の前

遺跡の大形土坑はこのような環境下における、集水のための工夫を反映していると考えられる。近現代の

遺物としては森平遺跡の SD01 と今井西原遺跡の遺構外から寛永通宝が、今井西原遺跡ではキセルが出土

している。

　以上のように、本書では、湯川から千曲川が形成する河岸段丘周辺での、通時的な土地利用の様相を追

うことができた。最も多くの遺物が出土した森平遺跡の調査は平成 17 年度夏から平成 18 年度夏にかけて

おこなわれている。当時は千曲川本流に面した栗林 2 式期の大集落である長野市松原遺跡は報告されてい

たが、夜間瀬川と千曲川の合流点に展開する中野市柳沢遺跡の銅戈・銅鐸が発見される約 1 年前にあたる。

その後川久保・宮沖遺跡や琵琶島遺跡等、千曲川の下流域に展開する弥生時代集落がさらに多く調査さ

れ、近年、信濃の弥生社会の展開を考える上でこの時期が益々重要性を増している。今回明らかになった

森平遺跡の特異な立地は、水害の危険性を背負いながらも水利に優れた低地に集落を構え、水田開発に乗

り出した佐久の弥生人にとっては適地であったことは想像に難くない。そして、湯川・千曲川という長大

な水路によって下流域の先進的な大集落と繫がることが可能となり、また逆に栗林 2 式が佐久平で一気に

広がった背景にもこのような水運の利便性があろう。そして具体的な交通手段としては長野市春山 B 遺

第 9 章　総括
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跡のような刳舟の使用が推測されるが、外来系土器や石器・石材などがもたらされたルートやシステムは、

森平遺跡をはじめとした佐久の弥生集落を考える上での大きな課題として今後に残された。

　いずれにしても本書によって、海から最も遠い信州の高冷地に居住する人々も、弥生社会を形成し、他

地域との交流を行いながら、発展していく様相を垣間見ることができたと考える。

　以上本書の成果が、弥生時代の長きにわたる研究史を誇る佐久平の歴史の中に位置づけられ、多方面に

わたって広く活用されることを望みたい。
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森平遺跡 PL 1
遺跡から浅間山を望む

（平成１７年）

調査区全景

（平成１７年）



森平遺跡PL 2
調査区全景

（平成１８年）

調査区全景

（平成１８年）



森平遺跡 PL 3
遺構
左：SB０１（南より）

右：SB０１ 炉（南より）

左：SB０１

炭化物検出状況

（西より）

右：SB０１

遺物出土状況

（南より）

左：SB０１

遺物出土状況近接

（南より）

右：SB０１

無頸壺出土状況

（西より）

左：SB０２ 北側

遺物出土状況

（北より）

右：SB０２ 南側

（西より）

左：SB０２ 南側

炭化材出土状況

（西より）

右：SB０３・SＴ０６

（西より）



森平遺跡PL 4
左：SB０３ 炉（西より）

右：SB０３

遺物出土状況

（西より）

左：SB０３

遺物出土状況近接

（南より）

右：SB０４（南より）

左：SB０４ 炉（西より）

右：SB０６（南より）

左：SB０６ 炉（南より）

右：SB０６

遺物出土状況

（南より）

左：SB０７・０８

（南より）

右：SB０７ 炉（西より）
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遺物出土状況

（南より）

右：SB０７

遺物出土状況近接

（北より）

左：SB０８（南より）

右：SB０８ 炉（南より）

左：SB０９（南より）

右：SB０９ 炉１

（南より）

左：SB０９

遺物出土状況

（南より）

右：SB０９ P１７

粘土断面（南より）

左：SB１０（北より）

右：SB１０ 炉（南より）



森平遺跡PL 6
左：SB１０

遺物出土状況近接

（西より）

右：SB１１（北より）

左：SB１１ 炉（西より）

右：SB１１

遺物出土状況

（東より）

左：SB１１

遺物出土状況近接

（南より）

右：SB１３（南より）
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（東より）

右：SB１４（東より）

左：SB１４

遺物出土状況近接

（南より）

右：SB１５（南より）
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礫出土状況（西より）
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遺物出土状況近接

（南より）

左：SB１６（南より）

右：SB１７（南より）
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（北より）

右：SB１７ 炉２

（南より）
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遺物出土状況

（北より）
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遺物出土状況

（西より）

左：SB１７

遺物出土状況近接

右：SB１８（南より）



森平遺跡PL 8
左：SB１８

遺物出土状況近接

（南より）

右：SB２０（南より）

左：SB２０ P５

遺物出土状況

（西より）

右：SB２１（北より）

左：SB２１ 炉１

（北より）
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（東より）

左：SB２３（南より）

右：SB２３

磨製石斧出土状況

（南より）

左：SＴ０１（東より）

右：SＴ０２（南より）
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左：SＴ０４（南より）

右：SＴ０４ P２

断面（北より）

左：SＴ０４ P７

遺物出土状況

（北より）

右：SＴ０５

遺物出土状況

（西より）

左：SＴ０５

遺物出土状況

（西より）

右：SＴ０７（南より）

左：SＴ０８（南より）

右：SＴ１０（南より）

左：SＴ１３ P１

遺物出土状況

（南より）
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遺物出土状況

（南より）
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左：SD０１

礫出土状況（南より）

右：SD０３（西より）

左：SD０８

（西より、平成１７年度）

右：SD０８

（西より、平成１８年度）

左：SD０８

遺物出土状況

（西より）

右：SD０８ 断面

（西より）

左：SK００１

遺物出土状況

（西より）

右：SK００３

遺物出土状況

（北より）

左：SK０２４

遺物出土状況

（西より）

右：①区北東部

礫・遺物検出状況

（西より）
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１.５６－４１１

２.５６－４０９

３.５６－４４２

４.５６－４４１

SB09
５.５７－２６２

６.５７－２５０

７.５７－２５４

８.５７－２５３

９.５７－２５５

SB07
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SB09
１.５７－２５７

２.５８－２４９

３.５８－２５６

４.５８－２６６

５.５８－２６４

６.５８－２６０

７.５８－２６１



1

5

3 6

7

2

4

8

9 10 11

森平遺跡PL 18

１.５９－２７２

２.５９－２６３

３.５９－２５２

４.５９－２９０

５.５９－２８６（１/２）

６.５９－２８９

SB10
７.５９－４５４

８.５９－４５７

９.５９－４５８

１０.５９－４５９

１１.５９－４５６

SB09



1

5

3

6

2

4
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１.６０－４７９

２.６０－４６６

３.６０－４６８

４.６０－４７５

５.６１－４８３

６.６０－４６０

SB11



1

5

3

6

7

2

4
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１.６０－４６７

２.６１－４８９

３.６１－４７４

４.６１－４７３

５.６２－４８０

６.６２－４８４

７.６２－４６５

SB11



1

5

3

6

7

2

4

8

9
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SB11
１.６２－４８５

２.６２－４６４

３.６２－４７７

４.６２－４６９

SB13
５.６３－０７４

６.６２－０７５

SB14
７.６３－０１４

８.６３－０１９

９.６３－０１５



1

5

3

6

7
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8

9 10 11
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１.６３－０４４

２.６３－０４５

３.６３－０３９

SB16
４.６４－０６０

５.６４－０６１

SB17
６.６４－０９８

７.６４－０９７

８.６４－０９９

９.６４－１１０

１０.６４－２９６

１１.６４－１０９

SB15
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SB18
１.６５－０６４

SB20
２.６５－１５４

SB21
３.６５－１２３

４.６５－１２５

５.６５－１２４

６.６５－１５９

７.６５－１５１

８.６５－１２８

９.６６－１３６

１０.６６－１４９（１/２）

SB23
１１.６６－１７２

１２.６６－２９９

１３.６６－３００（１/２）

１４.６６－５６９（１/２）



1
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7

2

4

8 9

11

10

12
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１.６６－１７６

２.６６－１７１

ST04
３.６６－５２４

４.６６－５２８

ST05
５.６７－５２２

６.６６－５２０

７.６６－５２７

８.６７－５２３

９.６７－５２５

ST13
１０.６７－０９５

１１.６７－５６４（１/２）

１２.６７－０９４

SB23
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ST13
１.６７－０９３

SK001
２.６７－５０２

SK003
３.６７－５０３（１/２）

SK011
４.６８－５０９

SK020
５.６８－５１０

SK024
６.６８－１８３

SD01
７.６８－４４７

８.６８－４４６

SD08
９.６８－１９９

１０.６８－５１５

１１.６８－２００（１/２）

１２.６８－５１２

１３.６８－１９８

１４.６８－５１３（１/２）

SD12
１５.６８－１９４

1 2

3

4 5

7

8

6

10 11

13 14 15

12

9
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遺構外
１.６９－２１４

２.６９－２１０

３.６９－５３０

４.６９－２１１

５.６９－２２９

６.６９－２２３

７.６９－３０５

８.７０－２３６

９.７０－２３９

１０.７０－２４０

１１.７０－３０２

１２.７０－３０７

１３.７０－３０９

1

2

3

4 5 6

7 8

11
12 13

9
10
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遺構外
１.７０－３１０

２.７０－３０６

３.７０－３０３

４.７０－３０４

５.７０－３１１

６.７０－５４２

７.７０－３２２

８.７０－５４５

９.７０－３１２

１０.７１－３１９

１１.７１－３２０

１２.７１－３２８

１３.７１－３１７

１４.７１－３２１

１５.７１－２４２

土器片加工円板
SB06
１６.７１－３９０

SB07
１７.７１－４１８（土製品）

１８.７１－４３５

１９.７１－４３９

SB13
２０.７１－５６６

２１.７１－５６７

２２.７１－５６８

SK010
２３.７１－５７０

SK022
２４.７１－５１１

遺構外
２５.７１－２１９

２６.７１－５５０

２７.７１－５５５

２８.７１－５５６

２９.７１－５５７

３０.７１－５５８

３１.７１－５５９

３２.７１－５６０

３３.７１－５６１

３４.７１－５６２

３５.７１－５６３

３６.７１－５７１

1 2

5

12 13

3 4

7

8

10 119

6

14

15

16

17 18
19

26
25

24
23

30 31 32 33 34

27

35

28 29

36

20

21 22
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森平遺跡出土土器
文様詳細
１.６６－４０９

２.６６－４１１

３.５３－３５５

４.６０－４７５

５.６０－４７５

６.５６－４０９

７.６０－４７９

８.６０－４７９

９.６３－０３９

寄塚遺跡群出土土器
文様詳細
１０.６－１３

1

2

3

4

5 10

9

8

7

6
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石器
太型蛤刃石斧（1/3）

１.７３－SB０１－S０２７

２.７３－SB１１－S０３３

３.７３－SB０３－S１２９

４.７３－SB０１－S０２８

５.７３－SB０３－S０２９

６.７３－SB０３－S０３０

７.７４－SB０７－S０３２

８.７４－SB０９－S０７４

９.７４－SB２３－S０７６

１０.７４－SB０９－S０７５

１１.７４－SB１３－S０９７

１２.７４－遺構外－S０９８

扁平片刃石斧（1/3）

１３.７４－SB０１－S０３４

１４.７４－SB０７－S０３５

1 2 3

4 5 6

11

12
13 14

10

98

7
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扁平片刃石斧（1/2）

１.７５－SB０７－S０３６

２.７５－遺構外－S０４２

３.７５－SB０９－S０３７

４.７５－SB１５－S０４０

５.７５－遺構外－S０４３

６.７５－SB１１－S０３９

７.７５－SB１１－S０３８

８.７５－遺構外－S０４１・

　 S１２７

９.７５－SB０９－S０７７

１０.７６－SB０９－S０７８

１１.７６－SB０７－S１２８

打製石斧（1/2）

１２.７６－SB０９－S０６５

１３.７６－SB１５－S０８５

１４.７６－SB０３－S３３３

１５.７６－SD０１－S３４８

１６.７６－遺構外－S０８６

１７.７６－遺構外－S０８７

１８.７６－SＦ２－S３５１

１９.７６－SK０１０－S３５３

磨り切り具（1/2）

２０.８１－SB２１－S０９３

２１.８１－SB０１－S１３０

1

3

4

2
5 6 7

8 9 10 11

12

13

16

17
14

15

18 19
20 21
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磨製石鏃（1/1）

１.７７－SB０３－S００２

２.７７－SB０３－S００３

４.７７－SB０３－S００５

５.７７－SB０３－S００６

６.７７－SB０９－S０１３

８.７７－SB０３－S００８

９.７７－SB０９－S０１４

１０.７７－SB０４－S０１０

１１.７７－SB０５－S０１１

１２.７７－SB１１－S０１５

１３.７７－SB０７－S０１２

１４.７７－SB１４－S０１６

１５.７８－SB１４－S０１７

１８.７７－SB１６－S０２０

２１.７７－SB２１－S０２３

磨製石鏃未製品
（１/１）

３.７８－SB０３－S００４

７.７８－SB０３－S００７

１６.７８－SB１４－S０１８

１７.７８－SB１４－S０１９

１９.７８－SB１７－S０２１

２０.７８－SB２１－S０２２

２２.７８－SB０３－S３３２

２３.７８－SB０７－S３３７

２４.７８－SB０７－S３３８

２５.７８－SB０７－S３３９

２６.７８－SB１１－S３４１

２７.７８－SB１４－S３４２

２８.７８－SB０２－S００１

２９.７８－SB０１－S３６１

３０.７８－SB２１－S３６３

３１.７９－SB０９－S３６２

３２.７９－SB２１－S３６４

３３.７９－SB２１－S３６５

1

2

3
4

5

7

118

6

10

9

13

1412 15

16 17

18

19 20 21

22

2423

2625
27

30
31 32
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33
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石鏃（1/1）

１.７９－SB０７－S０２４

２.７９－SB１５－S０２５

３.７９－SB０２－S１５１

４.７９－SB０６－S１５２

５.７９－SB０７－S１５３

６.７９－SB０７－S１５４

７.７９－SB０７－S１５５

８.７９－SB０７－S１５６

９.７９－SB０７－S１５７

１０.７９－SB０７－S１５８

１１.７９－SB０７－S１５９

１２.７９－SB０７－S１６０

１３.７９－SB０７－S１６１

１４.７９－SB０９－S１６３

１５.７９－SB１３－S１６５

１６.７９－SB１５－S１６８

１７.７９－SB１７－S１６９

１８.７９－SB１８－S１７０

１９.７９－SK０２３－S１７１

２０.７９－遺構外－S１７２

２１.８０－遺構外－S１７３

２２.８０－遺構外－S１７４

２３.８０－遺構外－S１７６

石錐（1/1）

２４.８０－SB０８－S１６２

２５.８０－SB０４－S１８４

２６.８０－SB０４－S１８５

柱状片刃石斧（1/1）

２７.７７－SB０７－S０４５

２８.７７－SB１７－S０４６

みがき石（1/2）

２９.８３－SB０３－S１３３

３０.８３－SB０４－S１３４

楔形石器（1/1）

３１.８０－SB０３－S１９４

３２.８０－SB０３－S１９５

３３.８０－SB０４－S１９７

３４.８０－SB０５－S１９８

３５.８０－SB０７－S２０５

３６.８０－SB０７－S２０６

３７.８０－SB１６－S２１３

３８.８０－SK０１１－S２２４

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23

24 25 26

27 28

29 30

31 32
33

34 35

36

37
38
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敲石（1/3）

１.８１－SB０９－S０８１

２.８１－SK００１－S１１１

石槌（1/3）

３.８１－遺構外－S１２０

磨石（1/3）

５.８２－SB０９－S１４４

砥石（1/3）

７.８３－SB１５－S３４４

石皿
（１/３）

４.８４－SB０７－S０７３

６.８３－SB０６－S０６４

（１/６）

８.８５－SB２１－S１２６

９.８５－SB０１－S０６０

１０.８５－SB１５－S３４３

１１.８５－SB２３－S３４７

１２.８５－SB０３－S１３９

1
2

3

4

5

6
7

9

11 12

10

8
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石皿（1/3）

１.８４－SB０８－S０６７

２.８４－SB０８－S０６８

軽石製品（1/4）

３.８６－SB０９－S０８０

４.８６－SB０７－S０４７

５.８６－SB０７－S０６９

６.８６－SB０７－S０７２

７.８６－SB０１－S０９９

８.８６－SB０９－S０７９

９.８７－SB０７－S０７０

１０.８７－SB０７－S０７１

１１.８７－SＴ０２－S１００

凹石（1/4）

１２.８８－SB２１－S０９２

１３.８８－SB０９－S０８３

玉類（１/１）
１４.８８－SB０１－玉１

１５.８８－SB０７－玉２

１６.８８－SB０７・０８－

　 玉３

１７.８８－SB０７・０８－

　 玉４

金属器
１８.SD０１－M３

　 銭（１/１）

１９.遺構外－M１

　 環状銅製品（１/１）

２０.SB２１－M５

　 棒状製品（１/２）

２１.SB２１－M６

　 棒状製品（１/２）

２２.SD－M２

　 釘（１/２）

3 4

5 6

7 8

9

10

11

14 15 16 17

1 2

18 19

20

21

22

12

13
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調査区全景

（上空より）

左：SB０１（南より）

右：SD０４（南より）

SB０２（東より）
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7

8

土器
SB01
１.５－０２

２.５－０３

３.５－０１

SB02
４.５－０５

５.５－０６（１/２）

６.５－０４（１/２）

７.５－１３

SD01
８.５－０８

SD03
９.５－０７（１/２）

SD04
１０.５－０９

１１.５－１０

SK01
１２.５－１５

SX01
１３.５－１４（１/２）

石器
石鏃（1/1）

１４.５－SD０４－S０２

太型蛤刃石斧（1/3）

１５.６－SB０２－S０３

打製石斧（1/3）

１６.５－遺構外－S０４

スクレイパー（1/3）

１７.６－SB０２－S１９

石皿（1/3）

１８.５－SB０１－S１４

1 2

3

4

5

9

10

11 12 13

14

17 1815 16

6



今井西原遺跡 PL 37
左：１区全景

（上空より）

右：２区全景

（上空より）

左：３区全景

（上空より）

右：４区全景

（上空より）

１区SB・SＴ群

（上空より）

左：SB１０１

遺物出土状況

（南より）

右：SB１０１

同左南壁際近接

（北より）



今井西原遺跡PL 38
左：SＴ１０１（南より）

右：SＴ１０２（南より）

左：SＴ１０３（南より）

右：SＴ１０４（南より）

左：SＴ１０４ P１

磨製石鏃出土状況

（東より）

右：SD１０５（北より）

左：SD１１０

遺物出土状況

（北より）

右：SD１１０

同左近接１（南より）

右：SD１１０

同左近接２（西より）



今井西原遺跡 PL 39

8

2

4

5

土器
SB101
１.１１－０２

２.１１－０３

３.１１－０４

４.１１－０１

５.１１－３４（１/２）

SD101
６.１１－１１

７.１１－１２

SD106
８.１１－１４

SD110
９.１１－１５

１０.１１－１７

１１.１１－１９

１２.１１－２２

SD112
１３.１２－２５

SD114
１４.１２－２７

1

3

7

6

10

119

12 13 14



今井西原遺跡PL 40

10

3

SD110
１.１１－１６

SD203
２.１２－２９（１/２）

SD204
３.１２－３０

SD301
４.１２－３２

５.１２－３１（１/２）

石器
磨製石鏃（1/1）

６.１２－SＴ１０４－S８５

石鏃（1/1）

７.１２－SD１１１－S０１

８.１２－SK１０１－S０２

９.１２－SD１１１－S０５

打製石斧（1/3）

１０.１２－SD１１０－S２９

磨石（1/3）

１１.１２－SB１０１－S２２

みがき石（1/3）

１２.１２－SD１１１－S３５

石皿（1/4）

１３.１２－SB１０１－S２３

金属器
１４.遺構外－M０１

　 銭（１/１）

１５.SD４０２－M０２

　 キセル（１/１）

１６.SD不明－M０３

　 キセル（１/１）

6 7

8

9

11

12

15

2

5

4

14

1

16

13



今井宮の前遺跡 PL 41
遺跡遠景（西より）

３区全景（左が北）



PL 42 今井宮の前遺跡
左：トレンチ掘削状況

（１区T１１、西より）

右：３区T４④地点土層

断面（南より）

左：２区深掘り地点　

土層断面（東より）

右：５区T１土層断面

（西より）

左：４区トレンチ掘削

状況（西より）

右：４区T３②地点土層

断面（西より）

左：１区完掘状況

（北より）

右：２区東側完掘状況

（北より）

右：トレンチ位置平板

測量（南より）



今井宮の前遺跡 PL 43
３区西側完掘状況

（北東より）

３区東側完掘状況

（北より）



PL 44 今井宮の前遺跡

３区土坑群

（ⅡL１９付近、東より）

３区土坑群

（ⅡL１４付近、東より）



今井宮の前遺跡 PL 45
左：SA０１・０２

（西より）

右：SA０２（西より）

SK００２石積み

（北東より）



PL 46 今井宮の前遺跡
左：SK００２東西土層断

面（南より）

右：SK００２礫出土状況

（北西より）

左：SK００２下層石列

（東より）

右：SK００２石積み

（正面、北東より）

左：SK００２石積み

（側面、南東より）

右：SK００２石積みと

平石（南西より）

左：SK００２平石

（南東より）

右：SK００２完掘

（北東より）

下：SK００２周囲の

基盤層（北西より）



今井宮の前遺跡 PL 47
SK１１７～１１９

（南より）

SK１１７・１１８周囲の

基盤層（北東より）



PL 48 今井宮の前遺跡
左：SK１２１掘り下げ

状況（南より）

右：SK１２１礫など

出土状況（東より）

左：SK１２１下層礫・

石臼など出土状況

（南より）

右：SK１２１完掘

（北より）

左：SK１２１周囲の

基盤層（北より）

右：SK００７礫出土状況

（南より）

左：SK０２４完掘

（西より）

右：SK１２０人骨出土

状況（南より）

左：SK１２０断面

（東より）



今井宮の前遺跡 PL 49
土器・陶磁器（１/３）
１.SK０３２－２

陶器丸皿

２.（SK０４１）－４

内耳鍋

３.（SK０４１）－５ 

内耳鍋

４.SK０４２－７ 

浅鉢（縄文後期）

５.SK０４３－８ 内耳鍋

６.SK０４７－９ 

磁器染付碗

７.SA０１－１０ 

かわらけ

８.SK１２１－１４ 

陶器碗

９.SK１２１－１５

磁器染付碗

１０.（SD０５）－３４

陶器すり鉢

１１.（SD０７）－３８

須恵器甕

１２.Ⅰ層－１１５

磁器染付鉢

１３.２区Ⅰ～Ⅱ層－５１

陶器灯明皿

１４.３区攪乱－１０１

陶器天目茶碗

１５.Ⅱ～Ⅲ層－１１７

陶器碗

１６.Ⅰ層－１１４

陶器灯明皿

１７.３区－１０４ 内耳鍋

１８.３区Ⅰ層－１１６

陶器鉢または壺

１９.３区３TⅢ層－１５０

高杯（弥生中後期）

石器
打製石斧（1/3）

２０.１区Ⅱ層－S２

石臼（1/4）

２１.SK１２１－S６

２２.SK１２１－S４

２３.SK１２１－S５

２４.SK１２１－S７

石鉢（1/4）

２５.SK１２１－S８

２６.３区－S３

61 42 3 5

7 8

9 10

11

12 13 14

1915 16 17 18

20 21

22

23 24 25 26



Qz：石英．　P１：斜長石．Opx：斜方輝石．Cpx：単斜輝石．Ho：角閃石．Ry：流紋岩．
An：安山岩．Alt：変質岩．Vg：火山ガラス．
写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー。

１.試料番号１（SB０９粘土）

２.試料番号４（SB０９ - ２５０）

３.試料番号９（SB０９ - ２５５）

４.試料番号１０（SB０２ - ３４４）

PL 50 森平遺跡胎土薄片
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要　約

本書に掲載した４遺跡は佐久平の中央部、千曲川とその支流の湯川が合流する地点付近に所在する。森平遺跡は
湯川から数十ｍという至近距離の低位段丘（第１河岸段丘）に立地し、弥生時代中期を主体とする集落で、集落
東西と南側は湯川の蛇行流路、北側は環濠で区画され、後期前半までの遺構が検出されている。うち約半数は焼
却を伴う竪穴住居跡であり、各時期１～数棟の掘立柱建物跡が伴う。それぞれの住居跡の床面近くからは多くの
土器が出土したが、うち１軒の住居跡の床面出土の甑の中から、渡来系弥生人の歯が出土したことは佐久平初の
発見となった。森平遺跡と湯川を挟んで南に位置する寄塚遺跡群は湯川の断崖上に立地する小規模集落で弥生時
代中期の竪穴住居跡が検出された。その南に隣接する今井西原遺跡は台地上に立地し、古墳時代前期の竪穴住居
跡、古代以降の掘立柱建物跡や、溝跡および自然流路跡が検出された。また近世には、台地中央部の流路が整備
され、水田開発が本格化したとみられる。その南、千曲川に至る河岸段丘上には今井宮の前遺跡が位置する。１５
～１６世紀代の杭列跡がみられ、東側に隣接する中世の今井城との関係が示唆される建物の存在も想定されてい
る。１７世紀の大型土坑も複数検出され、集水のために季節的に利用される井戸の一種と推測された。以上４遺跡
の調査によって、弥生時代中期の集落遺跡の様相と、中世から近世にかけての台地上の水田開発のあり方等を考
察するための新資料を提供したことは大きな成果である。

ふ り が な
所収遺跡名

ふりがな
所 在 地

コ ー ド 北緯 東経 発掘期間 発掘面積
㎡ 発掘原因市町村 遺跡番号

森
もり

平
だいら

遺
い

跡
せき 長

なが

野
の

県
けん

佐
さ

久
く

市
し

大
おお

字
あざ

横
よこ

和
わ ２０２１７ ５９３

３６°１５′２１″
（世界測地系）
３６°１５′３２″
（日本測地系）

１３８°２７′０５″
（世界測地系）
１３８°２６′５４″
（日本測地系）

２００５０８２２
～

２００５１２２２
２００６０４１８
～

２００６０６２２

５，５００ 中部横断自動
車道建設に伴
う記録保存調
査

寄
よせ

塚
づか

遺
い

跡
せき

群
ぐん 長

なが

野
の

県
けん

佐
さ

久
く

市
し

大
おお

字
あざ

横
よこ

和
わ ２０２１７ ２３１

３６°１５′２８″
（世界測地系）
３６°１５′１６″
（日本測地系）

１３８°２６′４１″
（世界測地系）
１３８°２６′５２″
（日本測地系）

２００４０８２３
～

２００４１２２０

２，５００ 中部横断自動
車道建設に伴
う記録保存調
査

今
いま

井
い

西
にし

原
はら

遺
い

跡
せき

長
なが

野
の

県
けん

佐
さ

久
く

市
し

大
おお

字
あざ

横
よこ

和
わ

ほか
２０２１７ ２３４

３６°１５′２３″
（世界測地系）
３６°１５′１２″
（日本測地系）

１３８°２６′４０″
（世界測地系）
１３８°２６′４０″
（日本測地系）

２００４０４０１
～

２００４１２２０

２０，０００ 中部横断自動
車道建設に伴
う記録保存調
査

今
いま

井
い

宮
みや

の前
まえ

遺
い

跡
せき

長
なが

野
の

県
けん

佐
さ

久
く

市
し

大
おお

字
あざ

今
いま

井
い ２０２１７ ２３５

３６°１５′０７″
（世界測地系）
３６°１４′５６″
（日本測地系）

１３８°２６′３５″
（世界測地系）
１３８°２６′４７″
（日本測地系）

２００６０４２５
～

２００６０６２２
２００７０４２３
～

２００７０５１６

８，０００ 中部横断自動
車道建設に伴
う記録保存調
査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

森平遺跡 集落
弥生時代
古墳時代

弥生時代（竪穴住居跡２２軒、
掘立柱建物跡６棟、土坑１００
基、焼土跡３基、溝跡１条）、
古代以降（溝跡１０条）

縄文土器、弥生土器、土師器、
ミニチュア土器、土器片加工
円板、太型蛤刃石斧、扁平片
刃石斧、磨製石鏃、磨製石鏃
未製品、石錐、楔形石器、石
槌、石皿、管玉、銭（寛永通
宝）人骨（歯）、動物骨

湯川低位段丘上の掘立
柱建物跡を伴う弥生時
代中期の集落。

寄塚遺跡群 集落
弥生時代
古墳時代
中世
近世

弥生時代（竪穴住居跡２軒）
古墳時代（土坑１基）、溝跡（古
代以降２条、中世以降１条）

弥生土器、土師器、須恵器、
内耳鍋、太型蛤刃石斧、石鏃、
楔形石器、打製石斧、石皿

今井西原
遺跡 集落

縄文時代
弥生時代
古墳時代
平安時代
中世
近世

縄文中期末～後期（溝跡・自
然流路跡２条）、弥生時代を含
む（土坑１基）、古墳時代（竪
穴住居跡１軒）、古代以降（掘
立柱建物跡４棟）、弥生以降
（溝跡・自然流路跡１８条）

縄文土器、弥生土器、土師器、
須恵器、前山焼燈明皿、磨石、
石皿、磨製石鏃、石鏃、キセ
ル、銭（寛永通宝）

今井宮の前
遺跡 集落 中近世

時期不明（掘立柱建物跡１
棟）、１５～１６世紀初頭（杭列
跡２列）、大型土坑（近世前半
４基）、小・中型土坑（中近世
９２基、うち１基は人骨１体が屈
葬された土坑墓）

縄文土器、弥生土器、土師器、
陶磁器（常滑焼）、かわらけ、
内耳鍋、石臼、石鉢、砥石、
磨製石斧、打製石斧、剥片・
石核、人骨

近世土坑墓より１０代後
半の人骨を検出。すり
鉢状の大形土坑の南西
側面に、水をくみ上げ
る際に側面の崩落を防
ぐ目的で積み上げられ
た可能性のある石積み
あり。
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